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なものでなければならない。   

特に中国の農茶寮㌢静・鹿家経済を籠織の対象とする場  

合は以上の上向過程と下向過程の反復がとりわけ蕊黎で  

ある。申桓】は国土は広大であり，農家数も巨大であり，  

内部におけるl宴‡無的社会的バリエーションはたいへん大  

きい。個々のケースについて千差万梯の実態を羅列して  

も，その嚢態はたくさんの多様性のなかに溶け込んでし  

まうだけで，集約された像なり生きた実態なりをきちん  

と示すことにはならない。集約された像や緒関係をもと  

のサンプルに戻してバリエーションのもたれかたを再検  

糾する必繋があろう。これがここでの裸題である。   

方法としては，まず第1観で行ったのと同じ方法で農  

薬経常・厳密繚済の20指標について平均と偏差・相関関  

係・成果要因聞の回帰分析を農区別に行い，遇区を異に  

することによってこれらの測定機がどのように輿なるか  

を吟味する。次いで節2経で行った自然条件・首脳構  

造・就業構造・経常構遷・生活構造への所属の吟味を段  

区別に．その慮Ⅸに含まれている各地区についで行う。  

数教化勤王論Ⅲ類で細山された緒パターンは全車匝的に得  

られたもので，またそれぞれが多数のカテゴリーへの関  

わりのなされ方から導き出されたものである。従って各  

パタ～ンほ金申固的に怒味付けられるパターンでかつ多  

くの属性を伴うパターンである。各地区のパターンとの  

関わり方はそのパターンを支持している多くの属性との  

関わりの浪淡から判断されるものであって，そのパター  

ンのそのままの色合いの浪淡を示すものではないが，そ  

の地区がそのパターン約属性をどの程度身につけている  

かはスコアによって判断できよう。このようにして猥区  

別各論を計数分析的に論じることになる。   

生き生きとした爽態は計数的数値だけでは充分に把握  

できない。針鼠約数偲ほ先入観や感情を排除した認織の  

基礎であって，これを欠いたものは科学的ではありえな  

い。しかしこれだけでは充分でない。秋冷・論肇Ⅰ！以前の  

地域の実態と問題点をビイビイドに伝えている「地方  

番」鵬ジカタ啓一がそこを補充してくれる。申閻のこ  

の趣旨に沿った翰文や槻奮啓はそんなに多くないが，あ  

るがままの地域の爽態をすなおに伝えている文献として，  

凋邪法綱「中国膿村掛斉資料」・「統中国農薬経済資料」  

などは，数少ないこうした目的に沿う1930年前後の地方  

…ジカター経済魯である。ここに所収されている論  

文・報償魔の申から各戯区についての臭い・味・雰囲気   

Ⅰ．課題 と方法  

節1報3）と第2報4）では，大戦前中国の膿莱樺′浄・麒  

家繚済の秩序構成の解明を計指して2過りの針鼠分析を  

施した。   

その1は，農業経常・戯家経済の内容について20の指  

棟を168戯莱地区のそれぞれの鷹堵規模別の平均値とし  

て盤勤とし，各才拷橡の平均と偏差のもたれかた，指標聞の  

相関関係のもたれかた，および戯場産出蚤・土地生産  

性・労働生産性などの繚骨相様に対する戯場規模・作付  

規模・ダブルクロッピングの度・労働集約度・肥料集約  

度などの菜園指棟の鮮与関係のもたれかたを提示するも  

のであり，その2ほ，農薬経常・鹿家経済の様相を117  

農莱地区につき自然灸件・骨虚構造・就業桃追・経常構  

造・生活構造を網羅した224カテゴリーへの所属として  

紫難し，その行列の度数分布より具体的内容を描写する  

とともに，数激化理論を用いた様々な視角から主婁パ  

ターンー相互に対抗背虜蘭なパターンの対のいくつか  

－の紬揖を衝い，それらのパターンの連結ないしは蕊  

合わせとして農薬経常・農家経済が構成されていたかを  

接示するものであった。   

その場合吟味にあたってはできる限り多様な地域差あ  

るいは河山地政であってもなお多様生を持つ地区l…長一の差  

の存在を窓にとどめた。多数の農家・戯場をうちに含む  

生ける経済的営みを把握するためには不断に故紙の上向  

過程と下向過程を反復させていく必繋がある。上向過槻  

とは千差万様な爽態から出発して平均化され，また爽雑  

物の取り去られた像を済絶しようとする。内春する緒関  

係の認織にしても叫それがl掛取律の認織であれ，パ  

ターンの籠織であれー抽象化された統一的・体系的な  

敢大公約数的籠餓である。あらゆる研究ほこうした上向  

過程を追求するが，しかし同時にこのようにして得られ  

た認撒は現実の何物をもそのままでほ提示していないの  

である。構造なり諸関係が現実の生きた東約であるため  

には′齢こ下向過程が必要である。下向過程とは上向過程  

で得られた像や緒関係をもとのサンプルに適用して，そ  

の像や諸関係がどのようにサンプルを説明し，またはサ  

ンプルと食い遜っでいるかを検証することである。下向  

過程の操作が上向適職での山般化の限界を認識させ，ま  

た山般化認汲にそれを取り巻くバリエーションの存在を  

付瀞させるものである。生ける実態の認諾裁とはこのよう  
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所的に気象条件や土壌が比較的よいとか，敵漑の便が〔衰l  

れるとか，「良い土地」においてである。人称的には携  

族が耕地をもって戯楽を，チベット族や栗古族が輩地を  

もって放牧を行っている。   

総而稜約3180万ヘクタール，総戸数約260万戸，その  

うち約200万戸の農家が約470万ヘクタールの排地を経常  

している。腿家ほ農用地として耕地のほか革地・敏昭約  

180方ヘクタール，樹木・激＊約60万ヘクタール，森林  

約50万ヘクタールをも利用しているが，主体は耕地であ  

る。荒地となっている土地が約210万ヘクタールあるこ  

と，来耕地に占める可耕地の比率が19％あることも留恵  

すべき点である。「乾燥する敏組な丘は機かに野生臓物  

が成長するのみで，革の飼料となる。人々はかかる丘陵  

地が耕作されている範囲の広さに驚くであろうが，恐ら  

くはそれに土地の蔑も有利な便用の程度を越している。餉】  

巌耕と放牧が立地畿合している地域であり，猥緋がその  

娩合限界を越え，サブ・マージナル・ランドまで入り込  

んでいる部分を多く含む農区である。排他は谷地では激  

漑されでおり（その放火のものほ寧夏の鶉河から巡河を  

拓いて行われた国営土地改良施行地区である），丘陵地  

ではテラスエや頭園を施されている場合さえある。音数漑  

は河の水流を利用した水準による揚水を畑にかけ流す方  

式である。農家の戯機規模は中国の農業池澤で叡も大で  

ある。自作戯が48％，自小作農が13％，小作農が39％で  

ある。   

作物は小寒（莱），きび，ノト愛，大変が主体であり，  

他に大二私 流乳 空豆‥8藩鈴乳 ごま，けし，タバコが  

ある。これらの作物は容の播き付けあるいほ植え付けに  

よっている場合がほとんどで，叫都けしを春作とし，収  

穫後きび，小乳 タバコ等を栽培する型があるにすぎな  

い。局地的な生産物としてタバコ，うり，ぶどうがある。  

肥培管埋ほ粗放で「雑草が作物と同じ高さに伸びてい  

る」ところも珍しくない。家畜ほ比暁的飼われている。  

役畜としては費牛と磯臭夢苺が多く‥晦と騨悔もいる。生産  

家畜としてほ辛が飼われている（羊毛，羊皮は敢も蕊婁  

なこの戯区の生産物である）。こうした家畜は肥料製造  

の条件となっているが，畜産物から得られる栄養は低か  

で主賓食欄礎小米を中心とした穀物と馬鈴薯である。気  

象不安蒐や鎧穂職など柄審などによる災客の危険は食中  

機中で散も赦しく，市場や治安の不備とも関連して，飢  

餓と人食の繚験が語られる駿区である。住宅は泥煉瓦ま   

を伝えている作品を取り出してこれを抄出して，前記の  

鮒螢約数倦を補充することにする。   

要するに農区別各論を示すことを企画しているのであ  

るが，ここではJ．L．バック尊の区分一春覚区・冬変′ト  

米区・冬愛蔵楽区一揚予水稲小変区・水稲茶区・水稲両  

種‡g・四川水稲区・閣瀾水稲区の8戯区脚に従うこと  

する1）。別室！の地域区分としては通常行政区師こ即しで，  

まず支那本部と辺境区…東北・外栄治・シンチアン・  

チ′ヾット・台牒卜」に大潮し，本稿が考察の対象として  

いる支那本部については北支那岬東部4省（河北・lj品‡  

東・山西・河南）供甘2省（駅西・甘栗l首）関北植民地  

（軍記・常淘・緩速・チャハル）－と中支那岬宋部4省  

（江鮮・湘江・安徽・江閣）中部2省（湖北・湖南）西  

部2省（閤川・酋康）－と構文那叫宋部3省（福建・広  

東・広啓）奥地2省（資州・塞商）…，といったふうに  

区分される機磯が多い。こうした行政区分では適切な戯  

区設嘉はできない。バック尊は資料人手の関係上行政‡真  

髄である服－わが園の郡と同等かそれよりも小さな区  

画で現在の市町村牡鹿の大きさである…を末端の単位  

（地区：】ocaiity）としながら，土地利用・農薬経常・常  

総形態の顆似性に即して前記8蓑区に‡差分されている。  

このほうが我々の課題に対しては適切な区分であると認  

められるい今冒中国科学院地徴研究所凝済地理研究室稲  

「中国農薬生産和尋」でなされている農区区分も検討し  

てみたが，当時の戯区区分としてはやはりバック等の区  

分が適当であると判断しした2）。  

Ⅱ．廃案区域の特性   

A．容 愛 区  

1．容愛区の概況   

常軌1才繍，寧乳 絃遠の農薬的に拓かれた部分，そ  

れ狩野軌 山西の西部縁辺部分を含む。商い峻瞼な山脱  

あるいは葦原に接し，丘陵や小山を含み，土地ほ輝い紫  

土で覆われ，1000メートルから3000メートルの高度をも  

つ。気象は冷涼で降雨が少なく，冬期の寒気と凪が独い。  

奥地の山間高原地瀾であるにかかわらず，大森林はなく，  

山林はあっても松，桑，稔等が租に自生しているにすぎ  

ない。教士は古くからの自然相生の破壊，水飴，砂によ  

る綬翠などで荒れているところが多く∴可耕地の比率は  

小で，嚢際に農家が定位して戯楽を行っている部分ほJ萄  
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本として，節1報で行ったと同様の方法で農業経常の構  

成を分析する（Tab王eト1）。  

（＝ 相棒の平均と偏差からみた農業繚骨の構成   

農家の壮瞥員数は一年磁を含めて－7．は2．0人，労  

働力規模は2．0±0．9人（ME）である。世帯規模と農場  

規模が比吸約大である。役畜は1．9士1．4頭，労働力の役  

畜東條度は88％であってこれも比較的大である。数年・  

罵・威鰐鯵牒馬のうち燭の割合が大である。ダブルク  

ロッピングの壮度は102士9％であって，これは極めて  

低い。いうまでもなく冬期の作物生育がないからである。  

このため作付面積規模は膿場面撒規模と同じであって，  

これはノト衆地帯の中でも小である。経営観模を作付延両  

横でみれば規模ほむしろ零細である。肥料ほ投入給濃28  

±32トン，1ヘクタールあたり11±5トンである。この  

盈は小変地滞の申ではもちろん水稲池澤と比梗しても  

ー特に1作1へクタ叫ルあたりの肥料投入蚤としては一  

多い。労働鹿約度は1ヘクタールあたり1．2±0．8人  

たは岩石で造られているか鶉土正に穴潤しているかして  

おり，被服や家具も敢も少ない。即ち生活水準の敢も低  

い地‡夏である。貧困と関連して社会的対滋と紛争も大で  

ある。消末の回数雑の乱は大食の廃村をもたらしたとさ  

れ，大姐瀾の対立抗争や匪賊の災も多い。逃荒潜も多い。  

2．農業繚′浄・鹿家経済の構成糾   

バック等の16．786農機済査では春麦区からは次の地区  

が調査されている。   

甘賭省…率蘭（カオラン）・武威（ウェイ），1＿i」西省  

…寧武（こンウト大同（ダーツン）・静楽（ツイング  

ロ〉，挟西省一嚢辺（ティンピェン）一輪林（ユーリ  

ン），寧覚省一寧笈（こンシア），常海省鵬酉寧  

（シーニント洩源（ホワンユン），綜速省脚絆接  

（ウェイスイ）・包淡（パオトー）。   

このうち包頸地区は調査数催が異常】際立って大規  

模なうえ10アールあたり収稚魚が際立って商位脚であ  

るので除外して，地区別・規模階層別の集計平均傭を轢  

Tableト1Index如Ånalysis（1）  
【春安区］  〔指標〕  

STANDARI）  MINIMUM  MÅX加悦  
変数  MEAN          DEV．   VALtJE  VALUE   

Ⅹ1  19．94   16．57  1．02   67．92   

Ⅹ2  2．05   0．94   0．40   4－40   

Ⅹ3  1．96   1．48   0．00   6．19   

Ⅹ4  102．β6   9．9∂   100．00   ま46．00   

Ⅹ5  2．59   2．09   0．19   8．30   

Ⅹ6  28．87   32．57   i，69   164．03   

X7  2．56   2．10   0．19   臥30   

Ⅹ8  10．84   5．85   3．75   34，93   

Ⅹ9  1．20   0．73   0．35   3．25   

XlO  0．97   0．56   0．00   2．44   

Ⅹ11  11．14   5．92   3，75   34．93   

X12  臥30   3．76   2．36   17．91   

Ⅹ13  8．60   5，07   l．64   23．42   

Ⅹ14  1－Z5   0．81   0．35   3－84   

Ⅹ15  0．88   0．40   0．00   1，93   

Ⅹ16  87，75   16．31   16．70   100．00   

X18  19．54   18．42   80．00   Ⅹ17  臥09  3．69  2．36  17．91        0，00    Ⅹ19  7．10  2．62  2．20  15．20  X20  2．57  1．69  0．20  7．49  

Xl：農協産出盤（100kg：キンダル）  

XZ：労働投入螢 〈人）  

X3：役畜投入愈（家畜単位）  

Ⅹ4：土地利用度（％）  

X5：作付面積（ha）  

X6：肥料投入愈（t）  

X7：耕地面積（ha）  

Ⅹ8：作付面積あたりの肥料投入澄  

X9：作付商機あたりの労働投入蕊  

Ⅹ10：耕地面積あたりの役畜投入盈  

Xll：耕地面積あたりの肥料投入蕊  

X12：土地生産機（100kg／ha）  

X13：労働生産性（180kg／人）  

X14：耕地面積あたりの労働投入盈  

Ⅹ15：役畜・労働比率（家畜単位／人）  

X16：自作地比率（％）  

Ⅹ17：作付面積あたりの土地生産性  

X18：農外所得依存率（％）  

Ⅹま9：農家世帯戯数（人）  

X20：鹿家世帯爵あたりの産出駿（100kg／人）  
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（ME）である。これは作付1ヘクタールの水蝉としては  

小変地帯の申では平均的，耕地1ヘクタールの水幾とし  

てはノト愛地帯の中でも低い。労働朝敵で肥料集約である。  

経常の成果は農場産出畿1，99土1．65トン，土地生産性  

0．88±0．37トン，作付両横あたりの土地生産性0．80±  

0．37トン，労働生産性0．86±0．50トン．世帯員あたり藤  

山蕊0．25士0．16トンである。春小麦・オート変・大食・  

きび・ノト米・高教・豆類・燭鈴薯・けし・タバコ，それ  

に辛皮・羊毛が藍賽な生産物であるが，これらの生産鹿  

を室数換解した蕊は上記のように′トである。食中閣の申  

で撤も低位生産の脚衝をなしている。作付商務あたりの  

土地生産機の低位とダブルクロッピングの程度の低位が，  

多少とも大な脇場規模という優位を消し去り，生産力を  

大きく低めている。経常他のlヨ作地比率は87土16％で，  

他の華北′ト変地帯と同様に商い。他方農外所得依存率は  

19士i8％で，これは中国全体の中で－′ト麦地帯の中で  

も…かなり商い。   

以上の農家のなかから，この鹿区で極端な2通りの農  

家を取り出せば次のようである。（i〉10人の年滞を含む  

世帯員をもち，5人（ME）の労働力と6頭の役畜で  

もって8ヘクタールの農地（耕地）をもつ一触に放牧  

のための牧野・箪地がある一段壊を経常している。肥  

料基約庶は前記平均の3分のZ，労働粂約度は前記平均  

の半分といったあたりである。これにより嘉穀換界6、0  

トン瀾当の農畜産物の産軋1ヘクタール0．7トンの土  

地生産性と1人（ME）1．2トンの労働生産性をあげ，聴  

解戯あたり0．6トンの鹿洩をあげている。（ii）！鋸阻員数  

は3人，農場の面相規模は0．3ヘクタール，自家膿業へ  

の従剃ま0．5人（ME）である。役畜はもっておらず，従  

属した農家と畜工・人工の交換を行うが，作莱は手作業  

が多い。家族3人のうち2人が働き手となっているが，  

そのうち1人ほ他家農イ乍紫やその他の貸金労に磁われて  

いる。この肥料集約度は前記平均以下であるが，労働炎  

約度ほ前記平均より太である。自家農莱の鹿出盛ほ0．2  

トンに達しない。土地生産慄は1ヘクタールあたり0．6  

トン以下であり，労働生産性は0，4トン以下である。世  

帯員あたりの産出螢は虔毅換算60～70キログラム，この  

池澤に多い雑穀にi致して100キログラムほどである。す  

なわち自家食欄の半分程度の‡ヨ給を確保しながら，貸鎌  

取入で敢低極貧の生活をたてている。   

闇戯某軽骨の指標聞にみられる相聞関係  

① 腿場産出巌・労働生成性・世帯員あたり産出濠の相  

互間には緊密な正の相関がある。また戯城規模・作付延  

爾機・労働力姐模・世澤凰規模の相劉鋸こほ緊礫な相関  

がある。そ・して規模指標ほ農場産出放との聞に0．8～0．9  

という強い相聞を，労働生敵性や世帯員あたり産出蛍と  

の聞にゆるやかな0．4～0．5根底の相関がある。これらは  

仁一二爛戯発に共通した閲孫であるが，この彪i夏の場合戯場  

産出慶が規模によって親愛される度合がとりわけ大であ  

る（Table2－1）。  

（診 役詔飼野駿は戯磯規模と肥料投入澄双方に0．7程度  

のみるペき相関をもつ。小変地滞では肥料投入螢との関  

係が不明瞭なのが通常であるが，この農区では家暦と肥  

料の関係が明瞭である。  

③ 労働集約度・肥料爽約皮・役畜紫輔皮など炎約麗諸  

指梗は，祁亙の間に微弱な相関をもつのが中国厳寒に通  

常であるが，この農区でほ相互に鯉相関である。集約度  

緒指梯と土地生産性とのl祷＝こ狙い正の補間が－他の戯  

区よりは比較的抽く－ある。労働生産性との岡にほ弱  

い負の相関があるのが通常であるが，この農区の場合は  

肥料集約度と労働生産性との閻の関係は溺い正の相関を  

もつ。集約度緒精機と規模との関係は，肥料炎約皮は規  

模と閲係しないが．労働集約度は規模との間に岬0．5～  

叫0．7の強い教の相関がある。規模と生産性の聞係は  

「労働生産性は規模に託，土地生産憤りま規模に負」であ  

るのが中国盛栄に通常であるが，この腱区でもそうであ  

る。  

④ 自イ乍地比率が他の経常摘磯との間にみるべき関係を  

もたないことばこの腿区も同根である。農外所得依存率  

が産出蕊・規模・生哀捌建と微弱な負の相関をもつことは  

この農区でも同様である。  

（3）指標聞の回帰分析からみた胞基経菅の構成  

刷 慮壌産出螢に対する経常親機と経常基約皮の寄与関   

係  

① 農場規模の寄与弾力性は1．0に近い。綴場産出蕊は  

地区の気象・土壌・絃漑などの魚件の差を除けば完全に  

慮瘍規模に比例している。労働力規模の寄与弾力性は  

1．8，世帯員税模の寄与弾力性は1．9と非常に商い。この  

関係は因果関係を逆にして，「労働力保有や世常の大き  

さは軽骨のもたらす産出魔の平方根に比例する」，ある   
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におきかえてみると，次のように変わる。農場規模と世  

常闇規模をセットにした対応の寄与弾力性は0．89・0．20  

である。戯場規模・掛野貝規模・肥料投入螢をセットと  

した対応の寄与弾力性は0．51・－0．22・0．52である。す  

なわち倣幣貝規模の寄与帽が著しく低くなり，マイナス  

にすらなる。この農区では掛野戯規模が労働力規模との  

相聞が極めて商いのにこうした測定値がでる理由は推測  

できない。  

（B）生敵性に対する経営規模と経常集約度の寄与関係  

① 土地生敵性に対して，土地利用度・労働基約度・肥  

料集約度・鹿機規模をセットとした対応の寄与弾力惚は  

0．45・0．83・0－31・0．41である。土地生産性は地区それ  

ぞれの特殊条件によって親愛されるため商い相関は得ら  

れないが，この農区は0．7の相関をもつ。土地利用度の  

寄与はこの腿区では無視してよい。この農区では経営が  

労働粗放的なので，労働集約化の寄与が大きい。肥料の  

寄与度も大であることは前紀でのペたとおり有披質の施  

肥効果の商い土壌のためである。審与の規模が大なのは  

－rAで示したような－規模の大きい経常ほど良い土地  

をもちあるいは澱漑への施設などを備えたり，家畜を多  

くもっていたりしている，といった挙憫が反映されてい  

るのでほないかとみられる。  

② 労働生産性に対して，土地利用度・作付面積あたり  

労働投入蕊・戯場規模をセットとした対応の寄与弾力性  

は－0．54・－0．17・0．32・0．42である。この回轍式も  

0．8の相関をもち高い。土地利用度ほこの戯区では無視  

してよい。この農区では労働幾約度は負に反応し，肥料  

炎約皮は正に反応し，農場規模も正に反応する，という  

点に特徴がある。労働躯約皮が負に反応する点は小変地  

帯一般と同じであるが，肥料集約度の反応の方向は反対  

であり，農場規模が正に反応するその審与帽が′卜変地帯  

一般より大である。  

③ 世帯員あたり産出螢に対して，土地生産性・労働生  

産性をセットにした対応の霹与弾力性は0．22・1．13であ  

る。土地生産性・労働生産性・掛野爵規模をセットとし  

た対応の寄与弾力性は0．22・0．15・－0．05である。  

3，農業経常・農家経済の構成（2）   

節罠報で行った224カテゴリーへの該当・非該当を手  

掛かりとした度数分析とパターン分析のデータと結果を  

用いて，この農区における戯米韓骨・鹿家経済の性格を   

いは「戯場産山蕊を倍増させるには経営する耕地の倍増  

が必賽だが，労働力は…規模拡大とともに作業能率が  

高まるので…1．‘l倍の増加でよく，世帯の大きさも同じ  

である」，という関係を示している。こうした関係は中  

国全体にいえるが，この段区の場合特に際立っている  

（Table3－1）。  

（診 農場規模・土地利用度・肥料投入蕊をセットにした  

対応の寄与弾力性は0．96・0．78・0．47である。／ト変地帯  

としては土地利用度の寄与帽が小で，肥料投入盈の番与  

帽が大である。この脳区の場合，ダブルクロッピングの  

度を商めることが，気象上紺睨されてはかり甲斐が乏し  

く，他方耕地への有機質の補給の効果が大である，とい  

うぎ済係がほたらいているとみられる。趨墟規模・労働集  

約度・肥料娘約度をセットにした対応の寄与弾力性は  

1．39・0．76・0．32である。農場規模の寄与帽が秘めて大  

である。戯場規模と産出魔の関係は①に示したように比  

例的一弾力性1．0】である。ところが規模が小であるほ  

ど労働・肥料の集約度は大であり，規模が大であるほど  

労働・肥料の集約度は小である。それにもかかわらず比  

例的であるのは規模の大な鹿家ほどよい土地を経常して  

いるためである。規模拡大の中にこのような土地の良化  

が伴っているので，労働・肥料の脆約庇を低めずに規模  

拡大を進めると産山激ほ逓増的一弾力性1．39－となる，  

という械序があるのではないかと思われる。肥料塵約度  

とともに労働集約度の寄与帽も大である。これにも，悪  

い土地は粗放に，良い土地は基約的に，という関係が伏  

在しているのではないかとみられる。  

③ 儀場規模と労働力規模をセットにした対応の寄与弾  

力性は0．53・0．95である。労働の寄与帽が大であること  

がこの農区の特色である。農場規模大な農家は労働力を  

相対的に少なくなるよう経常を構成している。土地の限  

界生産性を比椴的小に，労働の限界生産傍を比梗的大に  

もっていっている結果とみられる。この地区では地代・  

貸金ともに低いが，その低さほ－土地と労働力の稀少  

性の程度の姦を常数にして…貸金はまだ測胤 地代ほ  

なお割安とみてよい。この関係に対応した測定億である。  

肥料投入盤を加え，慮場規模・労働力規模・肥料投入畿  

をセットとした対応の寄与弾力性ほ0．31・0．76・0，31で  

ある。この測定式でも肥料牧人の弾力性が火である点を  

指摘できる。  

Q）③で示した回帰式につき，労働力規模を世帯員規模  
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浦では以上の地区ガ多く，児魔5％以上と東浦では相半  

ばしている。華北畑作池澤では農作薬の鮒％以上を成人  

男子が扱っている場合が圧倒的に多いが，此の巌l夏では  

女子や児蔑によって担われている程度が大である。その  

反面兼業の担い手は80％以上を成人男子とする地区が大  

部分で，女子や児蛮によって担われている程度は小であ  

る。兼業内容は他家尉乍莱雇われが主で，白骨／ト商莱も  

多少あるが，地産菟磐労働・内職約家内二葉などは少な  

い。こうした戯外所得依存率は他家虚業償われの戯家  

一顧戯仰が多いことを反映して比較的太である。特に  

砲林・寧武では30～46％に達している。  

④ 自作地比率は63％末梢・63…76％・76％以上のカテ  

ゴリーの区分において63％未洞が1地区，63～76％が5  

地区，76％以上が3地区である。農家を‡ヨ作農・自小作  

農・小作農に区分する分け方で，自作農・l計小作戯比率  

を求めるとすべての地区が80％以上の区分に入り，小作  

農・自小作戯比率を求めると20％未満の地区と20％以上  

の地区が相半ばしている。パックの調査段家は自作農に  

偏っており，…膚般の実態よりは10～20％ほど臼イ乍の度が  

高くなっている点は注窓されるペきである。この農区の  

場合殖萎接地区では少数の大地主とその小作農からなると  

いう禅司教報暫もあるが，古くからの定性区では自作地・  

筐】作農が主体である。小作農よりも髄脳が多く，慮エと  

して住み込みの農夫となる場合も谷珊な戯地を経常しつ  

つ短エとして規模の大な鹿家に凝われるかする。小作形  

態は穀蘭トナ起斑物納－が主であるが，級貌と分組もか  

なりあって毅租ととり合わされている。  

① 農家のほ場数は5東浦・5…14・15以上のカテゴ  

リー区分において，5東湖が2地区，5～14が5地区，  

15以上が2地‡夏である。盤辺の農家の鶴城規模は大であ  

るが，ほ場数は3．3，まほ場の面穐は1．37ヘクタールで  

ある。これは全中国の中でももっともほ場がまとめられ  

て持たれていることを示している。静魔の農家の経常規  

模も大であるが，ほ場数は24．8，ほ墟の面積は0．18ヘク  

タールである。これは水削也幣の零細ほ墟に比せば大で  

あるが，準北畑作池澤としては小ほ域を多数散在させて  

持たれていることを示している。穣履からほ瘍までの平  

均距離は1km東湖とまkm以上が載半ばしている。ほ  

場数が速隔他にある度が大である。没源の腿家のほ吻の  

住居からの距離は3kmある。  

（掛 かんがい作物而機比50％未満の地l夏が5地区，50％   

吟味すれば次のようである。サンプルとしては塵閲・洗  

威・寧武・静楽・窓辺・輪林・錦織一波源・西寧の各地  

区が描いられている（1、able4－り。  

（1〉l当然環境・就業と常戯・膣紫綬常と戌家生活  

① 地勢は商原，冬期の寒冷は作物生食日数を230日朱  

溝とし，年商螢500mm未満はさらに農作物の栽培を制  

限する。寡簡だけでなく降雨の年次偏興が大で，箪災の  

危険が大である。土壌はpH7．4以上の黄土が多いが，  

発色土や砂土も多い。償地はいうまでもなく，畑地であ  

る。西北の殖躯地澤を含み，地区の総画将にr′短める耕地  

の調合は小なところで1～2％，大なところでも19％以  

下である。1平方kmあたり農家定住密度10戸末梢であ  

る。農家の恵伐は1別姓紀70年代から90年代へかけて漢人  

の教朕旗将地の閃狼入植として促進せられ，接遠・寧  

覚・轡梅では40〝50％の－ところによっては200％もの  

職人口の相加をみたのであるが，20世紀ま0年代以降は  

こうした入殖遅効の挫折と人口減少が著しい。魂異に閲  

した民族紛争が入魂選民を逃亡させ，閲染地の地力の損  

耗や単災による荒廃があるとされている。  

②」こ紀の下で農耕を立とする農家は世帯員規模一年  

雇を含む－は6．0～7．3人の中位が多く，労働力規模は  

1．8仙2．3人（ME）の中位が多い。しかし自然条件の劣  

等な辺地に立地する威光経営としてほ規模が素質小規模  

にすぎるといえるであろう。静楽・窟辺・波線が3．0ヘ  

クタール以上の平均農場規模をもつが，この程度以上が  

励低限の規模というべく，他の塾蘭・武威・西軍・鍾  

接・輪林・寧武などの平均凝場規模は過小である。家禽  

が比較的多く飼われているが，これもこの麓区のほ場が  

速いまた土壌が唆せているなどの性質を考慮すれば，飼  

育数は少なきにすぎるとみなければならない。  

③ 家族労働力の構成は成人タき子60％束溝・成人女子  

25％以上■児鹿15％未満のカテゴリーに該当する地区が  

多い。平均では成人男子59％，成人女子27％，児藍14％  

である。家族労働力の仕向先は，自家蔑莱70％以上と  

70％末梢が相半ばし，光栄一他家戯作塞礎われを含む  

仙30％以上と30％未澗が相半ばしている。年雇労働力  

をもつ農家15％以上の地区が15％未満の地区よりも多く，  

児幾年廉をもつ儲家5％以上の地区と5％未満の地区が  

相半ばしている。戯作莱の担い手は成人男子∂0％以上と  

80％未満では未満の地l裳が多く，成人女子15％以上と朱  
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以上地区が4地区である。華北畑作池澤としてほこの農  

区のかんがい作物比率ほ高い。降桶の僅少と河流の深淵  

はもっとも大な戯区…従ってかんがいの条件はもっと  

も不良な農区－であるが，そうしたなかで「発掘され  

たかんがいの使」を手掛かりに鹿家の嘉位と段他の開発  

が進められた磁区であって，作物かんがい比率としては  

岬水稲地常には速くおよばないが岬商くなっているひ  

認蘭・武威・綺麗・閣寧の調査地区では作物の主賓部分  

がかんがいされている。特に河傘地滞と呼ばれる・イ画で  

は黄河と結合した渠遺がかんがいをとおして戯某存立の  

基礎を与えていることで有名である。井水の観み上げに  

よるかんがいも多いが，上紀のように河川構巣を噂水エ  

によって引水するかんがいも多い。  

⑦ ダブルクロッピングは革蘭において多少みられるだ  

けで，他は全て年1作である。年1作でもタロッブロー  

チーションが行われている。例えば静楽の栗色土の平坦  

地では小変伽小米…大豆が，徴傾斜地では小安叫大豆が，  

山崗・梯層地では小栄一罵鈴蘭が回転されている。窓辺  

の蟄土の平坦地では大安一小米…衆が剛広されている。  

梅林の砂丘地では小米榊商機上水鰯が回転されている。  

率蘭の黄土のかんがい地では容′j、宏一′ト米…タバコ…番  

犬変…ノト 米といったこれは2年3作製の回転である。武  

威といった茨城のかんがい地では春小麦00小米…馬鈴薯  

一審大変の捌転が行われている。栽培作物ほすべて容作  

物であり，春小麦と′ト米を主体とし，大変・オート安・  

そば安・プロソミレット・馬鈴蘭・碗豆・高梁・ごまが  

とり合わされている。穀物作付60～80晩 発城主体  

（30％以上），ノト米・きび10％以上に該当する地区が多く，  

受難作付10％以上，油楳作物5％以上に該当する地区も  

ある。  

⑧ 十アールあたり収盈は小変りト米・商染・大豆いず  

れもLOキンタル未満のカテゴリーに該当する地区が大  

部分で全車擾のなかでももっとも低い。単位両横あたり  

収蕊について注憩すべきは地区により大差があることで  

ある。容ノ巨資についていえば静楽・波瀾では0∴卜0．5キ  

ンタルであるが，革蘭の山都・酉寧では1．3～1．7キンタ  

ルをあげている。′ト米についていえば静楽・盤辺∵椅林  

では0．3～0」キンタルであるが，鐘接では0．9キンダル  

をあげている0商梁では0・4キメンタルから1▲2キンダルま  

で，大豆では0．4キンタルから0．7キンダルまでの姦があ  

る。馬鈴薯でも5．0キンタルから10．0キンダルの差があ  

る。／ト麦0．3～0，5，ノト米0．3～0．4キンダル，高梁0．‘1キ  

ンタル，大豆0．4キンダルといった水準は労働炎約的多  

肥農薬の成果としては如何にも低い。しかしこの蓑区の  

鉦軌条件としてはこの程度の生産力がノーマルであり，  

この水準以上であるか以下であるかが過耕地として用い  

られるか葦原として用いられるかの仕訳の目安であった  

とみるべきであろう。これに対してその2～3櫓の収蕊  

をあげている地区がある。この制立は局地の気象的・土  

壌的な良さ，またほ栽培管理の集約他の高さによるとこ  

ろであるが，その要件にかんがいの有継がある。その地  

区がどの程度に渠を引きかんがいの施設をもっているか，  

が栽培管櫻の基約化に多大の影響をもち，それが単位面  

積あたり収蕊の商さとなる場合が多い。かんがい地と非  

かんがい地との聞の収蕊差は2～3倍にもおよぶ。かん  

がいを条件として耕地化したところとそうでないところ  

の乱 これが十アールあたり収魔の大きい地区差となっ  

ているとみてよい。このかんがい地区と非かんがい地区  

の差が大である。  

（沙 戯場産山蕊叫主穀換算－を24．2キンタル東浦・  

24．2～42．4キンタル・42．4キンクル以上に区分した場合，  

2む2キンダル朱溝が7飽臥 24，2～42．4キンタルが2地  

区である。上紀の産出中位の2地区は窓辺と揮按であっ  

て，盤辺の場合めん学の畜産収入があり，鋸接の梯合小  

米・高梁の作付が多く十アールあたり収厳が大であるた  

めである。1ヘクタールあたり土地生敵性を20キンダル  

来洞・20～30キンタル・30キンダル以上とする区分では，  

金地区が低位のカテゴリ〝に入る。特に低いのが梅林・  

静楽で3．1～3．2キンダル，次いで洩源で5．1キンダル，  

武威・寧武で7．0仙7．8キンタル，酉寧・愛辺で9．3－9．7  

キンタル，蹄接・紫蘭がもっとも高く12．6～13．9キンダ  

ルである。・仙・人（ME）あたり労働生産性を1iキンタル  

末梢・1ト16ソンタル・16キンタル以上とする区分では，  

11キンタル来浦が7地区・11～16キンタルが1地区・16  

キンタル以上が1地区である。窓辺が18．9キンタル，蠣  

接が14．1キンダル，他は6，4～9．3キンタルである。世帯  

員あたり産山厳についても労働生産性同様に低い。爵蘭  

と韓接においで特に低く，1．1～1．6キンタルでしかない。  

農場産山駿や生産性ほ上記のように－中国全体でみて  

劇もっとも低い。以上の高さを小変地筋金域で測定し  

た回帰式からの推定値と対比してえられる比率を求める  

と，蒐辺や鋸按のように推定値をこえる仙残差プラス   
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－のところもあるが，他の7地l芸は残差マイナスであ  

る。この点からもっとも低さが著しいのが腿場規模が大  

であるのに戯鳩露出愈や生産′性の低い静楽である。愉林  

もこれに準じて低い。洩源・武威・寧武がこれに続いて  

いる。こうした低位の原因ほなによりも自然条件の劣位  

に求められる。この戯区のf∃無条件に対応した経営形態  

は，労働粗放的で土地税摸の大な畜産をとりいれた経′さ着  

であろう。しかるに現炎は東アジア的ペザントーエコノ  

ミーの形態，労働激励約緋樵経常の形態が採用されてい  

るところに開通があった。  

⑩ 生産性－この場合労働生産性仙が低いことは戯莱  

労働貸金を低くおさえる。そうでなければ雇舗できない。  

この農区では年礪にアヘンをあたえる代わりに生存敢低  

限の食事と被服をあたえるほか何も給しない，といった  

犀傭がある。その両方で労働投入ないしは労働躯約化の  

膿場産出鼠への審与弾力性は2．で示したように比棟酌大  

である。つまり営農の作薬梢皮を嵩めることは効果があ  

る。これは箪憫の絆すがぎり経常の労働的梵演をもたら  

そうとする。現実に戌工・短エを入れている場合が多い。  

こうした作用をうけて，農薬労働貸金は鐙エの目線貸金  

で現金0．25元来溝…食調合む0▲45元未瀾…が6地区，  

以上が3地区であり，踵工の年額貸金で税金40元来澗  

…食郡食む80元来弼wが8地区，以上が1地区である。  

規模は大だが生産性の低い静楽と鑓敵性の商い鬼辺・蹄  

綴で償金が商い。  

⑪ 作付1ヘクタールあたり労働炎約度は鵬中国全体  

の中で小であるが－小変地滞の中ではむしろ大である。  

労働投入螢（ME）0．9人に該当する地区が5地区，0．9  

～1．3人に該当する地区が2地区，1．3人以上に該当する  

地区が2地区である。1ヘクタールあたり作物作楽日数  

は，小米では70日末洒の地区が多いが，小変では100日  

以上の地区が多い。静楽・窓辺・織林では小で，轟蘭・  

政威・盲封寧では大である¢作付1ヘクタールあたり肥料  

集約度は鵬小変池澤の申ではもとより胸中図会体の中  

でも大である。肥料投入鼠4義9トン東湖に該当する地区  

が1地区，4．9～6．9トンに該当する地区が2地区，6．9  

トン以上に該当する地区が6地区である。ただし過去10  

年間の施肥蕊の増減は停滞しており，柑親・化学肥料も  

ちいられていない。走辺が一家畜飼巻頭数が多いこと  

に麗付けられて岬際立って多く（21トン），静楽・喩林  

で少ない。年1作の春作物だけの経常であるから，経営   

耕地1ヘクタールでみても上記基約度は同じである。  

従って排他1ヘクタ】ルあたり労働娘約皮は小変地澤の  

中でも低位にあり，肥料魂約鹿では水稲地滞と比較して  

もなお嵩様にある。肥料先約的であるのは，山方で施肥  

を多くしなければ作物栽培農業を成り立たせないほどに  

肥力のない土壌の放であり，他方で放牧地常に接してい  

ることもあって農家の家畜飼育畿が多く堆矧肥の生産蕊  

が比較的大であることを根拠としている。  

⑫ 家畜を役畜と生産家畜に分け，役畜の飼育密度を労  

働の役畜装備皮としてみてい くと，†糾勾金体の中で餞薄  

氷稲区とともにもっとも大である。しかしこの戯区の特  

性は役畜よりも生産家詔が多い点にある。轍生産家畜鹿  

家も多いが，生産家畜をもっている農家の餅螢が中国と  

しては比膜約多い。全農家1戸あたり豚0．4頭・家禽2  

羽・めん輩山羊4．8頭で一秋米とくらペるペくもないが  

…中！司としては多い。特に走辺では1戸平均60預のめ  

ん辛が飼轡され，中国遇発としては締着の畜産部門が総  

督の申にある。  

⑬ 腿曝生成物の販売と自給の関係は，生産力が低く，  

自家食味の生産が遊楽経常の目的となっているので，穀  

物は大部分が自家食欄向けである。大麦・小米・プロソ  

ミレッ ト高梁などみなそうである。′ト変ほ販売とl鉦家  

用併用であるが，これも自家用の方が多い。燭鈴潜も自  

家用である。大豆ほか豆類は販売用と自家用併用である。  

販発作物として他にごま・なたねなど油耀作物，アヘ  

ン・タバコ，それに綿花があるが澄は少ない。販発光は  

6測が商人，他が農家を含めた消饗者への鑑禿である。  

販売の3－4蝕ま収穫後直ちに販売される。螺城の市に  

大卒で搬入する場合が多く，没源などでほこのため年間  

40日の時間を用いている。基稗など飽楊副産物は‡当家燃  

料か飼料に用いられる。  

⑪ この戯区は血冬麦′ト米‡夏とともに山西北の翠災と  

して知られている。1904～29年の25か年間に武威暮稔  

林・定辺では10回以上，傘蘭・洩源では5～10同の単災  

があった。水災は全地区4鳳来粥であるが，他に寧武・  

窟辺では風災，武威・静楽ではあられ竃災をたびたび起  

こしている。災審の程度はしばしば激烈で作物被災率  

翻淘・災灘の持続12か月以上におよぶ経験がもたれてい  

る。この農区では辺填で，農民・牧民・商茶者等を合し  

た地域入日に対して平時より食欄自給がなされていない  

うえ，他地方からの運輸の方法も甚だ限られているので，   
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広範に激しい災番が発生したとき飢餓や樹皮輩根を食い  

尽くすといった事態がおこる。塵蘭・武威・短辺・稔  

林・静楽ではこうした飢飢が経験された。これらの地区  

のいくつかは逃荒者を10％以上出している。  

⑬ 食衣位を中等規模の鹿家で測窟した内容は次のよう  

である。成人男子摂取カロリー蕊では3000カロリー未瀾  

が4地区，以上が5地区である。小変地術一水稲池澤  

に比して摂取澄がノトである－の中ではカロリー摂取蕊  

は小でない。食榛東材としては小米・プロソミレット・  

小変・大安が主体であり，カロリーの80％余りはこれら  

の穀物によっている。油楳・豆類によるカロリー摂取と  

拳勝頼によるカロリー摂取は比瞭的多く，それぞれ5％  

以上を‡おめている。野莱の摂取は1E】50グラム程度で  

あって多くない。動物性カロリー摂取は全地区2％以下  

で，砂糖の摂取はほとんどない。衣は冬期塵魔の地であ  

ることもあって，戸主の被服4～5点，綿服のほか辛皮  

のものを持つ場合が多い。佐屠は任屠混食評価緻300元  

来滴冊瀾数3～5閏・瓦ぶき・土壁・世帯戯あたり10  

尺平方－が全地区に該当する。100元程度の租末な住居  

の地区一博寧・挽き原・定辺・稔林wもある。特別支出  

として鮒のための支出は50～100充棟皮，嫁のための支  

出20～50元，葬のための支出30～60充棟度であって，中  

園の鹿家としては簡素な部に属する。もっとも綺紫なの  

が武威で，嫡のための支出30元・嫁のための支出5元・  

非のための支出30元である。生産負依を持つ鹿家はほと  

んどないが，消敦負機を持つ農家ほ多い。各地区30～  

60％の農家が負機をもっており，その負機蘭は20鵬140  

元である。洩源■斬壌・稔林・鐸緩・輿蘭の脳家に負債  

が多い。金利ほ2～3％であるが，武威では10％といっ  

た高金利がみられる。しかしこれでも負債を持つ戯家の  

比率は中国全体の申では小である。貸付金を持つ戯家は  

少なく貸付金額も200元来揃である。戯産物を備蓄して  

いる鹿家は少ないが，膿魔物の貸付のある農家は少なく  

ない。  

（2）虚栄経営・戯家経済の所属パターン  

（A）自然条件▲骨髄構造・就楽構造・経営構造・生活構   

造の各アスペクト内の位置づけ   

中国膿某を全体としてとらえて得られた戯紫綬僚・鹿  

家経済の諸パターンの中で，この膿区に所属する地区サ  

ンプルの位‡琵づけは次のようである。  

① 自然条件を準北塑対華中・華補数と仕訳した対抗パ  

ターンの中でほ強度に華北覿である。地区の土地が農業  

的に拓かれている度合のd、対大の対抗的パターンの中で  

は強度に布かれていない度合が醜い。  

② 営農構造を「紬也骨慮に常戯精度の低位の結合」対  

「水田営農に営農精度の商位の結合」と仕訳した対抗の  

パターンの申では，畑作営農に骨彪精度の低位が結合し  

た性格をもつ。受難とノト米・裔梁・豆類との組み合わせ  

が作付編成の基本にあり，施肥や作物作紫は姐放で劣化  

の傾向すらあり，十アールあたり収畿は低く，逃荒や飢  

飢の経験もある，とするパターンに属する。「水田・畑  

地地帯双方にまたがった骨戯鞠度の低位」対「高位」と  

仕訳した対抗のパターンの中では骨髄精度の低位に所属  

する地区が多い。その含意は穀物や豆顆のほか棉花一夕  

バコなど集約換金作物の導入にみるべきものがなく，施  

肥において増加がなく作物作業も充分でなく，収放も低  

く，営農が後退の様相を磯くしている，ということであ  

る。武威・窓辺・稔林で将にその色彩が大であり，西  

軍・韓接でほその色彩が薄い。  

③ 洗米柵迫の第1パターン「′ト家族労働過剰偽薬で女  

子児蕊の光栄従串」対「大家族労働不足農業で年稀の使  

用」という対抗閣蘭では所属が2分されている。峯蘭・  

寧武・定辺・臆鉢・締接が前者に属している。これに対  

して酉寧・波線・武威・静楽は後者に属する。節2パ  

ターンは「男子中心の家族労働力で遊楽仕向が大，戯作  

莱は男子ヰ心で貸金は比較的高」対「女子児蔑の多い家  

族労働力で雅楽倣向が大，戯作某に女子児幾が多く貸金  

ほ比枕約低」という対抗関係であり，拳銃・静楽・盤  

辺・鍾露・が前者に属し，轟蘭・武威・稔林・漁源・西  

寧が後者に属する。  

④ 経常構造の第1パターン「戯瘍規模小であるが，産  

出慶・生産性は－規模や集約度で脱明される以上に…  

大」対「腱瘍規模大であるが，産出蕊・生産性は一塊  

模や強約度で脱明される以上に－小」と習う対抗関係  

では蹄接・蒐辺が前者に属するほか，他の全部が後者に  

属する。第2パターンは「成城規模小で集約的であり，  

土地生産怯は大だが，労働生産性は小で，戯外所得依存  

率が大」対「農場規模大で粗放的であり，土地生産性は  

低いが，労働生産性は高く，小作地比率が大」という対  

抗関係であり，峯蘭・武威・寧決・酉寧が前者に属し，  

静楽・鋸絨・捜嫌が後者に属する。   
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るがそれは付帯的なことで，火水が多く，麦燐・雑穀・  

豆類・いも爛が麗質作物となっており，作物作莱や施肥  

にみられる営農の精度ほ低く，脇場産出螢・土地生産  

性・労働生産性は－規模や集約度で脱明される以上に  

－／トである」対「朗椚乍地帯的諸婆素を伴っているがそ  

れは付帯約なことで，欠水は比瞭約少なく，小安と棉花  

が盛要作物であり，作物作業や施肥にみられる営農の柵  

度は高く，十アールあたりの収畿は大であり，農場産出  

傲t土地生産性・労鰍生産性は一成櫻や基約度で説明  

されるよりもー大である」という対抗関係で与えられ，  

押絵だけが後者に所属し，他のすべての地区が前者に属  

する。蹄綴はそのような性質をもっているが，他の地区  

が前者に属するのはこの戯区が輝北畑作戯紫をいとなん  

でいるためおかしい。しかし前者から水田池澤的繁栄を  

直接示すカテゴIノーを除くと該当するところが多いので  

こうした位澄づけになったとみちれる。  

③ 繚常と就莱の複合視野からの第1パターンは「／ト家  

族が脇楽を打棒戯的に営み，成人男子が邸従約にそれに  

当たっており，戯莱経常ほ粂約的で土地虫酸性・労働生  

産性は大であり，女子と児澄を多く含んだ部分が内職的  

家内二葉など兼業に従事し戯外所得は大である」対「大  

家族が濃紫を小作地を入れ年礎を入れて償み，兼楽に出  

るのほ成人男子が多く，自家綴業は卒礎や成人女子や児  

盈によるところが大で，骨農は粗放的で土地生産性・労  

働生産性ともに小である」という対抗関係であり．恕  

蘭・延辺・鋸接が前者に属するが，その所属の波度は薄  

く，武威・静楽・倫林・漁源一酉寧が後者に属するがそ  

の潰皮は磯い。第2パターンは「零細鹿家が小さな自作  

地に閉じこもり所得補充をするペく兼紫に積極的に出て  

いて，家族の成人男子が戯茶の担い手であるが，米華に  

も出ているので農業経常ほ粗放であり，産出蕊は低く貸  

金も低い」対「土地を借り人を罷して規模を大にし，腱  

紫綬骨の内容が充実しており，商い農薬館金と両立した  

商い労働生産性を持ち，土地生産性・塵場産出蔑も低く  

ない」という対抗関係であり，拳蘭・武威・寧武・静  

楽，稔林・漸原・酉寧が前者に属し，鋸接が後者に嘱す  

る。  

① 経常と生晴の複合視野からの第1パターンは「小家  

族が規模小な偽薬経常を集約的に営み，産出慶一生産性  

が商位にあり，食衣住ともに中国農薬としでは水準が高  

く，冠婚葬祭支出も大で，免償をもつ場合は少ない」対   

① 生繍構造の節1パターンは「食衣任が充爽しており，  

冠婚葬祭も派手で，負債もあるが貸付にアクセント」対  

「食衣住が親米で，冠婚葬祭も質素で，消楽典駿を多く  

もつ」という対抗者関係であるが，全地区が後者に属する。  

節2のパターンは「食が穀物一辺倒でカロリー不足，衣  

住も粗末，洞野嚢償のほか生産負棲ももつ」対「多彩な  

食材料を摂取するがカロリーは充分，衣位は良好，冠婚  

非祭ほ質素であって，負債を持つ巌家は少ないが額は大  

である」という対抗閥係であり，窓辺・稔林・鋸霧が前  

者に属し，轟蘭・武威・寧武・静楽・洩豚・西寧が後者  

に属する。  

㈲ 経常構造と自然・常螢・就業・生活との複合アスペ   

クト内の位役づけ  

① 経常と自然の複合視野からの節1パターンは「準  

申・準締改自然条件の下で規模小な経営が集約的に行わ  

れており，土地生産性・労働虫酸性ともに商位で，産出  

盈も規模や基約度で説明されるよりも大」対「華北的自  

然灸件の下で規模大な軽骨が粗放的に行われており，土  

地生産性・労働生産性ともに低位で，産出澄も規模や集  

約度で脱明されるより小」という対抗関係であるが，全  

地区が後者に属する。第2パターンは「拓けていないと  

ころで．磁場親機・土地利用度は小，1作の爽約度は大  

だが土地生産性・労働生廠健は低く，自作地比率・農外  

所得依存率は大」対「拓けたところで，農場規模・土地  

利用度は中位か大，1作の集約度は小だが土地生産性・  

労働生凝性は高く，自作地比率・戯外所得依存率は小」  

という対抗関係であるが，鐸露のみ後者に属し，他のす  

べての地区が前者に属する。  

② 経営と営農の複合視野からの節lパターンは「比較  

的小家族が水稲中心の土地利用度の商い糸約虚栄を営み，  

麦類・なたね・滋賀・ケシ・タバコ・さとうきびなどが  

とり合わされ，ほ墟は散在交蘭であるが，作華や施肥の  

精度は大であり，農場産出数・土地生産性・労働生産性  

ともに∵づ阻模や炎約皮で説明される以上に一大である」  

対「比較的大家族が小糞・大安・小米・商染を主に豆  

類・棉花・ごま・花生などで多彩な輪作を組んでいて，  

ほ蟻は少数にまとめられているが，作業や施肥の橋渡は  

低く土地利用度も高くない，磁場産出駿・土地生産性・  

労働生魔性ほ一規模や集約皮で説明される以上に岬′ト  

である」という対抗関係であたえられ，全地区が後者に  

属する。節2パターンは「水l讃地帯的諸費索を伴ってい  
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「大家族が規模大な農業を粗放的に営み，産出盈・生産  

性が低位にあり，食衣位ともに中国凝家としても水準が  

低く，冠妬非祭支出も大でなく，負機をもつ農家が多  

い」という対抗関係であり，蒐辺・蹄接が前者に属し，  

皐蘭・武威・寧武・静楽・緑林・捜源・西寧が後者に属  

する。箪2パターンは「小家族が規模小な混米を潜み，  

土地生産性は低くないが労働生産性は低く，農場産山螢  

が小で酎乍農でかつ農外所揮の補充があっても，食衣任  

の水準は低い，しかし負債をもつことは少ない」対「大  

家族が規模大な混米を倦み，土地生産性ほ低いが労働生  

鹿性は低くなく，農場産出濃は大で小作地が多くかつ慮  

外所得は少ないが．食衣伎の水準は高く，冠婚葬祭支出  

も大で，免償も大である」という対抗関係であり，邸  

蘭・武威・寧武・蒐辺・西傘が繭者に属し，静楽暮檎  

林・蹄絨・洩源が後者に属する。  

4．地域特性についての地方wジカタ的…論考  

（1）緩速省の戯米経済   

緩速の平乳 陰山の北濃における新鶴の土地ほ有機物  

を激怒に含む肥沃の土地である。水利のある土地だと3  

か年は施肥をなさずして盈収をえることができる。しか  

し相当の時間を経適すると地力が減退し休閑を必要とす  

る。休閑のとき雑草が生長し，これを肇人するとか，大  

豆あるいは緑肥作物を禦人するとかして，土壌肥沃度を  

艮期間保持することができる。このように農民の土壌管  

徽技禰が盈賽である。次いで緩速の地は人甘蜜庇が1万  

里2人というほどに低い。人民の職業は都市部では商人  

が多いが，それ以外でほ農民がもっとも多い。ただし大  

慶戸が多く，戯エを多く轟月】しているかまたは分種田  

（分益／ト作巌）を多数招致するかしている。これらの脳  

ニ‡二は準北農村から単身男子がやってきたものである。こ  

のため男子人lコが女子人口を大桶に超過する状態となっ  

ている。以上の開銀は袈旗将旗他の間数によるものであ  

り，開躯には教務周をとおして行われる。問盤して自分  

の土地にしたい農民は柳ことどけ，領銀地とすることを  

まず四囲に声明する。このため1頃につき1元を必嬰と  

する。しかるうえで純文展と茶室が文数を行って地機の  

図をつくる。これが終わるまで耕作はできない。女鹿に  

即して抑荒金を納付して永楽の土地とすることができる。  

抑荒金はニiニ他の肥痙によって差があり，冷涼でやせた山  

地だと1頃40元，上地でほ120元である。龍漑をはかる  

ことができる上等清水他になると押荒金300元，中等清  

水地250元，下等清水地200禿である。水が良くない脱水  

地では上等150兎 中等80元，下等60禿である。教務周  

民圃18年の調査によると全省に躯地が19万畝あり，うち  

文数を経て閏盤老にわたされている分が1（；フぎ頃である。  

弛地は取出商流と後陰山幣および大骨山南北岡舐の平原  

に多い。隣酉・甘珊に連なっている土地は荒廃に任され  

ている土地が多い。   

絃速省の大部分は櫻岡チ粟の商虜ミ上にあり，陀燥して  

耐蕊稀少，戯作物の生成の期間ほ憐尤れており，河渠に  

よる澱潤のできる土地に脳mは偏っている。水利のある  

土地で容変維敷を絶えれば1畝につき穀粒7．5斗乾党100  

斤を得るが，草地では穀粒2斗紀柴25斤しか収納できな  

い。この点は地価に反映されており，翠地ではもっとも  

よい土地でユ頃20元に過ぎないが，水地では70～100元  

であり，幡水瀧漑できる相関では140～150元にもなって  

いる。このため近年井堰水渠を開く紙みがなされている。  

土壌の性質は河川の沖積沈澱の結果により差が著しいが  

砂嚢の土塊は耕作によくない。農民は山部の闘地を休閑  

に付し，雑草の生長にまかすか豆減緑肥作物を植えるか  

し，秋に黎入して澱激し充分の水分を含ませ，教士が水  

過の蒸散を制限するようにする。次の年の軍容に解凍し  

たときには黎入せず穀物を捕樵する。安城は春安または  

早愛を用い，収穫をなるべく早くするため秋に深耕を行  

う。作物の機頬は例えば100畝の土地につき高梁（幣黒  

豆賛豆）20畝，谷子（常襲豆）10畝，プロソミレット35  

畝，泰子15畝，容小変10畝，油変5畝，薬11儀麻そばな  

ど5畝といった割合になる。そばは荒廃させておくより  

はましといった配慮でつくられ，成熟が早く耐翠である。  

砂地には馬鈴薯がつくられることもある。このほかけし  

も通常の作物となっでいる。山薬は清明に播種し寒露に  

収穫し，栽培期瀾が201日である。機番100斤収穫1000斤  

とされる。麻は春分に播種し秋分に収穫する（期間187  

椚。高熱ま穀開に横様し秋分に収穫する（期問156日）。  

毎畝1．2チトの種子に対して水地では7．0升翠地では1～2  

斗，また柴を180斤と60斤魔す。釆は立夏に撒碓して秋  

分に収稗する（期間141日）。嫁畝7升の種子に対して水  

地では4斗草地では1斗，また粟を用0斤と40斤渡す。  

豆類は上等の土地で餅玖5斗程度の収穫である。顧戯の  

貸金は凝コこで年70元から120元までである。春分のとき  

入れ立冬前後に解博する。解稀のあとは【当家で休饗する   
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か副業をはかる。飯食と衣服は罷傭者持ちである。焼革  

も支給される。乗法工は1日2角から4角で，牛を使い半凋  

で3畝半を緋起する。鋤耕の場合辱lヨ紫0．4畝高梁0．8畝  

′ト麦1．5畝を中耕する。収碓は安放で半日に1，2畝の愛を  

抜く。榎エも3食を給される。通常壮年の鵜エで1人あ  

たり2，5畝の土地を軽骨できる。この場合人工5人に耕  

牛3頭が目安である。脱税は1噴の水他につき5．89両で  

1称i．3克として嘗果された。このうち2元は軍事費であ  

り，その他徴銭1．5克と毎畝草10斤と科3升が加えられ  

ている5）。   

繚徳輩「接逮約戯莱」虚栄社会科学雑誌 Vo】2  

北平社会調査所 民国20年9月  

潮 寧夏河蛮地方の虚業繚済   

河泰平原のうち後険の鉦然環境兼良好で渠遣交錯して  

水準幾薬である。臨河県ほ肥沃広大の平原の中にある。  

農産はノト愛東をもって太宗となし，次いで大豆ごま軍資  

山芋がつくられる。ほか各磯維敷とアヘンがある。また  

葦原広漠の故，虚民は副莱に牧畜を行う。革が敢大で牛  

豚がこれに次ぐ。羊15万雄牛3万淡豚5万頭である。1  

頭の価格は串3元年15元豚5禿である。こうした土地で  

あるためここに企業的遊楽経常を行おうとするものが出  

てきた。民国1礪ミには10家があげられるが，大は5万元  

小はi方元を投資している。渠費・水利行政資・官租・  

村費などの地開支出に1頃あたり敢低80元を必嬰とし，  

このほか様子養ユニ経文灘地租などの支出がある。この地  

を小作する佃戸はl頃2SO兎を必要とする。他方収入は  

小麦だと収穫50石として金額250元にすぎない。これに  

毅価の季節変動一秋安－が作用するから採算はとりに  

くい。こうして耕されない荒地が増加してきている。   

臨河県下の可耕地は約1万頃商後であり，50％は裟古  

人の土地であり，40％が漢人の大地主の所有するところ  

で，灘人自作腿の土地は8％にすぎない。地主は100噴か  

ら1事000頃の大地義が多いが‡当ら耕作する地主はきわめ  

て少なく，大部分は佃戸に土地を仕給している。収穫の  

時期に収穫料を勘案して阻租を収納する。晦頃あたりの  

収親ほ50～1（）0元である。この場合収穫の時期と端機期  

の価格差が関与して相磯の経常は欠損となることが多い。  

このため佃戸ほ商人や高利貸しに負債を負うことになる。  

往々にして地主は茶葉和疋煉箪砂糖などの販売を行って  

おり，また製油製粉莱を行っており，佃戸はその客と   

なっている。このため流通上の利を地主は得ている。地  

主の貸付は1年以内のものが多く，遊動ま有鵬市（測姻  

時候），笈川市（測柳射鋸，秋田苗（収制欲田時候）の  

3つの時期を約限としている。利息は蕊い場合で1倍，  

軽い場合で5剖である。現金を課す時の利子は目利1分  

であるが，もっともひどい場合は春季穀物を貸すとき，  

その価格を苗魔の倍とし，返済期闇の新粗の価格は低く  

み，利息が元本の3～4倍にもなる。例えば春季に奄；石  

8禿であったが，これを1（S禿で貸し付け，新発が収穫さ  

れ返済する時にほ1石4元にしかみず，結局4石を返済  

した。凝戯の賃金は，養∬の場合48～60禿であり，審住  

み込むとき決められる。鰯エは腿繁期に入れられるが1  

日3角櫻で食事が付つが自籾ほ3～5E‡に1庶である。  

稀魔の中にはアヘンをあてがわれれば生存を与えるだけ  

の条件のものもいる。   

臨河賂では毎年爛款（アヘン税）が他県に比して多〈，  

民圃22年26万元が支払われた。今年は兵災水災離災に遭  

うほかアへン税20方元が経せられている。1畝あたりア  

ヘン40両をえるが，稼元2両程度の価格であるから20充  

棟魔の収入があるにすぎない。これに対するアヘン税の  

負担は1畝につき17元になる。戯民が鶴款員狼虎を恐れ  

るに似たものがある。地方行政費は毎噴18元，水利管理  

層賦課金毎噴12元，それに兵差が加わる。第41軍が楽派  

して以来135千石の穀物が徴収された6）。   

曙明「臨河県農相」申固戯柑経済研究会会報＋民瀾  

23年1月  

（3）督海省農耕区の厳寒経済   

西寧県山本鼎の土地ほ年により生産される作物が同じ  

でないし，収畿も大差がある。／ト変（容小安）の年で雨  

も順調だと酉寧市斗で1畝1斗7升程度の収穫が得られ，  

金額では4～5元をうる。瓶漑を行う水田では2斗5チト  

程度で市価6～7元である。作物が大変脊蜜豆類えん覚  

束などではまた別である。   

この県の地主は120戸程で，白餅戯は1方7千～8千  

で，残りが佃戸半自緋膿聯戯で1万2千声余ある。白餅  

農以外の貧戯は地主から翻‡田を借りている。親欄制度と  

して次の4樵がある。（》借地の稼畝につき初に租価を地  

主と講窟しておき，収穫時にはこの金額を租入するだけ  

で，収穫された産物はすべて佃戸の芋にはいる。②①と  

同じであるが，一蒐の穀物の窟澄：で舐走しておき教組で   
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納入する。（数分租であって収穫時仰より収楼された産物  

はすべて地主イ削ぎ半々で分ける。④税額を水田畢旺＝と憫  

の等級別に纏畝の収穫状況をみて定める。例えば水地  

上・中・下では敢商10・8・4元，敢低6・4・3元の  

液晶があると兇鵜もられ税額は3・1・1禿である。草  

地では敢商8～4元，敢低4～2元の兇秩もりで税額は  

1元5角から1元である。山地だと敢商5～3元，敢低  

1元の見積もりで租叡は1元である。   

城市に住む滞米兼営の償民は除き，…岬・般農民の衣食は  

極めて粗末で10充棟度の4級文官の半月の生活数で1年  

の生活をたてている。衣は老羊の皮や毛を用いたものを  

着ているが，食では小変麹ほ敢上等の食品でほとんど背  

嚢や豆顆などを食し飢餓的生活を追っている。家屋なく  

凍死するものもある。戯民の多くは照博を好み休息時に  

ほ必ずこれを行っている。またアへンの吸引するものも  

多い。このため骨相柴の如く鬼無にも似ている。牛窓み  

力強き農民も塞をもつことができなく，また郷関には娼  

妓もいないので林の申で情欲を処肇捜している。鹿家の家  

庭は以前は麗系親族が何世代も阿倍していたが，近年で  

は兄弟が年長となれば別居して財産を別にするように  

なってきている。膿民は…川面では戯莱に務めるが，血蘭  

では羊を飼い，渕華に羊毛・羊肉・番発をとっている。  

羊毛を紡織して衣や敷物を製造するものもあるが，産額  

は多くない。農民の苦痛も多いが，その放たるものは次  

の3点である。①賦税，正租2万4千石のほか司法練乳  

軟骨経軋 鋸≠㌻繚乱 欝饗があり，さらに臨時の誹税が  

あり，アヘン税も蕊い。②役更の横暴，段民に対すると  

き政府が1元を徴収するとき人民に3元を出させ，その  

差額を横領する。出さないと拷問を加える。③災省，水  

利が渡っておらず，畢災竃災の絶え間がない。雇農の貸  

金は戌工で散霧30元散低10元である。牧羊の児蛮だと年  

2～5禿である。1か月の季節凝は敢商3蒐敢低2元，  

日雇は絨400～500文一女工では200～300文…である。  

いずれの場合にも食挙つきである。借入金は銭をかりる  

場合と梯をかりる場合があり，借銭は月利3分が普通で  

あるが，高利だと10～20分といった場合もある。借料ま  

3～4月に1斗を借り6～7月に1斗2升または1斗4  

升を返済する7）。   

顧執申「到轡梅ま」民回22年，商務印恕館  

B．冬麦小米区   

1．冬変小米区の概況   

供酉・山西の主賽部分を中心として酉に】三才■舶の東都と  

東に河南・河北の西部を併せた黄土平原の大部分からな  

る。1削iljほ泰嶺・伏牛山脈で迫られ，酉北部は商原の分  

水嶺で春安Ⅰ夏と画し，釦ま大行山脈で遮られている。内  

部にいくつかの山系と黄河に合流する河川がつくった谷  

と盆地がある。清水盆地・大深平原ほまとまった平野で  

ある。楽土は古い沖積土の上に夙に吹かれて堆桟した黄  

土の（数センチメートルから150メートルの帽をもった）  

分厚い土層がある。気象は春嚢区と比較して少し気温が  

高く，少し降雨が多い。この気象と降涌の存在が冬作物  

一家作物，冬作物の選択的導入を拡げている。堆鞠鶉土  

ほ石灰質に富み，物規約に多孔的構造をもち，商い自然  

的盤度をもつが，有械質を浴脱させて乏しく，「降網厳  

の少ないこと，激しい水蝕を起こしやすい地勢」と結合  

して生産力の発現が制約されている。特にこの他区はゃ  

l箋‡文明の中心として古い周到な開発の遺構を引き継いで  

おりト氏には森林がなく，河は盤期約に氾濫し，「痩せ  

た成一狂暴な水」の格習をもつ。（山地丘陵地は森林の  

ほとんどない裸山が多いが，もとは森林であったとする  

見解が有力である。粕・税・楊・柳など樹木で被われて  

いたのが，濫伐と水蝕で失われたとする。これに対して  

大森林であったのではなく，革で被われた中に森林も散  

在しており，過度の耕地が水蝕をもたらしたとの見解も  

有力である。）   

総蘭楷約3660万ヘクタール，総戸数約460万戸，うち  

約370万戸の農家が約810万ヘクタールの耕地を経常して  

いる。耕地以外の混用地は多くない。荒地となっている  

土地が約180万ヘクタール，米桝他におめる可耕地は  

7％である。既排他の3分の1が段丘付けられている。  

搬漑されている排他の割合ほ10％稗で，排水ほ良く，流  

水路以外の排水施設はない。水蝕の歴史をうけ，ほ域の  

区画は不規則で小である。（漱漑施設は寒磯の時代に河  

川より構損をひき，人力や鷹馬により揚水して畑地灘漑  

を行うものでケイ怒風 洞渠，洛渠穆がある。この古代  

からの避構による城を出るところが少ないとされている。  

ほか非水瀧漑も多い。）   

鹿家1戸の農場規模は充分でなく，過剰入日が意絶さ  

れており，西北部（容変‡裳）への移住者を多く出してい   
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西省岬安邑（アンイ）・臨螺（リンヘン）・平定（ピン  

チイン）・薄1勒（ショーヤン）・臍腺（シンヘント大谷  

（タイク）・瞥城（シンチエント津瀾＝シンエアン）・故  

郷（ウイシャン），河北省洲卑平（フーピン），河南省  

職 感覚（リンパァオト洛陽（ローヤン）・済源（シー  

エアン）。   

上記の地区別・規模階層別の基計平均偽を標本として，  

節1報で行ったのと同じ方法で農業経常の構成を分析す  

る（Tableト2）。  

用指礫の平均・偏屈からみた農業経営の構成   

鹿家の枇滞規機は一年梶を含めて－6．3士2．8人，腿  

吻規模は1．8±1－∠iヘクタール，労働力規模は1．6土0．8人  

（ME）である。小変地帯の中では小家族で，小農場であ  

る。役畜ほ1，2±0．∂頭であって，これも少ないが，労働  

力の役畜装備皮は68士35％で′ト愛地帯では平均的である。  

黄牛・麗馬・駄転蒔が用いられている。ダブルクロッピン  

グの度は117．9士18．6％であって，春変区のように年1  

作といったほど低くないが，2年3作のタロッブロー  

チーションを組めるところは条件の良い土地においでだ  

けで，全体としてほ1年1千桐ゞ支配的である。繚督規模  

を作付延何機でみても2．0土1．5ヘクタールにすぎない。  

タロップローテーションは冬作物である小変・大変・な  

たねなどのあと，大豆をつくる。次の冬作物はつくらず，  

次年に春作物である小米・きび・高梁・馬鈴薯などをつ  

くり，ひき続き冬作物をつくる。こうした捌活ができる  

のは全体の3分の1にみたず，山間部や丘陵地の山肌で  

は小米・きび・高梁など1作である。棉花も1部はいっ  

ているが多くない。役詔以外の生産家畜は豚・単・鶏が  

合しで0．3家畜単位といったほどである。   

聴常の集約度は，1作1ヘクタールで肥料投入嚢5．6  

士2．2トン，労働投入畿1．1±0．5人（ME）であり，耕地  

1ヘクタールで肥料投入蕊6．6士3．0トン，労働投入鼠1．3  

士0．9人（ME）ある。中国全体と比較すれば肥料髄約  

度・労働炎約度とも馨しく小である。小変池澤のなかで  

は，容麦区よりは肥料魔約皮が小，労働兼約鹿が－1作  

あたりでは同等だが多少なり2年3作が行われているの  

で一大であり，冬変高梁区よりは肥料敷約鹿が柵1作あ  

たりでは小だが2年1作の行われる庇が低いので一同  

乳 労働典約度が－ユ作あたりでは同等だが2年1作  

の行われる度が低いので－／卜である。主観換算された飽   

る。自イ乍飴が66％，自小作農が18乳 小作農が16％であ  

る。冷涼・乾燥の地であっても春愛区ほどではなく，冬  

期作物として小変が栽培可能である点が盛黎で，小変の  

作付延べ而様に占める割合は40％と際立っで濃紫な作物  

である。大変も冬作物として栽培される。容に播き付け  

または構え付けを行う作物が主体で，小米，きび，高梁，  

とうもろこし，大豆，魂豆，ごま，馬鈴薯が蒐薯食梯作  

物として栽培されているが，工芸作物としての櫓も盛栄  

作物である。（他に地方的作物として，タバコ，茶，麻  

があり，凝策，山繭の生産も多少ある。油榛としてなた  

ね，花生，アマこ，ごまも多少ながら生産されている。）  

これら春作物のうちノト米，きび，とうもろこし，大豆呼  

は容の収礫後作付けされて夏作となる場合も多い。こう  

した作物の季節的組み合わせは「乏しい降閣」や水審の  

危険等との関連で，また土壌の肥沃度保全との関連でこ  

の般区内でもバラエティのあるクロッピングシステムを  

もたらしているが，2毛作化の穏皮は商くない。家畜の  

飼育は中国虚業の申で比較的少ない。中山岡部であって  

も丘陵地の翠資源が破壊されてしまっており，磁場の残  

恋物のほか飼料資源に乏しい。役粛としてほ紫牛と威燭  

がほとんどを占め，生産家畜としては豚と羊がほとんど  

を占めるが，飼育数は少ない。このことは肥料問題を大  

ならしめ，施肥の不充分が各作物の生産力の低位と結び  

ついている。戯家の栄養は小米と小食を主体とし，高梁  

ととうもろこしが有力な補充食楳である。カロリ嶋紳況  

澄も充分でない。住居は黄土の懸康に掘られた綱領の申  

か瓦屋根・土壁の家に住んでいる。衣食住からみた生活  

水準は春変区より高いが，冬愛高梁区より低い。災客ほ  

畢魅によるものが多いが，水蜜も少なくない。わずかな  

天候不順も畢魅をもたらし，大串魅になると年余にわ  

たって飢餓状況柵往々にして飢死・樹皮草食・移住・入  

念が続くことがあるとされでいる。窮民の土駆化や地力  

的に徴収され嵐阻軍楽賦緋の圧迫も大である。逃先番も  

多い。  

2．農薬経常・農家経済の構成榊  

パック笹の16，786戯切開査で次の地区が調査されてい  

る。   

甘粛省一平涼（ピンリアン）・天水（ティエンシー），  

挟閣省岬鋳安（チエンアン）・周至（シュウシ〉・蘭牌  

（シアンヘン）・消南（ウェイナン）・旬邑（スンイ），山  
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場産出魔は2．02±1．78トント土地生敵性ほ1，19士0．54ト  

ン，作付面積あたり土地生産性は0．99士0．39トン，労働  

生産性は1．0ほ0．54トン，倣帯戯あたり産出畿は0．27±  

0．16トンである。いずれにおいても中国全体と比較すれ  

ば低位であり，小変地幣の申では容変区よりはやや商い  

ものの冬変高梁区と比較するとかなり低い。経常他の自  

作地比率は飢％で他の華北小変地帯と同様蚤こ高い。他方  

農外所得依存率は13．9％であって，小変地滞としては平  

均的である。   

以上の鹿家の申からこの偲区で大小極端な2通りの戯  

家をとりだせば次のようである。（i）15人の帝展を含む  

世帯員をもち，4人（ME）の労働力と6頚の役畜で  

もって5ヘクタールの戯地（排他）をもつ戯場を鰹督し  

ている。肥料条約皮は前記平均とほぼ同じで，労働基約  

度は前記平均より2～3割砥い。しかし，この脳区とし  

ては良い土地を保有し，撒漑の施設を爛えている。この  

ようにして主穀換算で8トンの磁場産出敦，1．6トンの  

土地生産性，2．0トンの労働生産性，0．5トンの傲滞員あ  

Tablel－2Index  

【指棟〕  

たり産出盤をあげている。（ii）農家世帯員は4人 成城  

の面楷規模は0，4ヘクタール，農家の労働力ほ1．5人  

（M‡；）であり，うち0．5人（ME）が農薬に従解している。  

役畜はもっておらず，稲戯として従属している農家と詔  

エ・人エの交換を行うが手作業が多い。肥料衆約皮ほ低  

く，労働条約皮は商いが，土地生敵性は低く，労働生産  

性はさらに低く，慮場産出蕊は立教換算0，3トン，この  

土地に多い雑穀に麗しても500キログラムで】計家の基礎  

食梯を操供するのに足らない。腿外所得依存率は60％で，  

貸金収入で股肱の生活をたてている。  

（2）農業経営の指標閻にみられる相関関係  

① 戯場産出ま経・土地生産性・肱幣虜あたり産出愈の祁  

互聞，戯場規模暮作付規模・労働力規模の相互間には緊  

密なまたは祁当な嫡閲がある。この関係は他の農区と輿  

ならない。慮場産出蕊と戯場規模・作付規模の間には  

0．8～0．9といった緊密な相関がある。労働力規模・槻磯  

貝規模と成城産出慮・労働生産性∵槻瀾唱あたり産出畿  

ぬrAnalysis（2）  

［冬変小米区】  

STANl）ARl）  MINIMUM  MAX加mM  
変数  MEAN          DEV．   VALUE  VALUE   

Xl  20．27   17．07   1．36   87．86   

Ⅹ2  1．78   0．90   0．40   4．60   

Ⅹ3  1．18   0．61   0．00   3．79   

Ⅹ4  117．94   18．60   100．00   185．00   

Ⅹ5  2．08   1．56   0．23   6．別   

Ⅹ6  11．15   9．47   1．57   56．23   

X7  1．82   1．40   0．18   5．63   

Ⅹ8  5．62   2．24   2．45   13．95   

Ⅹ9  1．14   0．6S   0．45   3．75   

Ⅹ10  0．81   0．55   0．00   ：う．40   

Ⅹ11  6．64   3，01   2．50   19．45   

Ⅹ12  11．96   5．45   4．40   25．52   

Ⅹ13  10．45   5．48   2．72   29．87   

Ⅹ14  1．39   0．97   0．48   5．29   

Ⅹ15  0．68   0．37   0．00   1．99   

Ⅹ16  81．74   18．21   27．80   100．00   

4∴ヨ2  19．30   

Ⅹ18  13．92   14，85   60．00   

2．83   X17  9．97  3．94            0．00    Ⅹ19  6▲36    0．00  14‘70  X20  2．71  1．62  0．24  臥16  

Ⅹ1：農場産山蕊（100kg：キンタル）  

X2：労働投入蕊（人）  

Ⅹ3：役番投入螢（家畜単位）  

X4：土地利用度（％）  

X5：作付南棟（ha）  

X6∴肥料投入蔑（t）  

Ⅹ7：耕地簡i穏（ぬ）  

X8：作付面積あたりの肥料投入鹿  

Ⅹ9：作付商機あたりの労働投入漁  

Ⅹ10：耕地蘭根あたりの役畜投入澄  

Ⅹ11：耕地面欄あたりの肥料投入盈  

Ⅹ12：土地生産性（100kg／ha）  

X13：労働生産性（100kg／人）  

X14：耕地闇秩あたりの労働投入螢  

Ⅹ15：役詔・労働比率（家畜単位／人）  

Ⅹ16：事ヨ作地比率（％）  

X17：作付面機あたりの土地生屈性  

X18：農外所得依存率（％）  

Ⅹ19：農家枇帝展数（人）  

Ⅹ20：農家鮮肝爵あたりの産出蕊（100kg／人）  
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の間には0．3～0．6のゆるい相関がある。この関係も中国  

農業に通じる関係である。関連して役畜飼育量は農場規  

模と肥料投入量に0．6程度の相関をもつ。  

② ダブルクロッピングの度と規模指標の間には相関が  

ない。  

③ 労働集約度・肥料集約度相互には微弱な正の相関が  

あり，集約度は土地生産性と弱い正の相関が，労働生産  

性と弱い負の相関がある。集約度の生産性規定の度は，  

肥料集約度で低く，労働集約度の方が高い。規模と集約  

度の関係は，肥料集約度の場合0．1～0．2の微弱な関係で  

あるが，労働集約度の場合－0．5－－0．6の相当な関係が  

ある。  

④ 自作地が他の諸指標と相関をもたない点は他の農区  

と同じである。農外所得依存率も他の諸指標との関係が  

薄いが，規模や世帯員あたり産出量との間には弱い負の  

相関がある。  

（3）指標間の回帰分析からみた農業経営の構成  

（A）農場産出量に対する経営規模と経営集約度の寄与関   

係  

① 農場規模の寄与弾力性は0．90である。農場面積より  

も作付延面積の方がさらに産出規走力が強い。労働力規  

模と世帯員規模の寄与弾力性はそれぞれ1．41と2．10であ  

る。中国型過剰人口の存在が示されている。土地保有と  

労働力保有は比例的だが，1次の比例関係ではなく，規  

模の大な経営は相対的に少量の労働力で農作業の全量を  

完成し，規模の小な経営は相対的に多量の労働力で農作  

業の全量を完成する。そして作付面積あたりの産出量は  

規模の大小に関わらない。さらに規模の大な経営では労  

働力は年雇を多く含みまた家族労働力も完全燃焼的であ  

るのに対し，規模の小な経営では一世帯貞も少なくな  

る傾向があるとはいえ一婦人や老幼などの割合が多く，  

労働の燃焼度も低い，という関係がある（Table3－2）。  

② 農場規模・土地利用度・肥料集約度をセットとした  

対応の寄与弾力性は0．98・1．83・0．08である。土地利用  

度の寄与幅が非常に大きく，肥料集約度の寄与幅が非常  

に低い。この点はこの農区の特性である。土地利用度・  

肥料集約度ともに低位であることは（1）で述べたが，それ  

を引き上げることによる産出への影響はこのように顕著  

に異なる。土地利用度の寄与幅が大なのは，まさにこの  

点が産出の上昇を縛っている点であるとともに，ダブル  

クロッピングのできる土地は気象的にも土壌的にもー  

さらに往々にして潅漑をはかりうる一良い土地である  

ためであろう。肥料集約度の寄与幅が小なのは肥効物質  

を天然に多く含むという黄土の土壌特性と気象条件とに  

関連があろうが，その機序をここに示唆することはでき  

ない。とにかく施肥量が稀少要素となっていない。農場  

規模・労働集約度・肥料集約度をセットとした対応の寄  

与弾力性は1．30・0．75・0．08であり，作付規模・作付労  

働集約度・作付肥料集約度をセットとした対応の寄与弾  

力性は1．24・0．56・0．01である。農場規模や作付規模が  

1・2～1．3という大きい寄与弾力性をもつが，規模を大に  

するにつれて労働集約度を低くするのが通常の経営であ  

るが，それでも①で述べたように比例的な産出の増加を  

伴っているのであり，もし労働集約度を低めずに規模拡  

大を進めるならば産出は逓増するという含蓄である。そ  

のなかには規模が大となるにつれて良い土地の割合がお  

おくなる，また作業能率が高められるので同じ労働集約  

度を保ことは営農の作業精度を大にすることになる，と  

いう関係があろう。労働集約度の寄与幅が0，56－0．75と  

いう値は高いというべきであろう。これにはダブルク  

ロッピングの度の引き上げ効果が絡んでいよう。  

③ 農場規模と労働力規模をセットとした対応の寄与弾  

力性は0．53・0．73である。労働力の寄与幅が大である。  

①で述べた関係が反映されている。土地生産性1．19ト  

ン・労働生産性1．04トン¶いずれも平均－をこの測定  

値に対応させると寄与関係と生産性の調和はとれている。  

この測定式に肥料投入量を加えても，0．47・0．74・0．08  

となり，肥料投入の寄与が小であることを確認させるの  

みである。  

④ ③の回帰式につき，労働力規模を世帯員規模に置き  

換えても式の構造は変わらない。  

（B）生産性に対する経営規模と経営集約度の寄与関係  

① 土地生産性に対して土地利用度・労働集約度・肥料  

集約度をセットとした対応の寄与弾力性は1．66・0．18・  

0．01である。これも小麦地帯一般の特色である。土地生  

産性は地区それぞれの特殊事情によって規定される部分  

が大であり，この測定値も相関係数で0．6－0．7ほどでし  

か説明していないが，しかしそうした地区的千差万様性  

を貫いて，まず1年1作から2年3作へとすすめる，次  

いで作物作業を緻密にする，そして規模拡大による作業  

能率を高める，ことがどこまで進められているかによっ   
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て土地生産性の水準が与えられる。土地利用度・労働集  

約度・肥料集約度・戯場規模をセットとした対応の寄与  

弾力性は1．61・0．47・0．02・0．19である。寄与臓のもた  

れ方ほ，ダブルクロッピングの庇の寄与が極めて大なこ  

と，肥料集約度の作用がゼロに近いこと，労働集約度の  

影響が大であること，農場規模もはっきりとプラスの方  

向に作用していること，が示されている。小変池澤の血  

般の特色でもある。  

② 労働生産性に対して土地利f削受・労働炎約皮・肥料  

基約皮・脳功規模をセットとした対応の寄与弾力性ほ  

0．61・一札53・0．02・0．19である。また，土地利用度・  

労働集約度・肥料集約度・労働力規模をセットとした対  

応の寄与弾力性は0．41・－0，72－0，02・0．19である。ダ  

ブルクロッピングの皮が高まることは労働の季節的偏り  

を是正する方向で，そういう意味で労働生感性を引き上  

げる作用を大きくもつ。これに対して労働集約度の増加  

は…収穫逓減的局面にあるので…労働集約度を引き下  

げる方向で大きく作用する。肥料集約度の作用がゼこ＝こ  

近く，規模の作用が一段塊肉籍でみても労働力数でみ  

ても…プラスの方向である，という．一法が土地生産性の  

場合と全く同じなのは興味深い。  

③ 世帯員あたり産出畿に対して，土地生敵性・労働坐  

魔性をセットとした対応の寄与弾力性ほ0．16・1．01であ  

る。土地生産性・労働生産性・世滞貝規模をセットとし  

た対応の寄与弾力性は0．18・0．90・0．29である。  

3．農紫綬常・農家鰍荷の構成は   

第2報で行った224カテゴリーの該当・非該当を手掛  

かりとした度数分析とパターン分析の結果を用いて，こ  

の遇区における巌米韓懲・鹿家経済の性格を吟味すれば  

次のようである。サンプルとしては蛋宝・洛陽・卑平・  

平涼・天水雷安邑・臨牌・析聯・大谷・晋城・酒源・武  

郷・鋲安・周至・商障・潤禰が用いられている（Table  

4－2）。  

（1）自然環境・就発と償段・戌莱接骨と鹿家生活  

① 地勢は商原に牒する地区，山地に属する地区，平原  

に属する地区あ含む。1月の気温は－40c以下と－4  

～40cが相半ばし，これに対応して作物生旗日数230  

日末梢の地区と230～300日の地区を分けている。年補数  

500mm未滴の地区が多く，駅西から河縮へかけての蟄  

河流城で500～800mmの降爾があるにすぎない。降涌  

の年次偏怖が大で畢災の危険が犬である。土壌はpI1  

7．4以上の黄土である。黄土層は下層に肥効物黎を天然  

に含んでおり，適当な水分があたえられ表土の物理的組  

成が良好だと，作物はこれを吸い上げ利用することがで  

きる。しかし開水の調節がないと，表土が乾燥して水や  

肥効物質を引き出す機構が働かず，強度の不作となる。  

8月・10月・3月に充分な降開があれば翌年愚作…番  

人十三場開削立穀激発】と欝う傑謡があるが，城内の  

山地に森林少なく降爾が少ない。地区の総面積緋地比率  

は，20％未i捌こ平涼・単平・鏡安・周至・瀦憫があり，  

20～40％に天水・l劉榛・太谷・晋城があり，40％以上に  

盛宝・洛陽・安邑・臍螺・酒源・武瀾がある。1平方  

kmあたりの鹿家定位密度は公準回のなかで中位15－50  

戸である。  

② 上記のもとで，農家は世帯員規模6．0入来瀾と6．0人  

以上が相半ばし，華北の農家としてほ小である。労働力  

規模も1．8人（ME）東浦が小であり，腿場面薇規模は  

1．0ヘクタール朱荊の地区に洛陽・酒嫌があり，1．0～  

1．5ヘクタールの地区に鑑宝・鋲安・周至・髄駆・消  

南・晋城一太谷一卑平・平涼，1．5ヘクタール以上の地  

区に天水・安邑・臨腺・析輝・故郷がある，といった状  

態で自然条件を併せ考慮すれば過小規模である。  

③ 家族労働力の構成ほ成人タき子60％来瀾と以上が，成  

人女子25％未満と以上がそれぞれ相半ばしている。児敦  

の参画は5％未溝である。家族労働力の仕向先は自家農  

業70％以上で発寒30％来潤である地‡夏がほとんどである。  

自家戯莱のため年礎をもつ鹿家ユ5％以上の地区ほ6地区，  

妃幾年雇を持つ農家5％以上の地区ほ1地区で少ない。  

農場規模が過ノトなため労緻カは過剰基瀾で年稲形態での  

稲川ほ兼題していない。農作莱の担い手は成人男子が  

80％以上を担おうとする地区がほとんどであり，成人女  

子は15％未溝，児敦は5％末浦を担うにすぎないとする  

地区がほとんどである。成人男子の農業フルタイム親米  

は少なく40％以下とする地区が過半で，パートタイム政  

策が多い。兼業もまた成人男子によって担われる皮が  

80％以上である地区がほとんどで，女子や児敦によって  

担われる皮は低い。兼発光としては，他家農作業が卑  

平・平涼・天水・安邑・馴蜂・太谷・潜城・漸一鋸こおい  

て，地産莱饗労働が洛陽・臨爾・折聯・晋城・故郷・周  

至で．家内工米が麗宝・洛陽・天水・安邑・鋲安・周   
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あるが，商低起伏のある山岡傾斜地でほ′ト安や綿花i作  

のみである。平掠・天水では山崗磯傾斜の黄土に小麦・  

小米・鈍豆が毎年冬春作物としてつくられ，4年か5年  

に1‡乱そのあとに番愛がつくられている。臨願のテラス  

地の発土澱漑地では冬春作物に大麦・麻がつくられ，そ  

のあとに小米・プロソリミレットがつくられ1年2作で  

あるが，その他の非かんがい地では高梁・小米・大豆な  

どがつくられ1年1作である。120～150％の鑑宝では小  

変一小米一棉花の2年3作が黄土のテラス畑で行われ  

る。登城の灘漑地では小変…小米の述作，非かんがい地  

での小安・商梁・小米・豆類の2年3作あるいは1年1  

作がおこなわれている。野菜一費罪業・だいこん－が  

とり入れられることもある。  

⑧10アールあたり収盈は容愛区よりは商いがこれに次  

いで低い。小変でほ1．0キンタル東浦が10地区，以上が  

5地区である。平涼・天水のように0－4～0．5といった低  

い地区もあるが，0．6～0，9キンタル程度が多く，1．0キ  

ンダル以上は卑平・臨螺・併願事武郷・商脾である。と  

くに析豚は2．4キンタルで非常に商い。併願では春小麦  

もつくっているが，その収慶は5．3キンタルである。／ト  

米・高梁・大豆でも同様に容変区よりは高いが，これに  

次いで低く，また地区による差が著しい。天水の10アー  

ルあたり収盈は小米0．3キンダル・商鍵0．4キンダルであ  

るのに対し析豚のそれは小米4．4キンタル・高梁4．4キン  

タルである。気象・土壌の差，かんがいの有触，肥培管  

理の炎約性によって10倍の差が生じているのは注目すべ  

きである。  

（診 農場産出慶一主毅換算榊を24．2キンダル未澗・  

24．2～42．4キンタル・42．4キンタル以上の区分において，  

24．2キンタル未潤が12地臥 24．2～42．4キンタルが4地  

区である。審変区と同様に低位である。とくに平涼・天  

水・太谷・晋城が低く10キンタル莱洞である。卑平・肺  

腺・武郷・周至が中位である。卑平・析l豚・武郷では10  

アールあたり収蕊が高く，周至ではダブルクロッピング  

の度が大である。1ヘクタールあたり土地生産性を20キ  

ンタル末梢・20～30キンタル・30キンクル以上とする区  

分では，すべての地区が20キンタル東浦の低位カテゴ  

リーに属する。とくに平涼・天水・安邑・臨豚・太谷・  

晋城において低く，いずれも10キンタルに透していない。  

1人（ME）あたり労働生産性を11キンタル未滴・11  

～16キンダル・16キンダル以上とする区分では11キンタ   

至・商螺・消商で，南米従軍が卑平・平涼・天水・析  

豚・太谷一晋城・武郷において，それぞれ15％以上の膿  

家が就楽している。兼楽従事者は1戸平均0．5人以上で  

多い地方である。なお付習をしておくペきは「l∬酉の梓  

商出稼ぎ」である。山酉商人ほ全文に商薬ネットワーク  

を持つが，腿家の子弟も翻土樽代にこのネットワークに  

のって省外に出稼ぎして多少の蓄財をもって戻る場合が  

多い，とされている。  

窃）自作地比率は63％未洒・63～77％・77％以上のカテ  

ゴリー区分で，63％未瀾が6地i夏，63～77％が2地区，  

77％以上が8地区である。また鹿家を自作偲・自小作  

戯・小作農に区分した場合，自作農・臼′ト作戯比率80％  

以上の地区がほとんど一箪平と鋸安以外－であるが小  

作農・自小作腱比率20％末梢の地区は10地区，20～40％  

が5地区，40％以上の地区は単平・太谷・鍋安の3地区  

である。バックの調査は岬一般の実態より10～20％自作盛  

に偏っているが，‡当作成主体であるにちがいない。小作  

料形態は主体は数租であるが，銭租比率20％以上が10地  

区，分租比率20％以上が2地区である。  

① 鹿家のほ場数は5未満・5～15・15以上のカテゴ  

リー区分で，5未満が5地区，5－15が11地区，15以上  

が1地区である。華北畑地帝としてはほ場の散在交錯は  

あるほうである。住居からほ吻までの平均距離は大部分  

1km未満であるが，姦宝・天水・併願では遠い。  

⑥ 搬漑作物面積比ほ10％未納の地区が大部分で，10～  

50％の地区は洛陽・卑平・安邑・析1豚・太谷，50％以上  

の地区は酒源1地区である。かんがいへの取り組みは広  

範になされていて，河川・溝髄水から牧水のできるとこ  

ろはかんがいされ，井水を掘って取水のできるところは  

かんがいされている。山西省では数10メートルの井戸を  

掘って水をくみあげており，供酋省では径騰・洞患渠な  

ど径河・滑河から数10kmの幹垢を引き支渠を張りめぐ  

らせている。しかし全体としてほ自然降嗣依存でかんが  

い地は少ない。  

⑦ ダブルクロッピングの度は高くない。土地利用度を  

120％未満・120－150％・150％以上に区分すれば，洛  

陽・平涼・天水・臨願‥肝願・永谷・武郷・消爾が  

120％未満，凝宝一卑平・安邑・晋城・漕源・鋲安・商  

騒が120～150乳 周至が150％以上である。150％未納の  

ところの作付は，洛陽の平坦な瀧漑地では冬作物に小麦  

がそのあと小米・とうもろこしがつくられて1年2作で  
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るのが2地区である。磁場1ヘクタールの肥料投入澄で  

みても同様の畿当になる。施肥畿の小なのほ麗宝・安  

邑・臨帰・太督・晋城・故郷・鎧安・周至・消商であり，  

洛陽・天水・析騒が中位であり，卑平・平涼・漸原・商  

螺が施肥螢の大な地区である。過去10か年の施肥澄の増  

減は増加が2地l乳．増減なしが3地区，減少が6地区で  

あり，棚減・化学肥料を用いている地l夏はない。  

⑫ 役畜は輩寧と醍罵または駿馬からなるが，これを労  

働の役畜装備率とみていくと，商い地I茎と低い地区があ  

る。労働力1人（ME）あたり0．5頭未満ほ低いが6地区  

ある。0．5～1．0頭の地区が8地区である。1人1．0頭以  

上は商いが2地区ある。生渡家掛ま少ない。家禽もいな  

いという農家が多いし，豚を飼っている農家は3戸に1  

戸，羊・山羊を飼っている農家は2戸に1戸，家禽はl  

戸2羽にみたない。  

⑬ 腿産物の販売と打給の関係は鉦象食梯用の割合が大  

である。小米・商染・とうもろこしはほとんど自家用で，  

戯家の主要食伐となっている。／ト変・大変は濃紫販売用  

農産物であるとともに，濃紫戯産物である。平均的にみ  

ればまず川％は様子用に控除され 50…60％が訂家食堀  

用とされ，20％が販究され，その他が納税用となってい  

る。併願・政経など各戸の産出畿の大な地‡茎でほ販充用  

の比率が50～60％となっている。豆敷は鉦象食槻用に多  

くが仕向けられるが，販死に向けられる部分も多い。油  

粗は来賓販売農作物である。臓銘潜は自家j札 野菜類も  

】当家用が多いが，販売用も多い。ほか棉花・麻・アヘン  

が販売用農産物として濃紫である。収穫するとすぐ販売  

される場合が60％を暮おめ，販死の相手ほ60％が商人で，  

30％が消費者，10％が農家である。2剤が村内で，3割  

が近い箱猥で，4測が螺戚で，1割が他聯市場に出荷さ  

れる。運搬力儀は火輩・威厳などであり，販売には申閻  

中でももっとも時間をかけている。清源でほ150‡ヨをか  

けている。副産物は大部分が燃料と飼料に向けられてい  

る。  

⑪ この農区は春麦区とともに「西北の翠災」の激しい  

ところである。1904勒29年の間にうけた箪災は，10回以  

上が太谷，5～10桓】が感宝・洛陽・平涼・天水・晋城・  

併願・臨豚・卑平，4樹莱瀾が安邑・清源・武郷・周  

至・尚美様・沼南がある。回数だけでは激しさの程度を表  

現しえないものがあり，恍西省の！紗‥‡ト潤滑1928…30年  

に3年連続の箪災をこうむった。この災禍は激烈であり，   

ル未湖が10地区，11～16キンタルが3地区，16キンタル  

以上が3地区である。とくに乎掠・天水・太谷・晋城・  

清源ではBキンタル未満であり，洛陽・安邑・臨願・商  

牌でほ8～11キンタルであり，麗宝・武郷・周至では11  

…16キンタルであり，卑平・怖駆・潤絢では16キンタル  

以上である。世準員あたり産出駿でみると，平滝・天  

水・大谷・晋城・酒源では1．4～1．8キンタルでしかなく，  

比較的高い凝宝・卑平‥折螺・故郷・周至・商螺・消簡  

で3．0～4．0キンタルである。  

戯場産出澄や生産性が低いことは容麦区に準じているが  

この水準を′ト変地坪全域で測盤した酬前方程式からの推  

測鰻と比較すると，プラスの位澄一塊模や躯約度で脱  

明される以上に商い一にある地区は姦宝・洛陽・単  

平・肺腺・音削原一武郷・周至・消商であり，マイナスの  

位俊…磯傾や脆約皮で脱明される以上に低い鵬にある  

地区は平涼・天水・安邑・穐瀾・太谷・轡城である。  

⑩ 労働生産性が低いことほ農薬労働貸金に低くおさえ  

る天井を与える。その山方で測起された産出澄に対する  

労働投入の寄与弾力性は低くない－労働追加の限界生産  

力は比較的大である。また，労働生産性に対する労働追  

加の引き下げ効果ほ著しい。また慮外就某への志向ほ大  

であり，農業労働の生成性との労働報酬の比校ほよくな  

されている戯区である。こうした箸者関係をうけて農薬労  

働貸金の水準ほ短コニー食事含む－0．45元，凝ニ仁一食事  

含む…80元，の以上と以下では，以上より以下のほう  

が多いが，生産性の低さを考慮するととくに低くない  

…生産性の低さに此して欝金は比較的商い－といえる  

のではないかとみられる。  

⑪ 労働集約度は，1作1ヘクタールの茂人労働瀾  

（ME）で0．9入来洒に該当するのが10地区，0．9～1．3人  

に該当するのが3地区，1，3人以上に該当するのが4地  

！gである。農場iヘクタールの投入労拗盈（ME）の区  

分1．2入来網，1．2～L7人，1．7人以上でみても同様の該  

当となる。平涼・天水・安邑・糾榛・折駆・武瑚・消商  

などが低く，鑑宝・卑平などが中位，洛陽・酒源・周  

至・鋲安などが商い。作物別の1ヘクタールあたり作米  

酢放では小磯70E巨小米92日・高梁8引ヨが平均であるが，  

とくに小なのが平掠・天水，大なのが清源・卑平である。  

肥料磯約度は1ヘクタールの肥料投入愈でみて4．9トン  

未満の区分に召亥当するののが9地区，4．9～6．9トンのl差  

分に該当するのが3地区，6．9トン以上の区分に該当す  
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治安政情の紛凝と逐一£閥の掠機と匪賊の掠奪が加わって，  

飢餓と逃荒が大規模に発生し，農薬の経済秩序の封崩と  

人口の激減があった。単災のほか狼中家雨が発生したと  

きほ河川の氾濫や山鏑の畑の洗亡などの水災も多い。虫  

災・箱災・竃災の頻度は大である。災賓による作物被災  

率80％以上，持続期間ま2か月以上，飢餓と逃荒の経儀が  

ある，という地区がほとんどである。  

⑬ 食衣佳を中等磯腰で測愛した結果は次のようである。  

成人男子摂顆カロリー鹿では3000カロリー以上が7地区  

で，金中国の中でもっとも低い都に属する。食材料とし  

ては穀物一小米事商染・オート愛・替変暮小変－が多  

いが，豆類の摂取も多い。野魔の摂取は多いが，馬綺瀞  

などいも類の掛釈は少ない。もとより動物性食品や砂糖  

などの摂取は少ない。栄泰摂取の比較的充実しているの  

は卑平・・併願など戯場産山螢の大な地区であり，平涼・  

太谷など巌磯雄出盛の小な地区でほ栄餐も貧弱である。  

戸主の被服は3～4点で綿順のみという場合が多く，準  

北の気候条件を考慮すれば粗末だとみてよい。佳屠は春  

変区よりは金がかかっている地区が多いが，なお貧弱で  

ある。冠婚葬祭の特別支出は，嫡のための支出が50～  

100元程度，嫁のための支出が30～60元程度，非のため  

の支出が40～80元程度の地区が多く，簡素な地区が多い。  

ただし太谷・清源では輪のために200元余，嫁のために  

100元余，葬のために130元余も支パhlしている。農家の財  

鍬まもともと鰯金な地方とされており，「種三余偏」と  

か「緋九余三」とかいわれ．平年作以上の年には自家食  

税の3分の1相当は貯蓄保磯をなして不足に備える風が  

あり，負債や貸付はもたないのを常態とした。しかし近  

年の早災などの災審や状課の上界はこの構造せ破壊し，  

負倦を持つ鹿家を急増させている。生産負債をもつ鹿家  

ほほとんどないが，消費負債をもつ方途家35％以上の地区  

が7地区，負債をもつ戯家の負倍額80元以上の地区が4  

地区ある。またそれは貸付のある農家を増加ほせている。  

（2）農薬軽骨・脳家経済の所爛パターン   

中国混米を全体としてとらえて得られた脇米軽骨・段  

家経済の緒パターンの申で，この農区に所属する地区  

（サンプル）の位投付けは次のとおりである。  

伍〉 自然粂件・常戯構造・就業構造・経営難造・生活構   

造の各アスペクト内の位置付け  

①i当然条件を華北型対華中・華商機と仕訳した対抗パ  

ターンの【やでは強度に華北塑である。地区の土地が偽薬  

的に拓かれている度合の小対大については総漸機耕地比  

率の小な，総面稗戯家定佳密度の小な拓けていないパ  

ターンに属する。しかしその濃度は強くなく，姦宝・洛  

陽などは反対のパターンに属する。  

② 営農構造を「畑地営農に営農絡鑑の低位の結合」対  

「水‡甘腎戌に′計縫柵度の商位の結合」という対抗関係の  

中でほ，すべて前者に属する。変敷と小米・商梁・豆類  

の組み合わせによるクロッピングシステムの編軋 粗放  

な作物作某と施肥，昔ながらの戯典…黎・鍬・鋤・  

鎌・くさけずりなど…が用いられ，蕃力黎桝は11ヨに  

5～6畝以上を耕作できず，10アールあたり収蕊は低い。  

人汀増加に対して農地は増加せず，山鹿は樹木なく，災  

荒が連年絶え間なく，逃荒や飢餓の常闇地である。第2  

のパターンは「勅封・畑地幣双方にまたがった骨戯梢度  

の低位」対「霧位」という対抗関係の中では，低位に属  

する地区が多いが「尉立」に属する地区も少なくない。  

綿花・タバコなど商収益作物をいれているとか，10アー  

ルあたり収監が商いとか，施肥や作物作寒が充実してい  

るとかが根拠になって，それらが少ないのが繭乱 それ  

らにみるペきものがあるのが後者であるが，前肴の慄腰  

を強く身につけているのが平涼・天水・鉱宝・安邑・洛  

陽・太谷・商螺・消繭であり，後者を強く身につけてい  

るのが卑平・併願・臨輝・晋城・漸原である。  

③ 就葉柄遷の第1パターン「／ト家族労働過剰農業で女  

子児汲の誰某従事」対「大家族労働不足遇楽で年雇の使  

用」という対抗関係ではほとんどの地区が前者に属する。  

この点ほこの戯区の特色である。第2パターンは「男子  

中心の家族労働力で腿莱仕向が大，農作業は男子中心で  

貸金は比鱗的商」対「女子児魔の多い家族労働で誰某仕  

向が大，慮イ乍共に女子児盆が多く貸金は比峻的低」とい  

う対抗関係では地区の所属が2分されている。前者にほ  

卑準・析螺・太谷・酒源・武蘭などが属し，後者には鑑  

宝・洛陽・天水・錦安・商腺などが属する。  

④ 維′詳解遊の節1パターン「戯場規模小であるが，産  

出蕊・生産性ほ仙規模や集約度で説明される以上に山  

大」対「腰墓場規模大であるが，産出畿・生劇斐は…規  

模や集約度で説明される以上に仙小」という対抗関係  

の中では大部分の地区が後者に属する。ただし鉱宝・洛  

陽は農機規模小という点から，箪平・椚磯・周至・消商  

は産出畿・生産性大という点から，前者に属する。第2   
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度ほ大であり，慮場産出螢・土地生産性・労働生産性と  

もに仙規模や基約皮で説明される以上に叫大である＿」  

対「比楔的大家族が小変・大変・′ト米・高梁を義に豆  

爛・棉花・麻・ごま・花度などで多彩な輪作を組んでい  

て，ほ城は少数にまとめられているが，作業や施肥の精  

度は低く，土地利用度も高く無く，戯場藤根鼠・土地生  

産性・労働生産性ともに一視横や集約度で説明される  

以上に…小である」という対抗閲イ糸で与えられるが，  

前者に属するのは単平のみで，他はすペて後者に属する。  

節2パターンは「水田地帯約諾紫瀦を伴っているが，そ  

れは付帯的なことで，欠水が多く，澄雄・柵毅・豆類・  

いも蠣が濃紫作物となっており，作物作業や施肥にみら  

れる懲戯の摘度は低く，農場産出鼠・土地dま敵性・労働  

生魔性は一塊頗や集約度で説明される以上に岬小であ  

る」対「畑地帯的諸安東を伴っているが，それは付術的  

なことで，欠水は比瞭的少なく，小愛と棉花が蕊粟作物  

であり，作物作紫や施肥にみられる骨農の精度は嵩く，  

10アールあたり収蕊は高く，脇場産出駿・土地生産性・  

労働生産性は鵬規模や集約度で脱明される以上に脚大  

である」という対抗関係で与えられるが，この農区では  

天水・平涼・太谷・酒源・商螺1武威などが岬償磯の  

粕皮や生産澄・生産性の低さが強く働いて…前者に属  

するが，鑑宝・洛陽・卑平・安邑・臨耀・析憫い登城・  

故郷・周至・消擁が後者に属する。  

③ 経常と就茶の複合視野からの節1パターンは「小家  

族が農莱を自作的に潜み，成人男子が尊従的にこれに当  

たっており，脳莱総督は集約的で土地生産櫻・労働生産  

性は大であり，女子と児螢を含んだ部分が内職的家内工  

業など雅楽に従軍して農外所得依存率が大である」対  

「大家族が腿莱を小作地を入れて潜み，雅楽には家族成  

人男子が出て，自家厳寒は年覇や女子児畿によるところ  

が大で，骨掛ま粗放的で土地生産性・労働生産性ともに  

小である」という対抗関係の申で与えられるが，前者烏  

属する地区が大部分で，後者に属する地区は平涼・太  

谷・故郷である。第2パターンほ「零細農家が小さな自  

作地に閉じこもり，所得補充をするべくヨ匡紫には積極的  

にでていて，家族の成人男子が自家成業の担い手である  

が，双発にも出るので偽薬経常は粗放であり，産出畿・  

食掛蔑は低く遊楽貸金も安い」対「土地を侍り人を櫛し  

て規模を火にし，段紫綬常の内容は充実しており，商い  

農業貸金と両立した商い労働生産性をもち，土地生産   

パターン「戯場規模バ、で粂約約であり，土地生産性は大  

だが，労働生産性は′トで，農外所得依存率が大」対「腱  

場規模大で粗放的であり，土地生産′l斐は小だが，労働生  

産性は大で，′ト作地比率が火」という対抗関係の中では，  

地区の所属が2分されている。洛陽・平涼・天水・清  

輝・鋭安・商聯が前者に属し，安邑・臨顆・併願・故  

郷・周至・消翻が後者に属する。  

⑤ 生活構造の節1パターン「食衣任が充実しており，  

冠婚葬祭も派手で，負機もあるが矧附こアクセント」対  

「食衣任が粗末で，冠婚群舞も繁栄で，消饗負債を多く  

持つ」という対抗関係の申では，大部分の地区が後者に  

属するが単平・臨頗一桁腺は前者に属する。節2パター  

ン「食が穀物叩・辺倒でカロリー不足，衣住も粗末，消楽  

負債のほか生産負債ももつ」対「多彩な食材斜を神保す  

るがカロリーは充分，衣任は充夕王 冠婚非鋲ほ賛紫で，  

負債を持つ農家は少ないが鶴は大である」という対抗‡閲  

係の申で，前者に属する地区は凝宝・洛陽・乎涼・天  

水・安邑・肺腺・太谷・登城，後者に嘱する地区は卑  

平tl別様・漸原・故郷・鋲安・周至・商腺・消絢である。  

（B）繚骨牌遺と自然・営農・就葉・生活との複合アスペ   

クト内の位橙付け  

① 経営と自然の複合視野からの節1パターンは「準  

申・翠綿雲空自然粂件の下で，規模小な経営が娘約的に営  

まれ 土地壬1三麗性一労働生産性ともに商位で，産出蔑も  

規模や集約度で説明されるよりも大」対「華北塑【塁i無条  

件の下で，規模大な経常が粗放的に営まれ，土地生産  

性・労働生産性ともに低位で，産出澄も規模や脆約庇で  

脱明されるよりも小」という対続㈲蘭であるが，全地区  

が後者に属する。節2パターンは「雅＝ナていないところ  

で，農場規模・土地利用度ほ小，1作への幾約度は大だ  

が，土地鹿渡蛾・労働生産性は低く，射乍地比率・農外  

所得依存率は小」対甘柿けたところで，農協規模・土  

地利用度はゃ位か丸1作の集約度は小だが土地染液  

性・労働生産性は高く，自作地比率・慮外所得依存率は  

小」という対抗関係であるが，前者には平涼・天水・太  

谷・㈲原・鍔安・繍願が属し，後者にほ姦宝・安邑・臨  

螺・祈願・武郷・周至・消両が属する。  

② 軽骨と常襲の複合視野からの複合パターンは「比腋  

的小家族が水稲中心の土地利用度の商い基約戯紫を営み，  

麦頬・なたね・藤蚕1けし・タバコ・さとうきびなどが  

とり合わされ，戯地ほ散在交参拝であるが作莱や施肥の硝  
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鎌は1‡ヨ1～2畝を刈り取るにすぎない。  

旧式儀典による鹿耕体系が封建的収奪と過剰労働力をも  

たらしている。怒畝の収穫は小米114斤，大変113斤，／ト  

衆104斤，高梁127斤，とうもろこし147斤，大豆67斤，  

棉花26斤にすぎない。「止瀾各地の種子脱難して退化し  

つつあり，棉花についていえばはじめは純粋米国種で  

あったが今や山酉棉に変化してしまっている」。中央段  

莱爽験研が敢近発表した数字によると人口増加に対して  

排他は停滞または減少している。その上に災荒が連年経  

え間がない。1928年に被災した県は86県・災民601万人，  

1929年に被災した県は86び書い災民597万人，1930年に被  

災した県は68県・災民210万人，1931年に被災した県は  

27県・災民不評，1932年に被災した県は68日箆・被災閑地  

116万畝・災民28万人であった。1934年の災賓は水単電  

風虫の災寮を包括するものであり，それは全省の3分の2  

に渡った。このように災寮常習他になっている。赦甚地  

では凍飢死者が稀でなく統計からは窺えない惨状を里し  

ている。   

こうした農薬生産力の落後現象はその生産関係的原因  

を土地所有の不均勘こ求められる。山西省でほ4668万畝  

の耕地を163万戸の戯家が所有しているが，22％の土地  

が100畝以上の6万戸，26％が50～100畝の18万戸，23％  

が30～50畝の29方戸，19％が10～30畝のd9方戸，7％が  

10畝以下の60万戸によって所有されている。零細的土地  

所有の上に零細的小段生産が行われている。胃税制度ほ  

発達しておらず，自作農72％半酎乍腿15％佃戯13％とい  

う構成であるが，敢近の傾向として自作農の減少と佃脳  

の増加がみ計れる。土地生産力が低く禅骨規模が小であ  

るので，過剰人目の度が大であり，家計補充的な低貸金  

労働や副塞が広く行われている。役畜を駆して旅客荷駄  

等の稼ぎを行い，また綿布を家内工業的に筋擁する。し  

かし交通期間の発達や機械紡織の進出がこうした収入を  

奪いつつある。搾油・製紙・煉革などの地場産葉も同様  

の運命をたどっている。このため減般雇エに出ようとす  

る暑が多いが貸金は日工0．14元月エ2．82元年工27．78元  

にみられるように極めて低い。   

闇租と貸付利子は農民負抱の主たる繁栄であるが，山  

西の租価削度はつぎのようである。契約は3～5年から  

10～20年で行われるが，期間中田租の滞納や土地を荒ら  

したりすると佃戸の取り替えが行われる。秘畝現物3斗  

で税ほ佃戸が負担あるいほ5斗で地主が阻賦を負担し仰   

性・脇場産山蕊も低くない」という対抗関係の申で与え  

られるが，前者に属する地区として盗宝・洛陽・平涼・  

天水・安邑・随順・太谷・背城・清源・鋲安・商瀾があ  

り，後者に属する地区として卑平・析螺一武郷・周至・  

澗蘭がある。  

④ 経営と生活の複合視野からの節1パターンは「小家  

族が規模小な遊楽を集約的に営み，産出濫・生産性が高  

位にあり，食衣楳ともr‡咽膿家としては水準が高く，冠  

婚葬祭支出も大で，負債をもつ場合は少ない」対「大家  

族が規模大な虚業を租放に営み，産出盈・生敵性は低位  

にあり，食衣伐ともに中国鹿家としても水準が低く，冠  

婚遼寧祭支出も大でなく，負債を持つ鹿家が多い」という  

対抗関係の中で与えられるが，前者に属する地区は卑  

平・析豚・周至・消商であり，大部分は後者に属する。  

第2パターンは「大家族が規模ノトな農業を営み，土地生  

産性は低くないが労働生産性は低く，戯場産出蕊は小で，  

tヨ作戯でありかつ農外所得の補充はあっても，食衣位の  

水準は砥いが負債をもつことば少ない」対「大家族が規  

模大な農業を潜み，土地生産性は低いが労働生産性は低  

くなく，戯繊度山鹿は大で，小作地が多く戯外所得は少  

ないが，食衣住の水準は高く冠婚非祭文山も大で，負機  

も大である」という対抗関係の申で与えられるが，前者  

に属する地区は慮宝・洛陽・科平・平涼一天水・洒源・  

鏡安・消磯であり，後者に属する地区ほ安邑・臨駆・併  

願・太谷・故郷・簡保である。  

4．地域粋性についての地方－ジカター的論考   

冬変小米区に関わる地方特性を給じた論考を付論とし  

て抄出しておく。  

（‖ 山西省の鹿米経済   

省内に濃工業資源はあるが，礼金制度が資本嘉灘企紫  

の発達を妨げ，時代遅れの小段生産が支配的である。  

226万戸の戸数のうち187万戸が農家であり，排他6056方  

畝一水田362万畝と単‡羽5693万畝－を耕作している。小  

麦・大安・小米・高梁・とうもろこし・大豆・棉花と多  

少の勅稲ともち稲がある。生産技術の後れと生産力の退  

化は山西の半封建的虚栄経済の特徴である。ぷ塗薬生産ユニ  

鼻はすこしも進んでおらず，木製および木鉄合成の甘か  

らの農具岬黎・ 鍬・鋤・くさけずり・ろくろなど仙が  

用いられ，番力翠耕は1E＝ニ5～6畝を耕すにすぎず，  
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ため現金の流入が減少し貨幣欄偲が下落した9）。   

阻翰笠「加酋的彪田価格」社会科学雑誌 Vo‖  

Nol民国19年3月  

山西の人口を年齢別に区分すると14歳末洞21乳15～  

50歳59‰50歳以上19％である。15～50歳の割合が比較  

的少なく，両端の人口が比較的多い。これは山西人の在  

外各都市の羅商に出向従軍している者が多く，子供や学  

徒あるいほリタイアした老人や本店で指揮をとる老人が  

地方に多いといった状態が反映されている。タき女別年齢  

別にみると，まず9歳末淋こ男子多く女子が少ないこと  

が注目される。でき女の結果である。10鵬19歳では男子  

は外に出商楽を学び，このため不在となる関係が入って  

くる。それ以上の年齢層でも男子の方が多いが，そこに  

は女子の寿命が低いという関係を入れてこなければ説明  

がつかない。批界や般の法則として女子の方が反命であ  

るという関係があるが，山西では反対である。女子を軽  

視するかたわら，女子の数が少ないので男子の結婚雉は  

金省いたるところで聞こえる。蕊女のうちから結婚させ  

られる傾向がある。民国18年に按遠に大災番があったと  

き女子が多く売りにだされ山西で買われたと伝えられる。   

山西人口の出生率と死亡率はこの12年ともに増減変動  

が大である。1916年から1918年にかけて出生率死亡率が  

ともに高くなったあと1919年から1922年にかけて出生率  

死亡率がともに急に低くなっている。この突変的変化の  

理由は理解しがたい。あるいは逃荒による社会変動が関  

与しており，出生と死亡の紋別一がそれにあわせられてい  

るのかも知れない。死亡数を病因別に分類すると，死亡  

1000人につき老裟が敢も多く，285人，次いでハシカ183  

人，肺結核128人，傷薬99人，袈弱85人，天花69人，赤  

痢64人，自喉56人，出産40人といった順である。医療・  

医薬・衛生面の未発達によるところが大である。例えば  

ハシカの死亡率はアメリカの20倍であるが，幼年の時期  

に多く児戯の死亡率の高さほこれによるところが大であ  

る。肺結核による死亡は女子よりも男子に多いがこれは  

過労の放である。傷寒による死亡は人家がオンドルで寒  

冷を防ぐが不完全で煙が厳に満ちているといった住屠条  

件に原因がある。   

すでに述べたように山西の姶嫁の年齢は低い。このこ  

とが出生率と溶接的関係をもつ。婚嫁率は1915年金陰火  

学のバック民らが2927農家について調べた戯家綱恋では   

戸が地方税を負担する。常北仰■滞では税畿が3分の1株  

高い。河東山幣では現物覗が貨幣粗に切り換えられてお  

り秘畝6元から10元である。扮県山帯では分益租が多く，  

地主が㌻～4分をとる。地主が役畜や肥料を持つ場合は  

研半か牒割伐とる。五台糸方面では地主が種子や農具ま  

で持ち，収穫の8割までとる。角倍は抵抑貸借と倍用貸  

借がある。松神貸借は土地抵当が通常…ときには役畜  

抵当もある鵬であって，貸借時に遜済されない場合の  

土地売男契約を結んでおくもので，地価下落が併行して  

超こっているときは戯民の土地が非常に安く取り上げら  

れることになる。信用貸†削ま返済されなかった場合には  

複利僻継の契約になっており，これをホウ馬利というが  

山鹿これに陥ったらぬけでることができない。食様の現  

物貸借も広く行われている。山西省の農民の10戸に3戸  

ほ欠食着でこれを借りる。容劉こ1斗を借り秋に4～5  

斗を加えて返済するのであるが，未済のときは次年に持  

ち越される。こうした貸借の利子率は月利で敢低1分7  

塵激高2分8厘である。貸主は莱者としては18％が典乳  

13％が銃猟 商店11‰ 私人としては商人22％地主14％  

富農13％である。商人地主富脳は三位血体となってIL偶  

の高利貸の主宰者であるS）。   

畢位騨「山西腿米経済及其崩潰過程」中国戯漱げ刊  

Vo11No7 民国24年4月  

Ij潤17県の統計は田価の高騰が驚くほど著しいことを  

示している。10年間（1919年～29年）に幾多の地方で  

150～500％の商騰があって，これほどの商騰は中園その  

他の省に通常みられない。広東の閏棚が1919年～26年に  

160仙300％になったとか，遼寧の閏樋が寒夜戦脅以降に  

1919年～29年に600％をこえたとか，の例に照らしても  

異常な高騰がl】噌腰にあったといわなければならない。増  

加の原園はもとより複雑でくわしい調査がなければはっ  

きりさせえないが，とりあえず次の用件が指摘できる。  

① 近年…般に貨物価格の騰歎がみられる。②中国人は  

免償をもっても稗々しくは悶を究らないが，その山方で  

人口増加は飽田の需要数を増加させる。③欧州大戦後綿  

布関係で山酉商人は大打撃を受け，それに北伐後の内線  

が長江…体にあった山西級嚢汚を開銀させた。かくして【j」  

閣商葉蘭本が転じて鹿田購入に向かった。④輝人と官吏  

がもっとも安全な投資先として閏産の購入に躍起となっ  

た。①両年来山西の綿花と食楳の出荷良好ならず．その  
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19．7％という非常に商い髄がでているが，lj．1酋の部分に  

ついてみると9．5％である。ヨーロッパ諸国では5～  

6％，日本では7％でこれらより高い。山蘭ではほ歳以  

下の人口のうち男子は6％が女子は15％が結婚している。  

16～20鹿層で結婚する者ほタき子35％女子60％である。こ  

のような女子早婚は家庭で未婚女子の年齢が大となるの  

を願わないからであるが，それにほ女子を早く出して家  

内の消楽を切り下げたいと願うからでもある。早婚は早  

く子供を生むことに通じており，山西の初生児の母の年  

齢は20渡仏－Fが26％，26～30歳が25％である10）。   

番解明「山閣人口問題約分析研究」社会学刊 Vo1  

2 No2 世界沓院 民桓ほ0年3月  

山西清源県で1928年に行った143戸の鹿家家魔の調餐  

では，家長と同属の親族は24穣類の大きさに及び，わが  

国の大家底制度の特別の衆税をなしている。しかし家凝  

と教子女母兄釣児息孫兄弟娘を除いたその他の親族ほす  

べて10％以下である。また大部分の庖家では家庭は家長  

を中心に賽子女母迄で，大家庭制度は漸次崩壊しつつあ  

り小家庭制に転換されつつある。このような構造変化は  

農場規模との関係で人口過多になっていることが基礎と  

なっている。加えて成年男子人口が繚簡約方向に向かう  

ことも関与している。更に年齢別の鹿家人口比率をみる  

と14歳以下が31％，15～25赦が15％，25～45歳が24％，  

45歳以上が20％である。この25～45歳層の比率は他のい  

かなる園で測嚢された結果よりも低く，作業処理機力の  

商い家族層の捌合が小であって，消費的家族員の割合が  

大であることを示している。さらに細かく男女別に年齢  

構成及みていくと，20…30歳の男子の比率が梅酢こ低い。  

これは若い成年男子が経簡約位執こついて省外にでるか  

らで，山閣では普通の現象である。それが女子人【コとの  

不釣合をきわだたせ，女子を過剰なふうに意放させ，女  

子の軽視に連なっているま1）。   

喬啓明「山断酎原県百四十三凝家人に爛査之研究」  

民国十七年 中国人冒問題 世界恕局  

（2〉 供閣省の虚業経済  

α．617～1900年に発生した災審の次数を埜河禎がまと  

めた資料こよると，隣酉省は比喩的少ない。その原因と  

して隣酋農民はもともとの自足経済的地位を保持してき  

た点があげられる。「様三余小」とか「排九余三」と  

いった古訓の下に備荒貯蓄を行ってきた。すなわち「五  

年小串，十年大学」に対して戯民はその勉力を支持しえ  

たのである。1877年に閲単に空欄の大飢饉が発生したが  

1か年で原状を回復している。1897年の天草も災禍に至  

らず，1900年の大串ほ極めて厳しいものがあったが，救  

済措澄もあって畢災中餓死の農民はさほど多くほなかっ  

た（華北水利月刊Vo13 No12，新陳酉月刊Vo11No  

2）。これに対して1920年の小串や1928年の大草は農民に  

激甚の背痛を与えた。それには資本主義の侵入が漸次農  

相経済を破壊しおえ，災割こ遭遇する時の窺迫箪一消を利  

用するのに対し，政府は救済の余力をもたない，と習う  

箪憎が関与している。桃官那ま人口の基準している閲申を  

中心に隣爾と隣北がある。隣商は淡水流域で開けて屠る  

方であるが，侠北は土地広漠として人口が少ない。間中  

はさらに4つに区分されている。（D省酉区仙西安以西の  

滑河額流磯で，土地は肥沃で閣も比較的多く，水利もは  

かりやすい。惜しむらくほ清栄からアヘン栽培に耕地の  

多くが向けられている地区があり，食梯郎告ができてい  

ない。②潤筒区一寮嶺山姥と滑河の問を酉は養安から衆  

は酪谷閲まで区分する山瀬であって，水宗は多いが土地  

が少なく，遮堀で自給ができず消北に依存している。③  

消北南原区一十余賂を含むが教士高原にあり，水窮深く  

して利用が困難なために農薬はもっばら鯛にたよるが，  

土地が広いため経常規模が大で平時収穫に余裕があり，  

地区に販発している。④消北低腹区…非常に古い時代湖  

底であったとされアルカリ度の強い土壌で，薬代に構温  

が開かれ塩をおさえて沃地となった。間中はこの地があ  

るため凶年がなく「閲痺の天府」といわれてきた。ただ  

近年に至って水利施設の修復がなされず，生産は年々減  

少しつつあった。それでも1928年までは生産はなお戯で，  

′ト麦・綿花を省外に輸出していた。験酉は1840年以前は  

自イ乍脱がほとんどで経常規模も較差が少なかったとされ  

ている。しかし帝国主義の対準侵略以後経済が葱化し階  

級分化が戯柑でも著しくなった。1919年の眺閣の鹿家は  

20畝未満20乳 20～30畝34％，30～50畝19乳 50～100  

畝11％，100畝以上4％に分化し，自作農57％，自作誰  

佃戯19乳 租佃戯23％に分化している。加えて治安政惰  

の紛凝がある。軍閥の掠械と匪賊の掠奪それに臨時税税  

の賦課などが隣酉でもあった。とくに次の諸点が災番対  

応能力を破壊した。（i）大昔から各種各様の荒牧施魔が  

あった。省倉・府倉・県倉・柑愈・社食・幾愈など，こ   
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γ，陳西の災後の土地配分を以前と比較すると階級分  

化が山段と進んでいるこむが明瞭である。農民の土地軽  

骨規模の構成比摩をみると，5～10畝の練′削ま：∋0％から  

25％に減じた。10～50畝の繚′削ま55％から45％に減じた。  

これに対して50～100畝の経常毒ま11％から25％に増加し  

た。100畝以上の紛糾ま4％から6％に増加した。災禍  

が地機の躯中をもたらし，100のうち50の凰矧ま耕作す  

べき閏をもたない無産腿民となったためである。自耕  

農・闘那馴一腰∵頗慨・稲ミ農の区分でみると，もと慮民  

の過半を占めていた筐！耕髄は20％減じ，自制磯雄】戯や仙  

農も減じ，磁腰亀の糾合が過半を【おめるに至っている。申  

ノj、の白餅戯は田鹿を失ったり桝番農j各種穀がなかったり  

して復帰ができなく，佃最もそれ以上に赤貧で地主の租  

田を受け入れることができなく，富農地主の土地はその  

労働力を難民を雇隊として収容して半舷奴紬桝こ酷使す  

るという方法をとった。このため犀駿の割合が突出して  

大となったのである。鳳翔措をにつき災前災綾の農相変動  

渾碍査（1931年）を行なっているが，その一区について内  

容を示せば次のとおりである。①土地は税数9034石の髄  

地があったが，災後先腐瀾が税数で3187石分党生した。  

②以前は100畝以上農家55戸，100畝対純農家6423戸，無  

田鹿家416戸であったが，災後にほ100畝以上農家4ま戸，  

100畝末洒脱家4861戸＼勲椚乳鹿家612声となっている。穏）  

房屋推温壊は57％あった。④人口は災前75563人であった  

が，災後48433人となった。⑤役畜は災前21825頭いたが，  

災後7648頭に減少し，脳炎損失ほ82％あった。⑥災前に  

ほ地主ノi王戸，白餅慮朗2：j声，佃戯524戸，磁戯912戸で  

あったが，災後には地主20戸，‡∃緋農5812芦ぎ，佃農315  

戸，履農599戸となった。⑦失莱は災瀦1578戸あったが，  

災後3122戸になった。⑧災後の戯民の婁求は‡乳賦の腫軋  

錐税の停止，役畜戯奥様子の放批 土凌劣紳の排除がか  

かげられた】2）。   

石筍「快調災後的土地問題和農相新恐的展開」新剤  

遺 Vo‡2 No12 民l封21年7月  

閲申では腿紫商品化は久しい。清栄にはアヘンが入っ  

た。1914年後農民の多くはアヘンを棉花に変える傾向が  

あった。1920年焼矧さ胃放後渾びアヘンに向かおうとする  

傾向もあった。アヘン54000畝，杓花310000畝といった  

如くである。アヘンは税収対策と妬合して拡大したが，  

柵は紡織葉の贅次にもとずくものでアメリカ椛が開削こ   

れらに貯蔵せられた穀物は軍閥に押収された。撞）軍閥  

がアヘンの栽培をすすめた。（i最）清栄か樹齢民政府成立  

に至る政争と戦乱，それに匪賊が絡んで徴発・猷税・典  

連などが頻繁となり，人民疲聯・飢荒・徴収・公共地役  

破壊などが連続した。こうした人禍が天災と濃なって既  

成の秩序を破壊した。（iv）民国16年蓬璽£が不換紙幣を発  

刊してその混乱が甚だしかった。  

β，1928～19：う0年に連続3年の大災寄があった。これ  

によって侠西の中鞠の中では健康的であった特性が崩壊  

した。この時の農民の梁苦，衣なく食なく流亡の申に死  

すという状態であった。しかし災禍は自然災番の規模を  

こえて大となった。政府肇言闊ほか憩謡団体が救済活劇明  

旗をかかげた。ところが他方で閻賦ほ4暗にされ，人頭  

税・食戸税・麹療税が課せられた。災民が塞児を発り出  

したところ軍政当局はその人市に10分の1税を課した。  

それに地主富戯の練求と商人高利貸の経済鉱水が進めら  

れた。未済に対する姦し押さえほ激しく，飢也房厳盛典  

緋番の一切が畿死に付された。余剰資本は土地の買収に  

むけられ，従前1畝100禿であった用地が3元激しい場  

合には7～8角で地主商人高利貸の手に渡った。これら  

の有銭者は城市の中で政治勢力の保護下にあり，瑚柑は  

人口の減少が著しかった。1931年3ア県において行われた  

婦女鯛番では19Z8～30年に発られた者30万人余，死亡し  

た者90万人余，逃荒した者70万人余で200万人がいなく  

なった。1928年と1930年の人口統計を比較すると57県と  

1特別市のうち人口増加となっているのは西安市と数艶  

のみで他はすべて異常な人口減少をみている。耕作され  

ないまま荒地となっている土地は隣酉建設庁嗣査では  

330万畝と見積もられ以前に比して2倍半となった。原  

l割として①人が死亡し，死せざる潜も地を棄てて逃荒す  

る者が多かった，②種子が食されてしまったため欠乏し  

た，③役畜が多く屠殺され売られるか典雛が徴発し去っ  

た，④播種時に軍閥が駐在し人々が逃避して耕作されな  

かった，⑤資が出土してきた時蝮虫が争って食べ尽くし  

てしまった，などがあげられる。以上のような災禍は仝  

省にみられたが，もっとも激しかったのは乾県と武功県  

で全域がこのようになった。この災寒中食株価格は騰致  

し，米は晦斗1禿であったのが2元5角に，小米は毎斗  

5角であったのが2元に，小麦は毎斗9角であったのが  

2元5角になった。輸入食堀に依存した。しかし生産が  

増加したのはアヘンであった。  
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導入された。閥中の産痛は隣酉全体の産棉の90％を一生め  

る。産蕊は1915年30方キンタル，1918年77万キンタルと  

増加してきている。1929～31年の災禍後，腿兼商品化は  

更に前進の速度を商めようとしている。貧窮の良民は所  

有の田地よりできる限り販売収入をえようとしており，  

しかも種子に欠乏している。商人は災彼のこの梯子欠乏  

を利用し，梯子を耕して拙作針推広した。隣西建設庁実  

業部は各県政府に次のような訓令を発している。「華商  

紗某連合会は7万元を拠出し，アメリカより棉種子を購  

入し，これを隣西河翻両省に配給する。この種子は繊維  

性質の優良であり，近年桓＝ブ測l産が不振で外柵の輸入が  

激増しているところであり，これに対応するため極力胎  

柵の瞥及と産額の増加憧はかろうとするからである。」  

慮米商品イヒの促進は間接的に高利貸と不良政治を助演す  

る13） 。   

陳翰埜「崩壊中的間中的′ト農経済」嘩報月刊 Vol   

lNo6 民！司21年10月  

批南山澤の地方，山川交錯の地であり，l〝Li地を開いた  

閏畝は作物生野の悪い痩せ地である。肥料を施しても雨  

が降らなければ激烈な翠災となる。他方桝憎が遠くに分  

散している。30畝程度の農薬総督でも10畝は比軟的近傍  

にあるが，他の20畝は家をへだてること2月え3長l皇の遼距  

離にある。しl小才上に屠焦する農家に至っては交錯する関城  

の多くが20艶の外にある。‡軋地への往来は郊蘭がほとん  

どなく，肥料の運搬や収穫物の運搬はもっばら飼育する  

ロバや牛馬と人力による。20～30畝を経常する農家は覇  

戯1人または盆〕二1人をもつが，こうした覇農は未明に  

起き厳冬といえども風邪凄烈の中を排閏におもむき，‡ヨ  

没するまで働いてかえり，睡眠は数時間にすぎない。粗  

衣をまとい経常主の資馬を愛車休む時がない。秋期収穫  

の後には手足がタコだらけになっている。このように労  

苦が多いにもかかわらず，年工貸金20元にすぎず，軋南  

山菅の樅戯の生活は極端に愉楽である。罷鹿の状態はこ  

のように劣悪であったので，覇農とくに年コこが減少して  

いき，小規模脳家からの短二こに依存する粗餐が大になっ  

てきている。良㍍1～200畝も経常する大規模層になる  

と，慶事山切を総管血磯澗ほかな老巌で農事上の一切  

を差配する…に任せている。この総督の下に雇いの操  

作がなされ，総管は経営者（地主）から比梗的多い年俸  

を受け収っている。地主化した経営者は農イ乍紫に従事せ  

ず，手絡穐や作柄および収穫の状況を脛職するのみである。   

軋南山澤のl針作巌ほ大約15～20畝程度のものが多い。  

2～6月には耕作に没頭し，秋には収稚と馴奥の作業に  

従軍するが，他の時期には鍬をもって荒地を掘り起こし  

て農地とする作業を行う。さらに革靴などを製造して緋  

かい補用品と街上で交換をなす。山‡ぎ∫ほ‡；の鹿家の場合1  

年中勤菩である。厳冬の時期には水質が地を攫うので，  

速く深山広野に入って紫取りを行って平目蓄積した幾十  

担の柴革を個家燃料用を除いて街に出て売りあるき数百  

銭をえて，簡単な嗜好品を罰い…家山時の歓となす。生  

活は極めて簡単で潜用の衣服は粗末なもの仙…色である。  

婦人は粗大布を織りまた串聴を製造する14）。  

欝士俊「馳南濃民状況調査」東方雑誌 Vo124 No   

16 民国16年8月  

災地の硯食の騰食は空前東関である。北平準洋裁張会  

の実施鋼恋では「災区食梯之価十倍於平時」で，平時5  

～6元であった小変1石が65元にもなっている（民19  

年）。民18年小麦晦斤3元3角・脅裸大豆2元8角とい  

う報国もある。堰食がこのように騰資しているのに対し，  

膵慶は1問2元で売られている。土地も投げ売りされて  

いる。葦収樹皮を堀尽くすが，餓死を免れない者が多い。  

宵の破産，肇の飢馳壮年男子の逃亡，薬麗姑娘の身発  

り，老人の遊楽がおこる。   

こうした災栄には政治的粟瀾が関与している。消珠祥  

が30万の大軍を隣酉・甘栗‡首・緩速に入れた。この大軍を  

維持するための畢が県政附そして様々の税扱を僻潤した。  

大串災の下にあるにかかわらず毎畝変1斗5升を貧宵を  

給ぜず徴収した。この畿は績逮県の小変集積毎畝4斗の  

3分の1余にあたる。班せない者は監獄に収監したので  

1柑があげて逃亡した例がある。徴税は地畝摘だけでな  

く，人口摘・燵摘・房摘・版数絹・道路摘・漕鰭摘・轡  

解消・牧畜梢がある。ほか荷役が経せられ人夫と軍馬が  

避翰を行った。ほか鶴片を強制栽培させられ，その土地  

は毎畝12元の税が経せられた。さらに戦率が暴発したあ  

と人民の生命財魔の保障がなくなり，敵兵が匪賊となっ  

た15）。  

東食肇「中国酉北荒災間題」上海江湾労働大学「労   

働大学月間」節1巻 第′i期 民巨那9年3月   
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で（災害と結合して），移民が東北区へ向けて行われて  

きた。   

この農区で注意されるべきは大農場の存在である。塩  

性沖積土等の土壌で夏期湖水化するような農地を5～10  

ヘクタールも（極端な場合には50ヘクタールも）経営し，  

機械力・畜力などを特別なやり方で行使していないにも  

かかわらず，数人の労働力で管理するような粗放経営の  

存在である。自作農が69％，自小作農が19％，小作農が  

12％で，自作農が主体の色彩が最も強い。作物は小麦が  

主体で，ついで高梁・小米が重要作物である。高梁は畢  

魅や水害に強く，小米も皐魅と風攻に耐える力が強い，  

といった特性が作用している。他にとうもろこし，大豆，  

花生，ごま，なたね，きび，大麦も重要であり，芋類で  

は甘蕉，工芸作物では棉とタバコが重要である。（他に  

ナシ，りんご，ナツメ等の果実，野菜特に白菜，養蚕と  

山繭がある。）2毛作化の基本は小麦・大麦を冬作とし，  

収穫後夏作物として高梁・小米・大豆・甘簾等を栽培す  

るという形態で，小麦地帯の中では2毛作率は（小麦1  

毛作や棉1毛作が広くあるかたわら）最も高い。家畜は  

役畜として黄牛・駿馬・牒馬が飼育され，生産家畜とし  

ては豚・羊・鶏が主である。家畜の飼育は1戸あたりで  

は他の農区に比して少ないとはいえないが，耕地1ヘク  

タールあたりでは少ない。／J、麦地帯の穀倉部分としての  

生産力をもつが，歴史に残るような大水害を別にしても，  

水害・早魅・黒穂病㌧バッタの害など飢饉災害が多い。  

小麦・高梁・小米・とうもろこしが主な栄養源で「農民  

が肉を食うのは年に2”3回」とされている。しかし，  

他の小麦地帯よりは生活水準はやや高いとされており，  

地方により匪患や軍事費賦課を受けている。逃荒者も多  

い。  

2．農業経営・農家経済の構成（1）   

バック等の16，786農場調査では冬麦高梁区からは次の  

地区が諷査されている。   

遼寧省一遼中（リオチエン），河北省一昌黎  

（チャンリ）・正定（チェンチイン）・交河（キァオー）・  

南宮（ナンクー）・徐永（ススウイ）・倉麟（ツァンヘ  

ン）・青願（シンヘン）・通牒（ツンヘン），河南省一  

汲麟（チャイヘン）・裏城（ヒヤンツェン）・開封（カイ  

フェン）・臨幸（リンチャン）・南陽（ナンヤン）・商丘  

（シャンクー）・泌陽（ツシンアン）・エン城（ツエン），   

C．冬麦高梁区   

1．冬麦高梁区の概況   

黄河下流の山東半島をとりまいた北支大平原からなる。  

河北・河南の大部分，山東の全部，安徽・江蘇の一郎を  

含む。大平原は平坦でぬるやかな起伏をもち，広大な広  

がりをもつが，低湿地は夏には湖水となり，秋になると  

乾燥して農地として冬作物の作付を可能とするような土  

地さえすくなからずある。また河川は堤防で守られた天  

井川であり，増水が著しい時は大規模な氾濫の危険にさ  

らされている。黄河はよく知られているように，しばし  

ばその通路を変えた。それほどに堤防決壊が激甚な浸水  

災害をもたらした。山東半島に山や丘が多いが，耕作に  

供されているのは裾野である。降雨は奥地より多いが，  

乾燥地帯型であり，夏期に集中し，冬期はほとんど降  

雨・降雪がない。無霜期間は春から秋の7か月である。  

冬と春は強風が特徴的で西方の表土を塵填として運び堆  

積させる。表土は河川の洪永または沈澱がもたらしたあ  

るいは風が運搬した黄土，石灰沖積土である。栄養塩に  

富むが有機質に乏しく，土塊水分が不足すると生産的で  

なくなり，また洪水時の浸透排水がよくない。海岸に近  

い低地では塩性沖積土が多く，そこでは高い水位と塩分  

が生産を制限する痩せた土地となっている。ほか山東褐  

色土があるが，これは生産的である。土地は主として既  

耕地となっており，他の土地も草木をすべて燃料として  

利用し尽くすような場合が多いので，自然埴生は山東山  

地を除き消失しきっている。   

この農区の総面積は約4490万ヘクタール，総戸数は約  

1880万戸，うち約1600万戸の農家が約2340万ヘクタール  

の耕地を経営している。耕地比率は中国仝農区の中で最  

も高い。他方耕地に対する草地・樹木地などの農用地は  

最も少ない。荒地や可耕地のうちの未耕地の割合も最も  

低い。土地改良社会資本としては「水を刺するものは天  

下を刺する」といわれた治水堤防が古くからの遺構とし  

て存在している。治水施設は濃漑施設とは結合しておら  

ず，水利潅漑の施設は社会資本というより個人または敷  

戸共同の井戸による地下水港漑が主体である。テラス工  

は山束の丘陵地を除いて必要ではない。農業的土地資源  

に比して人口密度が大きく，特に土地が農業の集約化に  

よって労働収容力を増すキャパシティにおいて一水稲  

地帯に比すと一劣っているため，過剰人口の意識は大  
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山東省嶋安椰（アンクート感服（エンヘン）・福山  

（フーサン）・恵民（ウェイミン）・楽隊（ライヤン）・軍  

隊（エンヤン巨額光（ショークワント奉安（タイア  

ント盤邑（タンユート即題（サイモート済寧（ツイ  

ニント維螺（エイヘント輝願（イーへン），江蘇省  

叫窒終審（カンエン），安徽省酬卑除（ホーヤン）・稲  

願（スーヘン）。   

上記の地区別・階層別の集計平均侭を標本として用い  

て，範1報で行ったのと同じ方法で戯発根世の栴成を分  

析する（Tableト3）。  

川 指標の平均と偏差からみた虚栄経常の構成   

儲家牧野員数ほ年磁を食め7．2士2．5人，腿場規模は  

2．7士5．2ヘクタール，労働力規模は2．2±1．2人（ME）  

である。農場規模において平均に対する梯準偏差が棲め  

て第であることに注意されたい。北支大平原を背教にし  

て巨大成城と零細農機の密爽が同屠している。平均でみ  

ていっでも中国全体の申で，あるいは小変地幣の中で，  

規模は敢も大である。役熟ま1．3±1．6頭である。平均で  

は冬安小米区をやや上回る程度であるが，偏差帽が大き  

い。無畜磯家が多い鳳酢ト4頭もっでいる段家も多い。  

労働力1人（ME）あたりの役畜飼育鹿…労働の役務謹賀  

確度－で測ると0，5士0．3沸で，これは低い。耕地1ヘ  

クタールあたり役畜鹿は0．7±0．6頸であって，これは中  

懐】金屋塗区の中で稔も小である。篭：樵は髄馬・駄喝・蕾牢  

で燭は少ない。生産家畜も豚・革・鴻を合して0．2家畜  

判定未満である。肥料糠としてみても家禽は静い。ダブ  

ルクロッピングの皮ほ鵬生物生成期間など気象上の制  

約が冬安小米区よりさらに舷められて一大となってい  

る。土地利用度i42．2士20．2％は2年3作がほぼ平均的  

に実現されていることを示している。小変一大豆一高梁  

（または小米）一小数 あるいは小変脚とうもろこし…花  

生一番楽劇小変，といったクロッピングシステムで休閑  

地の除去が進んでいる。集約的商品作物として楠花など  

が組み入れられることも多い。   

作付1ヘクタールあたり集約度は肥料4．5士2．3トン，  

TabIel－aIndex払rAnalysis（3）  
［冬変商凍区〕  ［指株］  

S棚DAR工）  M‡NIMUM  MÅm  
変数  MEAN          DEV．   VALUE  VALUE   

Xl  31，84   40．38   1．96   319．88   

Ⅹ2  2．20   1．21   0．60   臥30   

Ⅹ3  1－26   1．60   0．00   18．43   

X4  142．22   20．24   100．00   194．00   

X5  3，60   6，27   0．15   70．88   

Ⅹ6  11．53   9．13   1．22   70．88   

Ⅹ7  2．73   5．17   0．10   58．58   

Ⅹ8  4，58   2．38   1．00   14．30   

Ⅹ9  1．11   0，80   0．11   5，00   

Ⅹ10  0．75   0．67   0．00   6．57   

Ⅹ11  6．56   3．66   1．21   21．30   

X12  15．08   9．46   3．90   50．07   

Ⅹ13  12．60   9．ユ8   1．23   49．83   

Ⅹ14  1．62   1．25   0，14   7．33   

0．25   Ⅹ15  0．53  2－30   0．00  
Ⅹ16  88．24   15．38   11．90   100▲00   

Ⅹ17  10．59   6．52   2．99   34．29   

X18  14．03   10，63   0．00   45．00   

Ⅹ19  7．19   2．48   2．80   17．58   

X20  3．88   3．44   0．30   23．52  

Xl：脚蕩産出盈（100kg：キンダル）  

Ⅹ2：労働投入蕊（人）  

X3：役畜投入畿（家畜単位）  

Ⅹ4：土地利用度（％）  

X5：作付面穏（ha）  

X6：肥料投入畿（t）  

X7：耕地面積（ha）  

Ⅹ8：作付所蔵あたりの肥料投入盈  

X9：作付面積あたりの労働投入蒐  

Ⅹ10：排他面鵜あたりの役畜投入盈  

Xll：耕地面種あたりの肥料投入蔑  

Ⅹ12：土地生産性（100kg／ba）  

Ⅹ13：労働生産性（100kg／人）  

Ⅹ14：耕地商機あたりの労働投入畿  

X15：役畜・労働比率（家畜単位／人）  

X16：自作地比率（％）  

Ⅹ17：作付何機あたりの土地生産性  

X18：農外所得依存率（％）  

Ⅹ19：農家世滞員数（人）  

Ⅹ20：農家世幣員あたりの産出蕊（100kg／人）  
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労働1．1±0．8人（ME）であって，肥料基約皮は低く，  

労働朱約度も商くない。農場1ヘクタールあたりでほ肥  

料条約度6．5士3．6トン】′ト嚢地帯としても平均乳酪「  

労働集約度1．6土1．2人（ME）…小変地滞としては平均  

以上－という氷解であるが，その原因は土地利用度の  

高さによる。立教換算された膿場産出鼠は3．18土4．03ト  

ンである。冬変小米区におけるよりもずっと商い。脳場  

規模が大で土地利用度が大なのであるから，産出澄が大  

なのは当然であるが，偏差喘が大である点に浅慮するペ  

きである。農場産出魔の平均に対する梯準偏差の比は成  

城規模におけるよりほ小であるが，労働力規模における  

よりも大である。土地生産機は1ヘクタールあたり1．50  

±0．94トン，労働生産性は1人（ME）あたり1．26士  

0．94トンである。小変地術としては教も商いが，水稲地  

帯よりは低い。成城規模が大であることがどれほど土地  

生産性の低さを補って労働生産性を高めているかに関心  

がもたれるが，なお水稲地幣との間にパリティをもつに  

は至っていない。傲瀾瀾あたり産出蕊ほ0，38±0，34トン  

で生産性の高さが反映されている。この場合も偏差喘が  

大であることが注冒される。軽骨地の自作地比率はS臥2  

士15．3％で高く，農外所得依存率ほ14．0士10．6％で低い。  

／ト愛地滞の特性をよく示しているといえよう。   

以上の農家の中から大小極端な2通りの鹿家を取り出  

せば次のようである。（i）17入の一年罷を含む…世帯  

員をもち，8人（ME）の労働力と13頭の役畜でもって  

亜ヘクタールの慮場を経常している。堆棟した天然の栄  

養分を敢小の繁用でくみとる，という粗放的・商業的大  

経常である。世帯や役畜の規模に比しで恒常的労働力が  

少なく，日雇が多く入れられている。1ヘクタールあた  

り躯約度は肥料1．0トン・労働0．2人（ME）である。こ  

れで3．0トン余の農場産出畿をあげている。平均的経常  

に比して土地生腰性は3分の2だが，労働生産性は1人4  

トン（3倍）である。だだしこうした大総骨は氾濫や翠  

魅の常習地にあることが多く，経営成果は不豪磯である。  

（ii）世帯員3～4人，農場規模は0－3～0．4ヘクタール，  

自家農業には0．5人（ME）が働いている。家族労働力の  

3分の2は覇過として他家農薬に雇われるか，労役に出  

稼ぎするかしている。役畜をもたず，畜二】ニ・人工の交換  

を行うが，ほとんどは手作業である。肥料髄約度ほ低く，  

労働集約度は大であるが，平均的繚常に比して土地生産  

性が高いわけでなく，労働生産性は0．5仙0．6トン（2分  

のl）であり，戯場産出蕊は‡当家食様を満たしえない。  

ただし，このような極度の零細農家でも棉花をとり入れ  

たり，ダブルクロッピングの鹿を高めたりして，集約戯  

米を図っている場合もある。  

（2）脇葉経常の指増瀾にみられる相関閣額  

① 農場規模・作付け規模・世帯員規模の相互間，およ  

び戯場産出盈・労簡生腐生・砂肝員あたり産出螢の相互  

間にはみるべき相聞がある。この点は中国農薬…般にみ  

られるのと同じ関係である。磁場規模・作付け規模が農  

場鷹山厳に対して0．8－0．9といった－水稲池澤にはみ  

られない血緊密な相関がある，という小愛地帯の性質  

をこの戯区ほ典盟約にもっている。関連して役畜飼育数  

は叫方で農場規模と他方で肥料投入蕊と緊密な相関  

…0．8～0．9…をもつ（Tab王e2－3）。  

② ダブルクロッピングの度ほ農場規模¶厳秘産出漁と  

の問に－0－2ルー0．4粗壁のゆるい負の相関をもつ。この  

間係は冬倭小米区ではみられなかった関係で，2年1作  

が血般化したこの脇区での関係として注意される。  

（診 肥料盛約皮と労働基約魔の間には0．5鵬0．6程度の相  

聞がある。作付1作の先約皮であれ 農場面積あたりの  

集約度であれ，また肥料娘約度であれ，労働幾約度であ  

れ，集約度は成城規模・作付規模・労働力規模・世帯員  

規模との間に－0．3…－0。4のゆるい教の相関を，労働生  

産性との問にも【0．4－－0．5のゆるい負の相関をもち，  

土地生産性との聞には0．4～0，5の正の相関をもつ。  

④良作地比率は他の如何なる経営指標と相関がない。  

農外所得依存率の関係のもたれ方は複灘である。戯塊規  

模をはじめ規模諸指様とほ－0．3～…0．5のゆるい負の亜  

関がある。基約皮諸精機との聞には0．3～0．4のゆるい正  

の相関がある。戯場産出蕊・労働生産性・世帯戯あたり  

産出螢との聞には－0．4～－0．5のゆるい負の相関がある。  

農外所得志向ほ農業所得の補充ないしは巌麹内での労働  

力の利用不充分のため行われるが，だからといって慮外  

就業が…第2棟米華的に行われるのは余程に零細な髄  

脳においてであって】農薬経常を槻放化させる，とい  

う影響力を行使するまでには至っていない。   
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力性は0．75・0、11である。土地の寄与帽が大で，労働の  

布与帽が小さい。中閻農薬の中でこの戯区の特性である。  

農場規模・労働力規模・肥料投入澄をセットとした対応  

の審与弾力性は0．60・－0．07・0．33である。これらの測  

定イ酎ま②に述べた関係に照応している。∃衣培管動封乍莱  

的には充分集約的で，1作間両面棉での投下労働蕊の大  

小は，実質的には岡山内容の作業を能率的に行うかの差  

だけの意味を示すだけである。2年3作をさらに拡げる  

フロンティアも大きくないので，彪鳩産出盈を拡大する  

カ向は，第1に作付両校を大にするための農場規模の拡  

大であり，解2に1作の肥料集約度を商めることである。  

これがこの農区における「土地の稀少と労働の過剰」の  

含笛である。土地と労働の寄与弾力性の際立った差…  

といってもこの時代のわが国におけるそれに比せば賛し  

いとはいえないが柵が土地炎棟による規模拡大の志向  

と出稼ぎや移民などの志向を根拠づけている。そのほか  

この‡計将武の闘前額数の和が1，0よりも小である′如こ注  

意がはらわれる。逓出に対する規模の関与が逓減的であ  

ることを忽嫁する。この点もこの農区の特災性を槌示す  

るものである。  

④ ③の酬辟式につき，労働力規模を世帯腰規模でおき  

替えても式の構造は変わらない。  

（B）生産性に対する経常規模と経常基約魔の寄与関係  

① 土地生産性に対して土地利用度・労働炎約皮・肥料  

先約皮をセットとした対応の寄与弾力性は1，08・0．05・  

0．32である。土地利用度の高まりはその高まった準だけ  

土地鎮魂性を高める。／ト愛地帯の中では労働基約庶は高  

く，自然条件と骨髄技術を節税とした労働投下は過剰で  

ある，という関係が土地生産性に対する労働集約度の寄  

与帽ゼロに現れている。反面2年3作に対応した施肥澄  

は一家詔飼育の少なさもあって…不足している。この  

ため土地生産性に対する肥料処約庇の寄与幅は大である。  

土地利一削変・労働朱約皮・肥料集約度・磯城規模をセッ  

トとした対応の寄与弾力性は0．89・0．08・0．32・－0，10  

である。前の式と構造は同じで，その上に農場規模の拡  

大の駁撃が土地生産性にはマイナスに働いていることを  

示している。   

労働生産性に対して土地利用度・労酸基約鹿・肥料集  

約度をセットとした対応の寄与弾力性は0．08・－0．94・  

0．32である。さらにこの回帰式に農場規模を加え，土地  

利月引受・労傲躯約度・メ肥料娘約庶・戯場規模をセットと   

欄摘憫潤の剛帝分析からみた農薬軽骨の柵成  

刷 脇瘍産出既に対する軽′計殴攫と軽骨集約度の寄与関   

係  

① 農場規模の鮮卑弾力性は0．79，作付規模の寄与弾力  

性0．85，労働力規模の寄与弾力惰はl．41，世帯員規模の  

寄与弾力性は2．03である。他の農区と同じく，この測充  

棟は「農場商機は産出のl，2殊に，作付両横は産出の1．1  

乗に，労働力（ME）は窺出の0．7発に，世帯員数は産闘  

の0，5衆に比例する」，と読むべきである。この農区は小  

変地欄の奉安区や冬糞小米区の場合に比して脇場両種と  

産出の関係が1次近似でない点である。土地の集積をと  

おして規模の利益をはかろうとする方向と土地経常を炎  

約化一洲ダブルクロッピングの度を商め施肥や戯作楽を  

精緻化する叫をはかる方向との聞に2者釈∵的な「あ  

れかこれか」の関係が発生していることを窺わせる  

（1、able3－3〉。  

② 農場規模・土地利用度・肥料凝約庇をセットとした  

対応の鮮与弾力蜘よ0．94・0．95・0．30である。刃、麦池澤  

では，この剛帝式で，農場規模の寄与帽は1，0に近い水  

準で安定しているが，土地利用度と肥料爽約度の寄与帽  

は農区毎に大きく変わる。容変区ではダブルクロッピン  

グは気象的に凍結されており，他方施肥による地力の糟  

餐が盆粟であった。春冬愛小米区でほダブルクロッピン  

グの庶の霹低が極めて救い巌蓬轡をもち，他方肥料ほ庶出  

拡大への稀少婁瀦となっていなかった。この戯区では2  

年3作覿のダブルクロッピングが広く…般化しており，  

土地利用度の寄与幅闇1次の関係にまでおし下げられ，  

その反面土地利用の集約化にともなって肥料が稀少性を  

磯村し，肥料魔約魔の寄与帽が多少商められている。農  

場規模・労働集約度・肥料躯約度をセットとした対応の  

寄与弾力性は0．86・－0．07・0．33であり，作付規模・作  

付労働基約度・作付肥料磯約庶をセットとした対応の審  

与弾力榔ま仇90・－0．08・0．32である。この剛揖式もこ  

の農区の特性を示している。すなわち農壌規模の拡大が  

良い土地への基伐という随伴現象をもっていない。むし  

ろ劣等地を編入していく，とみられる。経常の労働的集  

約化は産出に対する審与をもたない。軽骨内職における  

労働過剰度が賛しくなっているとみられる。その反面肥  

料ほ稀少性を独得しているので，肥料基約化の渡田に対  

する寄与帽はかなり商い。  

蔦）農場規模・労働力規模をセットとした対応の寄与弾  
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した対応の寄与弾力性は－0，10・－1．08・0．32・－0．10  

である。これらの緋碍式の示唆するところはまず何より  

も「できるかぎり施肥を高めながら，労働基約度凍引き  

下げるように偽薬繚骨を編成する」ことが労働生産性を  

高める遺であることである。特に労働幾約度を引き下げ  

る榊作物作業の能率化をはかる山ことが必要で，労働  

基約皮をそのままにするようなダブルクロッピングの魔  

の引きwとげや傲吻規模の拡大は労教生産性に対して影響  

力が小であり，菜箪啓力の方向が負となる。この点はこの  

慮区の特徴である。  

（診 騨紆督あたりの産山敦に対して，土地生産闇・労働  

生産性をセットとした対応の寄与弾力性ほ－0．17・1．14  

である。土地生蕗性・労働生塵性・世滞飼規模をセット  

とした対応の審与弾力性は－0．09・1．08・0．27である。  

3．農米経常・腿家経済の性格（2）   

節2織で行った224カテゴリーへの該当・非該当を手  

掛かりとした度数分析とパターン分析の結束を用いてこ  

の農区における農莱経営・農家経済の性格を吟味すれば，  

次のとおりである。サンプルとしては遼【や・良黎・正  

恵・商宮・徐水・通好・福山・懇民・薬陽・潜光・奉  

安・敦邑・即鼠・錐願・滞螺・扱腺・塞城・臨率・南  

陽・蘭邸・沌閲・根城・率陽・激賞が用いられている。  

（Table4－3）。  

（1）】当然磯城・就業と営腿・農薬経常と良家生活  

① 地勢は一部に山東山地に属する福山・徐水・釆陽・  

奉安・即磯などの地l茎と大別山脈にかかわる橡ぎ嫁・沌暢  

などの地区を除いて，北寛大平原の主要部分をなしてい  

る。1月気温－4…40cに属し，作物生還目数230～  

300日に属する。降両は500～1500mmの地区が大部分  

であるが，閥魔の年次磁界は火である。こうした気象上  

の寒冷紀燥の程度の緩みは作物導入の制約の緩みやダブ  

ルクロッピングの帽の拡大をもたらしている。土壌は石  

灰質神格まがほとんどであるが，普土のほか轟土▼鶏砂  

土・黄燐土・白土・輩熊土などの名でよばれているH山部  

朴殊な土塊もある。土塊pH7．4以上の地区が15地臥  

7．4未満の地！貢が10地区である。乾燥畑作農薬の土地で  

あり，翠災の鳳喚は大であり，剛寺に氾濫による水災の  

危険も高い。この遇区の特性はこうした土地への徹底的  

な農地としての開発と定住蘭家の鞘密化である。総面欄  

緋地化比率は52％で金ヰ牒‡の中で抜群に商い。【j＿爛山地  

の中を除けばほとんどの地区が耕地化比率40％以上のカ  

テゴリー属する。著しい場合は80～90％といった高率の  

ところもある。1平方kmあたり農家蜜度も同じく商い。  

北寛大平原という劇画に膨大な農家が存在しているので  

あり，これを鹿家側からみれば遇地資源の不足が鵬乾  

燥畑作戯某の場合1戸で農場規模を大きく構えることが  

できる可能慄とは姦腹にw強く葱撒されている。  

② 上記の下で，鹿家は1牡帝劇規模6．0入来満は9地区，  

6．0－7，3人が12地臥 7．3人以上が4地区と比絞的大で  

ある。ただしこれは年磁を食めての人数であるが，家族  

規模も中尉の中でもっとも大である。農業‡ヨ立のできて  

いない屍戯層－この綱凌の中には少ししかはいってい  

ない－の家族は小だが，中戯・大鹿のなかには親等の  

大な古典朗大家族もある。農場労働力数（ME）は1．8入  

来滴11蝕臥1．8…2．3人8地区，2．3人以上6地区で，こ  

れほ大でない。農場面積規模は中国全体の中でもっとも  

大である。1．1ヘクタール未満の地区もある。即愚・発  

光などの地l射ま平均腿場規模0．5ヘクタールに瀾たない  

し，教戒・沌陽・緒机・奉安などの地区も1，0ヘクター  

ルに滴たない。しかし適中などは4．4ヘクタールの平均  

膿域規模があり，汲腺・呂黎・通願・灘峯・憩民・繹螺  

などは3．0～4．0へクタ←ルである。零細鹿家密集の地区  

もあれば，中・大経常が発達している地区もある。  

③ 家族労働力の構成ほ成人タラ子60％以上で，成人女子  

25％東浦の地区が6制を占め，成人男子60％未満で，成  

人女子25％以上の地区は4捌である。児畿が家族労働力  

の15％以上の地区ほ頸光・容姿・党邑・汲豚などにみら  

れるが多くない。家族労働力の仕向は自家農米70％以上  

で兼楽30％以下とする地区が大部分で，自家農業70％未  

満で兼莱：き0％以上の地i夏は多くない。自家遊楽のため卑  

属をもつ遇家15％以上の地区は大部分の地区がそうであ  

り，そうでない地区は奔光・奉安・党邑・即愚・沌陵・  

東城などだけである。児幾年覇をもつ農家5％以上であ  

る地区は2地区，昌黎事揮腺のみである。過剰人口では  

あるが，中・大規模の農家が多いので年磁形態での雇用  

ほ発達している。農作業の担い手ほ，成人男子が80％以  

上を担うとする地区が大部分で，女子や児盆がみるペき  

jl箋い手になっている地区は少ない。しかしその成人男子  

の自家農莱フルタイム就某は少なく，パートタイム既発  

をなす農家が50％以上という地区が大部分である。兼業   
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大部分である。かんがいが普及していないのではなく，  

広く行われ増収効果も大－ただし春麦区・冬麦小米区  

におけるほど際立ったものではない－なのであるが，  

取水するべき河川・溝渠に乏しく，これらから導水工に  

よって引水する地区は少ない。ほとんどの場合がほ場に  

井戸を掘り，畜力または人力で汲み上げ機を廻し，汲み  

上げる方式で，その施設一式とそのための役畜飼育のコ  

ストがかかりすぎペイしない場合が多い。  

⑦ ダブルクロッピングの度は2年3作が通常である。  

土地利用度を120％未満・120～150％・150％以上に区分  

した場合，120％未満の地区は昌黎・南宮・遼中であり，  

120～150％の地区が正走・福山・恵民・莱陽・寿光・堂  

邑・維願・澤願・汲解・臨幸・南陽・商邸・阜陽・港雲  

であり，150％以上の地区が徐水・通解・寧陽・奉安・  

即墨である。昌黎では2年に1作または4年に1作冬作  

物の小麦がつくられ，そのあととうもろこしか大豆がつ  

くられる。その他の年は春作物高梁・小米・棉花がつく  

られる。南宮でも同様である。同じ河北でも土地利用度  

の高い徐水や通解では，春作物として小米や高梁をつ  

くったあと冬作物として小麦や大麦をつくり，そのあと  

とうもろこしや大豆をつくり，その次は翌年春作物に小  

米や高梁をつくるというローテーションになる。ときに  

は毎年冬麦とその収穫後とうもろこし・大豆・白菜がつ  

くられることがある。河南の通解では棉花の連作（年1  

作）と小麦－とおもろこしまたは大豆一小米一小麦－と  

うもろこしまたは大豆の2年3作がとり合わされている。  

南陽では冬作物としての小麦・えんどうと春作物として  

の高梁と冬作物収穫後作付けられる大豆・とうもろこ  

し・かんしょが2年3作に編成される。商邸では小麦と  

高梁が交替して作付けされるが，冬作物である小麦のあ  

と大豆か芝麻がつくられている。この中へ棉花が組み込  

まれることがある。堰城では花生が重要な作物となって  

いる。山東の福山では1年目に小麦－うもろこし，2年  

目にかんしょ，3年目に高梁，4年冒に小麦一大豆，5  

年目に花生というローテーションが行われている。莱陽  

では1年目小麦一大豆，2年目小米，3年目小麦椚かん  

しょ，4年目花生，6年目かんしょ，6年目小米という  

ローテーションがみられる。土地利用度150％以上の寧  

陽や奉安では，小麦・小米・高梁のうち小麦の割合が大  

で，その小麦のあとに大豆のほかかんしょをもってきて  

いる場合が多い。   

も成人男子によって担われる度合が大であるが，成人女  

子や児童の兼業就業も少なくない。他家農作業に従事す  

る農家15％以上の地区は裏城・臨幸・南陽・正定・南  

宮・徐水・寧陽・寿光・登呂・即墨などであり，他産業  

賃金労働従事者のいる農家15％以上の地区は南陽・沌  

陽・嚢城・港雲・奉安・即墨・維解などであり，内職的  

的家内工業従事者のいる農家20％以上の地区は汲牌・裏  

城・臨幸・沌陽・堰城・南宮・寧陽・寿光・堂邑などで  

あり，商業従事者のいる農家15％以上の地区は汲牒・嚢  

城・臨幸・南陽・商都・沌陽・堰城・昌黎・南宮・連  

票・福山・即墨・維牒などであり，教員・兵士・官吏の  

いる農家5％以上の地区は汲解・嚢城・堰城・通牒・福  

山・恵民・堂邑・澤願などである。兼業従事者数0．5人  

以上の農家の地区が6割ある。  

④ 自作地比率は63％未満・63－76％・76％以上のカテ  

ゴリー区分において，63％未満の地区が7地区，63”  

76％の地区が5地区，76％以上の地区が12地区である。  

また農家を自作農・自小作農と小作農・自小作農に区分  

した場合，自作農・自小作農比率80％以上に南陽を除く  

すべての地区が該当し，小作農・自小作農比率20－40％  

に該当する地区は汲解・嚢城・沌陽・昌黎・正走・寧  

陽・寿光・堂邑・即墨・維願・澤豚などであり，40％以  

上に該当する地区は南陽のみである。一般の実態より10  

－20％ほど自作地・自作農の割合が高く示されていると  

みられるが，そのようにみても自作地比率の高いことは  

たしかである。ただし30年代になってから大恐慌による  

農産物の価格激落や災害の頻発，それに内戦による兵差  

の賦課などが自作農体制をゆるがしていることは確かで  

あり，大経営・中経営・小経営を問わず自作農が自小作  

農化した。小作料形態は定額穀租一小麦・小米など－  

が比較的少なく，銭租20％以上の地区が18地区，分租比  

率20％以上の地区が17地区で，それぞれ大部分の地区が  

該当する。分租は災害や兵差などで再生産に行き詰まっ  

た貧農がとる方法で，自家飯穀をうるため地主の土地を  

－費用地主もちで－当たる場合が多い。  

⑤ 農家のほ場数は5未満の地区がほとんどであり，ま  

とまっている。またほ場までの距離は1bn未満がほと  

んどである。このように農場規模と資本さえ充分ならば  

能率的経営ができる条件にある。  

⑥ かんがい作物面積比は50％以上の地区は臨章・沌陽  

正定のみで，他は50％未満，その中で10％未満の地区が  
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以上の地区ほ臨肇（26キンタル）・沌陽（17キンタルト  

正盤（29キンタル）・商宮（48キンタルト患民（28キン  

タル）・幾邑（22キンタルト維願（19キンダル）であり，  

11…1（沖ンタルの地区は徐水・通螺・奔光・繹願などで  

あり，他は1iキンタル来瀾である。特に卑陽・商郎・稲  

【Lい寧陽・寮安・即題などは7キンタルに満たない。世  

聯員あたり産出盤は世帯員数が多いこともあって低い。  

膿場産出慮や生敵性を／ト蛍池節会城で測発した回帰方程  

式からの推定偲と比較すると，プラスの位置00規模や  

集約度で説明されるよりも大であること…の著しい地  

区が臨率・沌瀾・正髪・爾宮・徐水・適豚・憩民・寿  

光・党邑暮即磯・雄蝶などであり，マイナスの位俊一  

規模や集約度で説明されるよりも小であること鵬が饗  

しい地区が箪閲・汲螺・商邸・昌黎・澱輩・遼中・軍  

隊・察安などである。  

⑯ 虚業労働貸金を年雇（戌エ）の住み込み食事を含み  

80元以上と未満に区別した場合，80元以上が10地Ⅰ夏，SO  

元来洒が14地区である。El磁（短エ）の吻合食事を含め  

て0．45元以上と未澗に区別した場合，0．45充以上が9地  

区，0．45元来浦が15地区である。河南で低く，河北で高  

く，山東では商い地区と低い地区とが混在している。  

もっとも商い通願では長工の貸金は工資60元・食饗55  

元・その他10禿で針125禿であり，盤工の貸金は工嚢  

0．35元・食堂0．25元で酢0．60元である。もっとも低い南  

陽では長工の貸金は工資12元・食費23元で計35元であり，  

短工の貸金はエ資0．15元・食費0．18元で0．33元である。  

適児調川＝‡・大軽骨の多い地区であり，南陽は軍都廿作騰  

が多い地区である。この戯区の低貸金は2一で示した農場  

産出畿に対する労働投入の寄与神力性の低さと関係があ  

るとみられる。  

⑪1作1ヘクタールの労働投入澄（ME）はl．2入来洞  

が18地区，1．2～1．7人が2地区，L7人以上が5地区で  

あり，農場1ヘクタールの労働殺人恩（ME）は1．8人未  

満が15地王墓，1．8～2．6人が4地区，2．6人以上が6地‡夏  

である。恵民・寧陽・寿光・奉安・即儲など山東遇村に  

おいて労働集約的総督が多い。これに対して河南・河北  

の農相では労働勅放的であって汲螺・商宮・通解などで  

は作付労働基約皮は0．5～0．7人，耕地労働集約度は0．7  

～0．8人であるにすぎない。作物別＝ヘクタール作葉月  

数は′卜変51E卜高梁911ヨ・小米104Eぃとうもろこし95  

日・大豆72巨い花生148日・芝麻111日・綿花166日・だ   

疇）10アールあたり収愈は華北畑作地帯ではもっとも商  

い。小変1．0キンダル以上の地膚が10地区，1．0キンタル  

未澗の地区が用地区であり，小米1．0キンタル以上の地  

区が14地区，1．0キンタル未溝の地区が10地区であり，  

裔染1．0キンタル以上の地区が14地区，1，0キンダル未満  

の地区が10地区であり，大豆1．0キンクル以上の地区が6  

地区，1．0キンタル東浦の地区が13地区である。10アー  

ルあたり収盤の商いのは寿光で，′ト安2．6キンタル，ノト  

米4，4キンタル，裔染3．8キンダル，大豆2，3キンタルで  

あって，これら作物の10アール脚収可能性という点では  

特に商いとはいえないけれども番い。準じて即屡・維  

悌・患民・福山・沌陽・臨寧・昌泰・正走・滴宮・徐  

水・通牒・遼痺などが平均を上回っている。これに対し  

て単陽・汲瀾などは，小安0．7キンタル，′ト米Ot7キンタ  

ル，高梁0．7キンタル，大豆0．3キンタルであって，激  

怒・莱陽・寧陽・奉安・渾願などもこれに準じている。  

ミクロな気象土塊の差，肥培管理の基約性の差がこうし  

た10アールあたり収魔の差となっているとみられる。  

⑨ 戯場産出畿鵬立教換算】を24．2キンタル束浦・24．2  

～4v2．4キンタル・42．dキンタル以上の区分において，  

42．4キンタル以上が4地区，24．2…42．4キンダルが7地  

区，別一2キンタル未満が用地区である。審変区や冬麦少  

米区に比して気温や降閣の制限が緩められてきている点  

を考慮すると，彪鳩産出魔の低位が耕潜である。泰安・  

即怒は柑キンタル未洒で極めて低い。次いで卑閲・塞  

城・簡閲・商邸・福山・莱陽・率暢・奔光などの地区が  

20キンタルにみたず低い。20～30キンタルの地区が汲  

螺・沌傾・徐水一激賞暮維豚・き撃駆である。30キンダル  

以上の地区にして…中国慮莱の中でも…高位にあると  

いえるのであるが，これに該当する地‡夏は昌黎・正史・  

覇宮・適腺・遼坤・怒民・堂邑でしかない。これらの地  

区は規模・10アール収螢・比較的有利な作物の導入など  

のいずれかにおいて優越している地区である。1ヘク  

タールあたり土地生産性を20キンタル未満・20～二き0キン  

タル・：50キンダル以上に区分すると，30キンタル以」二の  

地区は正走・簡宮・頸光のみであり，20～30キンタルの  

地区は臨肇・波除・徐水・即題であり，他の大部分は20  

キンタル朱溝である。特に卒院・汲腺・南部・呂黎・灘  

黎・遼中・審威・澤脾などは10キンクル未満である。1  

人（ME）あたり労働生産性を11キンダル未満・＝∵16  

キンタル・16キンタル以上とする区分では，16キンタル  
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蔑産物を販売する場合，収機するやすぐ販売する場合が  

50％であり，販発の場所ほ村内が15％・近隣の市鋸が  

00％・願戚が25％であり，駿発の相手は商人が50％であ  

り，消費者が35％であり，膿家が15％である。運搬手段  

は主として火車であり，年‡ぎ把0日程度を出荷のためかけ  

ている。副産物の仕向は大部分が燃料と飼料に完全利用  

される。  

⑪ この農区の災番はやはり厳しい。1904～29年の間に  

受けた災審としては水災の場合‡§黎が20回，適聯が18臥  

髄鞘が13回受けている。革災の場合，†彗黎・徐水が20軋  

患民が18臥 嚢城・適聯が15固受けている。華北は単災  

の地であるが，北支大平原は治水堤防により守られた地  

であり，河川氾濫と滞水または土砂流入あるいは河遣変  

更など水災も大である。ほか尉官・徐水などは虫災の発  

生頻度が大で災害が収稽の過半を審することがある。災  

寧は逃荒や飢駅をもたらすが，この農区では逃荒が多い。  

ほか軍閥進駐にともなう災禍や土匪の匪患の多いところ  

である。  

⑬ 食衣位を中等程度の農家について測定した結果は次  

のとおりである。成人男子摂顆カロリー盈では3000カロ  

リー未満が9地区，3000カロリー以上が用地区で，穀物  

主体であるが，大変はあまり食されていない。穀物のほ  

か豆既によるカロリー摂取が多いが，いも敷こよるカロ  

リー摂取は少ない。動物性食品の摂取は極めて少ない。  

野莱の摂覇ほ此聴的多い。以上のような食生活にして食  

衣佳の饗用の大部分は食強からなる。戸主の被服は3～  

4点で繍服のみという場合が多い。佐屋は価額300元来  

偶の地区が4地区，300…600元の地区が12地区，600元  

以上の地区が7地‡茎で輝北農村としてほ良いほうである。  

鍔魔の良否ほ村内の貧富をよく反映しているが，屋根・  

壁・l‡1】垣の構造には壊房と樽房があり，壌膵は貧農の房  

凰 樽房は笛腿の脳鼠 中等程度の農家の房屋はその中  

閲である。地帯別には河北が良繋で河南が悪く，山楽が  

その中閻である。冠或岱葬祭支出は婚のための支出70元・  

嫁のための支出60元・非のための支出100ラモといった水  

準が平均的で華中・準商に比して隣紫であるが，小変地  

帯としては派手で，特に非のための支出が大である。な  

かには昌黎・稲山などその3倍という地区もある。  

農家の財務は負債を持つ農家の割合が多い。負債のある  

曲家の比率40％以上の地区が汲豚・臨肇・沌傾・昌黎・  

通駆・遼申・楽隊・寿光・滞腺などで，これらの地区は   

いこん95日・そ菜200日・タバコ300日が平均的であるが，  

それぞれの作物において先約的と粗放的との間に平均の  

半分から2倍のiぎ胃きがある。ま作1ヘクタールの肥料投  

入凝は5．6トン未満・5．6～9．6トン・9，6トン以上の区分  

で，5．6トン未満が18地区，5．6～9．6トンは7地区，9，6  

トン以上が3地区であり，農場1ヘクタールあたり肥料  

投入盈7．9トン未弼・7．9…14，5トン・14．5トン以上のI夏  

分で，7．9トン未満が15地臥 7．9～14．5トンは4地†茎，  

14．5トン以上が6地区である。過去10か年の施肥鹿の増  

減は，増加の地区が8地区，増減なしの地区が4地区，  

減少が6地区である。粕類・イヒ学肥料の使用のある地区  

は2地‡茎である。施肥魔の多いのは寒光・奉安・即恕な  

どl＿い粟農村の経営規模小な地区である。肥料藤約度ほ農  

区全体としてみれば商くない。以上のように労働と肥料  

の範約皮は高くないが，この飽区の気象や土塊条件の下  

では骨股の精度の低さをそのまま衆現するものではない。  

⑫ 家禽は紫牛とラバとロバからなる役畜と豚・率・難  

からなる生産家詔とがある。鹿家1戸の役畜飼育班数は  

中国脳髄としては平均的であるが，農場1ヘクタールあ  

たりあるいは巌場労働力1人（ME）あたりでみるとや  

や少ない。生産家畜は豚は3声ぎに1頭，単も3戸に1至猟  

鶏はユ声に3羽といった飼われかたをしでいるが，艮  

黎・正定・徐水などの地区では1戸平均4～5頭の豚の  

飼育がある。  

⑬ 農産物の販発と郎合の関係は自家食線の副食が大で  

ある。小変は平均すれば30％ほどが販売用で，60％ほど  

が自家食耀ノ札 残りが種子用と納税用である。小安作付  

の多い‡乳黎・正志・遼中などでは60％が販死に揖しまた  

小作地の多い南陽では4（）％が納税用である，といったこ  

とはもちろんある。大変ほ家畜飼料に供される割合が大  

であるが，自家食様にされる場合も多く，徐水・連勝・  

適中などでは大部分販売用とされ，簡閲では主として納  

覿用となっている。商壊・小米・とうもろこしは自家食  

欄翔に80％以上が性向られ，5…15％が販売用とされる  

のが普通であるが，地区によっては20…30％が販売月吊こ  

供される場合もあり，また飼料f削こ向けられる場合も多  

い。大豆・馬鈴薯・かんしょも同様である。花座・ごま  

は大部分販究される。綿花▼タバコは濃紫換金作物であ  

るが，綿花の場合そのまま販売されるのでほなく綿糸一  

綿布の家内工業的加エと結合している。雁もそうである。  

そ菜やだいこんなどほ販売と自家用が相半ばしている。  
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の便胤という対抗閤係の申では，前者に属する地区が  

13地区であり，後者に属する地区が12地区である。前者  

では簡閲一商邸・沌陽・塞城・福山・楽隊，寿光・敦  

邑・即題・済寧・維螺など河南・1－L磯の地区が多く，後  

者では品黎・正定・徐水・遵聯など河北の地区が多い。  

第2パターン「男子や心の家族労働力で農薬仕向が大，  

戯作楽は男子ヰ心で貸金は比較的商」対「女子児盆の多  

い家族労働力で兼紫志向が大，農作莱に女子鬼盤が多く  

貸金は比較的低」という対抗関係でほ，前者に該当する  

地区が15地臥 後者に該当する地区がユ0地区である。前  

者では一計黎・正延・憩民・衆院・発光・奉安・即凝・維  

願・澤髄など河北・山東の地区が多く，後者では汲聯・  

臨肇・簡閲・商邸・沌陽など河南の地区が多い。  

④ 繚′浄構造の第1パターン「農場規模′トであるが，産  

山畿・生産性は一塊模や教約度で貌明される以上に…  

大」対「農場規模大であるが，産出螢・生産性は一塊  

椀や集約度で脱明される以上に加斗」という対抗関係  

では，前者に該壊する地区が9地区，後者に該当する地  

区が16地区である。この般区の場合前者に属する地区が  

少ないという点が麗質であろう。臨肇・沌陽・正志・瀦  

宮・徐水・怒民・寿光・党邑・珊磯がそれである。第2  

パターン「農機親機は′卜だが集約的に縫骨されており，  

土地生産生は大だが労働生敵性は小で，農外所得依存率  

が丸対「髄場規模ほ大だが粗放1糾こ軽骨されており，  

労働生産性は大だが土地生産性は小で，小作地比率が  

大」という対抗関係では，前著に属する地‡茎は8地区，  

後者に撤する地区が17地区である。双方で大きな得点を  

もっている地区をあげると，前者では矧Lい泰安・対  

光・即墨，後者では陥輩・正窟・1乳黎・商宮・通螺・瀧  

室・遼中・憩民・澤腺である。  

⑤ 生活構造の節1パタwン「食衣佳が発塞しており，  

冠婚非無も派手で，負債もあるが貸付にアクセント」対  

「食衣焦が粗末で，冠婚非祭も質素で，消費負機が多」  

という対抗関係では，前者に属する地区は10地区，後者  

に属する地区iま15地t夏である。双方に得点が大な地‡夏を  

あげると，前者では呂黎・正蒐・繭宮・過牌，後者では  

啓陽・塞城・南陽・商邸・翻宵・薬陽・即愚がある。  

節2パタwン「食が穀物山辺側でカロリー不足，衣楳も  

粗私 消歎負倍のほか生産負檜をもつ」対「多彩な食材  

料を摂取するがカロリーは充軌 衣位は良好，冠婚邪魔  

は質素で，負倍をもつ鹿家は少ないが額は犬である」と   

農薬約に疲弊した地区でない。負債をもつ鹿家の負概念  

額は80元来浦の地区17，80元以上の地区は18である。災  

割こ備え備蓄のある鹿家は多い。  

（2）偽薬経常・鹿家経済の所属パターン   

申匝】農薬を全体としてとらえた慮某軽骨・農家経済の  

繍パターンの中で，この戯区に所属する地区（サンプ  

ル）の位俊付けは次のとおりである。  

刷白然腐件・営農構造・就業構造一棟常構造・生活構   

造の各アスペクトの位徽付け  

① 自然条件を華北塑対準中・華南劣望と位訳した対抗パ  

ターンの中では，殆どの地区が華北覿に属する。ただし  

華北的慄格は気温や降雨それに土磯prIなどにおいて多  

少なり静められてきており，山東山間部などでは反対の  

反応を示している地区がある。地償の土地が農薬的に拓  

かれている度合の小対大を根拠とした対抗パターンの申  

では，地区の紙面轍農地化比率の商いまた巌家定任密度  

の高い拓けた地区であるというパターンを各地区すべて  

が身につけている。  

② 営農構造の「騨也骨戯に営農精度の低位の結合」対  

「水田′浄農に督舷絡皮の商偉の結合」という対抗関係の  

中では，全地区が後者に属する。この遇区が畑作地常の  

営農であり，インテンシイブという点では畑作地帯の骨  

段は水田池澤の骨髄に劣る，という滋味で後者に属して  

いる。しかし節2のパターン血畑作骨戯対水田償彪の  

関係をエルミネー卜した上での－「水阻畑作双方にまた  

がった骨腿梢度の低位」対「高位」という対抗関係－  

「ほ場の配置は合理瀾ではなく，施肥や作物作発は租放  

で，劣化の傾向があり，10アールあたり収巌は低〈，災  

審による被害も大である」対「穀物附｛辺倒でなく，棉  

花・麻・タバコー養蚕などがとりいれられており，整理  

されたほ堺で爽約的常膿が行われている」に即したパ  

ターン区分鵬のもとでほ，前者に属する地区が10地区，  

後者に属する地区が15地‡茎である。前者に属する地区は  

卑陽・級願・塞城・南陽・簡明・適中・寧陽・容姿・即  

差込・渾弊などであり，後者に属するものが臨輩・沌閲・  

正蒐・呂黎・商富鯵徐水・う援縁・矧力・恵民・末陽・寿  

光・即題・甜憫などである。すなわち畑作地滞としては  

曾遊の純度の大な地区が多い。  

③ 就業構造の節1パターン「小家族労働過剰的農業で，  

女子児幾の兼業従軍」対「大家族労働不足農業で，年磁  
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される以上に仙／トである」対「畑作地帯約諾質素を  

伴っているがそれは付帯的なことで，欠水は比較朗少な  

く，小安と楯我が盤繋作物であり，作物作莱や施肥にみ  

られる骨戯の精度は高く，10アールあたり収蕊は高く，  

農場産出盈・土地生産性・労働生産性は一塊模や集約  

度で説明されるよりは一大である」という対抗関係で  

あたえられるが，この戯区では後者に嘱する地l夏が16地  

区一特に正定・商宮・通販・臨輩・憩民・幾邑・維願  

など－で大部分であり，前者に属する地‡夏が9地区一  

寮安のほか商い得点を持つ地区はない伽ノである。  

③ 経営と就茶の複合線野からの節まパターンは「小家  

族が農業を自作農的に営み，成人男子が尊従的にこれに  

あたっており，農薬綾ノ削ま集約的で土地生産性・労働生  

産性は大であり，女子と兇変を多く食んだ部分が内職的  

家内工莱など光源に従事して農外所得依存率が大であ  

る」対「大家族が腿発を小作地を入れ年顧を入れて営み，  

兼業には家族成人男子が出，自家遇塞は卒尿や女子一児  

盤によるところが大で，農薬総督は粗放的で，土地生感  

性・労働生産性ともに小である」と習う対抗関係であた  

えられるが，この腿区でほ前者への該当が10地区一沌  

陽・蘭留・即愚－であり，後者への該当が15飽一夏…牟  

陽・汲豚・品数一遇腺・遼中・寧陽・渾願である。  

第2パターンは「翠紳腰衣が小さな自作地に閉じこもり，  

所得補充するペく兼茶にほ磯凝約に出ている，家族の成  

人男子が自家飽業の担い手であるが北軍削こもでるので，  

農業経常は粗放であり，産出駿・生産性は低く，脳米貸  

金も低い」対「土地を借り人を雇いして規模を大にし，  

農薬経常の内容は発寒しており，膿楽貸金と両立した商  

い労働生産性を持ち，土地生産性・農場産出盈も低くな  

い」という対抗関係であたえちれるが，前者に属する地  

区は13地区一卑陽・級櫛・嚢城・簡邸・閥Ijwい菜陽・  

寿光・泰安・即損など…であり，後者に絃当する地区  

は…臨撃・正史・商宮・速断・怒民・維螺など岬であ  

る。  

④ 経僧と生活の複合視脛の節1パターンは「小家族が  

規模小な虚業を集約的に潜み，産出澄・生敵性が商位に  

あり，食衣住も中国鹿柑としてほ水準が商く，冠婚葬祭  

支出も大で．負債を持つ農家は少ない」対「大家族が規  

模大な農薬を粗放的に営み，産出澄・生産性は低位にあ  

り，食衣任ともrP同腹家としても水準が低く，冠婚葬祭  

支出も小で，負債を持つ場合が多い」という対抗機孫で   

いう対抗関係の申で，前者に属する地区は10地臥 後者  

に属する地区は15地区である。双方に得点が大な地区と  

しては，前者に臨傘・徐水・寿光があり，後者に卑陽・  

細物・正走・前審・瀧室・患民事軍機・幾邑・即愚・維  

願がある。  

（B）経常構造と自然・常段・就業・生活との複合アスペ   

クト  

① 経営と自然の複合視野からの第1パターンは「華  

中・筆筒的打軌条件の下で規模の小な経常が鍛約的に営  

まれ，土地生産性・労働生産性ともに覇位で，産出盈も  

規模や基約皮で鋭明される以上に大」対「華北約自然条  

件の下で，規模大な経営が粗放的に営まれ，土地生産  

性・労働生産性ともに低位で，産出盈も規模や教約度で  

説明されるよりも小」という対抗関係であたえられるが，  

殆どの地区が後者に属する。節2パターンは「拓けてい  

ないところで戯場規模・土地利用度は小，1作の集約度  

は大だが土地生産性・労働生産性は低く，自作地比率・  

脇外所得依存率は大」対「拓けたところで，慮場規模・  

土地利用度は中位か大，1作の集約度は小だが，土地生  

産性・労働生産性は高く，自作地比率・慮外所得依存率  

ほ小」という対抗関係であたえられるが，この場合も大  

部分の地区が後者に属する。  

② 経常と骨髄の複合視野からの第1パターンは「比較  

的小家族が水稲中心の土地利用度の商い銘約虚業を営み，  

愛敷・なたね・ケシ・餐泰・タバコ・さとうきびなどが  

とり合わされ，農地は散在交錯であるが作業や施肥の精  

度は大であり，戯場産出澄・土地曇ま魔性・労働生轟性と  

もに一塊模や鵜約庶で説明される以上に一大である」  

対「比司郎勺大家族が小変・大変・小米・高梁を主に，豆  

類・棉花1麻・ごま・花生などで多彩な輪作を組んでい  

て，ほ峻は少数にまとめられているが作米や施肥の精度  

は低く，土地利用度も高くなく，農場産出盈・土地生産  

性・労働生産性ともに一塊椀や集約度で説明される以  

上に－小である」という対抗瀾係であたえられるが，  

ほとんどの地区が後者に属する。臨牽・正定・寿光など  

がその例外であるが，これらの地区は前者の性格を多少  

なり身につけている。節2パターンは「水田地滞的緒質  

素を伴っているがそれは付帯的なことで，欠水が多く，  

愛敷・雑穀・豆轍・いも類が蕊貿作物となっており，作  

物作業や施肥にみられる営農の精度は低く，澄切産出  

蛍・土地生産性・労働生産性は一塊模や集約度で鋭明  
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あたえられるが，前者に属する地区は10地区仙協賛・  

沌暢・正窟・商宮・悪民など…であり，後者に属する  

地区は15地区叫卑陽・級腺・麗城・細物・商邸・激  

賞・遼中・楽隊・寧陽・寮安など－ノである。節2パ  

ターンは「ノト家族が規模小な農業を営み，土地生産性は  

低くないが，労働生産層ほ低く，巌場産出蕊は／j、で自作  

農であり農外所得の補充はあっても，食衣任の水準は低  

い，しかし負債をもつことは少ない」対「大家族が規模  

大な農薬を営み，土地生産性は低いが労働生産性は低く  

なく，腱蟻産出蕊は大で小作地多く農外所得ほ少ないが，  

食衣任の水準は高く，冠婚遼寧祭支出も大で，負債も大で  

ある」という対抗関係であたえられるが，前者に属する  

地区は8地区…稲山・寿光・奉安・即墨など－であり，  

後者に属する地区17地区一級願・臨輩・昌黎・過i鱗▼  

激賞・遼中一患民・澤螺など－である。  

4．地幾準他についての地方－ジカタ…的論考  

（1）河北省の戯紫綬済  

㈱ 北平郊外掛甲亀柑の生活  

① 世人は中座‡社会の家族性皮より1戸の入日を大とみ  

るが実態の閑窓を行うと特別に大でない。この掛甲屯村  

では調査100戸の平均で4．0人となっている。3人の家族  

がもっとも多く23％である。2人以下の家庭も18％あり，  

4人の家庭22乳 5人以上の家庭は35％である。また男  

子に比して女子が少ないが，これは多数の成人女子が出  

嫁して村を別れるが遊に貧閣の村故に男子が雛′粁するこ  

とができずにあるからである。  

②100戸の家庭の生活と支出の状態次の如し。  

a 米麹鵬20年前より，八旗の俸米が停止された後，  

古米の放出がなくなり，また本村の経済状腰瀦髄の進行  

があって，村民の食料は潮時勅欄となってきている。現  

在普通人家の米麹玄米をもって大多数とする。稼斤価格  

5分2厘である。玉米麹の食故に3棟あり，饅頭・餅  

子・烙糊餅である。玉米の綾である荒磯部分は粥にして  

食する。その次に常用されるのは小米で毎斤価格7分程  

度である。これに多少の米を加え，粥にして食する。こ  

のほか各種豆類あり，勧千紫豆・腎豆の価格6分4渡，  

緑豆・小豆価格5分5厘である。村民ほ蕎麦組も常用し  

ており，この価格ほ稼斤7分櫻であるが麺粂湯（スー  

プ）にしている。自麹はもとより人々の好む食品である  

が，価格が他樵米薇に比して商い鵬鯨斤地麺で8分，  

機器経で1角仙ので，相中でこれを食する人家は少数  

である。1年やで毎日自麺を食することのできるのは5  

家にすぎず他ほ新年や節時のほか平場には自適をみない。  

100家のうち米麹教50元来溝が4分の1，50～100元が半  

数，100～150元が5分の1，150元以上は10分の1にみたな  

い。仝農家平均で88禿で，食品資金体の105元の84％を  

しめる。  

b 莱武一米麹に次ぐ食品は米武である。この村では  

大根漬物ほか塩塞が多い。このほか白米・茄子の渕勿，  

葱，発麦芽，緑麦芽，さやえんどう，豆腐などがよく食  

され嫁斤2～5分である。冬服にほ自我と自磐（さつま  

いも）が主要な食品で，自我は1分3厘自著は2分稚で  

ある。米麹の代用となりうるもので貧民が尊んで購食す  

る。春季はほうれんそうが常用され1斤3分である。ほ  

か韮がある。質秋には膏薬，きゅうり，茄子，かぼちゃ，  

うりがあるく）100家のうち年間葦読5元来洒が3分の1，  

5～15元が5分の2，15元以上が5分の1である。50元  

をこえる家庭ほない。平均でほ10．8禿で全食儲の10分の  

1を占める。極月9角，1目3分である。  

c 高柳味一年聞の調味饗は5元来荊が約半ばで，5…  

7．5元が4分の1，7．5元以上が6分の1である。香油  

（なたね油）がもっとも多く，全体の6測を占め，怒斤  

約3角である。次いで塩代が3割でその価格は1斤8分  

である。ほか鱗・酷・糖も用いるが多くない。  

d 肉類・卵・果実類一本柑所有の肉類は羊肉と豚肉  

である。極斤の価格は3角稲磯である。大多数の家庭が  

新年と兼陽・中秋の節時肉を購入して食する。新年のみ  

の家庭も少なくなく，まったく食しない家庭が13戸ある。  

食肉の盈は極めて少なく，この村の生活程度の低さを示  

している。鶏卵は年間4角の消饗がある。莱爽は柿・鶉  

などが食されるが水薬は棲めて少ない。  

e 食堂山切の支出額－25…50元が16戸，50～75元が  

19戸，75～100元が23声ぎ，100～125元が14芦ぎ，125元～  

150元が11戸，150～175元が7戸，175～200元が2戸，  

200元以上が8戸である。  

（卦1か年の被服（寝具を含む）饗は平均13．2元で，10  

元来前の家腰が約半数を占め，10仙20元が約4分の1，  

20…50元が約10分の1，50元以上の家庭ほ3捌である。  

この被服饗の3分の2強は岬1戸平均8．9元一は男子特  

に戸主の被服費である。  

協 調登100戸のうち‡㌢已房に佳む家庭は24戸，租房に   
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物畝数より大農場は小農場の3倍である。畜工の効率も  

同じであるが，撫育の農家が150戸中42戸あり，近隣の  

大農場の役畜を借りている。農具の投資は1畝あたりに  

すると小農場は大農場の2倍になる。建物の使用効率は  

もっと大きな差がある。  

③ 農産物の37％は自家用で，とうもろこし・黄豆・緑  

豆・高梁・殻子・黒豆・甘薯などは4分の3以上が自家  

用である。ただし小麦の自家用仕向は僅か5％にすぎな  

い。家畜では4分の1が自家用である。梓藁等副産物は  

燃料・飼料に使われる。穀藁と高梁実はもっともよい飼  

料であり，高梁・とうもろこしの梓や豆がらは大約燃料。  

家畜は糞肥の供給者として不足しており，作物1畝の施  

肥量は0．16トンで大約米国のそれと一致しているが，人  

糞尿を合してそうなっている。ほか豆餅芝麻餅も多少購  

入して加えている。通常の農家では規模が過小で作工者  

に余暇が存在する程で，雇用をいれることはない。この  

150戸の中では5戸が1人の長工を入れているのみであ  

る。人工に対する需要が大でないので，賃金は低く，工  

価年10元・飯価20元である。雇農に出たい大部分の農民  

は人工需要の多い満洲での就業を考慮している。  

④ 農場週年の経営の総括は1戸平均で次のとおりであ  

る。農場収入一農作物売価81．5元・畜産物副産物売価  

4．0元・その他現金収入2．1元・自家用農産品価額70．1  

元・資本増加9．9元一167．8元，農場費用綱雇工（含膳  

宿費）5．3元・家工賃金（含勝宿費）41．1元資本減少1．4  

元一－－づ7．1元，差額100．6元である。  

（9150農家の人口は平均5．3人である。農家人口と農場  

規模との間に関係があり，10畝未満2．7人一成年男子2．3  

人・成年男子1人あたり3．3畝，10～20畝4．7人一成年男  

子3．5人・成年男子1人あたり4．2畝，20－30畝5．7人一  

成年男子4．3人・成年男子1人あたり5．5畝，30畝以上  

8．2人一成年男子6．2人・成年男子1人あたり7．6畝という  

関係がある。  

成年男子1人あたり5．6畝未満の農家は他項進款（農外  

収入）をもとめることになり，10畝未満の農家の39％が，  

10－20畝の農家の25％が，20－30畝の11％が，30畝以上  

の17％が他種職業の兼営着である。農家家計費は平均  

113．6元であるが，うち62．2元が食料－5分の4は自給  

－，9．2元が房租（住居費），6．6元が衣服，20．5元が燃  

料一自給－ ，15．0元が保健・噂好・生活改進である。  

塩山の人口はこの半世紀の間に倍増した。そのかたわら   

住む家庭は71戸，親友縁者に寄宿する家庭は5戸である。  

租房は以前富農が遺留した旧房である。屋根は瓦45戸，  

瓦灰混成12戸，灰9戸，土24戸であり，壁は碑39戸，石  

27戸，土23戸である。屋内間数は1－2間が59戸，3－  

4間34戸，5～6間が4戸，7間以上が3戸である。1  

間の大きさは10尺と12尺のものが多い。租房の家賃は月  

額3～4角である。  

⑤ 燃料は炊事と暖房と燈火用である。木柴・禾梓は婦  

人児童が日中の仕事のほか外で収集にあたっている。家  

庭内で発生した廃棄物も可燃性のものは燃料とされる。  

暖房用にはすすと黄土をねりあわせた「煤球」椚まめた  

ん－が広く用いられている。価格は10斤で6分である。  

使用は冬期に多いが年間15元は購入する。燈火は夏季は  

用いない。冬期も極力節約される。毎斤の価格約8分で  

年間1元以下の家庭が半ば以上で3元以上の家庭は極め  

て少ない。燃料費は合算して平均13元である16）。   

李景漠「北平郊外之郷村家庭」民国15年調査，上海  

商務印書館，民国18年5月  

（B）河北省塩山願  

① 塩山の150農家について，1戸の田地の塊数は平均  

4．3である。1塊の面積は5．6畝である。住居から田地ま  

での距離は1．4里，最遠の田地平均2．4里である。農家の  

佃種は少なく，皆自作農である。ただし3分の1の農家  

は田地を負債の抵当に入れている。150戸の平均農場面  

積は24．5畝一最小は3畝・最大は173畝－である。特出  

して大な農家が3戸ある。  

② 上記平均の1畝あたり資本の価値を求めると農地  

18．0元・農場建築7．5元・家畜1．4元・樹木1．3元・イン  

ベントリー2．0元・農具0．7元，計31．1元である。農場費  

用の中で最大の項目は工資一人件費一で総費用の36％  

を占め，次いで肥料費で15％を占めている。5分の4の  

農場が肥料と農具の購入を行っている。農場規模の大小  

と主要な農業経営要因との関係は次のとおりである。戸  

主の労働報酬は規模により大差があり，10畝以下と30畝  

以上を比較すると2倍半の差がある。その原因は人工畜  

工農具建物の利用効率が規模を大とすることにより大と  

なり，生産費が逓減するためである。もっとも大な農場  

主は50元以上の報酬をとっている。作物1畝あたりの産  

量を小麦について比較すると小農場の方がやや大である  

が，費用を控除すると，最大農場層の収益は最小農場の  

収益の3．5倍となっている。人工の効率は1人あたり作  
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東三省及び天津に揖稼ぎしている者が多く，村の人口の  

13．5％におよんでいる。このため人口の年齢別鰍釦ま15  

～25幾層がとくにタけ・において少ない。ほか良民の負檎  

は婚葬j＝鋸鋒にでる場合が大部分である17）。  

J．L．バック（孫駅）「河北塩1」＿＝櫨督五十鹿家之経済及  

社会調査」南京金紋火摩磯林双軋 No5ユ号，民国   

18年  

（Cき 深朋髄の農業経常   

採択螺農薬総督調査は商機部の梨元柑と米北部の潮骨  

相で行われた。1紆者は柿花栽堵区であり，後者は経線棟  

植区である。梨元柑では78舷場が民Ⅰ釧9年11月に滞渦餐さ  

れ，商骨相では108偽場が矧室‡20年3月に母渦査された。  

（》 農場資本・‥梨元柑における1声iの平均では土地1620  

兎，建物297蒐家畜趨典梯子肥料樹木等済藍艶資産176元で  

あり，商骨材における1戸の平均では土地1572元，永久  

建物295元，流動資耗156元である。1畝あたりの資本給  

餌は梨元利では58光一うち土地43元一．蘭骨相では69  

元血うち土地51元である。土地の価値は閏地の地勢土  

壌のほか擬音経設備やほ功の遠近轡が関与している。永久  

建築物の価値は房願が主薬部分である。屋根壁門垣の構  

造と材料は機房と繊房があり，磯熟ま土製の房厳であっ  

て北交遊柑でほ普通の建築であり，樽房は堅固な房屋で  

上等の建築である。その中問的な形態が叫般中等の農家  

の薄命である。毎潤一の建築饗は土房で40元程度，石房で  

100軒校風 中岡の場合で60元程度である。礪磨串柿革  

料等の物麓小屋あるいは役務飼養小屋は棚といわれ，建  

築勘ま土房よりはるかに低廉である。豚ノト屋や鶏舎はさ  

らに簡略である。流動資産を項！㌢別にみると次のようで  

ある。家畜岬梨元柑56元，縮骨経き8元。役畜は牛をもっ  

てもっとも普遍とし，ロバラバがこれにつぎ，燭は放い  

難いため少ない。食用掛剖捲をもってもっとも潜過とし，  

10戸のうち9戸ほ牌を飼う。ついで鶏である。遊具一梨  

光村71元，蘭留柑66元。成典の種類は多く6望礫におよぶ。  

鷹地播種中郷収穫妻晰酎丁毅貯蔵運搬製粉採基におよぷ。  

桃子及び飼料一梨元柑31丸 淘骨相30元。ただし年の祥  

過とともに変化していく。ほか樹木が多少ある。  

② 作物…あらかじめ農場の盤根指数と複株指数をみて  

いくと壁植指数は95％で土地の完全利用といえ，接種掩  

数は110～120％で高くない。河北平原の輪作絢度は両年  

三熟制で梨元商骨相でも同じである。先枚として容播秋  

収の「大秋」鵬大基礎－があり．収穫綾′ト変を播き翌年  

覚収穫し，渾び夏才浄秋収の「晩秋」一晩荘稼岬を得る。  

これが河本3季作で複種指数は150％であるが，梨元柑  

では綿花を植える農家が多く，このため複種指数は低く  

なっている。商′削］ではノト愛を好む農家が多く，′卜変収  

穫後1寧を休閑する…留変00農家が多く，このため複株  

指数ほ低くなっている。梨元村78戸の作物別作付畝数は  

次のとおりである。粟7i思 索3（；，高梁292，とうもろこ  

し41，豆類117，棉花796，小安216，大変39，高梁豆類  

混作86，山弗29，そ発70，計2446畝。爾骨相106腰皇家の  

作物別作付畝数は次のとおりである。莱809，黍3β，商  

染788，とうもろこし57，豆類21，棉花270，ノj、愛539，  

大変46，高梁豆類混作184，山葵175，そ栄辱136，針  

2789畝。遇墟規模と作物の関係は次のとおりである。  

（i）小農場の発作畝数ほ大鹿墟に比して相対的に大であ  

る。（辻）大農瘍の棉我と小麦作付畝数は／ト腿場に比して  

相対的に大である。（i弘）戯場規模が大となればなるほど  

飼料的豆規や豆類混作が大となる。（iv）小成場ではそ  

薬山薬の作付が大過場に比して相対的に大となる。これ  

を総括すると小段場は，自家消斯的根食作物が多いのに  

対して大磯場は商品換金作物と飼料用作物が多い。生魔  

物の魚肉は次のとおりである。（i）棉花ほ梨元柑では  

92％を販売8％が自家用であり，商骨相では63％を販発  

36％が自家用である。（ii）紫は梨光村では家メ削こ91％を，  

飼料用に6％を，販究には1％が仕向されるにすぎない。  

蘭骨相では家用に90％を，飼料用に2％を，既発には  

6％が仕向られる。（誠i）高梁は梨元村では家用に91％を，  

飾細別こ4％を，種子用を保留すると販売用はない。滴  

骨相では75％が家用に，飼料月利こ15％が，販売卿こ7％  

が仕向られる。（iv）小麦は梨元柑でほ家月糾こ61％を，  

飼料月吊こ31％を，その他が販充用と種子用となる。爾骨  

相では家相に60％を，33％を販発月封こ，他が種子月胴こ残  

される。くⅤ）そ薬類尊はすペて家用である。  

③ 農場を動かす農場工作の動力的栗源は人エと詔エで  

ある。人工と番エによって戯場の枕挙がどのように仕上  

げられているか。月目の経過とともに仕事の流れが展開  

していく。例えば早殺を20畝～腰合との平均距碓1．5乳  

土壌は砂質壌土，水車で漱漑叫栽培する場合の仕事の  

流れは次のようである。（i）先1年秋耕9月人エ4番エ  

8日数4日，（這）堆厩肥土発施用10～11月人エ2商工6  

日数2暮ヨ，（i最）本年容桝哨明人工数12商工数12日数8日，  

（iv）整地晒明人コニ4畜工2日数2E‡，（Ⅴ）灘漑哨明人工   
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額156元，農舎家用分見積り額16元，資本増加13元，計  

356元である。南宮村108農家の平均では現金収入として  

棉花20元，小麦12元，その他作物収入17元，家畜販売収  

入15元，家庭工芸収入4元，地租4元，人工役畜貸出等  

8元，計68元があり，非現金収入として農産家用額181  

元，農舎家用分見積り額18元，資本増加54元，計205元  

があり，合計274元である。以上は平均であるが，農場  

規模別にみると，（i）規模大な農家の収入は大約規模に  

比例して大になっている。（誠）毎畝あたりで計算すると  

僅かに小規模の方が大規模より大となる傾向がある。  

（最）規模が大になるにつれて現金収入の割合が高まるが  

著しいものではない。農場支出も現金的支出と非現金的  

支出がある。梨元村78農家の平均では，工資費用一家  

工雇工とも一視金23元非現金193元，農舎費用一償却費  

と修理費一非現金9元，農具費用一償却費と修繕費一  

現金2元非現金6元，家畜費用一役畜の買い換えおよ  

び種畜購入費で自給飼料費は収入項でも除外しているの  

で含まれない－現金26元，作物費用一購入種苗購入肥  

料などで，自給分については収入項でも除外しているの  

で含まれない－現金10元，家内工芸的費用一紡織原料  

仕向け見積り額一非現金16元，賦税現金20元，地租現  

金4元，資本減少非現金8元，以上現金88元，非現金  

232元 合計321元である。南骨相106農家の平均では，  

工資費用現金16元非現金199元，農舎費用非現金6元，  

農具費用非現金7元，種畜費用現金16元，作物費用12元，  

家庭工芸費用現金3元非現金8元，賦税14元，地租現金  

4元非現金2元，資本減少非現金4元，以上現金65元，  

非現金227元，合計293元である。以上は平均であるが農  

場規模別にみると，（i）規模を大にすればするほど支出  

は増加するが，その増加は漸次減少的である。（払）かく  

して毎畝あたり費用は規模を大にするにつれて顕著に減  

少する，。全ての費用項目一蹴税を除く一について減少  

するが特に圧倒的重要性をもつ工資費用についてそうで  

ある。（揖）規模が大となるにつれて現金支出の割合が高  

まるが，さほど著しくはない。  

⑤ 農場経営の損益は梨元村の場合，収入365元，支出  

321元で差引44元であり，南骨相の場合，収入274元で支  

出293元，差引（－）19元である。これに①で示した農場  

資本に対する資本利子を考慮すると両村とも大幅な赤字  

樫骨となる。農家現金収支という立場からみると，梨元  

村の農家では91元，南首相では2元の余剰である。経営   

12畜工12日数6日，（d）潅漑後整地晴明人工8畜工12  

日数8日，（祓）播種晴明人工2畜工2日数2日，（Ⅴ揖）  

酋間鋤草夏至人工40日数5日，（k）中林鋤草（沌i）の半  

月後人工13日数2日，およびその数日後人工7日数1日，  

（Ⅹ）潅漑6月末人工16畜工116日数8日，出穂時人工12  

畜工12日数6日，菓黄時人工12畜工12日数6日，（裏）  

収穫寒露人工9日数1日，（血）収穫運搬（Ⅹi）の後人工  

3畜工3日数2日，（Ⅹ最）脱穀調整人工10日数2日。上  

記はこの地方としては集約的に耕作された場合であるが，  

この早穀20畝のため毎畝人工8単位と畜工5単位が用い  

られている。このような計算を各作物について行った結  

果は次のようである。   

梨元村78農家の場合一棉花人工10．4畜工3．4，早穀人  

工7．0畜工3．1，晩穀人工4．9畜工1．9，高梁人工5．9畜工  

3．1，豆類人工4．5畜工2．1，とうもろこし人工5．0畜工  

2．9，黍人工5．4畜工2．1，小麦人工6．0畜工4．7，大麦人  

工5．3畜工4．7，高梁豆類混作人工6．7畜工3．4，かんしょ  

人工7．0畜工1．2，白菜人工22．0畜工3．0，だいこん人工  

3．8畜工1．0，北瓜人工3．6畜工2．4，雑業人工176日畜工4  

日。   

両首相106農家の場合一棉花人工13．9畜工1．4，早穀  

人工8．0畜工1．6，晩穀人工5．4畜工0．6，高梁人工6．2畜  

工1．4，豆類人工4．3畜工1．6，とうもろこし人工7．1畜工  

0．9，黍人工6．3畜工0．9，小麦人工4．8畜工1．3，大麦人  

工11．1畜工1．6，高梁大豆混作人工7．2畜工0．4，かん  

しょ人工9．2畜工1．3，白菜人工38．3畜工1．3，だいこん  

人工3．0畜工1．8，北瓜人工16，0畜工4．3，雑業人工200畜  

工0．1。   

農場規模との関係は，梨元村では10畝未満174工，20  

”30畝195工，60畝以上225工，両首相では10畝未満86工，  

20～30畝153工，60畝以上218工である。農場規模と畜工  

との関係は梨元村では10畝未満18工，20－30畝125工，  

60畝以上164工，南骨相では10畝未満3工，20－30畝60  

工，60畝以上80工である。規模が大になるに応じて人工  

の高率が高まること，10畝未満とそれ以上では人工の畜  

工による代替があること，などが認められる。  

④ 農場収入は現款（金）収入と非現款（金）収入に分  

かれる。梨元村78農家の平均では，現金収入として棉花  

142元，小麦6元，その他作物販売収入4元，家畜販売  

収入9元，家庭工芸収入7元，地租2元，人工出役畜貸  

出等7元，計178元があり，非現金収入として農産家用  
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扱益に働く因子は多くある。耕作の勤惰，役畜の利用，  

作物橡頗の選択，肉用家畜の飼養，副業及び家庭工芸の  

状況等々が損益の高低に影響する18）。   

韓徳輩「河北省深沢腺膿瘍軽骨調査・19年11月…20年  

3月」「社会科学雑誌」Vo15No2民桓】23年6月  

潮 山東省の慮紫綬酒  

榔某燕腺   

もともと宵庶的虜湖であった。豚の囚鋸は山晶でかこ  

まれ，耕地は駆面薇のゃばである。比較的肥沃なのが交  

南区・魯酉区などであり，比較的痩薄なのが石燭区・顔  

荘区などである。交通は便利とはいいがたく，鉄道の駅  

まで100放である。そうしたなかで過度の労働と不充分  

な栄養で虚栄経済的生命を維持しているにすぎない。穀  

物は食用として栽培されているが，換金作物としては養  

蚕・麻・花数などがある。その経′削ま集約的といえるが，  

それが掠奪的となっている。労働力だけでなく地力をも  

掠奪している。農場規模は大ならず，平均すれば5～10  

畝であるが，5畝以下の農家がもっとも多い。100畝程  

度の農家が100分の1，50～80畝程度の農家が100分の10，  

20～50畝の腿家が100分の15，5…20畝の農家が100分の  

25，5畝以下の農家が過半ある。5畝以下の農家を貧農，  

5～30畝を′ト慮，30～100畝を中風100畝以上を大脳と  

いうが，100畝以上の者は地主で彼らは農薬経常を行っ  

ておらず，その蓄機ほ都市で巡用されており，銀行・銭  

荘一晒油算などに従軍し，自己の所有地は「土凱を築  

き土匪を防いでおり，農場経営は長エ・短エを統率する  

官吏人に任せている。各戸の人に‖ま5－6人であるが，  

5畝の鹿家では1人あたり1畝でしかなく，これでは如  

何に努力しても自給できない。ましてそれ以下の層では  

悠銀労働者として，「戌エ」義「短エ」的労働につくか，  

小作過となるしかない。   

農相経済恐慌は近年のわが‡笥の潜遠視貌であるが，そ  

の主たる原因は穀価の下落が農薬を圧迫し，農家の角接  

が濃くなり，その上に外国i馴勿の脇付侵入が第三米の慮莱  

生薬を破壊するなどである。しかし本願農家にとっては  

さらに致命的といえる傷がある。それは本楯農民が戌年  

東北緒屠で閑幾拓殖を行い，これに出稼ぎする者も多く，  

彼らの送金またはもちかえる金額は年5千万元以上に達  

していたのである。これにより水草の災などの扱尖を補  

填してきたのである。この収入がなくなり，山楽経済は  

循環していかなくなり，戯村繚済恐慌の苦痛もさらに両  

層の激しさをもつ。   

世界慮莱恐慌の打撃が著しかったのほ中農以下的腿民  

層においてである。特に発表・花生・麻などの販路炎  

失・価格激落による打撃が大で，他方田胱・地方付加  

税・兵差徴発の蕊圧とあいまって，鹿家‡ヨ給経済部門を  

も崩壊させようとしている。彼らが銀行・級荘・商人・  

高利貸しに依存し，仰彪的生括をとろうとするのである  

が，工銀労働者として無産階級となる者も多い。脳柑破  

産的情形は下層農家において著しい。農民から娯楽と休  

息の時間が奪われ，土地は休閑にすることなく用いられ  

収磯物は急いで市場で投げ売りせざるをえず，市場と日  

常必常晶を商価で購入せざるをえず，目前の金銭のため  

地主・商人・高利貸しから高利の借り入れを1か月とか  

5～10日とかの短期で行う。こうした負債の返済のため  

中段仁省脳は土地を失うのであるが，返済しえない貧  

農・佃農は逃亡または自殺に追い込まれたり土陸に投じ  

たりする。   

50～80畝の経常を行う者は長工7肘8人，100畝稗度  

になると11～12人の媛工をもつが，産ニⅠニ…倣括的…に  

3種あり，トップは掌作的で向」こにおけるユニ洋室にあたる。  

その下に2～3人をしたがえる者であり，その下に脚・般  

艮工がある。彼らの組織が慮革新作の山切に資任を持つ。  

なかには管理人的戊コニがおり，幼主ないしは地主の家政  

と農事帳房をあづかり，変工として血生そこで過ごす。  

中農の家庭では長工ほ2～6人，小脇の家庭でも1～2  

人の養］二をもつことがある。慮繋期には月エ・短ニ‡二が覇  

用される。雇用数約はロ頸で行われ，仲人が内容を担保  

する。工資（貸金）は経営規模の差により，縁故の差に  

より，山根でないが，敵紀懲瀾人的炭エだと年額40～60  

充棟度，敢低の見習い工で年額10元前後である。貸金は  

すべて銅元または銀元で支払われる。食佳は主人持ちで  

あるが，通常の食掛ま覗梯製の餅であり，戯靡購の午飯  

に自麺「饅頭」を出し，節季にはおかず・茶・酒を供し，  

位は農具室の塞に小義をつくって住まわせる。蝮〕二は臼  

ニl二が主で在村の貧偽の労働力が動員される。二季の穀物  

成熟の後労働力はもっとも切迫し，とくに豆頗は収櫻し  

なければはじけてしまうので，中脳以上だけでなく，自  

作小飽も目エを酵素する。労働市場は機霧に「短工市」  

がたてられ，午前4～5時になると労働者が参賎し，雇  

主が現れるのを待つ。大腿・中農の現場管動こあたる濃   
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工で，短工として適当がどうかを1日で判断し，硲があ  

えば彼らをそのまま鹿墟に巡れていく。二1ニ作時l乳は午前  

6時から午後8時まで，中間3～4匝の休息がある。3  

食とも食事がで，朝晩は粗放，昼食に麺食が出される。  

双方が希望すれば次の臼も劉羽がなされる。短工市がた  

つのは5～6月と8～9月で，この時期の貸金は他の季  

節の2～3倦である。   

肥料の使用は過去とほとんど変わっていない。本願農  

家の所業の肥料は畜衆人発と豆餅である。普通飽イ乍物に  

は畜兼人数が用いられ，豆餅は商楽的戯作物あるいほそ  

薬に用いられる。農村ではおよそ自耕小農以上の鹿家な  

らば少なくとも1頭の豚を飼育している。40～50畝の鹿  

家になると20…30頭の豚がいる。餐豚の主目的は堆矧肥  

を得るためである。販売収入はその次の輩である。詔兼  

は堆棟繊に蓄えられ，これより各ほ場に運ばれ，撒布さ  

れる。排舷の時混合施肥の工作をなす。商某的農作物は  

麻・タバコ・薬疏であるが，皆豆餅を用いる。豆餅ほ1  

梱1元程し，1分地に10佃程を必賓とする。土地肥力へ  

の投資の主賓部分をなし，もし資力のない鹿家が高利貸  

しから金を惰りて豆餅を施用して摘発的作物をつくり，  

しかも不作であったり市況が悪かったりすると破産に陥  

る危険がある。   

施肥料のほうは変化に乏しいのに対し，かんがいにつ  

いては大進歩があった。かんがいは春蝶の各地区農業の  

敢盛黎の紫瀦で，山閻の」ニ地を除きi塊の土地に1偶の  

かんがい翔「丼」をもつ。以繭ほ飲用の非しかなかった  

が，今‡ヨでほほ場に非をもたざるはない，というのが曲  

卑地方の実態であるが，本願ではそれほどではない。し  

かし汲み」こげのエ典などは旧式で，人力滑j輌ゞ畜力を用  

いた「水車」に変わっただけである，としてもそれが作  

物かんがい面機を増加させナ 単位面凝あたり収穫螢を増  

加させた。かんがいの効果は第1に農作物がよi）多くの  

水分せ吸服しえてよく浮つ，第2に単災の程度を比綬約  

小に止める，第3に作物作莱時間を切り下げる，ことで  

ある。ただしこの裟隈1架を建設するには200元以上を  

要し，小農・貧農の持つに能わざる縫紋である。もし連  

綿する役畜とその飼料を計算の中へいれるならば，かん  

がいの繁用はさらに大となり，中大総督においてのみこ  

れを川いることができるのであり，この点から大農繚骨  

の優勢と小農樺償の落伍の根拠が与えられている。3年  

前本欄でほ「紅卍字会」が鉄工所を設置し価格50充棟度   

の手廻し式水和を製作した。また薔力水串も簡倣小型化  

し，その効用が注冒されている。商業的農業は仝豚脚健  

的に行われているのではない。山陵の土質痩群の地方で  

は麻を栽培することほしないし，下窪（盆地）の肥沃な  

地方の遊民は緋側を桑畑にし沓蚕をおこなうことを願わ  

ない。東南鄭から商都では山麓に桑樹が至るところに植  

えられ魔寮が行われ，鹿家の生酎これをたのむところが  

大である。他の地方では麻に願っている。ここでは5日  

に1集または10日に1奥の廉張飛灘がたてられるが，燵  

民は市況をみてこれに搬入する。市況がよくないときは  

暫く保蔵するが，豆餅代金の返済にせまられたりすると  

きは廉売してしまうことも多い。麻や養家ほ10年前世界  

市場の需紫【托盛で，これを作る者が犀利を得て，一般農  

民が争って参加したことによって普及をみた。番茶では  

湘江より藤笛を婦人し，養蚕学校で泰雄改良が行われた。  

これにより揖荷用0万斤，1斤1禿で100万元の収入が  

あった。ところが世界恐慌により中国蚕糸の大迫締とな  

り，本願養蚕農家は大打撃を受け，今年の繭価は1斤3  

－4毛となり破産に追い込まれている。麻の場合も価格  

が3分の2から2分の1に下落している19〉。   

王統鎗「山東発燕飽柑状況」農相周刊 節29期 天  

津益世 民匝ほ3年9月  

（B）潮水蠍座瀾下渦一   

繚家下溝・燭家下澗・赫家下溝・商家下き‡言墓】の4地l茎が  

あり，潮水1隊の民謡でかって次のようにうたわれた。  

「金下橋，銀歴山，好他出到組下澗」，これは囚下澗の地  

が非′馴こ肥沃であったことを話しているのであるが，現  

在好地などはどこを尋ねてもない。従前の小酵現在大河  

となり，かっての桑田現在石田となっている。繚下溝で  

は村戸300戸余で，土地が2500畝であったが現在1800畝  

であり，従前400畝が3～4声ぎ，100畝が10戸，30～40畝  

が40～50戸，10畝程度の者がその他であったが，現在  

200畝が2戸，60～70畝が5仙6戸，20州30畝が10余戸で，  

その他ほ10畝程度かそれ以下である。かっては柵焦商4  

～5戸が現凝2戸のみ。農民の多くは宋三省または南京  

へ移焦を考えでいる。作物は麦・高梁をもって大霜とな  

し，これに次いで棉花・花生があるが，5年前に比して  

小麦畑格は1斗55千文が30千文に，裔梁価格は娼千丈が  

24千文に下落している。反面購入する製造品の価格は逆  

に騰饗しでいる。こうした不利益を反映して脇地価格は  

以朝霧畝上田120～150元申開60－80禿であったのが今冒   
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では上田70元仁日用40元であり，下田では20元以下である。  

家には地主農家から高利の念を借りている者が少なくな  

いが，今日よくみられるのが「i鴎染租」である。これは  

本紙10元前後を容の端境期に借りうけ8月15日に元利返  

済するもので，高梁1石がその利息となる。変をもって  

利息とするときは変軌といわれる。ほか農家ほ絶静・騙  

籠・木二になどの手ニ】二莱を営んでいる。かって欝裕であっ  

た村今‡ヨの如く破産袈落している20）。   

繚昭「山東洒水願‡現下澗」新中離郷誌 VolII節  

20期」引離3年5月  

（C）河覇省の虚業経済  

① 河縮省の戯莱は黄土層に拓かれた学田経常で作物作  

楽に多くの労働を質せず，比較的規模大な戯場を営むこ  

とができるのであるが，土地を持つこと極小の貧農的白  

桃戯が多い。地方によっては中脳・大農が発展し，小  

変・玄米・高梁・小米・大豆・芝麻などを能率よくつ  

くっている場合もあるが，郷州・新郷周辺では規模小で  

この10年釆棉作蘭拡大してきており，紫河沿眉の滑願・  

封邸・陽政等の螺では土繋が砂がかっていて落花座が多  

い。絆償・激白などでほタバコの生産が多い。1919年英  

米タバコ公司が米国産タバコを導入して以乳 これが推  

広されてきている。  

② 河岡省では土匪が多い。これは金省的傾憫である。  

臨汝・伊陽一滞では民風膳に独悼で土雛にみちている。  

こうした地方の農関は往々荒地となっており，こうした  

土地を姫申して郷紳が大地主または宵戯となっている墟  

合が少なくない。また歴年の内戦中封建軍閥の強奪が戯  

相当三産カのもっとも残忍、な阻寮寮l蚕となっており，閑適  

して高利貸しと商業資本が狙けつしてありとあらゆる収  

奪をおこなって，戯柑まさに破産しかけている。その上  

に近年来災荒が著しい。  

③ 土地配分を河南中部の許昌5ケ村についてしめせば  

次のとおりである。脳地4638畝が458戸によって所有さ  

れている。地主は5戸で144畝（3．1％）をもち，図釦ま  

23戸で866畝（18．6％）をもち，中脳は78戸で14ユ0畝  

（30．4％）をもち，鷺鹿は303戸で2ま25畝（4説8％）をも  

つ。磁戯は9戸で土地をもたない。ほか非鹿家が40戸あ  

り，92畝（1．9％）の土地をもつ。上記は戯民約土地所  

有の支配的な例であるが，粗倖4ケ柑の場合は戯地8260  

畝が423戸によって所有されている。地主は19戸で2272  

畝（27．5％）をもち，欝戯は35戸で1702畝（20．6％）を  

もち，中脳は㍑7戸で2803畝（33．9％）をもち，貧農は  

239戸で1473畝（17．8％）をもつ。稀掛ま12戸で土地を  

もたない。ほか非級家が21戸あり，10畝（0－1％）の土  

地をもつ。上記の地主19戸のうち＝欝は1060畝を持つ大  

地主である。  

④ 絆昌では富農が42畝，中戯が19畝，貧鹿が8畝の戯  

場を軽骨する。詐昌ではタバコ柴の生産を濃紫作物とし  

ているから経営は炎約的である。輝酵の場合，宵農の彪  

場耐薇は107畝である。そ・のうち放火の戯場は600畝を越  

えている。河偶の農薬経常では作物作紫に多くの労働を  

必婆としないからl人の労働力で排作はできる。小賛成  

ではその可能生をよく発揮することなく，労働を浪歎さ  

せ聯戯や背力に倣ってその生活を維持しているのである。  

そうした生活に即して農業饗労働の碗用条件があり，寓  

偽ほそうした長工・燈ニ‡二を願勤して大枠骨を営むのであ  

る。宮脇の艮エ（年聯）の簾用人数は絆呂で1．5人，輝  

櫛でl．9人が平均である。労働力と結合する役畜は河南  

の場合輩牛・ロバ・燭・ラバの4棟がある。費牛とロバ  

は作薬能力が劣る慮で「域牲にh といわれ．燭とラバは  

作業能力が優れている点で「好牧口」といわれる。笛  

腿・申戯・貧農のこれらの役畜の飼育割合を検証すると，  

宵戯の場合好牧畜の飼育割合が多く，貧農の場合，壌牧  

畜の割合が多い。中脳ではその中聞である。経営経磯潮  

観点からみると，富農の経営が「前進的」であることは  

挽いがない。ところがこの漆脇の経常が萎縮している。  

その原園は河髄磯朝の「兵差」と臨時雑税がとりわけ濃  

い，という点が作用している。負担の蕊琵某の故に富腿経  

常は退潮の傾向がみられる。  

① 佃制度は河爾には「白餅農」伯作）が多く蕊輩で  

ないとされてきた。しかし近年の傾向はそうしたなかに  

農民の没落と関連した小作問題が蕊賓となってきている。  

欝膿・中脳の中に佃髄の比率が増加しており，密度馴こお  

いても小作地の割合が増加してきている。白桃蓑・佃  

脇・自耕兼佃戯の区分でみると，紆呂5ケ柑の場合，貧  

農の場合，1928年には75．6％が別削凱1．8％が相磯，  

20．8％が白桃米価農であったが，1933年には肖耕磯  

71．3％に，佃戯3．0％に，白桃発願鹿23．7％になってお  

り，中戯の場合1828年には92．6％が自緋嵐 佃戯なし，  

7．4％が針緋北朝戯であったのが，19：33年には白耕磯  

84．6％に，佃遇1．3％に，白餅米側戯14．1％となってお  

り，富農の場合1928年には95．2％が‡ヨ緋凰 佃髄なし，   
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4，8％が鉦排米価磯であったのが，1933年には白餅戯  

69．6％，伽戯なし，捌非兼佃慮30．4％となっている。輝  

牌でも同じである。税法は定額穀租が多く，仲人をたて  

て租楽し，滞納がなければ紋租となる場合が多いが，時  

には前払いの押組もある。税額は1畝′J、変1斗から小麦  

3斗・小米3斗といった差があるが，産魔の∠10～75％で  

ある。分租は河磯に多い税法で災荒職に発生する。地主  

佃戸双方が収橡物と購入的農場支出を折半にしてもち，  

役畜は佃l戸が出し，団歌は折半で，威喝副渡物と柴輩な  

どを佃戸がとるといった形態が多い。分科と卑属の結合  

した形態「攫活」がある。これほ佃戸が巌典だけもって  

地主の家にいき，貸金をうけとらずにあたっている土地  

を耕作し，収穫時には小変ならば2軋 小米ならば3割  

といった飯穀を受け取るものである。  

⑥ このほか公練負推L 戯民負債，雇脳と農民維柑の問  

題がある。（i）河南燵民の税負担は狙保と臨時付加税を  

主とするが，各蝶で高低は山城でない。田賦は正税でな  

お一定の限度があるが，臨時付加税は制限なく課せられ  

ている。1928年鋲平腺で晶維俊の部隊が進乱した時兵凝  

80万元と輩輔・役畜の供出が命ぜられた。1929年石友三  

の部隊が輝願に進駐したとき岡服の兵差支劇100万元以  

上であった。負担も公平でない。地主郷紳は課税過程で  

ほ小百姓の身上に違ってこれを免れている。（ii）河絹脳  

柑では高利貸しの勢力猫繍を極めており，月利2分5厘  

ほ低い方で4分・5分の例も少なくなく，通常3分であ  

る。甚だしい場合は1元を貸し隔日200文を徹し，月利  

4割となっている場合すらある。許呂のようにタバコ耕  

作で僚彪込資金の借入雷撃の大なところでは南米資本と高  

利貸しが組合しており，抵当となった田地・農産物の管  

理の機関，衣服・家具など差し押さえの機関がある。元  

鎚を貸し付け変をもって返済させる方法もその例である。  

（iii）遊民磯村は冒1冒と増加をみている。紆昌では密造  

で出稼ぎにでる者，1928年には955人中67人であったが，  

1933年にほ973人中84人となれ∴輝胴でほ1928年には656  

人中15人であったが，1933年には781人中42人となって  

いる。出稼ぎの内容は雇髄・行商・営力・手〕二莱・軍役  

閲丁などである。磁慮貸金は佼工の場合食膳と20～30元  

でしかなく，苦力は運搬輩夫などが多く，1か月に10元  

を稼ぐのがせいぜいで硝輩を支払うと殆ど残らない。出  

稼ぎ中に死亡して帰らない場合も少なくない21）。   

強腰選一「河硝磯村経済部査，二十二年調査」月刊中  

圃農相 第1巻 第2期   

D．城子水稲小変区   

1．梯子水稲小変区の概況   

揚子江下流と独河流域の洪水平原からなる。江鮮・安  

徽の大部分，湖北の全部，湘江・江南・江酉の…■部分を  

含む。内部に2～3の石多き急峻な山脈と嬢傾の丘を多  

く含み，大平原を含むものではないが，澄江の雛啓は巨  

大であって水田・畑地複合の大鹿区をつくっている。無  

数の堤防網に保護され，多くの湖・運河・河川が交差し  

あっている。低湿地のほか丘l壁地の多くが耕地化されて  

いる。ただし北部の冬愛蔵染区に接する部分は水田地覇  

と畑地滞の混在城となっている。気温ほ温畷で氷点下に  

1日の気温が下がることはない。降瀾は多く，その季節  

的分布は小安地帯に比してかに慰まれている。土壌の主  

体は周辺または河川の申・上流の山や丘の岩石の風化土  

が水蝕により流され，沈澱した，軽い酸性の沖糖土であ  

る。この土壌は水による洗浄を不断に受けており（丘陵  

土塊においてもそうである），自然的幾度が低く，有機  

繋に不足し，泥土・腰肥・人糞尿など多数の施肥により  

肥効成分を補充されて感度を維持している。自然植生は  

常緑広葉樹の草むらであるが，破壊が馨しいとはいえな  

お残されている。   

総面積約2750万ヘクタールの土地に約1330万戸が定住  

しているが，うち鹿家戸数は約959万戸，耕地面積は約  

1030万ヘクタールである。耕地以外の農用地として草  

地・撒水樹木地・森林等が約230万ヘクタールほどある。  

荒地が約5方ヘクタール，末期側に占める可耕地が14％  

である。河川・解脱・湖水等内水面が多く，陸地面積の  

14％を占める。内水耐では漁茶が行われるほか，芦など  

が掛取され，丘の翠や樹木とともに燃料とされ，また庭  

土が肥料をつくるために用いられる。古くから整えられ  

た土地改良資本は巨大であって，堤防・クリーク・椅  

渠・池等と水田それ自身すべてがこの農区の腿発生疲カ  

を支えている遺構である。龍漑は横猿からの人力・畜カ  

の揚水によって行われている。丘の低い部分で段丘つけ  

られ，低い斜面烏水田化し，商い斜面は畑地として用い  

られている場合が多い。耕地の爽約利用による労働収容  

のキャパシティは（大消饗市傾との接近や船運の健とも  

関連して）申例会戌区の中で敢も大である。   
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もともと広々とした沃地で農場規模は大であったが，  

西北からの移住者が数百年にわたって入植したため農家  

の密鍛する腿区となった。その山方で大運河東灘では一山－・  

風車で搬漑のできる腿墟単位12～3ヘクタール）と  

いった場合もある。他の水稲地幣と同じく，釦倒雛8％，  

自小作戯23％，′ト作脇49％と地主制度が成熟している。  

作物では60％の耕地に水稲が作付されている。このうち  

3分の2は冬作物を収稚したのちの晩稲である。他の作  

物の主体ほ小変であり，ほか大変・なたね・れんげ・魂  

豆・空豆が栽培される。水稲以外の容作物ほ畑地の棉が  

ある程度で，夏イ乍物は／ト米（粟卜高梁・きび・大豆t  

‾甘燕・タバコがあり，永年作物として染・茶がある。家  

畜は役畜として水牛・発車がいきわたっており，生産家  

畜は少ないが豚と鶏が比較的飼われている。家畜の厩  

肥・迎河の泥・人兼尿が肥料のほとんどであるが，とき  

には油粕や化学肥料が施され，またれんげが緑肥として  

用いられる。水稲の生産力が大なので，土地生産生は…，  

般に商いが，小変においても小変地礪よりも収螢が大で  

ある。災寒ほ「中郡の水災」として大氾濫があり，洪  

水・翠魅の災審は多く，江蘇の北部海尉二近いところに  

ある末娘地から番虫が大発座することがあり，全ての作  

物を破滅させることがある。鹿家の栄養は3分の2が米  

より，4分の1が小麦より卿紋される。肉食は祭日のみ  

である。家屋は半ば瓦屋根，半ば革屋根の土壁の家であ  

る。注目すべきは，太平天桓Jの乱などの戦乱が農民の逃  

散とその後への北部からの大愚移民をもたらすなど人口  

移動があったこと，冬家に鍵をかけ都市に出稼ぎするな  

ど季節移動がみられるなどである（災客による逃荒者も  

少なくなく，縦恩も地方によっては少なくない）。  

2．腿紫綬営・農家綬寺務の構成   

バック等の16．786農場調教では揚予水稲／卜麦‡葺からは  

次の地区が調教されている。   

江錬省仙骨熟（チャンスー）・卑寧（フォーニン）・  

灘陰（ワイイン）・江都（キャンソート毘山（クンシャ  

ン）・剃犠（タイヘン巨鯨錫（ウーシ）・武進（ウーシ  

ン）・塩城（エンチェン），安徽省…鳳陽（フエンヤ  

ン）・利駆（ホーヘント合肥（ホーフェイ）・六宏  

（リューアン）・大潮（タイウ）・桐城（ツンチェント淋  

湖（ウ…ウ），河閣省仙侶陽（シンヤン），湖北省仙  

錘祥（チェンシャン）・薪水（キシェイ）り矧勒（ツァオ  

ヤント応城（インチェント麗夢（ユンメン），漸江省  

仙窟興（カシント徳清（テツシン）・余挑（ユー  

ヨー），江酉省皿形澤（ベンツ）。   

上記の地区別・階層別の集計平均傭を標本として用い  

て，第1報で行ったのと同じ方法で農業繚僚の構成分聯  

を行う（TabIel－4）。  

（1）指標の平均と偏差からみた農薬経常の構成   

戯家世帯員致仙年聯を含め仙は6▲7士2．9人，戯墟規  

模は1．6土1．6ヘクタール，労働力規模は2．5±1．4人  

（ME）である。北都の畑地幣ほどではないが，農場規模  

の平均に対する偏差帽が犬である点に留意されたい。校  

務の飼育親機は1，2±0．8頭である。水車1頭の飼育と  

いった戯家が多く，零細農家でも2戸に1頚は飼ってい  

る。他方規模の大な腿家でも2鼠 敢大赦の農家でも3  

～4頭である。役畜以外の家畜ほ平均すれば豚1鯛と鶏  

またほ家鴨5羽といった種皮である。気象的条件からく  

る多亀作の制限はない。緋地の約半ばが水損であるとみ  

られるが，水田でほ1作は水稲が迎傘つくられている。  

水門塞作がどの程度に行われているかは明らかでないが，  

低湿1毛作田は部分的で，3分の2以上の水田で冬作の  

変鱗やなたねなどが栽培されている。土地に撒水できる  

ほど瓶漑の条件のない場合（畑地）では，冬作に小麦・  

大麦・なたね，春夏作にとうもろこし・豆類・高梁・花  

数・かんしょ・棉花・臓・そさい至臥 永年作物として桑  

が栽培された。華北の2年3作体系よりもさらに1段階休  

閑期間をせばめた土地利用となってい卑。   

作付1ヘクタwルあたり労働投入嚢は1．5士0．9人  

（ME），肥料投入蕊は5．1±2．7トンである。水稲作の労  

働多投性が反映されているが，水稲以外の作物でも華北  

に比べて作業日数が大となっていると考えられる。ただ  

し他の水稲地帯に比べて普通である。肥料投入畿は水稲  

地勝としては少なく，華北畑地酵なみである。1ヘク  

タールあたりの役畜密度が水稲地帯では1．4±1．5頭であ  

るのに対し，この髄区では1．0土1．3鱗である。このよう  

に家畜而からの肥料供給能力が低い。ただし厩肥の稀少  

を補うため人兼尿や抽頻・化学肥料の施軋 あるいほ泥  

土の客土などは比醍約多いとみられる。経常成果として，  

農場鷹山ま箆は4．2士4．3トン一遇場規模と同じような偏  

差帽の拡がりがある点に注癒されたい…，土地生産櫓は  

3．2±1．6トン，労働生敵性は1，5±1．0トン，世帯員あた   
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の農地を0．5人（ME）で経営している。役畜はもたず，  

耕起作業などは人工と畜工の交換で行っている。富農の  

雇農となっており，農作業雇われをはじめ賃金収入の稼  

得一婦人の場合は内職的手作業－が主たる就業先であ  

る。  

（2）農業経常の指標間にみられる相関関係  

① 農場規模・作付規模・労働力規模・世帯員規模の相  

互臥 および農場産出量・労働生産性・世帯員あたり産  

出量の相互間にみるべき相関がある。この点は中国農業  

一般にみられるのと同じ関係である。農場規模・作付規  

模・労働力規模・世帯員規模は農場産出量に対して0．7  

～0．8の相関をもつ。またこれらの規模指標は飼育役畜  

頭数や肥料投入量との間に0．6－0．7の相関をもつ。さら  

に飼育役畜頭数と肥料投入量との間には緊密な相関があ  

る。（Table2－4）。  

② ダブルクロッピングの度はどの指標との間にも高い  

相関をもたない。農場面積あたり肥料集約度や土地生産  

り産出量は0．57±0．40トンである。農場産出量は一農  

場規模が水稲地帯としては大である程度だけ一大であ  

り，偏差幅も大である。しかし1ヘクタールあたりまた  

は1人あたりにした水準としては水稲地帯の平均に近い。  

経営地の自作地比率は55．9±25．5％で，華北に比べて小  

作地比率が大である。他方農家の農外所得依存率は13．5  

±12．7％で華北よりは多少低い。   

以上の農家の中で，この農区で大小極端な2通りの農  

家をとりだせば次のようである。（i）年雇を含めて15人  

の世帯貝をもつ農家が8人の労働力（ME）で10ヘク  

タールの農場を経営している。役畜は水牛・黄牛4頭で，  

労働の役畜装備度は0．5である。ダブルクロッピングの  

度は165％で，1作の労働集約度は0．5人（ME），肥料集  

約度は5．0トンである。土地生産性は3．0トン，労働生産  

性は3．7トン，世帯員あたり産出量は2．0トンである。土  

地生産性は平均的であるが，労働生産性は平均の2倍以  

上であり，世帯員あたり産出量は3”4倍の水準をもっ  

ている。（h）家族2～3人の農家が0．2－0．3ヘクタール  

Tablel－4IndexforAnalysis（4）  

［揚子水稲小麦区］  ［指標］  

STANDARD  MmIMUM  M心皿鳳M  
変数  MEAN          DEV．   VAl′UE   VALUE   

Ⅹ1  42．49   43．37   3．45   294．11   

Ⅹ2  2．54   1．44   0．50   臥80   

Ⅹ3  1．16   0．83   0．00   3．71   

Ⅹ4  169．07   29．86   110．00   252．00   

Ⅹ5  2．57   2．56   0．19   16．59   

Ⅹ6  10．63   8．08   1．15   42．77   

X7  1．60   1．67   0．11   10．37   

Ⅹ8  5．11   2．77   0．94   16．84   

Ⅹ9  1．50   0．98   0．32   5．79   

XlO  1．10   1．35   0．00   12．00   

Ⅹ11  8．73   5，40   1．77   33．68   

Ⅹ12  32．01   16．22   4．76   91．86   

Ⅹ13  15．81   10．64   3．06   70．02   

X14  2．51   1．64   0．51   10．00   

Ⅹ15  0．47   0．30   0．00   1，45   

Ⅹ16  55．99   25．52   0．00   100，00   

X17  18．85   8．43   2．97   42．73   

Ⅹ18  13．59   12．75   0．00   57．00   

Ⅹ19  6．71   2．98   2．80   19．00   

X20  5．74   4．05   0．66   22．76  

Ⅹ1：農場産出量（100kg：キンタル）  

X2：労働投入量（人）  

X3：役畜投入量（家畜単位）  

X4：土地利用度（％）  

Ⅹ5：作付面積（ha）  

X6：肥料投入量（t）  

X7：耕地面積（ha）  

Ⅹ8：作付面積あたりの肥料投入量  

Ⅹ9：作付面積あたりの労働投入量  

Ⅹ10：耕地面積あたりの役畜投入量  

Ⅹ11：耕地面積あたりの肥料投入量  

Ⅹ12：土地生産性（100kg／ha）  

Ⅹ13：労働生産性（100kg／人）  

Ⅹ14：耕地面積あたりの労働投入量  

X15：役畜・労働比率（家畜単位／人）  

X16：自作地比率（％）  

X17：作付面積あたりの土地生産性  

Ⅹ18：農外所得依存率（％）  

X19：農家世帯員数（人）  

Ⅹ20：農家世帯員あたりの産出量（100kg／人）  
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性に対しては0．3～0．4の弱い相関を，農場規模など親機  

指標とのl掛にほ－0．1～－0．3の微弱な負の相関をもつ。  

③ 作付而椅あたり肥料魔約度と農場両種あたり肥料集  

約度の軋 作付面積あたり労働娘約度と磁場両種あたり  

労働衆約魔の聞には0．95…0．96といった緊衡な相関があ  

る。農場面翔あたり肥料・労働躯約度は土地生産性に  

0．4～0．6のゆるい相聞虻もち，労働生産性に－0∴巨－－  

0．3の微弱な負の相関をもつ。農場産．！最染に対しては，  

肥料集約度は－0義2の，労働基約度は－0．4のゆるい負の  

相関をもつ。舷梯規模・作付規模など規模指標に対して  

ほ，肥料集約皮ほ微弱な負の相関をもつにj上まるが，労  

働集約度は－0．5山一0．6のゆるい負の相聞をもつ。  

蔓）乱作地比率はどの路傍との問にもみるべき矧狙をも  

たない。腿外所得依存率は農場規模・作付規模など規模  

指樺との闊に－0．3…－0．蛸三度の弱い負の榔凋を，腿堵  

産出螢・世帯員あたり産山蕊との聞にも…0．Z～－0．3程  

度の弱い負の相済を，肥朝灘約度・労働基約度との岡に  

ほ0．2～0．4程度の弱い託の相関をもつ。農外所得への動  

機が，規模不足にもとずく偽薬所得の不充分に置きなが  

ら，農薬鋸常を粗放におもむかせるほどのj栄養啓はもたず，  

むしろ巌約化と両立するように行われている点が注悪さ  

れる。  

（3）指横間の回帰分析からみた農紫経常の構成  

（A）農場産〃i駿に対する経営規模と経常鍛約魔の寄与瀾   

係  

① 農場規模の寄与弾力性は0．77，作付規模の璃：与弾力  

僅は0．軋 労働力規模の寄与弱り〕性は1．24，世帯員規模  

の審与弾力性は2．6：うである。他の戯区と同じく，「農場  

商機は産出のl．3乗に，作付面積は産出の1．2乗に，労働  

力（Mlミ）は産出の0．8衆に，世弔学員数は産出の0．5釆に  

比例する」，といった中国的な農業経常・農家緯済の構  

成原則がこの農区にも認められる。中国的規格のもとで  

のことであるが，中・大腿は労働力を舶対的に小におさ  

え，作付面積を相対的に大とする。その労働力に対して  

‡虹市貝規模をさらに少ない日とし，その作付面積に対し  

て遇域規模をさらに多い日に確保する。′ト零細釦ま労  

働力を祁対的に大とし，作付面租を仙集約栽培によっ  

て…相対的に小とし，その労働力に対して世常闇規模  

ほ仙年覇など必姿な労働力分だけしか追加されないと  

いう便法がほかれないので仙さらに大となり，その作   

付而榔こ対して即免税横をさらに少ない目で盲務まそうと  

する（′rabk3－d）。  

虔）農場規模・土地利月ヨ度・肥料集約度をセットとした  

対応の寄与弾力怯は0．87・0－83・0－25である。農場規  

模・労働集約度・肥料躯約皮をセットとした対応の霹与  

弾力性は1．00・0．33・0．24であり，作付姐梯い作付労働  

集約度・作付肥料集約度をセットとした対応の番号瀾功  

性は1．02・0∴】3・0．1Sである。これらの測定式でこの燵  

区の場合は小変地備に比して遇域規模の鮮卑喘が小であ  

り，土地利用度の布与帽も′j、であり－ 労働鷹劇度・肥料  

鍛約度の寄与帽は犬である。水稲地鞘では水稲作という  

際立って兼約約で生産橡の高い作物が経常の主幹となる  

ので，集約化が面橙規模の拡大に対すな対抗要蘭となる  

程度は高められる。しかし農機緬髄沌小となるので土地  

の稀少性は依然大であって，蓑場面租・作付面相を大に  

する追加部分の寄与は依然大である。ダブルクロッピン  

グの度を引き上げることの寄与ほ，すでに平均して  

170％となっていて有利な作物を追加できるフロンティ  

アは大でないので，逓減朗な寄与を持つにすぎない。集  

約化の寄与としては肥料集約度よりも労働集約度の寄書・  

痛が大である。   

農場規模・労働力規模をセットとした対応の寄与弾力  

性は0．5∠卜0．46である。土地の寄与帽と労働の寄与幅の  

バランス関イ系はゃ固農莱を全体としてみた場合のバラン  

ス阻係に近い。農機規模・労働力規模・肥料投入鹿を  

セットとした対応の寄与弾力性は0．42・0∴き3・0．24であ  

る。腿米韓常の生産力黎園として節1に土地，節2に労働，  

節3に肥料であるが，それほアクセントの間髄で，それ  

ぞれが大きな影響力を好機している，という意味でバラ  

ンスがとれている。上記の回帰式の回帰係数の和がちょ  

うど1．0となる点が注目される。産出に対する土地・労  

働・肥料のバランスをとった増減－もとより役畜や遊  

具・農舎なども随伴的に増減－の影響は逓増でも逓減  

でもないプロポーショナルなl次の増減である。この．一斑  

はこの遇区の特色を示している。  

④ ③の掛帰式につき，労働力規模をⅠ購￥員規模に置き  

換えても式の構題は変わらない。  

（B）生射ヲ1ミに対する経営規模と経常集約度の寄与関係  

① 土地生産性に対して土地利用度・労働基約庇・肥料  

狼約度をセットとした対応の寄与弾力性は1．10・0．30・  

0．18である。また土地利用度・作付労働処約度・作付肥   
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の麓区における鹿塞栓骨・戯家経済の性格を吟味すれば  

次のようである。サンプルとしては鳳陽・和願・合肥・  

大安一太湖・桐城・燕湖・徳酒雷侶陽・薪水・応城・賽  

夢・執筆・常熟・卑寧・推瞼・産山・無錫・武遊・塩城  

が用いられている（Table4－4）。  

（1）自然と環境・就業と骨戯・腰を米経常と鹿家経済  

① 地勢ほ，揚子江と壮河で■流域の洪積平原に属する地  

区一風陽・和豚・蘇湖・徳酒・薪水・応城・彩澤・常  

熟・卑寧・壮除・毘山・槻霧▼武進・塩城仰が主体で  

あり，1都江北・江南の山地・谷地・盆地に属する地区  

一合肥・六安・桐城・徳治・イ引取・雷夢・太湖－を含  

む。1月の気温－4伽40cと40c以上の地区が相半ば  

し，作物生屁日数は大部分300日以上である。降開はす  

ペて800～1500mmであり，補数の年次偏怜ほ少ない。  

気象何からの作物導入への制約は少ない。土壌は水稲土，  

畑地は非石灰沖機上または石灰沖積土で，土塊pHは  

7．4未満である。降網が集中嚢絹となり，これが続くと  

大氾濫を引き起こすことがある。水田と畑の割合は，北  

部の冬変高梁区と接している部分だけでなく，この農区  

全域で水田緑色ではない。卑寧・推陰・利腺・鳳隠・六  

安・太湖・侶陽・質夢など江北地区では畑が多い。江翻  

でも徳酒・診滞・常軌・矧1い武進など畑が多い地区が  

ある。高梁小変区に準じて密度の商い農地としての開発  

と農家の定位がある。総面務耕地比率20～40％が6地区，  

40％以上が14地区である。1平方kmあたりの戯家定任  

密度は高梁小変区よりも大であり，平均して150戸に達  

している。ただし水損地帯なので農家の収容能力は華北  

如け也常に比してはるかに高く過剰人口窓織ほ馨しくない。  

（参 上記のもとで，戯家は世帯員規模6，0入来滴が9地  

区，6．0～7．3人が8地区，7．3人以上が3地区である。  

これより年解約1－0人分を差し引いた残が家族数である。  

中桓l全体の中ではホームステッドの人口規模ほ大なほう  

である。農場労働力（ME）数は1，8入来滴が10地区，  

1．0～2．3人が6地区，2．3人以上が4地区である。農場  

商機規模は水稲地幣の中では大で1．1ヘクタール東浦の  

地区か9地区，1．1～1．6ヘクタールの地区が6地区，  

l．6ヘクタール以上の地区が5地区である。平均規模が  

1．6ヘクタール以上の地区に単極・池険・鳳陵・和昭・  

倍閲があり，1．1～1．6ヘクタールの地区に大安・桐城・  

蘇湖・毘Ijい武進・塩城があり，0．6～1．1ヘクタールの   

料集約度・農場規模をセットとした対応の寄与弾力性は  

1．16・0．35・0．18・0．03である。これらのi軌将式の説明  

力は大でないが，なお土地生産性に対する農場規模の寄  

与はゼロであること，労働の集約化と肥料の楽劇化双方  

が有意な影響を行使しているが，その影響力は肇偲の躯  

約度の方が肥料の集約度よりも大である。ダブルクロッ  

ピングの度を高めることと1作の労働・肥料の集約度を  

嵩めることを区分すると，1作の基約皮を高めることも  

生産性を高める安岡であるが，ダブルクロッピングの高  

低と土地生腰憫の高低との対応はそれ以上に際立って弾  

力的である。  

② 労働生敵性に対して土地利用度・労磯張約度・肥料  

基約度をセットとした対応の寄与弾か性は0．10・－  

0．69・0．18である。また土地利用度・労働基約度・肥料  

集約度・戯物税機をセットとした対応の寄与弾力性は  

0．16・－0．64・0．18・0．03である。労働生産性は農場産  

山漫の平方根に比例して引き上げられ美川引き下げられ  

たりする，という関係が中間農薬にほあるが，その含蓄  

は即効産出魔の増減に対応した投下労働兇を相対的に減  

少させるか増加させるかという…生産安楽の結合割合  

の組み替え－の関係の存在である。爽質的な営農の梢  

度を維持ないし向上させながら－土地生産性をも引き  

上げながら一物規約に測られた1ヘクタールあたり労  

働投入螢を切り下げるのが労働生敵性向上の道である。  

現嚢にそうされていることを測定値は示している。1作  

労働の集約化榊肥培管理に人手閤をかけることのほか，  

ダブルクロッピングの度を高めること，肥料集約度を嵩  

めること，遇場規模を大きくすることも腿場産山螢の増  

加をもたらす安閑として，労働生産性の高さに関わるで  

あろう。測盤蘭は農場規模の関与がゼロであること，ダ  

ブルクロッピングの皮や肥料基約庶が労働生産闇の向上  

に支援的ではあるが，あくまで労働集約度の引き下げと  

いう方向に対する補助であることを示している。  

③ 世弓首鼠あたり産山厳に対して，土地生産性・労働生  

産性をセットとした対応の寄与弾力性ほ0．00－0．99であ  

る。土地生産性・労働生産性・裾野農規模をセットとし  

た対応の寄与弾力性は0．11・0．86・0．33である。  

3．農業繚常・農家経済の構成（2）   

節2報で行った224カテゴリーへの該当・非該当を手  

掛かりとした度数分布とパターン分析の結果を用いてこ  
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合肥・徳清・太蘭・応城・節水があり，0．Gヘクタール  

に達しない地区に無錫・′酢娘十彩澤・賞夢がある。  

③ 家族労働力の構成は成人タき子60％東浦一成人女子  

25％以上・児蛮15％以上の地区がほとんど全てである。  

成人女子と児幾の就業が大であることがこの戯区の特性  

である。家族分働カの仕向は偽薬70％以上・兼業30％末  

梢の場合が大部分で1部ト■節水・彩澤・常軌・応城・  

卑寧・武進などで一段莱70％未湖・双葉30％以上があ  

る。年雇をもつ農家15％以－との地区ほ3分の2の地区が  

そうであり，児数年雇をもつ戯家5％以上の地区ほ4剖  

以上の地区がそうである。偽作莱の担い手は成人男子  

80％未澗・成人女子15％以」二・児蕊5％以上の地l貢が大  

部分である。農作楽が女子や児敦によって担われる種皮  

が比機的大である。成人男子の脇米洗米ほパートタイム  

就塞が多い。誰某洗米の担い手は成人男子が80％以上で  

成人女子が15％以下という絶と成人男子80％未満で成人  

女子15％以上という鋭からなるが，双方相半ばしている。  

前者には鳳陽・刹螺・合肥・桐城・倍陽・薪水・激陰・  

産山・援城などが属し，後者は六安・太湖・応城・徳  

消・賞夢・彩滞・卑寧・軽餓などが属する。兼業の内容  

は様々である。稀膿として他家農作業従事者が多いのは  

太湖・徳酒・応城・卑寧・無錫，他兼業貸労働者の多い  

のが合肥・大潮・薪水・応城・蛋夢・潜熱・経験・無  

錫・武進，家打工業従事者の多いのが六安・太湖・徳  

清・応城・黍夢・彩澤・常熟・単軌 南米従事者の多い  

のが応城・潜熱・卑寧，兵士などの多いのが鳳陽・六  

安・彩澤などである。兼茶従軍者が1戸1．5人以上のい  

る地区は太湖・桐城・薪水・応城・池険・錬錫である。  

④自作地比率ほ50％未満と50％以上で区分すると該当  

の地‡貢が相半ばしている。また自イ乍巌・自小作農を一括  

した区分と小作農・白小作戯を血清した区分を対比させ  

ると，前者は80％東湖と以上が相半ばし，後者は60％東  

浦と以上が相半ばしている。合肥・大安・桐城・応城・  

影渾・僚熱・単寧・毘山■糎錫などが小作地の多い地区  

で，とりわけ無錫・常軌・卑寧・六安では戯場面礁の  

70％以上が小作地であり，膿家は小作戯・自′ト作曲ばか  

りである。これに対して徳酒・援城・漱l瞼・大潮では‡ヨ  

作地が多い。パックのデータは馴乍釦こ偏っているとし  

ても小作地や／j、作農がこのように多い。租納の形態でほ  

穀租比率80％以上の地区が大部分であるが，銭税・分税  

も水稲地滞としてはかなりある。絨租の多いのは桐城・   

蕪湖・雲夢・常軌・卑寧・塩城など，分釈の多いのは鳳  

螺・和牒・侶陽などである。  

⑤ 段家のほ場数ほ1．6ヘクタールで10余である。零細  

地片の散在交鐸はある。しかし水田地帯としては著しい  

とはいえない。またほ機までの距離ほ1km以内の中に  

ある。  

⑥ かんがい作物面積比は50％以上が16地区，以下が4  

地区である。これは稲作がかんがい，他作物は非かんが  

いであることを示している。畑では作物ほ自然降雨で水  

ほ足りており，かんがいほほとんど行われていない。た  

だし欠水の危険ほある。  

⑦ ダブルクロッピングの度は170％未満と以上の地区  

が相半ばしており商い。節水・応城・姦夢・鰍翠・蕪  

湖・常熱・卑寧・段山・放逸などが高く，鳳暢・和鯨・  

合肥・六安・太湖・桐城・徳酒・塩城などが低い。2毛  

作水田が多いところが土地利用度が商い。例えば轟湖で  

は水稲と小麦またはなたねの回転である。薪水・応城・  

彩渾も同じである。蚤夢では冬作物に大変・そらまめな  

どが遊ばれ，畑では小変・大変と柚花のとり合わせであ  

る。  

毘山でも同じである。土地利用度の低い鳳陽や和解では  

作物のローテーションシステムは，畑地澤のそれに近く，  

その中に水稲作が組みこまれている，といった形態であ  

る。小変一水稲…水稲一小変…水稲一水稲といったHの  

2年3作と小安一線豆一夕パコ一滴染一小変一夕パコと  

いった畑の2年3作がある。あるいは大麦仙水稲の回転  

と畑での綿花一小変一柵花一大豆のとり合わせもみられ  

る。あるいは砂がかった土地でほ花生や－！ヨ儲の年1作が  

行われている。合肥・六安では水稲と小変・大変のとり  

合わせであるが，変が休閑される頻度が大で，畑では小  

安・大変・大豆・とうもろこしの2年3作が行われる。  

⑧10アールあたり作物収数は，水稲では3▲0キンタル  

未溝と以上の地区が相半ばしている。平均して商いプぎで  

あるが，地区により差が大で，太湖・応城・毘山などで  

は5．0キンタルの収螢をあげているが，合肥・檜陽など  

では2．0キンタルに達しない。小安では1．0キンタル未瀾  

と以上の地区が相半ばしているが，これも地区による差  

が大で，太㈲・塩城などでほ1．8キンタルであるが，六  

安・徳酒・卑寧などでは0．5キンタルである。大変も同  

じである。大豆は1．0キンタル，なたねは0．6キンタル，  

花生ほ1．9キンタル，かんしょは7．5キンタル，実柵は   
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0．7キンタル・タバコ1．2キンタルで，地区熟ま大である  

が平均水準は中岡全体の平均に近い。  

（沙 農場産山蕊は42．4キンクル以上の地区ほ和腺・侶  

陽・薪水・毘山・武進・塩城などで，中位24．2～42，4キ  

ンダルの地‡芸は鳳閲・蕉湖・太湖・六安柳城・応城・峯  

夢などであり，低位24．2キンダル未満の地区は合肥・徳  

消・彩澤・常灘・科挙・泄陰・無錫である。  

これらの高位・中位・低位の差には月後場規模・ダブルク  

ロッピングの度・10アールあたり収蔑などが関与してい  

る。1ヘクタールあたり土地生産性は20キンタル未満4  

地区，20～30キンタル∠ま地区・30キンタル以上12地区で  

あって，概して商い。薪水・応城・整夢・毘山などは50  

キンタル以」ニあって非常に商い。これに対して檜閲・単  

寧・推陰などは10キンタル未満であって非ノ馴二低い。1  

人（ME）あたり労働生産性は中位の位澱にある。薪  

水・応城・毘‡力∴和螺・武適・塩城などは20キンタル以  

上で商い。これに対して合肥・徳治1卑寧・准陰t蕪銘  

などは10キンタルに適しない。世帯員1人あたりでも高  

低の大きな差がある。巌蟻産出凝や土地生産性・労働生  

産性の水準を水稲池澤全体で測られた回帰方神式からの  

推定倦と対比した場合，プラスの位裡にある地区数とマ  

イナスになる地区数はほぼ等しい。刹螺・太湖・薪水・  

応城・雲夢・彩繹・毘山・放逸・塩城などはプラスの位  

匿にあり，鳳陽・合肥・六安・徳瀾・侶除・早寧・准魔  

などはマイナスの位盲だたにある。  

⑩ 成城労働貸金ほ短エー食饗含む仙0．45丸 底工…  

食費含む仙80元の水準の以上と以下が相半ばしている。  

蕪湖・毘山・武進といった地区で高く，太湖・鳳瀾・僧  

院といった地区で低い。  

⑪1作1ヘクタールのう労働牧人数（ME）は1．1入来  

湘の地区と1．1人以上の地区が相半ばしている。1、5人以  

上の地区は合服・太湖・徳消・察夢・無錫などであり，  

0．9人に達しない地‡夏は鳳陽・倍陽・薪水・卑寧・准険  

などである。作物別の1ヘクタールあたりの作物作業員  

数ほ，水稲160日程度で金串回の申ではやや少なく，小  

安は110日程度で金串図の中ではやや多い。水稲の作物  

作某日数は合肥・燕瀾∴広明などで大であり，箪寧・毘  

山・武運などで小である。80【ヨから260‡ヨまでの差があ  

る。′卜変の作物作業でも40仁一から20針目までの差がある。  

この農区の他の労働多用作物は柿花一310日－，花生  

…210iヨ…，なたね－200El脚，かんしょ…150針…，桑  

…290日00，タバニー】山1501ヨがある。1作1ヘクタール  

あたり肥料牧人慮を…ガ劉肥と人衆尿岬は6トン未満と以  

上が該当の地区を2分している。肥料投入魔の多い地区  

ほ合肥鯵彩澤・太湖・雲夢・応城などであり，少ないの  

が粥湖・徳清・滞熱・単車・准険・武進・塩城などであ  

る。過去10年間の施肥の動向は増加または不変とする地  

区が多く，粕顆・化学肥料も比較的用いられているほう  

である。  

⑫ 役割ま水牛と紫午であり，3戸に2頭の割合で飼わ  

れている。3誠に2頭が水牛である。役畜の飼育は他の  

水稲地常に比して少なくないが，労働の役畜装備度とし  

てみると低い方である。生産家畜は嫁－1戸1預洞鵬  

と鶴－1戸5羽ほど－である。  

の戯腰物の販売と針路の】掲係は次のとおりである。米  

の場合，収樽の5％ほどほ樵粗として控除されるが，50  

～60％が自家鑑札 20仙30％が納税用，15～20％が販売  

される。／ト安の場合もーiきJ梯であるが，納親用にほ10％末  

梢で販売相が20…30％である。大変は1部販売されまた  

納税周にも向けられるが，大部分は自家食用である。高  

梁・とうもろこしなども大麦と同じである。豆鰍ま販売  

用が比楔磯多い。なたね・花壁は大部分が販売用である。  

かんしょ・そ発・だいこんなどほl∃家用が嘉であるが販  

売用も多い。棉花・麻・桑などは半ばが販死され，半ば  

が自家加二i二月封・こ供用されり 勧業としての家内」二莱の燐ミ朝・  

となる。豊原死には収穫後に蔽ちに売られる場合が3分の  

2をしめ，販発の場所ほ近隣の市鎖の市来が多い。販発  

のため農家がかけか時間は少ない。  

⑪ この飽区は「中部の水災」の地として知られている。  

過去20年間にうけた水災ほ平均3恒‡で頻度としてほ小で  

ある。むしろ単災のほうが頻度としては大である。しか  

し基準豪雨が続いたときの災害の強度は強烈である。た  

とえば民国20年の水災は氾濫による授水は舷商9フィー  

トに適し，放水期間ほ敷か月祝いた。これにより家屋・  

家畜・作物・備蓄穀物の破壊は莫大であり，遊民の逃亡  

する者が4割に達するという惨状であった。風災・霜災  

は少ないが，虫災は激しい。武進・庸城・卑寧・池陰・  

雲夢・燕湖・合肥などほ逃荒者が大盤に出ている。自然  

災審のほか匪賊や共産匪賊の災害も少なくない。とくに  

江北の江鮮・安徽・湖北の地区では匪賊のいない豚はな  

いといわれるほどであり，水災・軍災のあと治安が乱れ  

内戦状態がおこり，これによって落伍した遊民と軍人崩   
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れが匪賊となって有産者を裂い，有産者はまた私的な組  

織をつくり，銑を層にして緋作にでかけるという状態に  

までいたる。土匪のほか湖北の1郎では共産粧賊区叫  

開放区劇の経験がある。1927年（民国15年）に国民党  

と決裂した共産党が各地に燵相関放区をつくろうとした。  

そのほとんどは失敗したが湖北山村池澤では願政府が共  

産党開放区におかれ，数年間支配におき既存の村落と農  

家経済の秩序の崩壊がみられた。  

⑬ 食衣位を中等規模の農家について測走した結果は次  

のとおりである。成人男子摂取カロリー：う000カロリー未  

瀾のjぬ区が9地区，以上の地区が‖地区である。熱源的  

充足ほ中国全体の中では商いほうである。3000カロリー  

未満の4地l哀は紙清・執筆・常勤・推陰である。食材料  

としては＊が圧倒l糾こ濃紫…和螺・六安・蕪湖などで  

は90％以上00で，小変・大変・小米・高梁・とうもろ  

こしによる分は10％に適する地‡賞ほ少ない。豆頸や拳薯  

類の摂取も少ない。麦類の摂取が比較的多いのは鳳陽・  

太湖・イ掛物，卑寧・漁陰などである。野栄は大部分の地  

区で1‡〕50グラム以上を摂潤しており，卵内の摂取も比  

較的多い。砂糖もとっているほうである。以上のように  

食生活ほよいほうである。戸主の被服所有ほ5点以上の  

吻合が多く，少ない場合も3…4点である。ヰl固の農家  

としては多い。似ま食に比して粗末な場合が多い。例外  

的に無錫の任が良督でiOOO元以上もしている。き祓婚葬祭  

はどちらかといえば派手である。地区による差が大であ  

るが，林湖・徳清・毘山・無錫などでこうした特別支出  

が多い。偽家の財務は負傾が多い場合が多い。平均すれ  

ば半分の麓家が負債一主として消費負債仙をもってい  

る。縁者・友人からの借入が多いが，商人・質屋・他か  

らの借入も少なくない。ただし鶴は80元以下といった場  

合が多く，金利は月利2～3％である。貸付金をもって  

いる鹿家も多い。貸付金薇も200元来前の場合が多い。  

鷹産物の備蓄や現物貸付もある。こうした貸借の多い地  

区ほ御願・桐城・卑寧・産山・武遡上遮城などである。  

（2）麓紫綬常・鹿家経済の所属パターン   

中国農薬を全体としてとらえて得られた農薬経常・農  

家経済の緒パターンの中で，この地ぽに所属する地区  

（サンプル）の位置イ寸けは次のとおりである。  

（A）l塁撚糸件・常隠構造・就楽構造瞥経常構遷・生活構   

適の各アスペクト内での位襟付け   

①lヨ然条件を華北犯を対華中・華商型と仕訳した対抗パ  

ターンの中では華中・華細蓋旦に属する地区がほとんどで  

ある。ただし華中・華簡性の淡度はさほど強くない。地  

区の土地が拓かれている度合の小対大については，総面  

積耕地面積比準の大なまた総面相農家愛住密度の大な拓  

けたパターンに属する地i貢がほとんどである。大潮・桐  

城が例外で拓けていないパターンの性格をもっでいる。  

② 常虚構遺の第1パターン「畑地営農に首脳精度の低  

位の結合」対「水闇′経過に′乱隊粕皮の霧位の結合」とい  

う対抗関係の中では，ほとんどの地区が後者に属する。  

戯地の主要部分にかんがい施設が施され，水稲主体の骨  

腿で畑地では嚢磯巨油榛作物・いも類・棉花などがつく  

られ，ほ場は散在交錯であるが，施肥や作物作業はイン  

チンシイブで10アールあたり収蒐は大である，というパ  

ターンである。例外として感傷・卑寧・推陰が前者に属  

する。弟2パターンは「水田・畑地帯親方にまたがった  

首鼠掩度の低位」対「高位」という対抗瀾係で与えられ，  

この所属は前者と後者が地区を2分している。この区分  

は綿花・タバコなど商収益作物をいれているとか，10  

アールあたり収蕊が商いとか，施肥や作物作業が充実し  

ているとかを根拠としているが，高位に属しているのが  

利豚・太湖・桐城・賞夢・彩渾・常数・毘山・武遊・塩  

城などであり，低位に属しているのが鳳陽・合肥・六  

安・燕㈲・穂酒・南船・准陰・鰊錫である。  

（診 就業構造の第1パターン「／ト家族労働過剰脇薬で女  

子児蕊の雅楽従軍」対「大家族労働不足農薬で年雇の使  

用」という対抗関係のゅでほ地区が2介される。前者に  

属する地区は舷清・薪水・応城・褒夢・彩渾一常軌・単  

車t触錫などであり，後者に属する地区は鳳陽・和豚・  

合肥・六安・太湖・桐城・燕湖・倍陽・推陰・毘山・改  

進・塩城などである。範2パターンほ「タき子中心の家族  

労働力で農業仕向が大，ぷ紺言葉はタき子中心で貸金は比較  

的商」対「女子児盆の家族労働で兼業仕向が大，農作米  

に女子児麗が多く農業貸金は比較的低」という対抗関係  

で与えられるが，前者に属するのは嗣城・曳山・武遊・  

塩城などだけで，大部分の地区が後者に属する。  

④ 総督鱗造の節1パターン「農場規模小であるが，産  

出蕊・生産性は榊規模や滋約度で脱明される以上に叩  

大」対「農機規模大であるが，産山駿・生産性は…規  

模や集約度で説明される以上に－小」という対抗関係  

の中でほ地区が2分される。前者に属する地区は和螺・   
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太湖・燕湖・薪水・応城・繋夢・掛野・常熟・毘山・武  

遊・塩城であり，後者に属する地区は鳳除・合肥・六  

安・桐城∴籍購い藤腸・箪寧・撤険・無錫である。第2  

バターンは「経常親機小で躯約的であり，土地生産性は  

大だが，労働生産性ほ小で，農外所得依存率が大」対  

「慶場規模大だが粗放的であり，ニヒ他生産性は小だが，  

労働生産憫は大で，小作地比率が大」という対抗関係の  

申で与えられ，これも所属地区を2分している。前者に  

濁する地区が合肥・大潮・徳綿・裳夢・彩澤・常数・無  

錫などであり，後者に属する地区が鳳暢・和顆・六安・  

桐城・輔湖・倍陽・薪水・広域・卑寧・搬陰・毘山・武  

進・塩磯などである。後者に属する地区のほうが大であ  

る。  

⑤ 生活構造の第1パターンは「食衣焦が充実しており，  

冠婚非祭も派手で，負憾もあるが貸付にアクセント」対  

「食衣住が粗末で，冠婚葬祭も質素で消費免償をもつ」  

という対挟間孫の中では，和願・六安・太湖・綱城・燕  

湖・徳酒・薪水・応城・無錫暮武進・塩城などが前者に  

属し，鳳陽・合肥・侶除・鰍翠・常熟・卑寧・准陰・毘  

山などが後者に属する。前者に属する地区のほうが多い。  

節2パターン「食が穀物両辺倒でカロリー不払衣住も  

租束で消饗負債のほか生産負駿をもつ」対「多彩な食材  

料を榔探するがカロリーは充分，衣t】三は良好，冠婚非祭  

は質素で負債をもつ農家は少ないが額は大である」とい  

う！関係の申で，前掛こ属する地区が大部分であり，後者  

に嘱する地区は鳳陽・撤陰・無錫・武進など山部である。  

㈲ 経常構遷と自然・骨戯・就業・生活との複合アスペ   

クト内の位簡付け  

① 経常と自然の複合視野からの節1パターンは「寒  

中・華南型自然磯朝の下で，規模小な経常が集約的に潜  

まれ，土地生産性・労働生産性ともに商伎で，産出澄も  

規模や集約度で脱明されるよりも大」対「華北艶自然条  

件の下で規模大な覇瀾が粗放に営まれ，土地生産性・労  

働生産櫻ともに小で，産山j螢も規模や集約度で説明され  

るよりも小」という対抗関係であるが．殆どの地区が前  

者に属し，後者にほ鳳陽・侶陽・単車・准陰などが属す  

る。第2パターンは「掛ナていないところで農場規模・  

土地利用度ほ小，1作の怒約度は大だが土地生成梗・労  

働生産性は低く，‡ヨ作地比率・農外所得依存率は大」対  

「掛ナたところで腿楊規模・土地利用度は中位か丸1  

作の集約度は小だが土地生産慄・労働生産性は高く，自  

作地比率・農外所得依存率は小」という対挟間孫で与え  

られ，ほとんどの地区が後者に属し，前者に属するのほ  

合肥・太湖・無錫などが属するのみである。  

② 経営と営戯の複合視野からの節lパターンは「比較  

的小家族が水稲中心の土地利用度の商い集約農薬を営み，  

麦類・なたね・けし・タバコ・さとうきびなどがとり合  

わされ，脇地は散在交錯であるが，作業や施肥の精度ほ  

大であり，磁場産出蕊一土地生露憫・労働生産性ともに  

一塊模や集約度で貌明される以上に…大である」対  

「比梗的大家族が小変・大変・小米・高染を∃三に蕊幾・  

棉花・廉・ごま・花生など多彩な輪作を組んでいて，ほ  

場は少数にまとめられているが作業や施肥の棉度は低く  

土地利用度は高くない，農場産出盛・土地生産性・労働  

生産性一塊模や炎約度で説明きれる以上に－小である」  

という対抗瀾係で与えられるが，前者に属する地区が大  

部分で，後者に属する地区は鳳陽・磯瀾・卑寧・准陰な  

どだけである。節2パターンは「水川地帯約諾素案を  

伴っているが，それは付解約なことで欠水が多く，麦  

類・雉穀・豆類・いも頬が及第作物となっていて，作物  

作華や施肥にみられる骨戯の純度は低く，農場産山蕊・  

土地生産性・労働生産性は一塊椀や銘約度で脱明され  

る以上に－小である」対「畑地滞約諾要素を伴ってい  

るがそれほ付帯的なことで，欠水は比較的少なく，小変  

と棉花が麓繋作物であり，作物作莱や施肥にみられる骨  

腿の精度ほ高く，10アール収蕊は大で，農牧産出鹿・土  

地生産性・労働生産性は…規模や集約度で脱明される  

以上に一大である」という対抗関係で与えられるが，  

前者属する地区として合肥・六安・太瀾1健瀦い侮澗・  

彩澤・申肇・搬陰・無錫などがあり，後者に属する地区  

として鳳陽・和解・桐城・東湖・薪水・応城・笈夢・常  

熟・毘山・武進・塩城などがある。  

（診 総督と就某の複合視野からの節1パターンは「／ト家  

族が小さな農地を自作農的に営み，成人男子が尊従的に  

これに当たっており，農業経′削ま基約的で土地生産性・  

労働生産性は大であり．女子と児蔑を多く含んだ部分が  

内職的家内三業など兼業に従事して農外所得依存度は大  

である」対「大家族が農薬を小作地を入れ年稀を入れて  

営み，雅楽には家族成人男子がで，自家農薬は年覇や女  

子妃盤によるところが大で，骨脳は粗放的で土地生産  

性・労働生産性ともに小である」という対抗関係で与え  

られるが，前者に属する地区は徳酒・薪水・応城・峯   
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9戸である。特に大きい家族として1戸27人…白餅戯  

に嘱する鵬がある。佃戸の家族数ほ白餅農・半白緋戯  

に比して少ない。年齢別の構成は15歳以下2．4人，16～  

60歳4．0人，60歳以上0．4人である。佃戸の家族において  

轡壮者が少なく，児魔が多い。彼らがどの程度の教習を  

受けているのかについては，私塾小学中学大学のうち私  

塾がもっとも多く，ついで小学が多い。中学は12人大学  

ほ1人あるのみである。教育を受けているものは自緋戯  

に多く，佃戸では少ない。自耕戯では大部分が私塾小学  

で教育を受けているが，半白耕磯ではその半分であり，  

佃戸では更にその半分である。  

④ 鹿家が保有する土地は田地が主体である。上線の土  

地は平邁で水作（水田作〉 単作（畑作）双方に用いる。  

140戸の保有田地は1817畝，平均して13畝である。殴大  

は60畝，敢小は1畝である。自緋虚49戸は平均18畝を  

もっている。半白耕戯ほ平均しで12畝を保有しているが，  

うち7畝が酎乍地5畝が借入地である。佃戸は借入地6  

畝を保有している。開脚は1畝程度を持つにすぎないが，  

欄戯では3分の1の鹿家がもっているにすぎない。この  

ほか竹林草地池塘があるが，いずれも1部の農家が持っ  

ているのみである。土地の地価は都市近郊であるという  

故をもって農作の収益価よりも商い。平均的には150～  

400禿であるが，高い地区では1000元をこえるところが  

ある。地価は年々商騰していくので，農家は農薬用に購  

入するものはいない。持っている土地は祖先から受け継  

いだ土地である。49戸の白餅戯の中には所有している田  

地を全部耕作しえず，佃戸に観山している厳密が16戸あ  

る。貸付地の面積は10畝までが大部分であるが，10～50  

畝が2戸，50畝以上が2戸ある。  

① 鹿家の膠厘は瓦木材等でつくられた完全家屋が140  

戸のうち111戸である。瓦屋雑草魔のものが8戸あるが，  

革厘は畜舎などである。純粋に革恩であるものは14戸で  

あって，すべて佃戸の房屡である。門の正面に位記して  

いる家屋を正厘はいい，側面に位している家慶を側屈と  

いうが，白餅農と半白耕農は正樹の家屋を備えているも  

のが半分であり，正屋だけのものが他の半分である。佃  

戸では正魔だけのものが多い。  

⑥ 農機具は様式は多様であるが，皆旧式である。歴代  

相伝の旧物が多い。鍬鋤鎌と水深棉水準が主賓な儀典で  

ある。詔耕があまり行われていないので肇は少ない。こ  

のほか紡率春機を共有でもっている場合が多い。   

夢・彩滞・一駆動・無錫であり，後者に属する地区は鳳  

陽・合肥・和願・六安・桐城・蕪湖・侶憫・准陰・卑  

寧・胤一Lい武巡などである。  

④ 経常と生活の複合視野からの節1パターンは「／ト家  

族が規模小な遊楽を基約的に営み，産出畿・生産性は商  

位にあり，食衣伐ともI到頭農家としては水準が高く，㍊  

始蓼雛祭支出も大で，負機を持つ農家は少ない」対「大家  

族が規模大な遇紫を粗放的に潜み，産出蕊・生産性は低  

位にあり，食衣伐とも†別間戯家としても水準が低く，冠  

婚葬祭支出も大でなく，負機を持つ農家が多い」という  

対抗関係で与えられるが，大部分の地区が前者に属し，  

後者には合肥・徳清・侶陽・卑寧・准陰などが嘱するに  

すぎない。第2パターンは「小家族が規模′トな巌某を営  

み，土地生逓憫は低くないが労働生産性は低く，農場産  

出鼠は小で自作段であり，かつ農外所得の補充ほあって  

も食衣位の水準は低い，しかし負機をもつことは少な  

い」対「大家族が規模大な農薬を営み，土地生産性は低  

くなく，労働生産性は低くなく，戯場産出澄は大で，小  

作地が多く農外所得は少ないが，食衣住の水準ほ高く，  

冠婚非祭支出も大で，負債も多い」という対抗関係の中  

で与えられるが，前者には合肥・太朝・徳清・繋夢・彩  

繹・無錫・常軌などが属するにすぎず，大部分の地区ほ  

後者に属する。  

4．地域特性についての地方－ジカター的論考  

（1）上海市近郊の戯米経済  

① 農家調査は白桃農40声・半白柳腰47戸・佃脳44戸に  

ついて行われた。都市近郊の農家として都市的な就兼機  

会をもっているわけではない。しかし生活穫腰は比較的  

高く，このため農薬以外の稼得には力がいれられている。  

調速農家の大部分が東栄を行っている。兼薬の内容は  

もっとも多いのがエ匠一技能エーで，佃魔の主たる光  

来であるが，半白柳腰・白餅農にも多い。教戯や官吏も  

そうである。山方家内工業である紡織や刺繍など婦人の  

内職も多く，これは白桃農・半白緋戯に多い。1戸につ  

き2人が発覚に従事している。  

② 農家のうち大部分は土着の農家であるが，10～20％  

は「客家」である。このようになったのは本地佃戸が離  

村してしまい，その補充が外部からなされたためである。  

③140戸の家族戯数は平均7人，うち3人以下が19戸，  

4～6人53戸，7～9人41芦ぎ，10～12人19戸，13人以上  
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⑧ 家畜では嫁が多く，42戸が86頭の豚を飼育している。  

飼いやすい，劣食に耐える，肉に対する需要が火である，  

糞尿が肥料に良いなどが飼育の動機である。容に子豚を  

入れて年来に肥育した豚をうるのが通常の艶であって．  

この数個は過小評価である。羊は30戸が47頭を飼ってい  

るが，毛や乳をとるものはなく，山羊を肉用に飼ってい  

る。牛は29戸が34頭飼っているが，乳牛は1頭で他は役  

番である。家禽では大部分の農家が鶏を飼っている。も  

とより採卵のためである。1戸5羽程度で市場に発りに  

いく。ほか滋鴨が35戸で飼われている。ほか池塘を利用  

して鮒など養魚を行っている濃家が6戸ある。養家キ蜂  

農家は1戸もない。蠣が多いので餐茶はできないという。  

⑨140戸の家族971人のうち494人つまり約2分の1が  

「自家鹿工」となっている。自家段エは年齢別には15親  

以下12人16～60歳男220人女240人，60歳以上24人であ  

る。このほか老幼病弱着で家畜の管理を行うもの，家事  

のかたわら紡織布を香う婦人がある。耕作ほ自家戯エを  

中心に行われているが，「渾用農工」もないわけではな  

い。上海市では労力の薯金は低いが虚工の貸金は更に低  

い。1段級の児蛮から屈強の壮丁まで大部分は都市工作に  

従事することを願う。従って巌家の選工（年稀）になる  

者は老人だけで調査農家で用いられているのは6人だけ  

である。月工も少なく，6人だけである。‡ヨユニの雇用者  

は50戸あり，延4690日－1戸あたり100日－の聯用労力  

を入れている。自桝戯では【当家農ニ1二の人数も多いし，凝  

用農工も多い。佃戸では双方とも少ない。  

⑩ 作物は夏作物の水稲と棉花が主体である。棉花の方  

が往々にして水稲をしのいでいる。140声の農家の場合  

棉花が902畝水稲が551畝となっている。田地が高くまた  

面積が砕小である土地でほ一種爛格の近年の騰食も  

あって－棉作がおこなわれるか，または大豆が栽培さ  

れる。低い土地で水稲が栽培される場合の冬作物は愛で  

ある。棉作のあとは様々な緑肥作物－アルファルファや  

紫蛋英等を栽培する。その場合そらまめとの混作が多い。  

なたねは少ない。上海では食用油は大豆油である。その  

他西瓜馬給源くわいなどがあるが蕊は少ない。大豆は  

230畝，変は533畝。以上は田地の作物であるが，園関で  

はそ発が主である。作物の種頬ほ雑多であり．根・茎・  

粟・果菜みなつくられている。次いで花井が多い。以上  

の作物の鰍鋸こおける別井脳と佃農の差ほあまりない。  

⑫ 作物収穫蕊は嫁畝で水稲308斤，変160斤．大豆108  

斤，そらまめ114斤，綿花62斤である。綿花62斤ほ低す  

ぎるが，他ほ適偶の産蕊である。白桃農と佃農を比較す  

れば自緋戊のほうが大である。上海で価格が高いのは  

「娯楽」作物といわれている嗜好園芸作物であって，そ  

れらは園園でつくられるが，生産澄は少ない。田地での  

農産物は経営観桟がノトなので収入としては少なく稼畝で  

は地価と釣り合わない。  

⑫ 腿家の収入は正業収入と光栄収入に分かれる。正業  

収入は」こ紀の生産蕊と価格で与えられるが，そ発花押に  

ついてははっきりわからない。ほか竹林の生蔵物，豚鶏  

を主とした畜産物，池塘の凝魚収入もはっきりしない。  

しかしおおざっぱな推測ではそ賽花押竹林番産養魚など  

の収入は穀物や棉花の約15％と見様もられる。このよう  

に盤狸すると正某収入は1戸あたり自柳腰250充棟，半  

白緋農180元栓，仰農97先程，平均170元棍となる。1畝  

あたりでほ約10元である。兼業収入では婦人の紡織収入  

が多い。就楽各人でみると佃戸30丸 半日緋戯19元，白  

桃戯18元，平均22元の収入となっている。婦人の内職で  

ほ他に刺繍があるが，これは就某各人で判当耕農14元，  

白餅戯16元，平均ほ元の収入となっている。刺繍ほ婦人  

のたしなみとなっているが，佃戸の婦人はこれを行わな  

い。男子の光栄収入ほエ匠がもっとも多く，就業各人で  

みると白餅膿95元，半白排戯56元，佃戸48元平均68元で  

ある。価りヨの場合臼耕魔の半分であるが，工作の粕朝  

一技能の照一の差である。商販の淡紫収入は就茶各人  

でみて白桃戯340元，半白緋過と㈱戸は85元である。こ  

れも商業の差であり，lヨ耕農の商薬には資本がかかって  

いる。自別儀の場合，教虜や公職を誰某とする場合も  

200～300元をえている。  

140戸の農家の生活費は収入よりも掌握が国雄である。  

家針の記帳者は白餅農に25戸半白桝農に4戸があるにす  

ぎない。しかし聞き埴り調査で得られた結果は次の通り  

である。（i）飲食…問題になるのは自給部分の取り扱い  

である。井戸から汲みあげる水，飲食の燃料等は皆自給  

であって価格的にとちえることができない。副食のそ釆  

も皆家産であって，支出評価が困経である。主食は米が  

首位であり，次いで愛である。ほか茶や肉，一両切の調味  

料がある。これらにおいても数蕊の多少と晶栗の優劣が  

あって金狂言的査鑓は容易でない。そ・こで飲食饗を購入費  

と自給米穀だけに限って査定すると，自耕戯では389元，  

半白桝磯では293元，佃戸で189元，平均して290元であ   
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る。1畝あたりの税額は約1元，1戸あたりでは針耕遇  

26元，半白桝腿10元，佃戸1元，平均12元である。  

⑮140戸の調査では戯家の収入支出の全体では著しく  

収入の不足あるいは支出超過となっており，その食い違  

いの部分は20～30％に及んでいる。白桃農判塁‡緋戯佃飽  

いずれにおいてもそうである。収入文机の掌握が不充分  

であったからであるが，不足分に対応した倍機が増加し  

てきていることは確かである。槽償の実態はよくわから  

ないが，140戸の後家のうちl針神威では55％が，半白榊  

農では78％が，佃戸では72％が倍憤をもっている。楷機  

の薇ほ，僻倍のある農家1戸あたりで鉦耕遇924元，半白  

緋慮402元，朝l農111元，平均312禿である。倍債の規模  

別には100元未満27戸，100～200元26戸，200～500元28  

戸，500～2000元13戸，2000元以上2戸といった構成であ  

る。自耕戯に倍慣が大なのは操縦人や抵押物練00連と  

して描地－をもっているからである。倍撥の原Ⅰ当とし  

ては経常する単発上の失敗による場合は調麿磯家の中に  

はなく，住居の建築と媚薬の費用がもっとも多い。奪移  

や迷倍で倍機をつくっている者も多い。日用の饗用の超  

過が原因になる場合はさらに多い。他に横井者の保証人  

となり，破産により借憤せ層状わりした場合もある。利  

息は年利2分の場合がもっとも多く54％を占める。これ  

より低い場合は極めて少ない。商利の負機は月利i．5－  

2．（粉の場合が多い。楷憤の反対の貸付一放倍…もない  

ではない22）。  

「上海市督牒十戸鹿家調査」上海市社会層 Vo12  

No2～5 民讃狙9年8～11月  

（2）江錬省ユ劉i澗摘闇瀾の租佃箪憫  

① 農人がどのような闇鍵箱に基づいて緋稜線を行催し  

ているか，に即して田立（自柳腰）・半闘主（隼自動  

農卜佃戸（佃腿）に区分される。1905年（光緒30年ト  

1914年（民固3年）・1924年（民国13年）の3時点で比較  

すると，佃戸は増加し，閏主は減少し，半円主は増減に  

乏しい。   

佃戸の起源を毘Ij」の郷間の老人に開くと，次のように  

答えている。明朝の始めの頃水患頻発し，荒開基だ多く，  

緋作してか紬益があがらないと宵う状態であった。当時  

田地といえば官田と民田の削があり，官田は公家の所有  

であり，民田は人民の私産であった。その公家が外処に  

去ったとき佃を召して観相に当たらせた。これが佃戸の   

る。ただし家族1人あたりでほ佃戸39元から鉦排農場元  

までで際立った差はない。（ii）被服教・暮・1戸平均で日掛  

麗60元，半翻非ぷ亀26元，イ11‡戸15元，平均して33元である。  

貧常にもとずく差は飲食支出の差よりも大である。なお  

被服費の支出のない農家が多少ある。自家渡の衣服が関  

係している。支出のある戯家でも自家産の被服の使用が  

あり，この点からこの被服饗の差は幾分か割引されるペ  

きであろう。（揖）性格饗・‥140戸の鹿家のうち瓦魔の家  

屋を持つ農家は修理改築費の支出はない。佃戸の家屋で  

支出ある者が16戸あったが，うち5戸ほ修理は自家労働  

で行っている。11戸の農家のうち屋根ふきを行った農家  

が平均93元の支出があったが，140戸平均では8元であっ  

た。（iv）燈火費…植物油で煤燈を用いる。夜限られた  

時粧こ使用するだけであって，年間の支出ほl∃緋農で7  

～8元，佃戯で3～4元である。（Ⅴ）家具饗…添隊家具  

は少ない。1戸平均にすれば自緋ぷ量8元，半別称腿4元，  

佃脳2元にすぎない。（d）教育掛‥貧宵の差にもとず  

く子弟教麿の襟度の差が大であり，臼排腿では中学生，  

大学生まで含めるため1戸平均31元になるが，半白柳眉  

でほ8元，佃戸ではほとんどが初等教育さえ受けさせて  

いないので1元にみたない。（浦）交際饗・‥婚麗，見舞  

い，焦節時の贈答の歎用であるが，貧富に応じて差があ  

り，1戸平均白桃腿で39元，半白緋蘭で27元，佃戯で7  

元，平均23元である。（Ⅴ最）嗜好歎…酒娩革の購入費が  

主で1戸平均11元種皮であり，貧濱による差が少ない。  

（玩）医療輩・‥あまり病気にかからず，貧戯の場合病気  

になっても黄をのまない。別井戯で1戸7禿であるが，  

佃戸では1～2元である。（x）経費…多く迷偶にもとず  

く敬神鬼箪の費用で，ついで化粧品の繁用である。平均  

して2～10元の支出がある。（Ⅹi）以上の生活饗支出を  

総括してとりまとめると，1戸あたりで自緋農563丸  

半別井彪386元，佃戸235元，平均399克となり，家族1  

人あたりで自排庖65充，半白桝農53丸 佃農47元，平均  

57元となる。  

⑭ 佃戸と半日柳腰の粗金は借地の稼畝平均で半日耕偲  

3．（i元，佃戸4．0元である（物納租殺は蝶幣換算）。1戸  

あたりでみると10元来澗31％，10鵬20兎28％，20～30元  

19乳30～40元8乳40～50元6％，50元以上8％であ  

る。佃農のうち3戸は不軌である。他方納税の魂務は土  

地の所有者にあり，自耕戯と半曽耕遇が中心となるが，  

佃戯でも佳宅地を所有する者は健かながらも納税してい  
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たのが，1924年には上等98元中等67元下等49克となって  

いる。地価の騰繋が著しいが主要威Ⅰ封は人口繁多慮産物  

騰蟄市場部繁の増大などである。攣那鞄鰯格は3倍に上舅・  

している。  

④禰瀾灘では納税方式の81％が金納である。おおざっ  

ばに金納削が多いところでは，田地は祁対的に肥沃，田  

価も相対的に商いところである。また水準の災審の少な  

いところである。耕作の方式ほ精密戯作（基約営農）の  

ところが向いている。陶通では人口密度が大で飽和状態  

にあるため，晦畝の産蕊の増加が志向されており，この  

点から金納制に適している。税額は土地の上轡中等下等  

により輿なり，1905年から1924年にかけて上等の田地で  

は1．7元から4．1元に，中等の田地では1．3元から3．1元に，  

下等の狙地でほ0．9先から2．2元一1畝あたりで…騰磯  

している。穀価の騰衆準と地価の騰究準とは比例的であ  

る。 このほか爾通ではかんがい用水革の施設は地主もち  

である。胤j」㌍終ではすべて定額物納である。物納といっ  

ても銭で支払ってもよく，殺価が商い時は絨で支払われ  

ることが多く，毅価が低いときほ米で支払われることが  

多い。物納制が採用される地主側の根拠は，地主が米穀  

倉辟を具備しで馴こ穀物を備蓄して有利な販売のための  

対策をもっている。反対に小地主で租米が自家食用とし  

ているなどがあるが，毘山の場合は前者である。塩山で  

はすべて米で納められており，粗密＝ま田地上等で1．1石，  

中等で0．9石，下等で0．6石－いずれも楓－である。他  

の県では変・大豆・桶花で納付するところもある。この  

ほか根食分租が商連の1郎である。この方法は土地がや  

せており，水草の災磯の多いところまたは佃戸のl諷立が  

不充分なところで採用される。往々にして地主が種子肥  

料牧畜を捷供し，地主が収碓を検見し，約3分の2を取  

る－ただし水準には相当の減免をおこなうーとする方  

法である。分租における地主その収入は土地によって輿  

なるが覇通では40％から60％をとる。非′馴こ痩せている  

土地でほ地主が40％をとり佃戸が60％をとっている。以  

上のように得られた地主の田租と地価の閣孫ほ商連終の  

金槌の場合約4－5％であり，毘山県の物納の場合は10  

～14％であり，密通県の分租の場合は10～11％である。  

⑤ 不作時の減免は地主側は契約の税額を堅持しようと  

し，佃戸の側は減免を求めようとする。このため時には  

小作争議が発生する。鬼山県では県内の胱税が免ぜられ  

るならば佃戸の組も免ぜられるとしている。ただし地産   

濫楊である。その後年月を経て緋作が有利となって佃戸  

が増加した。加えて公家に官田を売る場合が多くなり．  

当地の笛脱が土地をもつことを有利として争ってこれを  

購入した。そして佃戸を招いて耕作させた。このように  

して富戯たちが地主に変じた。明朝の未年兵隊が南下し  

て属すわり，このため当地の飽民ほほとんど逃亡してし  

まった。田地の荒廃ははかり知れないものがあった。清  

朝になるに至ってはじめて江商の槻が免ぜられ，これに  

よって移民が来り耕作穐にあたることが奨励された。そ  

の過程で佃戸がまた増加した。清栄に鉄道が殺されて交  

通が便利となり調薬発達して多数の関ヨ三が排を棄てて瀦  

を繚した。このため田地は払租され，これをうける佃戸  

が増加した。南通においてもよく似た貌惜が語られてい  

るが，とくに人にlの自然増加があげられている。当地の  

人に‡はすでに密度が十分に大で，佃戸が和義になること  

ほ充英独著しても園逓を購入することはできない。ただ  

1ケ所だけ例外がある。それ主ま綿花に適した地区で，近  

年柵価が騰資し利益がきわめて大なので佃戸が田立と  

なっている。毘山でほ1905年田主26％半田主16％佃戸  

58％の構成であったが，1924年揖主8％半田主14％佃戸  

78％の構成となり，商通では1905年田主20％半田良三23％  

佃戸57％の構成であったが，1924年門主13％半田嘉22％  

佃戸65％の構成となっている。佃戸が地主から土地を惰  

りるとき租約がなされる。租約に当たっては税関券一  

契約潜血が図面・面積・税額を紀敬してつくられ，解  

約のときは迫田券がつくられる。いずれも保視：人が加判  

する。  

② 苗場の大小を闇主・半日主・佃ほ別にみると毘l－1jで  

は1905年田立23畝，半田主23畝，佃戸24畝であったが，  

192∠壬年にほ田立9畝，半田主16畝，佃戸23畝となってい  

る。密通では1905年日登16畝，半田主18畝，佃戸19畝で  

あったが，192d年にほ田主10畝，半田主11畝，佃戸12畝  

となっている。佃戸のほうが経常規模が大である点を髄  

改すべきである。また3者とも20年間に規模を減じてい  

る。人口増加が総督規模を細分化したのである。10年前  

の敏鞠舗櫓磯瀾の時に荒瀾閲蘭による戸数の増加が大で  

あった。絢通では飽和状態となっている。  

③ 地価は簡閲とも揚子江沿岸の田地肥柴の区であって  

商い。毘1〉Liでは1905年上等25元中等16元下等8元であっ  

たのが，1924年には上等87元中等28元下等37元となって  

いる。南適では1905年上等39元中等28元下等19元であっ  
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00外鋳佃戸…少ない。客民は荒田を開報するため招致  

されている。佃戸になるには紹介の手続きが必嬰で，身  

元人柄の補償がなされた人に限られる。近年は腿捌勿価  

格が商いため希望者が多いので佃戸になることは容易で  

ほない。佃戸は必ず「押租」を出さなければならない。  

押租は欠租を防ぐためである。このほか地主を仕儀者  

一土地の所有機者…とし，佃戸を田両者…土地の排作  

椎者叫とし，両者の権利を区分して土地の売買貸借を  

それぞれにおいて行うことを認める方式も1部では行わ  

れている。とくに上Ⅲにおいてそうである。毘山県に多  

く，南近県もかなりある。佃戸の営戯資本は中等の経常  

で400～800元を要する。集約農産物…梢密戯作物…を  

栽培する場合，例えば柿作では労工多く，肥料も油粕を  

用い，所賽資本ほ大であり，水稲作はこれに次ぎ，愛蔵  

梁豆頬の栽磯は粗放朗であって所要資本は小である。佃  

戸が骨飽食本の全都をもつ場合は少なく，大部分の佃戸  

はこれを借りている。毘山では僻地主から年利2分半で  

借り，爾通では図像から年利2分社度で依りている。  

⑧ 産山県では地主は「閏兼公会」を組織しており，県  

署に追租周を設立させ，欠税の者の処罰を行わせている。  

地主または租梢が納税の催促にあたるが，不粗の猶予期  

限がきれると「切脚」と称して佃戸の財産の差し押さえ  

を行うか，あるいは「押田所」に灼熱し食事などにも銀  

をとったりする23〉。   

番餞機才「江齢蘭l川軋阻賂戯朝潮磯霊比峨」南京金陵  

大学脳林鋭利 No30 民国15年5月  

（3）江北の農薬経済  

① 生活の単位は「土‡頚子」「発」「集」「荘」とよばれ  

る土胎で囲まれ美区蘭の中にある。内に1家だけ高く大  

きい瓦房があり，破檻に備えている。これが賽主の位鍔  

であり，閤拒削こ数十戸の戯家がある。葬主は100噴から  

200頃のロ地をもち，四囲の農家は寒主虻牒‡艮とする保  

衛団戯であり，阿時に地主でありまた大規模鹿家である  

賽主の佃戸であり覇農である。彼らの中には退位した軍  

人兵士や武芸者が入って軍事訓練凍行っている。土葬の  

外に小集落が散在しているが，そこでの農家ほ春立の佃  

戸である。人々の生活ほ自足経済的である。田に敷物を  

栽培し，筐lから麺粉となし，全体で山人の鉄匠をおき農  

具や紡機級器を製作させ，それを用いて遊民ほ衣をつく  

るのである。1つの寒が1‡乳家をなしており，それが武   

の税の減免が20％であれば，地産の免税額は15％である。  

ところによっては不作の時にほ佃戸が地主を圧＝如二招い  

て察脅させ減免礫準を決めさせる。もし地主が出向かな  

いならば争講がおこる。また脱税が免ぜられない場合に  

ほ地主は悶絶の減免に応じないので，争講がおこる。し  

かし硯爽には佃戸は無力であるので，不払いの税額ほ  

「期窮」を恕き利付の負債に切り換えられる。簡通凝で  

は地主と佃戸の感情の併合がよいので，トラブルは少な  

い。荒災には免額が行われ，延租も寛大で3～4年は  

まってくれる。なお産山では大地主または構外地主が中  

心となって「粗械碑J庇」をつくっている。これは租朝の  

徴収受講組織であって，物納の穀物販売や催促または減  

免・延租の処理なども所饗している。収税が収税者（制  

桟）と佃戸の問で行われ，「税収之舞弊」が発生する。  

これは収税者が俸給一年200元一以外に様々なごまかし  

を行い利樽をはかることで，収入の横領や佃戸の変更を  

手段とした中間搾取が行われる。  

⑥ 地主には屠郷地主と屠外地主とがある。毘山では屠  

郷地主が3d％，屠外地主が66％である。簡通では屠郷地  

主が84乳 屠外地主が16％である。屠外地主ほ懐郷地主  

の舷樹，官吏商人など外来者の地主化，都市有産者の土  

地への投資など様々であるが，近年の傾向として土匪が  

在郷の富裕者を狙うことが増大して城苗に屠移すとか，  

田舎の賛寮な生活を嫌い都市の嚢移を求めて屠を移すと  

かがある。屠郷地主ほ大部分宵戯でもあるが，このほか  

教眉村長小磯店などであり，屠外地主は経簡が多い。商  

通県で，比較的低額の金納利が支配的で，収覿も比較朗  

温憫であるのほ，屠郷地主が支配的であることと‡乳棒が  

ある。毘山県ではその反対で税桟による舞群が多いのは  

居外地主が支配的であるからである。毘山では屠郷地嘉  

は150畝・250畝・400畝が地主の′ト・中・大であり，屠  

外地主は200畝・400畝・SOO畝が地主の／ト■中・大であ  

る。南通では，屠郷地主は250畝・2000畝・15000畝が地  

主の小・q】・大であり，屠外地主は200畝・400畝・3000  

畝が地主の小・中・大である。山敗に地主の規模は屠郷  

地主より屠外地嘉の方が大であり，商通は例外的である。  

商通の関税率憫は屠郷大地主の存在と深く閑適している。  

－Ⅵ一般に屠郷地主の中大規模な者は‡当家の耕種はすべて年  

雇にまかせている。  

⑦ 佃戸は古くから森住の農民が大部分で屠住の歴史ほ  

古く，本郷屠民の1員であり，近年はいってきた客民は  



常山〃り木綿  輩  森川 茂率・浦城  92  

は土地生産力が低く封建農奴制約分穣法で佃戸にいかな  

るち芭展も絆さない，という怒味で商い。高利貸しの圧迫  

は江北では江商に比して利率が2倍以上である。もとも  

とこの他カは親友の聞では利息はとらず，利息のことを  

いうのは恥とされてきた。ところが今では数か月の聞に  

本銭の2～3相といった利息がとられ，月利3～4分は  

低い方である。このため富戸は棄退的附灘の土地を吸収  

することが極めて容易である。幣制の寮乱ほ銅文の欄倦  

低下として，度鹿衡の寮乱は例えば小変1斗の斤数が40  

斤から105斤の帽があるほどである。以上の作用が農民  

に施肥戯鼻水利の改善の余裕を剣客し，江繊に比して著  

しく落有iさせてしまった。  

① 水利の廃弛は棟木的である。治水と利水の公共施設  

の粟櫛補修は数千年来の仁一コ央地方の政府の敢鹿婁機能で  

あった。水利経済の早期発展】瀾潮の堤防や薫∬の河  

猥網など…世界に例のない腿挙施設であった。こうし  

た施設に守られて准河下流域は唐宋時代には肥沃の地で  

あった。20支流の河川は江北を蓄蔵ぎ粍していることがその  

根拠であった。ところが黄河の河遣変更は池押下詞己をふ  

さいでしまい准河水系の水のいきどころがなくなった。  

巡棉されてきた砂泥が河床を浅くし，通水を妨げ，氾濫  

を起こりやすくする。このため各県は霧摩魔凝滞機摘摘  

鰭閉などの土木工串を行い，冬期の時候には腿民は皆こ  

の仕単に従事していた。「総治河」が工事を所轄し「河  

員」がこれに尊従していたのである。それがおろそかに  

なった。近年紬隼派内戦が頻発してほとんど放綴されて  

いる。このため河床は年々浅くなり脚防 

る。澱漑の機能は低下し，閥がないと麗ちに翠災がおこ  

り，・皿■鹿家研があると水が田地に流れ込み水沢となる。  

早災水災とも激烈を睦めるが，特に水災は牧田も滞水し，  

水が引いたあと土砂が幾寸も桃梯しており，立毛が全滅  

するのほ勿鎗復旧がはかどらない。  

⑤ 江北の各県の中で盗匪のない県はない。江北にほ民  

間に槍城20方丁が均るとされているが，そのうち3分の  

1ほ匪賊がもつものである。機関銃迫撃砲をそなえた潜  

も稀でない。‡矧肱が来裂すると一肌一山山村すべて劫奪され1更  

に人質がとられ身代金が蜜求される。匪賊の起源は農業  

の嚢遺脱民の破産にある。とくに災審と関係が深い。水  

災翠災が続くと，そのあと乱がおこる。1固の大乱は  

往々にして千人万人をもって城苗を攻めることになり，  

ときには数年間戦闘が続くことがある。この内乱が江北   

力を柵えている。武器は旧式の刀銃弓矢が主である。賽  

主はあたかも封建練主であり，盗匪に対しては武力で対  

抗し，佃戸に対する対応は法律に基づかない。政府の法  

則はここでは通用せず繊紺の自由になっている。  

② 上記のような旧時代に反転したような状態はどうし  

ておこったのだろうか。北江妹は運河交通により中枇以  

来商苑暦本が発途したところであったHjこ，瀧海蝕遣や排  

浦鉄適が交差して運輸的条件が早く躯輔され美のに，そ  

れが農菟やコニ楽の発展には寄与しなかった。新興の工某  

をここに導入しようとする紙みは清栄から様々に脚紡  

績機鈍器の導入や搾油廠鱗粉紙などの設置など…行わ  

れたが，それらはほとんどものにならず治安不安なども  

関係して機械をサピさせるだけであった。このようにし  

て飽く紫綬済にとどまったが，その腿教練済l≡i体が嚢返し  

た。その矧二日として（i）土地の集中，（揖駆凝の隠乳  

（iii）関税の増商，（iv）幣制と度数衡の嚢乱，（vト水利的  

廃弛，（vi）匪恩があげられる。  

③ 土地の集中は，【何重は叫、超の園であり，数十畝から  

数百畝までの小闇義と数畝から数十畝の筐】桝農と半橙耕  

段を根幹とする，という鱗造を破壊しつつある。狂瀾と  

江北は河1本を隔てるのみであるのに，その歴史的経緯  

の差は大きい。江湖でほ地域に簡米経済化の色彩が大で  

あるのに対して，江北でほ封建的彗望式の持続が大である。  

半封建的な土壌の中で土地炎中が江南の10倦も進んで，  

大地主が封建領主の…前記泰圭一のような様相を里す  

るに至っている。江南の軍閥′針阻は土地支配でえた繁金  

で紗廠交鱗旅館を聞くが，江北の軍閥官僚は土地没収な  

どに払L、する。徐州郷下の1柑の土地配分は4啄が1戸，  

2煩が2戸，1～2頃が10戸，0．5～1．0が40戸，0．5頃  

東湖130戸であり，土地を持たない者…熟柿・売麺・飛  

脚など…10余戸であった。こうした土地磯凍は耕作者  

に厳緋方法を進歩させず，大地主の大数の利益は奪移的  

生活に消費されてしまい千年1日如き原始農法が続けら  

れることになっている。宿終に極楽庵という寺院があっ  

たが，これが代衆的な封建閏主になっている。約2000頃  

の土地をもち，その勢力は県政府の10倍であり，院内に  

は数十人の武装兵力を持っでいる。状税の漏蕊は江北の  

地が麗澤であるにかかわらず付加税がいたずらに多いほ  

か，賦課法が索乱し不公平である。例えば極楽俺は250  

頃の税しか納めていない。紫河童造が耕地となっている  

のに，その大部分は無職である。m租の商皮も，江北で  
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家典5．400万元，生産家畜：i，000方元，飼料1，000万元，  

総額20千万禿である。このほか堤防遺閲などの路次と秋  

冬作物の栽培不良による損失が加算されなければならな  

い。森高または見込み産出緻に対する損失額の比率は，  

冠水作物4．7％，家屋23．7％，役畜7．1乳 恩典6．2％，  

備蓄穀物4．1％，衣頗3．6乳燃料3．0乳 家具2．8乳生  

産家畜1．6％であった。被災厳家1戸平均の損失ほ457元  

であり，普通の腿家の年収が300禿であることを考え合  

わせるとこの被寒が如何に大であったかがわかる。被災  

後災民の食楳は3分の1となり，飢蛾に陥っている。こ  

うした災民の放熱こは食欄51，000元・家慶階級粗略000  

万元・役畜13，000千頭・燃料8，300方元・脳炎6，700万  

元・衣魔5，700万元・裸子5，200方元・家j冬5，100万元・  

家禽劉，100万元，総額15千万元を必姿とする25〉。   

南京金紋大学 r中準民国二十年水災区域の経済調査」  

忽紋学報 Vo12 第1期 民国21年5月  

棚江南療錫願の農業経済  

① 波枕は無錫仰の捌ヒ部の小錦である。ここでは明未  

以来300年悶巨つの大旗があり，付近および武進酢こ数  

万畝の土地をもち，〟族の貧困者扶助・冠婚凄撃祭教授  

助・学紫綬肋の幾荘1350畝をも持っていた。山族の地主  

は68戸，大は500畝以上から小は10～50畝まである。同  

地の16歳以上の人口は3，600人，うち420人が農民であ  

る。耕地3，000畝，うち稲闘が4分の3，桑‡猫が4分の  

し 前紀の農民1人あたりにすると稲田5畝・桑園1，8  

畝である。盛年時稲田は毎畝米2石・発6斗を渡し，そ  

の額25元であり，添冒ヨは毎畝揖斐20臥 その額30禿であ  

る。地下は1畝80～160元…桑園は120～220元一である。  

ただしこの両年の繭価数乳桑田を稲田に変える者が多  

い。小作地が大部分であるが，租額は稲田で米8斗・安  

2斗，桑園では絨租が多く8～10元である。／j、作にあ  

たっては押租が行われ10…30元を納める－脚下といわ  

れる－。  

押税がないと租米2斗が加えられる。地主はl乳酪極を鶴  

戯は閏面椎山永小作権…をもつ。土地を肥した場合ほ  

肥銭を毎朝のとき言汚求できる。こうした権利が行使され  

た実績はない。地主が帰農を傭って訂作する場合の榎工  

の貸金は3角と3食付で，慮鱗期は5角となる。地主と  

佃隈は法灘上錬儲はないが，経済上と政治上の支配力は  

地主がもち，全銀の地方行政・民箪裁髭暮闘l坊など実機   

でほとくに激烈で，農民の生薬を破壊し錐民をつくり，  

落伍の兵士と雉民の1分が匪賊をつくる。更に内戦が頻  

発するようになると，軍が失業舷民を吸収して烏合の軍  

隊となり，戦争が終わると大半は離職するが1部ほ軍隊  

的生活をもつ匪賊となる。甚だしい場合は1村100戸の  

中に兵士矧険者が34人 現在兵士として出ている者が23  

人もいた。別な視点からみると中国のような農薬閣では  

経済と治安の上から備荒貯蓄がなされてきた。各県では  

根叡制度をもち∴紛糾こ貯蔵し荒年に放出する。明洒の  

時代にもこの備荒救民の施設は維持されてきた。しかる  

に近年政肘はこの機能を失い悌荒貯蓄せ止めてしまった。  

政府は救済を行わない反面，逆に貰‡ま黎など税の増徴を  

行った。これが粧賊をつくる原因となっている。いずれ  

にせよ様々な掠詔灘滑・lの存和ま江北の愚民をlヨ改心配さ  

せる。かくして農民は銃を捌こして耕作に払掛ける。そ  

うしなければ士匪が排牛を奪い取っていくからである。  

あるいは曜獲期には耕作に出る時…団の壮丁を屠住区に  

残している。そうしないと収穫した変などを上陸が奪い  

去るからである。こうした惰嚢は江妹だけでなく安観で  

も開くところであり，南京に近い六合県でも開かれる。  

土匪に対して「刀会」が設俊せられる。刀会は退寮摘り＼  

と田立等の子弟およびその佃戸，それに流民や場合に  

よっては匪賊の仲間も加わっている。これがに述べた保  

衛闇】員である24）。   

呉寿彩「逗留綴柑時代的徐淘各属」東方雑誌 VoI  

27 No6，7 民国柑奪  

民国訓年のl中国で水災を受けた地区は全髄！の十分の3  

に及ぶ。その災禍はみな軽くない。しかし遭災の時聞ほ  

樹是約であるのがほとんどである。しかし江准両流域の  

水災は氾濫による投水時間が数か月にもおよぶ地区があ  

る。水災審の広矧剰こおよぷことも際立っている。「中  

部の水災」として知られている。   

被災の飽村人Ⅰコは仙一大圃の脳村人口に匹敵する。水浸  

の房屋4剤，冬になってから遊民の流離する老も4測で  

あり，洪水の水勢政商時には深さ9フィートにも達し，  

年来に調べられた扱客は家l削3％，家畜63％，燃料およ  

び備蓄の穀物と作物災害110％，ぷ蓮見61％であった。被  

災131順の損害金密蔓は次のとおりである。作物91，100万  

元，房屋45，800万元，役畜13，700万丸 農兇12，000万私  

備蓄穀物7．900万丸 衣類6．900ガ充，燃料5，800万丸  
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を掌擬している。  

② 鉄道がつく前の醸社は自給‡当足で旧慣を守っていた。  

消費される山切の財貨は地方産であった。鉄道とともに  

それが破壊された。都市工米製品の流入が家内工業を破  

滅さた。戯認に工米製品・電力などが入ってき，また都  

市の磯利貸し資本が入ってきた。鹿家の家庭家内工紫は  

織布をもって解1とし，次いで野蚕・製糸がある。とも  

に膿家婦女によって担当されている。楯花や桑繭の購入，  

綿布や生糸の販売の相手は少数の独‡お商人であり，その  

工貸は原料と製品の常給関係に即してよいように操作さ  

れている。そこでエ饗は民圃14鵬15年には1元5角で  

あったのが，2角ほどまでに激落した。これにより300  

余あった織梨一つまり2戸に1戸はあった－は30架に  

減少している。紡糸・織布は民国5～6年に勃興し，7  

～8年に倣盛となり，13～14年に棄遺したのである。繭  

は3～4年前までは盛年で櫨社全体で500～600捜あり，  

繭価は毎担70元であったから，1戸50～100元の収入に  

なっていた。それが今年では独界市域の影響下に25～30  

元になっている。今年の春繭は50担で1400元の売上が  

あったが，桑田700畝の肥料代4000克という赤字線常と  

なった。  

③ 溝渠からのかんがい用水の汲み上げと粗摺は人力で  

行われていた。民国6年に地主が動力水車1架を購入し  

て機械化の先駆となった。現在3梨えある。1師ま地主  

の単独構ん1架は地主と富農数人の共同購入，ま架購  

腿民の合弁購入である。この離水機を非所有の山般農家  

がもちいる将は撒水教を1畝1元6角支劇う。また楓摺  

は1石につき1．6角を支払う。去年の瘍合だと町に澄か  

れたこれらの機械は初夏と仲冬に郷村を巡回し，機器生  

産の勝利を誇った。現在では張水機の位相は80％・機摺  

機の使用は川0％である。ただし，緋闘・播種・柏付・  

収桟・脱穀などの作業は人力で行われ 小農制度のなか  

では機械化の可能性はない。  

① 内職的家内工薬の破産と及第の機械化は農相に過剰  

労働をもたちした。主要副業の蚕桑も袈落し，また連年  

災荒が鋭いたので，遊民は郷土の故弓撃を愚守しておれな  

くなり，都市に向いて産米工人・商舗店戯などになろう  

としたが，都市経書斉も袈落しており，慮民は適期失莱に  

耐えられず渾び郵相に返ってきている。出稼ぎ先は上  

海・新川が多く，紡紗練糸二Ⅰ二・穐城エがもっとも多く，  

ついで麺飯店の店工が多かった。  

⑤ こうした状況下に都市金融資本のみが驚輿的に発展  

した。民剛9年冬麗民銀行は租神米借款を実施し，白米  

1石を抵当に7元を月利1分一保健料・手数料を加え  

ると1．6分－で貸付け，次年の6月をもって期限とした。  

麓民と中小地主がこれを利用し，1．8万元の貸付がなさ  

れたが，神米は年息に変わり不足分ほ惜入金として恕き  

換えられた。去年の水災は大荒で金銭の稲田は全部水没  

し，収穫皆無のものが10人中8～9人いたのであるが，  

この時遊民銀行の押＊放出は2万元であった。このほか  

土地担保貸付と鋲戊保証の肥料貸付がなされている。こ  

れらの銀行の貸付ほ内容的に偽薬技禰の改進に資するも  

のはない。そうした投資は長期憫利でなければならない  

が，目下の農村ほ不随で長期貸付の成立する状況でなく，  

盛期商利の貸付のみが進展している。段民のみならず地  

主も没落して土地を差し押さえられている。  

⑥ 農民貧困の結果，別働服術は粗放に向かっている。  

波乱の農民ほ豚を飼い，その糞尿と泥土・灰を併せて肥  

料をつくっていた。このように豚は蕊粟家畜であり，毎  

月子豚市場が6漸聞かれ年間400貸ぼ宮森の取引があった。  

大水災のあった去年（民l封20年）1年間の子豚の取引は  

3う｝の2に減少した。盤豚の減少は肥料欠乏の危機を招  

いている。寧は金銀で10余等しかいなかったのが，今や  

完全になくなっている。排掛ま全部人力で行われ，充分  

に行われていない。さらに繊社は低湿地が多く．水災を  

受けやすい地であるが，去年の大災は水利施設の補修不  

充分であったため被災規模を大にした。其の後1か年災  

客復旧断層は爽施されておらず薄皮の災審の危機にさら  

されている。  

⑦ 藤社の地主は新酒時代に全盛であった。4万畝の田  

荘があり，2～3石の租人があったという。一をの後徐々  

に袈過していったが民国初年はなお2，000畝以上の地主  

が2人いた。ところが16年後免故に袈落し，散大の地主  

で900畝でしかも負債を抱込んでいる。このようにした  

敢大の要図は都市からの商晶流入である。鉄道閑適以私  

以前珍奇とした物が今や日常の必常品となり，戯村の富  

を都市に流出させた。さらに鹿柑の家内ニ‡こ莱や遊民副茶  

を崩壊させ，都市に出たが成功せず戻ったうえ寄生帽級  

を飽かせた。遊民の激増とアヘンの吸引と賭博の風を拡  

げた。全額に憐憫をもって職業としている者が20余人お  

り，奪年地主が1か月の山家係累の支出を1晩で賭けた  

り，秘年商熟練の塞蚕収入の半分を山鹿になくして教子   
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徽の…都からなり，華細水稲池澤の中l川柳那を構成して  

いる。「起伏する丘および山脈の多い地帯であるが，洞  

庭・ボーヤン酬寸近の平原，小南川平野，山間の低地，  

渥岸付題の小河川三角州をふくんでいる。」中国の茶が  

この塵区の山肌を利用して生産されてきた。東北部は揚  

子水稲小麦区に接して洪水平原の向背する奥地である。  

南部ほ亜灘瀾戦機‡夏である水稲両種区に接する。西部は  

華翻の奥地の中の奥地である西霧水稲区に接する。気温  

と降閣に怨まれているが，lくl八まや丘に樹木の蓄楷が乏しく，  

山肌の衣土の水蝕が放しく岩石が露顕したり，短い箪で  

覆われているにすぎない土地も少なからずある。常緑落  

紫の症こ粟軌 松・杉などの針嚢軌 竹など樹種は多いが  

段丘付けなく，焼畑など荒らしつくりをおこなったり，  

材木の伐採後槻林をしなかったりして痩せた1招こなって  

いる。このことば戯地と探く関わり，山間の低地や丘の  

低い斜面に段丘付けられた水lヨが充満しており，商いと  

ころは畑が山腹にはい上がっている。水田の水利は泉・  

渓流りJ、河川・降桶あるいiま溜池や駒場からの取水に  

よっており，土壌は流亡性沖租土で馴こ洗浄されていて，  

肥料による肥効成分の補充が必嬰である。   

総関根約5800万ヘクタールの土地に約i550万戸が受任  

しているが，うち農家戸数ほ約1060万戸，経営耕地面積  

は約1040ヘクタールである。耕地以外の鹿用地として箪  

地・瀧木樹木地・森林が約450ヘクタールあ㌫。荒蕪地  

は約320ヘクタール，栄耕地に占める可耕地の比率は  

18％である。湖沼の関係で内水面も大きい。荒地が多く，  

末耕地が多いというこの戯区の特性が前記の山や丘の利  

用のなされ方と閑適している点に注窓されたい。山や丘  

に慮楽的利用と天然のマージナルランドが広範な拡がり  

をもって存在し，他方平暦や山裾の土地は水利鷹漑の施  

設と水田化によって安定した農薬生産力基盤が梯築され  

ている。   

射乍鑓26％，自小作農25％，小作舷49％で他の水桶地  

帯と神様に地主側魔の成熟がみられる。作物では水稲の  

優越性が拐手水稲小変区より大であって，排他の70％に  

及んでいる。冬作物は小変が比較的少なく，他に大変・  

なたね・空豆・淡豆も盛酎乍物であるが，れんげの作付  

が中国金成区のやで敢も多い。水稲以外の春・夏作物は  

少なく，畑でとうもろこし・大豆・棉・麻▼甘澤肇が栽  

培されている。茶ほ1！】慄坤個の名産とされてきたが，作  

付比率では大でない。このほかさとうきび・ごま・花生   

を号泣させたりする。アヘンの流行ほ食掛こ有煉館10余  

家をもたらし，中海者130余人をもたらし，年閥2万元  

が使われている。…族200戸のうち10畝以上の地主腿民  

は4分の1であり，その余の半数ほ多少の園地をもつが  

ほとんど坐食して枚挙をしない幸衛生者である。彼らは  

災荒・冠婚非祭・病気に麗爾するごとに負債を大にして  

いる。こうした没落者の多発によって農紫綬骨が破綻し  

た。地主の没落は食や衣にも影響している。以前祀社で  

は毎馴嫁4～5鱗がつぶされていたのに今日ではl頭で  

ある。1斤の肉価は2．8角から1．8角に下落した。鶏肉は  

3．0角から2．5角に，卵は1爛銅元8枚から5故に下落し  

た。魚などはもっと価格下洛が著しい。衣は10人余の縫  

工がおり，月に400～500二Lの壮挙があったのが100～200  

工になった。  

⑧ 鹿家の場合，農地経常が零細で，佃過と半白排脱が  

大多数であり，稲田の収稚は納租と【当家用があるだけで  

ある。粗食以外の一切の支Ⅲは基層収入で支払っていく  

ほかない。災荒や婚非や病気になると資金につまり負磯  

を濃ねる。まず衣服を欝にいれて月2分のを借りる。つ  

いで所有の閏地を担保に依りる。次いで見込みの農産品  

針担保に欄りる。1元借りるのに桑楽2担が担保に入れ  

られ，返済のとき3元相当の桑磯が引き渡される。去年  

の大水災ほ農民生活を絶望的とした。ここに至ると腿村  

内の社会関係が対立的となる。   

古い時代地主は貧農の條液に当たってきた。民国初年  

頓もなお温憫関係が残っており，災捌こは倉を開いたの  

である。ところが地塞が嚢落してくると遊民との関係は  

疎となり，16年以降になると，地主ほ遊戯からの収奪を  

激しくし，慮民闇これに反抗し，大水災以降ほ収拾がで  

きなくなった。遊民のjfIゑ線的完ミ放制度が政治運動に転化  

の様相をしめしている。辛亥革命のとき少数の過激知識  

分子が起こした反土嚢遊動に戯民は参加しなかった。15  

－16年の阻民革命軍北伐のときは各地の紛争が伝わって  

き，機社の地主階級の如純分子は回民党貝となり，その  

次の土嚢打倒遊動には戯民100余人が参加した26）。   

余森「江南脳相楽遇的血勝家引」新創造 Vo12  

第1・2期合判 民事覇2i年7月  

Ⅰミ．水 稲 茶 区   

1．水稲茶区の概況   

湘江の大部分，福建の－1取分，江磯・湖南の全部，安  
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などの油乳 竹・タバコ・油桐・蓮塞・基準などの地方  

的生産物がある。家畜は役畜として水牛と費隼が飼われ  

ているが，輩牛の方が多い。生産家畜では豚と鶏が飼わ  

れているが数的には少ない。肥料は人衆尿が最も蕊薯で，  

堆矧軋 繰月監 木灰，大豆・なたね・桐の油粕も用いら  

れ，石灰の施用があり，れんげ・大変の緑肥としての利  

用などが行われているが，蒐約に特に多肥でない。軒一  

作物の単位商機虜止り収穫厳はむしろ低い。災害は台風  

のほか水害が主体であるが，翠魅・虫害も多く，揚予水  

稲小変‡克と同様でほあるが，程度は激しくなく，逃荒者  

は少ない。匪賊の災は地方によってかなりあり，人口減  

少の原長引こあげられている。また，特記すペきは1927～  

34年噴の中国共産党の存在である。農薬林米機合の土地  

利用として，林地を焼き払い，そのあとに用材樹・油  

桐・とうもろこしを混増し，とうもろこしを2～3年，  

のち油桐の実を採取，しかる後に用材樹の森林に向けて  

いくといった糸㌢好もある。栄養は4分の3が軋 他にと  

うもろこし・さつまいもが蕊要である。家屋は瓦と煉瓦  

が用いられた本選のものなどで造られていて，比較的よ  

いとされている。  

2．農薬経営・燵家経済の桃成   

バック等の16．786ぷ退場調査では，水稲茶区からは次の  

地区が邪恋されている。   

安徽省…休寧（シーニン），だf洒省鵬浮梁（ホー  

リャン）・高安（カオアン）・商呂（ナンチャン）・徳安  

（チェイアン）・部員（ツーチャン），湖翻省仙骨軍  

（チャンニン）1常確（チャンテー）・林願（チェンへ  

ン）・衡防（へンヤント鮎潮（リンシャン）・新化（シ  

ンホワ）・武】殉（ウーカン）・益暢（イーヤン），細江省  

叫率化（フェンホワ）・臨渥（リンハイ）・光水（リー  

スイト浮安（スンアント献実（タンキート桐慮（ツ  

ンルー）・東陽（ツンヤン）・永靂（ユンキイア），稲建  

省叫ミン候（ミンホー）・南平（ナンピン）。   

上記の地区別・帽僧灘の集計平均値を用いて，節1報  

と同じ方法で戯莱経常の構造分析を行う（′rabIeト5）。  

Tableト5 王ndexforAna癖is（5）  

L水麦茶区］  僻劇  

Sl且NDARD  MINIMUM  MAXIMUM  
変数  MEAN          OEV．   VALUE  VALUE   

Ⅹ1  29．13   22，49   3．36   130▲72   

X2  1．78   0．91   0．40   6．10   

X3  1．06   0．82   0．00   5．19   

X4  179．26   

Ⅹ5  1．92   

51．22   

1．51   100．00  269．00        0，12  7．25   
Ⅹ6  9．71   6．09   1．29   32．65   

X7  1、11   0．91   0．12   4．62   

Ⅹ8  6．35   3，73   1．91   26．25   

Ⅹ9  1．33   払鋸   0．37   5，00   

XlO  1．21   1．16   0－00   臥12   

Xll  10．73   5．63   3．96   4ユ，55   

Ⅹ12  28．57   10．15   12．94   61．60   

Ⅹ13  15．26   7．01   3．73   dO．95   

Ⅹ14  2．25   1．25   0．56   7．60   

Ⅹ15  0－60   0．4l   0．00   2．73   

X16  54．48   26．54   4．30   100．00   

Ⅹ17  17，37   9．58   8．44   52，35   

Ⅹ18  12．58   13．31   0．00   75．00   

Ⅹ19  5．90   2．10   2．50   ま3．70   

X20  d．55   2．59   0．91   16．34  

Xl：農場産出蕊（100kg：キンタル）  

Ⅹ2：労働投入濃（人）  

X3：役畜投入螢（家畜単位）  

X4：土地利用度（％）  

X5：作付面積（ha）  

Ⅹ6：肥料投入盈（t）  

Ⅹ7：排他面積（ha）  

X8：作付面機あたりの肥料投入厳  

Ⅹ9：作付而租あたりの労働投入蕊  

XlO：耕地面蘭あたりの役畜投入螢  

Ⅹ11：耕地両横あたりの肥料投入巌  

Ⅹほ：土地生産性（100kg／ha）  

X13：労働生兼性（100kg／人）  

X14：耕地面積あたりの労働投入蕊  

X15：役畜・労働比率（家畜単位／人）  

X16：馴乍地比率（％）  

Ⅹ17：作付而機あたりの土地色感憫  

Ⅹ18：農外所得依存率（％）  

Ⅹ柑：農家聴解員数（人）  

X20：農家紗辟員あたりの産出鼠（100kg／人）  
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川相磯の平均と偏差からみた農薬繚骨の構成   

膿家世帯員数は…年雇を含め－5．9±2．1人，磁場規  

模は1．1±0．9ヘクタール，労働力規模はL7±0．9人  

（ME）である。揚子水稲′ト変区に比して小造りである。  

j・き誓本のとり方に問題があるのではなく，lj一り也谷地盆地の  

多い地勢のもとで拓かjtたril固水閑地澤の戌紫綬骨とし  

てむしろふさわしい。役畜はl．0士0．8弧 労働力の役畜  

裟鰍変は60士41％である。役畜は水牛よりむ費隼が多い。  

他に生産家畜として豚1放と家禽5羽根庶が飼われてい  

る。ダブルクロッピングの皮ほ179．2士51－2％で商い。  

中国金成区の中で－水稲両種区とともに－もっとも商  

い。総′許蹟地の70％が水田で，そこでは1作は水稲が通  

年つくられている。早稲と晩稲の2毛作が行われること  

もあるが例外的であって，ほとんどが冬作物になたね・  

大変りj、変・碗豆・空豆などをつくったあと，夏作物と  

して水稲をつくるか，水稲を容作物として…前年は休  

閑にするかまたはれんげとする一つくり，後作に小  

米・ごま・さといも・豆類・とうもろこしなどをつくる，  

といったクロッピングシステムが組まれている。畑は水  

闇化できなかった趨地で山肌に多いが，冬作に大変・小  

麦・なたねなどをつくり，夏作に甘薪・大豆一種・とう  

もろこしをつくるという土地利用が多い。永年作物とし  

ては茶が一中国の伝統的特産物として血著名であるが，  

バックの調査地区では湖南省に奴培地区が4地区あるの  

みで，しかも級培面積ほ多い地区（常碓・臨滑け で捷地  

の15％までである。茶の産地は邪恋対象となっていない  

山肌」闇の山間部にあるとみられるが，それにしてもどこま  

で濃紫作物であったのかが疑問である。   

作付1ヘクタールあたり労働茂人鼠は1．3士0．8人  

（ME）であり，肥料投入畿は6．3±3．7トンである。1ヘ  

クタールの炎約度は水稲地酵としては低い。遇場面瀾  

（耕地）1ヘクタールあたり労働投入巌は2．2士1．2人  

（ME）であり，肥料投入盈は10．7±5．6トンである。経  

営成果として戯場産出駿は2．9士2．2トン，戯場lヘク  

タールあたりの土地鍍魔性は2．8士1．0トン，労働力1人  

（ME）あたりの労働生産性は1．5士0．7トン，世帯員あた  

り産出盈は0．45±0．25トンである。労働生産性ほ水稲地  

滞の中では平均的であるが，土地生産性が低い。ダブル  

クロッピングの度が商いにもかかわらず土地生尉当が低  

いところにこのぷ込区の腿米韓骨・農家経済の特性がある。  

土地生産性の低さが腺場面秩磯腰の小ささと結合して膿  

場産出鼠を低くしている。労働生産性が平均的であるの  

ほマンイタイバレントで測られた労働力規模が小でl作  

1ヘクタールあたり労働投入戯が′トだから，これが土地  

生産性の通路しており，また世帯員鋭鍬ま特に小でない  

ため世帯員あたり産山蕊の低さに連絡しでいる。接骨農  

地のl∃作地比率は54．4士26．5％であって，水稲池澤とし  

ては平均的で小作比率が商い。これに対して慮家経済の  

選外所稗依存率ほ12．5士13．3％で中国の遇腐としては多  

少低い。   

この遇区で大小極端な2過りの戯家をとりだせば次の  

とおりである。（i）13人州年儒を含む…の世帯員をも  

つ農家が4．5ヘクタールの駿場を経常している。投射ま  

水牛・黄牛5頭で労働の役畜装僻り壁は80％である。ダブ  

ルクロッピングの度ほ161％で，1作の労働集約度ほ0．8  

人（ME），肥料脆約肱は4．5トンである。投機窺此鼠13  

トン，土地生産性は2．8トン，世帯員あたり産出戯1．0ト  

ンである。平均に比せば，土地生産性では平均軋 労働  

生敵性では1．5ヰ乳 性滞貝あたり造出教では2倍である。  

しかしこの程度の規模と能率では大鹿とか大繚常とかい  

うことはできない。（ii）2〝3人の掛肝員をもつ戯家が  

0．5人（ME）の労働力で0．2～0▲3ヘクタールの農地を経  

常している。役畜をもたず緋起作紫などは畜工と人工の  

交換によっている。農場産出盈は嘉穀換算500キログラ  

ム程度で，しかもその中から相当部分を小作料に仕向け  

られなければならないので，自家戯莱は自家食線の基礎  

的な部分を提供できるにすぎない。聯戯として他家鼻梁  

に桶われるか，他の貸金稼ぎで鋸舌をたてている。  

（2）農薬緑営の指糟瀾にみられる相聞瀾係  

① 麒蟻規模・作付規模・労働力規模・1鋸隊員規模の相  

互間，および彪磯産山螢・労働生産性・世帯員あたり産  

出澄の相互瀾に0．7～0．9のみるペき相聞がある。この点  

は中国農薬にみられるのと同じ閲孫である。彪亀蟻轟揖螢  

に対しては農場規模が0．9，作付規模が0．8，労働力規模  

が0．8，世帯員規模が0，6の相関をもつ。労働生敵性に対  

してほ農場規模が0．7，作付規模が0．7の相関をもつが，  

労働力規模や紗欝戯規模ほ0．4の相関をもつにすぎない。  

世帯員あたり産出恩に対しては農場規模と作付規模が  

0．7～0．8の相関をもち，労働力規模ほ0．6，】l！と菅貝規模  

は0．4の相関をもつ（Tabie2－5）。  

② ダブルクロッピングの度は作付何機あたりの労働基   
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授・労働尭約度・肥料集約度をセットとした対応の寄与  

弾力性は1．1よい0．爛・0．02であり，作付税務・作付労働  

躯約皮・作付肥料集約度をセットとした対応の寄雪一抑力  

性は1．15・0．54・0．14である。これらの測窟倦は農場規  

模や作付規模の寄与痛が大であることを示しているが，  

水稲地帯としてはむしろ通常の水準である。耐穐規模の  

寄与帽が1．0より大であることの含窓は，集約度を不変  

としての両横規模の拡大がその拡大以上に産出蕊を増加  

させるということ，あるいは両横規模の拡大率に比例し  

た産出盈の増加を確保するには，労働躯約度の引き下げ  

をある程度並行させてもかまわない珊なぜならば労働  

の面積あたり投下蕊の切り下げは規模拡大による作業能  

率化によって代償されているから…ということである。  

基約化の方向にはダブルクロッピングの皮を商めること  

と，1作あたりの作付集約度をたかめる方向があるが，  

上記のダブルクロッピングを商めることの産出増加への  

質献は一水草削地帯の中でも…もっとも低く，1作あた  

りの鍛約化ほ労働投入の集約化の場合その効果にみるべ  

きものがあるが，肥料投入の集約化の場合効果にみるペ  

きものがない。肥料炎約皮の寄与帽が′トであることは水  

稲地帯の中でのこの脳区の特性である。  

③ 賂場規模・労働力規模をセットとした対応の霹与弾  

力性は0．64・0．49である。土地の寄与帽と労緻の寄与帽  

は揚子水稲′ト変区にみられたと同じバランスをもってい  

る。ただし揚子水稲小麦区の場合は両者の弾力性の和が  

1．0】1次増加…であったのに対し，この農【真の場合は  

1－1：うでインクリージング∴リターンの局面にあることを  

示している。規模の利益をはかるにも，土地の拡がりに  

恵まれず，小規模に閉じ込められている色彩が払い。農  

場親株・労働力規模一肥料投入蒐をセットとした対応の  

寄与弾力性は0．63・0．49・0．02である。肥料の寄与がゼ  

ロであることは②で示したところと鵬致している。何故  

このように肥料…この場合自給堆厩肥仙の璃：与が低い  

のかについてはよくわからない。  

⑧ ③の回帰式につき，労働力規模をl椚弓宇貝規模に澄き  

換えても式の構造に大差はない。  

（】ヨ）生産性に対する繰′き当一規模と経常災約皮の寄与関係  

①土地生産性に対して，土地利用度・労側髄約度・肥  

料躯約皮をセットとした対応の寄与弾力性は0．36・  

0．29・－0．03である。また土地利用度・作付労働集約  

度・作付肥料基約度・農場規模をセットとした対応の霹   

約度や肥料基約放と鵬0．3～－0．4のゆるい負の相聞をも  

つ一－さ貢が注目される。農場の耕地面蘭あたりの労働炎約皮  

や肥料先約度とは閲孫が乏しい。ほか規模指増や経常指  

標との閻にも関係が乏しい。  

③ 作付而穐あたり労働基約度と膿場蘭機あたり労働基  

約皮の軋 および作付而箱あたり肥料魔約度と農場面積  

あたり肥料集約度の聞にiま0．8…0．9の緊密な相関がある。  

それとともに労働基約度と肥料集約度の閲には0．6…0．7  

のみるべき相関がある。このほか，労働集約度は規模指  

櫻との‡馴ニー0．3～－0．5のゆるい負の相関をもつ。経常  

成果指標との間には，磁場産Jiポ逢に対しては－0．3…－  

0．4のゆるい負の相聞を，土地生産性に対しては0．′巨  

0．5の正の相関を，労働塵灘瀾と世帯員あたり歳出螢に  

対しては－0．3～－0．7のゆるい負の相関をもつ。  

④‡ヨ作地比率ほ規模指標暮炎約皮相橡・繚′勘戎莱相棒  

との閏にみるべ酎阻練をもたない。遇外所得依存率は規  

模指標との問に－0．3～－0．4の弱い負の柑弼を，農場産  

出嚢・労働坐産性・世帯員あたり歳出鼠の闊にほ－0．2  

～－0．4の弱い負の相関を，土地生産性との間には0．4～  

0．5のゆるい正の相関をもつ。  

（3）指標閏の回帰分析からみたぷ蓮華樺常の構成  

（A）農場産出蕊に対する経常規模と経常集約度の寄与関   

係  

① 膿鳩規模の寄与弾力性は0．88．作付規模の寄与弾力  

性は0．81，労働力規模の寄与弾力性は1．39，世帯員規模  

の寄与弾力性は1．91である。他の猥区と同じく，「成城  

醗書写賓豪は産出の1．3衆に，作付丙種は藤根の1，2釆に，労働  

力規模は産出の0．7東に，独準員規模は産出の0．5釆に比  

例する」，といった中国的な農薬経常・腿家蘭瀾の構成  

原則がこの農区にも認められる。（1）で検討したように，  

この農区では酬磯子水稲小変区に比せば…規模の大な  

農業軽骨といってもせいぜい3～4ヘクタールの飽場規  

模と4～5人（ME）の遊楽労働力程度の大きさである。  

しかし，この程魔の繚常を頂点として，他方の榛に自家  

農業では自家食楳の生産も部分的にしか行えない雰細農  

家を配置して，その問の緒階層の土地と労働力の柿成剤  

創昭係にほ上記のような構成原則が働いている（Table  

：選一5）。  

② 農場規模・土地利用度∵肥胴磯約度をセットとした  

対応の寄与弾力性は0．90・0．24・0．08である。農場規  
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与弾力性は0．51・乱射巨0．02・0．1dである。この回帰式  

の脱明カほ大ではないが，係数は安産している。肥料基  

約俊の寄与l掩＝ま叫彪蟻産山ま経と同根に闘士地生産性に  

対してもゼロである。労働炎約度の寄与中尉ま叫これも  

蔑物産揖義に対する場合と同様に一大である。成城規  

模の関与は土地生産性に対してもインクリージングに対  

応している。ダブルクロッピングの庇を商めることと1  

作の労働基約度を商めることと区分すると，いずれもが  

土地虫酸他に高く反応し，両者の寄与桶はほほ督しい。  

（勤 労働生産性に対して，土地利用度・労働集約度・肥  

料集約度をセットとした対応の霹与弾力性は－0．6：3・－  

0．70・0．00である。また土地利用度・労働強約度・肥料  

条約度・戯場規模をセットとした対応の寄与弾力性は－  

0．48・－0．51・0．02・0．14である。土地生産性に対する  

対応とは反対に－そして土地生産性に対するよりも強  

い程度において…土地利用度と労働炎約度は増加を引  

き下げる作用をもつ。水稲池澤の中にはダブルクロッピ  

ングの度と労働生産性の高さは正に対応する場合もある  

が，そうした場合は多毛作化が遊楽労働力の遊休を排し  

完全燃焼を導くことによって労働生産性の向上に連なる  

のである。この鷹区のように多毛作化がすでに商い場合  

は上記のような効果は少なく，反対に生産性の低い作物  

が多毛作化のためとり入れられている傾向が大なので，  

そうした生産性の低い作物を粧除すること…それは同  

時に労働条約度を引き下げることにもなる－が労働生  

産性を高める方向となっている。肥料集約度の寄与中尉ま  

ゼロである。成城規模の寄与は土地生産性に対するのと  

同様インクリージングに働いている。  

③ 世帯員あたり産出劉こ対して，土地生勘当ミ・労働生  

産性をセットとした対応の寄与弾力性は－0．15・1，02で  

ある。土地生産性・労働生産性・世帯員規模をセットと  

した対応の寄与弾力性ほ－0．16・0．93・0．2∠lである。  

3．脳業経常・農家繚済の構成ほ）   

箪2報でおこなった224カテゴリーヘの糠当非該当を  

手掛かりとした度数分析とパターン分析の結果を用いて，  

この農区における遊楽経常・農家経済の性格を吟味すれ  

ば次のようである。サンプルとしては休寧・浮染・商  

安・南一彗・徳安・部品・常徳・林豚・新化・益陽・寒  

化・臨海・塩水・浮安・泌渓・鋼廠・東陽・永凝・ミン  

倹・南平が用いられている（Table4－5）。  

（1）自然と環境・就葦と営農・農業経常と戌家経済  

①地働は殆どの地区がれ地・谷地・盆地に属する。急  

峻な山脈が蕊放としているなかの谷や盆地に偉する。た  

だ洞庭湖周辺と江1喝ポーヤン湖周辺にまとまった平野を  

持つ。1月の気温は40c以上，作物生育日数は周年，  

降閣は500～1500mmが10地区，1500mm以上が9地区  

である。降瀾の年次変倍は大でない。土壌pHはほとん  

ど7．4以下で砂繋・粘繋の水稲土・非石灰沖機土である。  

洞鹿湖は100年東湖樺がほしあがって湖面が狭めらjtて  

行く傾向を持ち，政憫がこの他を払い下げたので，境防  

をめぐらして新田開発が行われ．・一大穀倉地準が出現し  

ている。しかし…般には河谷・山裾をさ逢い上がる用に農  

地が拓かれ，腿家が髭焦している。総画鰭郷地比率は  

20％末梢4地区，20～40％9地臥 40％以上7地区であ  

り，拓けている程度は小とはいえ，また1平方kmあた  

りの農家密度は10戸未溝3地区，10～50戸が16地軋 50  

戸以上が1地暮夏であり，定住密度は小であるといえる。  

未開拓だから拓けていないのではなく，可耕地の利用と  

いう点ではむしろ行き過ぎた地区である。  

（診．上紀のもとで農家の世帯員規模ほ…年稀を含み－  

′トである。5．5人莱潤と以上で区分すると，5．5入来浦の  

地‡茎が13地区で5．5人以上の地区が7地区である。4．0人  

に透しない地区が4地区ある。労働力規模も小である。  

農場労働力（ME）1．8人未満の地区は17地区であ畑  

1．8人以上の地区は3地区にすぎない。戯場規模を1．1ヘ  

クタール東浦と以上に区分した場合1－1ヘクタール未満  

の地区が15地‡乳1．1ヘクタール以上の地区が5地区で  

ある。1．5ヘクタール以上の地区は1地区にすぎない。  

このように零細鹿家蜜基の農区であるが，そのなかで比  

較的大なのが休寧・寮化・浮梁・益槌・新化などであり，  

中位にあるのが浮安・湯渓・永霧・ミン江・常徳・林  

願・南損などであり，取りわけ′トなのが臨梅・桐慮・南  

平・緻安・那鼠などである。  

③ 家族労働力の構成は成人タき子60％以上と未胤 成人  

女子25％以上と東浦が目安になるが，成人男子60％以上  

で成人女子25％未満の地区が大部分であり，成人男子  

60％栄滴で成人女子25％以上の地区は東陽・浮梁・商  

安・都昌などだけである。児敦の家族労働力への参画は  

少なくなく，家族労働力のなかの15％を占めている地‡茎  

が過半である。家族労働力の仕向けは戯作莱70％以上と  

誰某30％未満の組と鷹狩某70％未満と米華30％以上の組   
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との比較では大部分の地区が前者に属し，後者に属する  

のは柄鹿・東陽・南平・南昌・霧安・都l当である。年雇  

をもつ農家15％以上の地区は20地区riご】8地区であるが，  

農場規模が小であるにしては多いとみるペきであろう。  

それよりも児数年稀をもつ勝家5％以上の地区は8地層  

で多い。農作業の担い手は成人男子が80％以上という状  

態は金地l真において成立する。成人女子の農作業への参  

漸は少ない。むしろ児箆の農作紫への参画は5％以上で  

ある地i夏が20地区申ま3地区であり多い。以上ほこの遊ぼ  

の就業構造上の特色である。以上をみると家族の成人男  

子は農薬にフルタイム就業をなしているようであるが，  

家族成人男子のパートタイム就基層多いほうである。弦  

楽が訓…によって担われているかについては成人タき子80％  

以上で女子15％未満・児盆5％東湖の地区と成人男子  

80％未満で女子15％以上の地‡貢が対立している。前者が  

率化・臨海・浮安・汝渓・刑威・額平・林腺・新化・益  

陽・浮染・徳安であり，後者に属するのが休寧・旋水・  

東陽・永麗・ミン候・常徳・商家・翻置き・都島などであ  

る。児敦の雅楽従軍も少なくない。米華先としては他家  

農作莱雇われ～すなわち雇戯－は15％以上いる地区が  

8地区，他産業雇われのいる地区がま0地区で発紫の主な  

内容となっている。他家戯作茶碗われの多いのは休寧・  

浮安・湯渓・駒虚・楽隊・南平・常徳・林膀などであり，  

他産業灘われの多いのは休寧・隠温・桐腰∵魂潤一永  

霧・南平・益陽・高安・南島・都昌などである。内職的  

家内工薬従灘堵のいる鹿家20％以上の地区は比絞的少な  

く商家・商昌・部品・常総など4地区である。白骨簡共  

著のいる戯家15％以上の地区も比絞的少なく浮安・新  

化・商安・爾慮などである。教員・兵士・官吏のいる鹿  

家5％以上の地区は比較約多く，率化・漸炎・永霧・ミ  

ン健一林腺・徳安・都I琶などがある。  

④自作地比率ほ50％以上の地区と未満の地区がそれぞ  

れ10地区づつである。とくに低いのは休寧で7．2％にす  

ぎず全部が′ト作地とみてよい。奉化・脱水・ミン候・南  

平・益陵t浮染も小作地の多い地区である。自作地が大  

なのは東陽で92．4％であり，全部が自作地とみてよい。  

臨海・浮安・激臭・桐鹿・林腺・新化・徳安なども自作  

地の多い地区である。農家を自緋遇・半白緋農・佃慮に  

‡茎介した機番増作農・自小作戯比率80％以上の地区が12  

地区，小作農・白小作農比率40％以上の地区が全地区  

（20地区）である。半白耕舷形態が多い。佃麓の総農家   

に－≒める比率50％以上の地区は休寧・浮梁などであり，  

鉦緋戯の総農家に占める比率50％以上の地区は新化・徳  

安などである。ただしバック等の調査が首排偶のほうへ  

10～20％程偏っている慮に留意する必繋がある。葦l鳩1形  

態は穀租が支配的であるが，体寧・奉化雷協演・桐慮・  

林僻などでは級租の割合が，南平・新化などでは分粗の  

割合が商い。  

⑤ 農家のほ場数ほ5末瀞の地区ほなく，14地区の農家  

の平均が5～14，腰塗家が平均してユ5以上のほ瘍をもつ地  

区が6地区ある。またほ機までの距離が平均1キロメー  

トル以上の地区が5地区ある。山間部で谷地瀾の多い肢  

区で，散在交錯的麓地保有が著しい。  

⑥ 水田中心の膿区で水稲が作物中の基幹的位股にある  

ため，かんがいは山般的に行われている。河川・滴池・  

構温から聾水工によりまたは汲み上げにより灘漑を行っ  

ている。多岡地彿であるが，港漑施設が原始的なため欠  

水のない地区は3分の1ほどで，数年に1度といった頻  

度で欠水のある地区が3分の2を占める。  

⑦ ダブルクロッピングの度は揚子水稲小変区よりもさ  

らに1段高いが他区間の差が著しい。南平・林螺・新  

化■益紛・淫楽などでほ150％に適しない。これちの地  

区は水稲単作の水田が多い。また茶など永年作物の多い  

地区でもある。高安・塩水・浮安・桐恩・楽隊・ミン  

依・徳安などは150－200％であって2年3作から2年4  

作の中間にある。休寧・寒化・臨海・貌渓・永凝・常  

徳・補償・郡呂などでは200％以上であって2年4作か  

ら2年6作までの商レベルである。2年4作以上のタ  

ロップローテーションほ，臨海の場合冬作に大麦，春作  

に水稲，水稲収穫後に大豆という樹艦で2～3年に1皮  

は冬作をレンゲにするか休閑にする。爾長の場合だと休  

閑一水稲－そば－ダイコンー水稲叫大豆榊体周一水稲仙  

芝麻－レンゲー水稲－そばといった回転がみられる。畑  

地では場渓の場合，小麦一大豆一芝麻一大寛一自覚…小  

米一小変－かんしょ－小変といった図絵があり，都呂の  

場合だと，冬作に小安か大安，その収穫後大豆が作られ  

その後小米がつくられるといった図転がある。栽培作物  

の申では水稲－1部に2挙作－が延作付両穐の半ばを  

占め，次いで大小安が多く，ほか穀物としてはとうもろ  

こし・そば・小米が多少，豆類ではそらまめ・大豆一  

輩豆一自豆－，油磯では花生・なたれ 繊維作物として  

は格払 いも類ではかんしょ・たろいも，ほかそ薬類，   
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そして他に桑t茶・タバコ・さとうきび・ケシなどが多  

少ある。パック笹のデータでは茶・養茶・タバコにかん  

するデータが少ない。この農区では湘江の嚢蚕と江閣・  

湖南の茶は中国農薬の敢盆婁作物であるのだが，これら  

が紋計髄磯部止に亜婁生をもつものとして現れてきてい  

ない。  

⑧10アールあたり収蕊は水稲池澤としては商いとはい  

えない。湖南洞塵朋の干潟の干拓によってつくられた潮  

田地方などでは6．0キンタル以上という商い収螢をあげ  

ているが，これは例外であって3．0キンタル以上の地区  

は5地区仙湯渓・絢平・林願・新聴・都路仙であって，  

他の15地区ほ3．0キンダル東浦血とりわけ臨海・麗水・  

桐恩・永霜・洋楽・商員が低い洲である。小麦・大変  

も同様で潮田でほ1．5キンタル以上の収教をあげている  

が、一両般では1．0キンタル以上の収恩をあげているのほ  

20地区中1地層一寒化だけ一であり，他は0．6～0．7キ  

ンタルの地区が多い。大豆・花数・なたねも安減なみで  

ある。綿花は適地であるとはいえず収蕊は低い。これに  

対してかんしょはよくとれ，平均して10．0キンタル，全  

車桓一の申で水稲両簸区とともにもっとも収愛が大で岬  

とくにミン候・林闇など…である。  

⑨隊功産出魚一立教換解－を24．2キンタル未満・  

24．2～42t4キンダル・42．4キンタル以上の区分でみると，  

2五2キンダル未満の低位が11地区，24．2肘42，4キンタル  

の中位が8地区，42，4キンダル以上の商位が1地区であ  

り，低い。この低さは慮場規模の零細性と対応しており，  

高位の1地区は浮浪であり，中位の8地区ほ休寧・救  

援・永窺・常総・林螺・益腸1絢膠などであり，低位の  

‖地区は臨海・脱水渾安・桐威・対敬・ミン俄・南平・  

新化・徳安・都損などである。1ヘクタールあたり土地  

生産性ほ水稲地澤としては中位である。20キンダル未満  

の地！茎は新化だけで，30キンタル以上の地l夏は揚渓・嗣  

應・永粛・南平・常穂・簡昌である。1人（ME）あた  

り労働生産性は11キンタル未満・1ト16キンタル・16キ  

ンダル以上の区分で11年ンタル未満の地区ほ臨海・凝  

水・献桑・徳安の射也区であり，16キンダル以上の地ぼ  

は休寧・率化・浮安・桐威・永窺・南平・林蝶・益陽・  

浮梁・商昌の10地区である。上記慮場産出盈・土地生産  

性・労働生産性の商さを水稲池澤金棒で測った回帰式か  

らの推窟倦と比較するとプラスの位段血塊模や集約度  

で脱明される以上に商い…にある地区とマイナス【規  

摸や集約度で説明される以上に低い咄にある地区は次  

のとおりである。ガ法域産出厳については用いる回帰式  

よって差があるが，桐慮・永粛・南平・林螺・益閲∵輔  

昌などがプラスの位橙にあり，臨梅・麗水・ミン候・新  

化・徳豪などがマイナスの位置にある。土地ヱ‡三組後につ  

いては桐慮・永瀦・南平・浮梁・尚歯などがプラスの位  

掛こあり，麗水・浮安・新化・高安・徳安などがマイナ  

スの位俊にある。労働生産性については桐胤・永窺・南  

平・浮梁・圃昌などがプラスの位置にあり，脱水・協  

演・ミン炊・新化・徳安などがマイナスの位掛こある。  

以上の位澄付けにおいて新化地区が非′馴こ低い位聡にあ  

るが，これにほアヘンがま罰i金を払って生産されているの  

が評価されていないとか，茶産地であるのに茶が僅かし  

か静禰贈れていないとか，H】一時共藤党ぎ葺凝放区に編入され  

た後遺症として実際に生儲が低下したとか，様々な堺庸  

が考えられるが実体はわからない。  

⑩ 農薬労働貸金は比牧的商い。授．〕二のE‡斑言貸金脚食  

事輩を含む】で0．45元以上の地区が14地区であるのに  

対し0．45元来浦の地区が5地区である。また炭工の年額  

墳金血食事梁を含む－で80兎以上の地区が13地l茎であ  

るのに対し80元来溝の地区が6地一夏である。戯家の槻閣  

員数が小で労働力規模も小であり，そのかたわら巌噛産  

山魔の低位の測りには労働生産性は低くない。また農場  

産出澄に対する労働投入の寄与弾力性が請糾－，などの関  

係が働いていると思われる。  

⑪1作1ヘクタールの労働投入蕊（ME）は水稲池澤  

としては小である。1．2入来溝が12地区，1．2～1．7人が  

6地区，l．7人以上が2地区である。水稲の作物作業日  

数をみると1ヘクタール300日といった地区もあるが，  

100日線庇の少ない地区が多い。農場1ヘクタールの労  

働投入巌（ME）はとくに少ないわけではなく，1－8人未  

満が8地区，1．8～2，6人が7地臥 2．6人以上が5地区  

である。音数渓・桐威・翻平・常徳・徳安などが労働婚約  

約な成東経常の地区で，浮梁・益閲・麗水・休寧・寒化  

などが労飽粗叔朗である。1†う三1ヘクタールの肥料投入  

凝ほ堆攫肥および人兼尿等で，5．6トン未滴が10地区，  

5．6～9，6トンが8地区，9．6トン以上が2地区であって，  

これも水稲地帯としては少ないほうである。慮墟1ヘク  

タールの肥料投入蕊としてみると7．9トン未満が8地l茎，  

7．9～14．5トンが11地区，1‘1．5トン以上が1地区であるむ  

徳安・南平などが肥料集約的な腿黄綬僚の地区で，浮   
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のこ類について，瓜や果実は大部分が販売されるが，基  

やダイコンなどはいも頚や豆類と同様とみでよい。桑・  

茶葉・棉花はほぼ金偏が自家加工用に供され，滴や茶ほ  

全部販発される。以上ほ中等農家の場合で，規模の差や  

自柳農・佃戯の差によって変わってくることはいうまで  

もない。農場副産物はほとんど自家燃料または飼料に供  

されるが仁棉基は席など薫製品に加工され淑死される場  

合も少なくない。農産物は大部分瀾洒の柑・市報・願城  

の市場で販売されるが，湖南や漸江の米などは…層広い  

集荷地に出荷されることもある。約70％が中間商人に  

よって買い取られ，20％が山般消染着に，10％が他の農  

家に販売される。殿務物の収基・貯蔵・出荷・配分の商  

業組織ほよく発達している。戯家が貨幣爾婁に追われて  

収穫後すぐ販売するという行動ほ農縫物の60％について  

行われる。  

⑪L 災磯闇水災，翠災・良災が少なくない。発生頻度と  

して全中隊のなかではもっとも大である。1904～1929年  

の間に例えば桐恩では水災10臥 単災20臥 虫災10乱  

射化では水災13臥 単災8回，虫災16臥 絨呂では水災  

相国，畢災10軌 虫災10回を経験している。災審時に逃  

荒者がでたり，樹皮草根を食するといった経験もある。  

しかし閣北の単災やや都の水災に匹敵するような弛魔の  

大災審ほ少ない農‡茎である。これに対して内戦・匪賊・  

紛争一暴動などによる災禍は著しい。地方軍偶の進駐と  

典差の賦課，土雛の掠奪とこれに対する防衛負担などは  

金ヰ凋狛－たるところにみられるが，この遇区の場合はこ  

の時代国共内戦の舞台となり，とくに酉江・湖商・梢建  

の山間部では国民党支配区と共産党支配区に出たり入っ  

たりが激しく，その過程で破壊・押収・殺凱・掠奪が相  

次ぎ，荒髄磯瀾の憫敢を晃し，田園荒刺寸，に焼なしと  

いったところが少なくなかった。  

⑮ 衣食住を中等程度の農家について測定した結凍は次  

のとおりである。成人男子摂聯カロリー蕊では3000カロ  

リー未滴が4地区で，3000カロリー以上が11地区で中国  

農家で普通の水準である。栄泰の食材料別依存は米を中  

心とした穀物で80～90％を摂取し，油楳・豆敷やいも顆  

ではそれぞれ数％が摂取され，肉卵も2％程度の粟餐淵  

となっている。地区による栄養摂取構造の差ほ次のよう  

である。米食摂取のもっとも低い地区である鮮戸は94％  

を米によっており，麦類・雑穀をほとんど取っておらず，  

いも頒・豆類の榔牧も少ない。猪憐・鶏肉などは他地i芙   

梁・新化り堰閲などが肥料粗放的な地‡貰である。過去10  

か年の施肥螢の増減の動向ほ増加基調にある地区が半ば  

以上を占め，粕蝮・化学肥料の施用も多少なり行われて  

いる。肥料投入状況は」二紀のようである。この趨Ⅰ茎二の特  

性として施肥畿が更に…層増加することが榊他の地区  

では「望ましいが資本不足のためにできない」とする鹿  

家の見解が多いのに対し－「望ましくない」とされてい  

ることである。このことは腿埴漆山蕊に対する肥料集約  

度の審与弾力性が低い－ゼロに近い仙という測定機と  

対応している。  

⑫ 役凝はすペて輩午と水車からなる。腿家100戸に対  

して，黄牛35頭・水上ト25鄭宣の飼育数である。水牛1頭ほ  

麓地30畝分の排作に対応し，鮨牢1頸は農地20畝分に対  

応する，というのがこの地方の畜ユニ仕解放の目安である  

が，この目安に立脚すれば役畜頭数は少ないわけではな  

い。擢′鍔●規模中等以上の農家が役畜をもち，零細月込家は  

畜工と人工の交換をおこなっている。山野葦のある腿区  

であるから繁殖も行われ，2～3年の飼育数開を経た隼  

が費牢なら40元，水牛なら50克といった価格で版発され  

る。判ま12～13年一死に至るまで－飼肇される。実体  

はわからないが，この農区から揚予水瀾ノト変区に畜牛の  

移出の流れがあるのではないかとみられる。生産家畜は  

豚と難・家鴨やあり，豚は1戸に1班，鶏・家鴨は1戸  

に5羽飼われている。綿羊・山羊ほ殆どいない。豚は年  

末などの臨時収入となるうえ，艦肥製造のための蕊栗家  

畜であり，鶏・家鴨は新年や節時に潰して食するために  

飼われている。  

⑬ 農産物の販売と暮ヨ給の関係を主要作物についてみれ  

ば次のとおりである。   

米は地区よって異なるが約10％が販発用であり，50％  

が臼家相であり，30％が納税用であり，その戦が種子ま  

たは傍輩に供される。／ト安は一休寧・傘化・林螺のよ  

うに過半を販売する地区もあるが叫20…30％が販売瀾  

で50～60％が筐】家食用であり，その他が種子または備蓄  

用である。大麦・そば変は余部‡当家用である。とうもろ  

こしは30％が販売され他が‡当家用であるが，小米・高梁  

は10％程度が販売され，他はl当家用である。かんしょは  

25％が販売され，他が‡当家用である。大豆・えんどう・  

そらまめなどでは30～40％が販発され他は自家用である。  

花坐・なたね・ごまなどは一地区によっては様々であ  

るが聯販発・自家用が半々である。そ莱・莱爽・たけ  
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遊の各アスペクト内の位置付け  

（Dl∃然灸件を華北型対準申・華南艶と仕訳した対抗パ  

ターンのなかでは全地区が華中・華南剋の性格を強く体  

現している。地区の土地が農薬的に拓けている度合の大  

対小の対抗関係でほ，山間部が多いため拓けていないパ  

ターンに属する地区が多い。拓けた度合の多いパターン  

に属する地区…常緻・羞蓬陽・瀦鼠・都昌・ミン候など  

－もスコアの倦が小である場合が多く，常徳と商昌が  

拓けた地区であるにすぎない。  

② 骨虚構遷の「畑地骨鹿に常戯精度の低位の結合」対  

「水田営農に骨脳禰皮の高位の結合」という対抗関係の  

なかでは，全地区が後者に属する。この戯区では水田地  

帯のなかでは疲弊が馨しく．その上に矧炎内戦に伴う混  

乱があったのであるが，畑地常に比べれば尭約的で精緻  

な営農が行われているのも事実であって大枠としてほ後  

者に属しているのである。第2パターンほ「水田・畑作  

にまたがった常脱硝度の低位」対「高位」という対抗関  

係のなかで与えられるが，この頒別のなかでは前者に属  

する地区がほとんどである。例外的に率化・助演・常  

徳・都昌が揮い程度で後者に属するにすぎない。  

（診 洗米構造の節1パターン「小家族労働過剰腿釆で女  

子児鹿の兼業従軍」対「大家族労働不足償楽で年磁の使  

用」という対抗関係でほ大部分の地区が前者に属する。  

協演・ミン依・常雄などが後者に属するが，その漉さは  

強くない。第2パターン「男子中心の家族労働力で戯楽  

の仕向が大，戯作紫は男子ヰ心で貸金は比較的商」対  

「女子児蔑の多い家族労働力で雅楽仕向が丸 農作業に  

女子児盆が多く貸金は比救的低」という対抗関係では大  

部分の地区が前者に属する。後者に属する地区は常徳・  

商安・蘭呂・都昌などである。節1パターン節2パター  

ンとかに前者に属する地区が大都である点はこの地区の  

特使である。  

④ 経営轍造の節1パターン「成城親機ノトであるが，敵  

出蕊暮生産性は一塊模や集約度で説明される以上に〝  

大」対「農場規模大であるが，農場産出盈・生産性は  

鵬規模や基約皮で脱明される以上に鵬小」という対抗  

関係でほ，大都分の地区が前者に属し，臨海・麓水・協  

演・ミン候・新化・高安・徳安などが後者に属する。釣  

2パターン「凝場規模小で基約的であり，土地生産性は  

大だが労働生魔性は小で，農外所得依存率が大」対「農  

場規模大で粗放的であり，土地生産橡は小だが労働生産   

なみに食している。洋楽は栄進招澱のもっとも商い地区  

に属するが，上記と同様の米依存の商い栄餐の取り方で  

ある。これに対して臨海ほ栄養摂取の低い地区であるが，  

米依存率は63％で，次いで小変で18％，大豆・豆替・豆  

腐で7％，かんしょ・たろいもで8％，塩菜・ダイコ  

ン・米・かぼちゃなどで2％，豚肉・鶴鴨肉・鶏卵など  

で5％，なたね油・砂糖などで2％といった取り方であ  

る。渾要は栄忍摺取の商い地区であるが，米で70乳 と  

うもろこしで9％，小変で4％大変・小米・商染などで  

3％，大豆・そらまめ・えんどう・花生・豆腐などで  

5％，かんしょで1％，薬・ダイコンなどで1％，豚  

肉・鶏肉・鶏卵で5％，なたね油・砂糖で1％といった  

取り方である。戸主の衣服は1～㌢瓜がト地区 3～4  

点が8地区，5慮以上が10地区で中国の農家としては充  

嚢した状態にある。住居は中座】鹿家としては比校的良質  

であるが，地酎こよる姦が大である。協演・徳安などの  

地区では1000元以上の価格であるが，脱水・棒麒などの  

地igでは100元にみたない家屋に盛んでいる。冠婚葬祭  

向け特別支出は派手で大である。地区により差が大であ  

るが，湘江から福建にかけてが派手で，寒化・浮安・桐  

慮・ミン條などでは婿のための支出が300～500元，嫁の  

ための支出が100州150元，非のための支出が100～200元  

におよんでいる。これに対して新イヒ・益陽・洋舞・都昌  

など内陸部では婚のための支出が50～100元，嫁のため  

の支出が30～70元，非のための支出が50ル1（）0禿である。  

農家の財務は〝思慮の破産状態を多くの弗皆が指摘し  

ているが…中等凝魔の凝家では，負債を持つ鹿家35％  

未満の地区が8地区，35％以上の地区が12地区である。  

また負債を持つ農家の負債額は80元来覇が14地区，80元  

以上が6地区である。他方貸付金のある腱家15％栄瀾の  

地区ほ1i地区，15％以上の地区は2地区で，貸付金のあ  

る鹿家の貸付金顔は200元未満が10地区，200元以上が3  

地区である。貸借は縁者・友人間で行われていることが  

多く，地主・傭人・質屋からの借入は多くない。金利は  

月利1．5～2．0％である。  

（2ラ 農薬禅骨・農家繚済の所偶パターン   

中国虚業を全体としてとらえて得られた虚業繚骨・鹿  

家経済の緒バターンのなかで，この腿区に所属する地区  

（サンプル）の位澄付けほ次のとおりである。  

（A）自然恕件▲常股旅遊・就某構造・経営構遷・生活構  
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変域・なたね・番茶・ケシ・タバコ・さとうきびなどが  

とり合わされ，膿地は散在交錯であるが，作華や施肥の  

精度は大であり，戯吻産山盈暮土地生産性・労働生産鯉  

ともに一規模や炎約度で説明される以上に…大である」  

対「比較的大家族が小変・商染・大変りト米を主に豆  

頬・棉花・麻・ごま・花虫などで多彩な輪作を組んでい  

て，ほ場は少数にまとめられているが作業や施肥の用度  

は低く，土地利用度も商くなく，戯場産出駿・土地生産  

性・労働生産性ともに一塊模や炎約皮で鋭明される以  

上に【小である」という対抗I乳棒で与えられるが，脱  

水・新化を除く全地区が】翰者に属する。節2パターンは  

「水田地滞的緒紫蘭を伴っているが，それは付帯的なこ  

とで欠水が多く，愛郷・級数・豆類・いも類が蕊質作物  

となっており，作物作業や施肥にみられる督戯の純度は  

低く，慮場産出駿・土地生産性・労働生産性ほ一塊椀  

や集約度で説明される以」こに－小である」対「畑作地  

帯的緒安来を伴っているが，それは付帯的なことで欠水  

は比較的少なく，ノト発と棉花が盛装作物であり，作業や  

施肥にみられる骨戯の精度は商く，10アール版数は商く，  

戯場蕗山菜・土地生産性・労働生産性は一規模や基約  

皮で貌明されるよりもー大である」という対抗関係で  

与えられるが，前者には臨淘一麓水・湯浅▼桐慮・東  

陽・南平・林腺・新化・漁場・商安・徳安・都眉が属し，  

後者には休寧・傘化・永轟・ミン候・僚徳・洋舞・淘昌  

などが属する。  

② 経常と就某の複合視野からの節1パターンは「小家  

族が麓莱を酎乍慮的に営み，成人男子が尊従的にこれに  

当たっており，慮紫綬′野は先約的で土地生産性・労働虫  

酸性は大であり，女子と児敦を多く含んだ部分が内職的  

家内ニ】二業等勇た動こ従軍して腿外所得依存度が大である」  

対「大家族が農業を小作地を入れ年稲を入れて営み，兼  

業には家族成人男子が出て，‡当家盛栄は女子児変による  

ところが大で，常脇は粗放的で土地生産性・労働生産性  

が小である」という対抗関係で与えられるが，前者には  

臨海・浮安・桐恩・東陽・永嘉・南平・休寧・益陽・洋  

楽・商安・蘭島などが属し，後者には奉化・流水・漁  

渓・ミン候・新化・徳安などが属する。節2パターンは  

「零却】農家が小さな自イ乍地に閉じこもり，所緒補充をす  

べく兼莱には桜梅的に出ていて，家族の成人男子が農薬  

の担い手であるが，兼業にも出るので舷某経′酌ま粗放的  

で，産出畿・労働生産性は低く，農業貸金も低い」対   

性は大で，′ト作地比率が大」という対抗関係のなかでは，  

臨海・籠水・浮安・桐厳・東陽・南平・高安・徳安など  

の地区が前者に属し，休寧・寒化・激挨・永霧・ミン  

候・常徳・林蝶・新化・羞射場・浮梁・絢眉・郡長などが  

後者に嘱する。  

⑤ 生活構造の第1パターン「食衣任が充実しており，  

冠婚瀞魯も派手で，負債もあるが貸付にアクセント」対  

「食衣位が粗末であり，冠婚葬祭も質瀦で，消費負機を  

多くもつ」という対抗瀾係で払 休寧・寒化・渾安・協  

演・桐底・衆l勒・永粛・林豚・高安・南昌などが前者に  

属し，飽水・ミン候・南平・益暢・常総・新化・浮梁・  

徳安・都呂が後者に属する。第2パターン「食が穀物一  

辺倒でカロリー不足，衣住も粗末で消費免償のほか生産  

負債をもつ」対「多彩な食材料を摂濁するがカロリーは  

充分，衣住は良軋 冠婚非祭は質素で免償をもつ農家は  

少ないが額は大である」という対抗関係のなかでほ，休  

寧・禅家・桐恩・楽隊・永麗・ミン候・南平・骨徳・林  

豚・益陽・浮染・都昌であり，臨海・簾琵永・湯浅・高  

安・商品・徳安などが後者に属する。  

（B）経常構造と自然・僚戯・洗米・生活との複合アスペ   

クト内の位置付け  

① 経常と自然の複合視野からの節1パターンは「準  

中・準簡の自然条件の下で，規模小な経常が銘約的に営  

まれ，土地生産性・労働生産性ともに高位で，産出慮や  

東約度で説明されるよりも大」対「華北的自然条件の下  

で，規模大な経営が粗放的に営まれ，土地生産性・労働  

生産性ともに低位で，産出澄も規模や集約度で鋭明され  

るよりも小」という対抗関係で与えられるが．全地区が  

前者に属する。第2パターンは「拓けていないところで，  

磁場規模・土地利用度は小，1作の集約度は大だが土地  

生産性・労働生産性は低く，自作地比率・農外所得依存  

率は大」対「拓けているところで，農場規模・土地利用  

度は大か中軋1作の狼約皮は小だが土地生産性・労働  

生産性は高く，自イ乍地比率・慮外所得依存率は小」とい  

う対抗関係の下で与えられるが，所燭地区が2分されて  

おり，臨海・流水・渾安・激渓・桐威・東陽・南平・林  

螺・新化・高安・徳安・都呂などが前者に属し，休寧・  

寮化・永素・ミン候・常徳・益陵・浮梁・面長などが後  

者に属する。   

経営と営農の複合視野からの第1パターンは「比較的  

′ト家族が水稲中心の土地利用度の商い集約戯某を営み，  
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「土地を借り，人を雇って規模を大にし，膿楽禅骨の内  

容は兜爽しており，商い盛装貸金と両立する商い労働生  

産性を持ち，土地生産性・戯場産出澄も低くない」とい  

う対抗関係の中で与えられるが，前者には臨海・麓水・  

東陽・新化・高安・徳安・親子呂などが属し，後者には  

休寧・率化・激渓・桐感・永素・ミン條・常徹・林輝・  

益暢・浮梁・商呂などが属する。  

③ 経常と生活の複合視野からの第1パターンは「小家  

族が規模小な農薬を集約的に営み，産出兇・生捌斐が高  

位にあり，食衣住も中国農家としてほ水準が高く，冠婚  

葬祭支揖も大で，負機をもつ場合は少ない」対「大家族  

が規模大な農薬を親政的に営み，塵た冒盈・生産性は低位  

にあり，食衣位とも中圃農家としても水準が低く，冠婚  

非祭文頼も大でなく，負債を持つ農家が多い」という対  

抗関係の中で与えられるが，前者には体寧・寒化・浮  

安・桐恩・東陽・永麗・南平・常総・林螺・益l敬・浮  

梁・商■彗などが属し，後者には臨海・麗水・ミン候・新  

化・徳安などが属する。第2パターン「は′ト家族が規模  

小な膿薬を′ぎ箋’み，土地生産性は低くないが，労働生産性  

は低く，應蟻産出数は小で，自作戯でありかつ巌外所得  

の袖充があっても，食衣任の水準は低く，しかし鈎格を  

もつことは少ない」対「大家族が規模大な虚業を営み，  

土地生産性は低いが，労働生産性は低くなく，舷場産出  

盈は大で，′ト作地が多く農外所得は少ないが，食衣任の  

水準は高く，；琵婚群舞支出も火で負債も大である」とい  

う対抗ぎ関係の中で与えられるが，前者には臨海・脱水・  

漸美・桐恩・楽隊・南平・高安・穂安などが属し，後者  

には休寧・率化・浮安・永粛・ミン候・常徳・林願・新  

化・孟封敬・浮梁・南島などが属する。  

4，地域特性についての地方wジカター的論考  

川 漸江山間部の農米経済  

① 農家戸数15，477戸，農家人口′14．761人である。農家  

の内訳ほ自排遇28％，判ヨ緋腿28％，佃農32％，聯遇  

10％である。500畝以上の農家が17戸で遇地の7．8％を持  

ち，200～500畝の鹿家が75戸で胞地の13％を持ち，100  

～200畝の農家が382戸で農地の：う0％を持っている。50～  

100畝の農家ほ646戸であって遇地の28％を持つ。他の圧  

倒的題多数の腿家が21％の農地を持っている。農家戸数  

で10～50畝の鹿家と10畝来朝の農家が相半ばしている。  

中小地主と零細農家が多い。   

田城は稲糾・柵地・経線他に分けると，稲田10方余i軋  

棉地ほほとんどなく，維接地1万6千余畝である。稲悶  

や雑梯地の軽骨は‡郭俳頗・半日緋遇・佃腿の3者でほぼ  

：う介されている。山間地のやせたところでは佃戸の管労1！  

になっているところが多いという関係がある。園地は2  

万4千余伯であり，うち半ば以上が白桃戯により経営さ  

れ他の大部分も判当桝農により経営され1佃闇による経  

常は少ない。   

脳炎は緋鋤顆4．7元・敵漑頬…水車など000．8元，収  

穫磐毒12．1元・その他10．1元が1戸平均の所持で，鉄器以  

外は自家製が多い。排隼の飼育は多くなく，費牛880  

頭・水牛2．195滋である。飼育比率ほ5戸に1鱗である。  

飽和こ子牛を生産する農家がある。離乳後2～3年で耕  

作に使役されるが，水牛の場合約30畝の緋作ができ12鵬  

13年使わゴt，約50元の価格がする。蛮隼では約20畝程度  

の耕作が限度でその価格は約40元である。子年で導入し  

た場合の価格は20禿で種牛の負堪蓬葡は大でない。   

農家は耕作牛を兼詔として霊視しており，厩肥は活用  

されている。稲閏では根付前の緋振時に矧肥を田土に入  

れ，またレンゲなど緑肥も鍬入れ，もって基肥とする。  

毎畝10担程度の厩肥と3接種庶の緑肥を入れる。そ・の後  

追肥として秘畝8～9担の人兼尿と1～2拉の革木灰，  

それに30～40斤の油餅・石灰などを地相する。その価額  

は厩肥1担1角5分（1畝1元5角）・緑肥1担2角  

＝畝6角卜油餅1担4元（1畝1元）一箪木灰1拍1  

角2分（1畝1角2分）などである。養蚕を行っている  

農家は賽莱を施す。1年を適して約2元程度の施肥を  

行っており，そのうち購入部分は1戸8～9禿で，1畝  

あたり7～8角である。  

② 臨安の農村人甘密度は大であり，戯地が少なく規模  

が零細で腿戸の各棟兼業または副業に従事することが火  

で，慮民100人中95人までは各種の光某・副菜に従窮し  

ている。臨安の地は山地が多く交通不便であるが，林木  

が多い。故に戯民が採薪・炭層に従事するものが多く，  

その数5千戸余－7千9督人一に達している。また山  

塊に桑畑を開き滋蚕を行うもの4千5訂戸－1万4千  

人一におよんでいる。閑適して製糸を行うもの1千4  

督戸…3千人－である。ほか醸造を行うもの1千4百  

戸…2千人…，製紙を行うもの5督戸－2千人…，手  

芸・商薬・行商・傭二l二も多少ある。  

③戯家は脱税・佃楓・聯農貸金を支払わなければなら   
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これをはぎとり煮て餅塊とし出荷し，ローソクの原牒l・に  

供される。毎年の出荷商20万元があった。近年挿蝋が  

入ってきて，その価格は稼畝櫻か加東である。自蝋の価  

格は毎百斤100～200充棟であったので，この蝋渡米は急  

速に褒遺して，農民は収入淋を失った。櫛は縦軸曹とL  

て声価があり，農相婦人の礁山の副莱となっていたので  

あり，毎年20万元の出荷があり，広州に出され，南アジ  

アに輸出されていた。近年の世界恐慌はこれに大打撃を  

与えた。帽4尺長さ5尺4寸双瀾の菅が1狼4禿で売ら  

れていたのが半倦となった。このほか磨芋・臓・牛・桐  

油・茶油などが豚外払躇腿産物としてあり，その出荷舶  

は合して20万元であった。不況下この出荷額も15万元と  

なった、、   

恐慌以灘には毅粗12方元・自蝋20ガ元・聡20万元・そ  

の他20万元，針72万元の移出により，食塩25万元・日用  

品50カ■元・税金流出5万元…政府徴収・留学生送金な  

ど00があり，8万元の不足があったのである。それが  

現在では白蝋10万元・曹10方元・その他物産15万元とな  

り，移揖ほ落ち込んでいる。しかも去年は金爛に準災が  

発生し，収後皆無から8分作まで糠々であるが，平均し  

て7分作であった。数枚の生産36万石，20万石が不足と  

なった。食寧巌の絶対的不足は飢飢をもたらし，貧農には  

常を吊る者，麟蔵灘灘を食う歌 仙に流亡する者が多く  

出たのであり，葬儀や雑楳でも食うことができた者は率  

福着であった。この間穀娘20万元照度が移入された。さ  

らに食塩・日用品などは逆に騰磯し，紙用移入は食塩35  

万元・日用品30万元・穀税20万禿で，計85方克となり，  

50万元の入超となった。この人通分を地点・富農などを  

除いた10万人で験すと1人5元の負債，1家5人のノト  

農鯵貧農としてはユ戸25元の負燈の追加となった。遂奔  

負債に追われ，国税に窮していたのが，今や小作農は生  

をはかる手段を欠き，‡塁1耕腿も珪活困難となった。  

1戸の‡封俳中脳が15畝の農田を持つとすると，収穀  

37．5石，1家5人が食するとすると，17．5石の余分があ  

る。これに対して‡創軋等親税が10元内外，別号∃晶・消耗  

貨・応酬勃敢低50禿であって，この60克と穀組版発代金  

とが対応する。叡価は例年1石3元ほどで20石余を必薯  

とする。この不足分を富戸から借りると月3分の利息を  

つけられ，10元を借りれば年l肛媚元の負債を負うことに  

なる。これは例年の収支である。去年のように6分の不  

作だと，収柊22．5石で2（）石を食すれば2，5石が販売翔に   

ない。閻賦闇揖にも11＝ニも讃果せられる正税であるが，地  

方経倒は各穂綿税として田状の17％が徹されている。こ  

れらの賦税は1戸Jl笑均77元である。狙租は株租山包租・  

走租山が主である。大部分の狂け也は米をもって計楳し  

て，田相月米租されるが，上田で1石以上・r中日で6～  

7斗・下田で4…5斗脚米1石は約5～6元…である。  

米以外の穀物愛で租納する場合は200斤をもって米l石  

とされる。他紙租は山地や桑畑・莱閲などでは毎畝2禿  

である。分税は災荒の故に採用され1民選17・18年の不  

作の年25％の線観がなされたが，剛寺に分楓に改められ  

た。地薫と佃戸の配分を50対50とするのが通常であるが，  

生産力の低い土地ではと佃戸の取り分が100分の70～80  

である。汚星農貸金は工作時憫と貸金の双方が問題となる。  

二り個別凋は蚕工1E112時間がもっとも薫く，林米・探新  

関係の1日S時澗がもっとも短い。稲作では1日10時軋  

教作・輔作・i妻削乍では1日9時間である。農楽長闊の多忙  

な時期には1～2時間が延長される。二J：資すなむち繁金  

は作莱の種蜘こより季節により差が著しい。また溺女児  

蕊によって差がある。蚕二】二の場合タき工1‡ヨ4角・女二に1  

日2角・漉二Ll冒3角である。稲作・麦作でぼ男工が通  

常で潜通3角で，厳寒期にほ稲作では5角まで発作では  

3角5分まで引き上げられる。女ニ〔・敦工では常時2軋  

虚栄期3角である。‡窒l作の場合は低く，舅工2角5分・  

女工1角5分・畿工2角である。林作ではタ㌻1こだけで通  

常3角である27）。  

「湘江臨安保農相鯛査」建設委員会調査湘江経済 民   

‡挙ほ0年7月  

（2）湖南臨武勇時の腿薬種瀾   

臨武全順の人nは13万人余，農地は田賦髄より算出す  

ると24万6千畝であり，人口1人あたり2畝弱である。  

この農地面載の准尉ま棟内に水準荒蕪の廃闘を含んでい  

るので，実際の呵工の遇田は24万畝未満となる。稼畝の  

収機される燦穀は2．5石で，総督こ産駿60万石と見積もら  

れる。毎人が毎年4石を食するので穀物濃紫は52石であ  

る。ほか製洒や家畜飼料などに仕向けられる穀物が5万  

石，なお3万石の穀物の余剰があり，螺外に出され約12  

万元の販売がある。   

毅根のほか臨武の特産として出荷されている産物に自  

蝋と曹がある。自蝋ほ田植えの時期厳封に散策三する動i虫  

がつくるもので，秋の収碓時に樹に自蝋をつくっている。  
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少なくて2～3畝をあてている。ときには5～6畝の場  

合もあり，特殊なケースとして25畝を栽増している慮嫁  

がある。全悌でのケシ戴堵は約1万6千帆 柱年に比し  

て2分の1から3分の1に減少した。政府がこれを輩」上  

し，鹿家に告示に従う者が多かったためである。しかし  

農家にはこれを悔やんでいる者が多いので，今秋のよう  

に輩．1i二が充分でないと，再び3方畝になろうかという状  

況である。貸1き金を支払っても増反を行いたい農家が祭腿  

に多い。   

アヘンが収穫される時候になると，収買入が来付し，  

アヘン1閑につき3角5分から4角2分で償い取ってい  

く。市銀または定期的市来が取引の場所になることが多  

い。経済上市場仲立人は取引の不成立を恐れて売り手に  

は価格を抑えようとし，買い手には是非買うように努力  

する。この仲立人にほ売り手・買い手双方から取引価格  

の100分の2が手数料として支払われる。さらに粋が不  

正で100両の爛土が90両ときには80両と秤盈される。か  

くして3～4角の価格も実際には2～3角にしかならな  

い。極度の貧困に苦しみ飢餓と債務の圧迫の7■にある貧  

農には，差し迫った必繋があるので売らざるをえない。  

買い手はこの弱点を心得ているので，徹底して買いたた  

く。金紙約に余裕のある富厳になると安発りをせず，逆  

に貧飽から買い取って他日省城へ出向いて発ったりする。  

このほか祭戯より純姻を買い付け2測や3割増敬すると  

いったことも行われる。収買入は戌沙・益陽から来るが，  

地元の者も少なくない。年に3～4国1‡司に500人炎ま  

る。加えて種子の前貸が行われる。珊予代1死につき5  

月の収姻時にアヘンで4～5画題済する。賛成のケシ作  

付ほ1戸平均＝玖にすぎず，これよりアヘン30～40湘が  

とれる。これが上記のように販売されると，20充棟度で  

ある。これより肥料3克と！調和．12元を控除するとさほど  

残らない。そ・の上腿民がアヘンの吸塵を覚えたりすると，  

削二j：の腿民が無能の魔人になり，これほ破滅である29）。   

杜労「商茶菓本籠攫下的新化農村」新中準雑誌  

VoIl第14期 23年4月  

園内大都は湖南逓の茶を用いることが多い。その中で  

蟹江流域安化茶が澱も著名である。安化茶はすべて安化  

産の茶なのではなく，そのうち約1方余担は新化腺産の  

ものである。洋演市と櫨観市がその基散地で，娘観市に  

は毎年安化から茶商がきて行を股して買い付けを行い，   

残るにすぎない。自称‡偶にしてこのようである。臨武  

の農家ほ全戸数の1（）0分の9を占めるが，100畝の張出を  

持つ者千分の1，50畝の者百分の1，20畝の中戯百分の  

1，朝l成約百分の60，その他は閏なくして労働を光るだ  

けの碗戯である。佃戯や簾農の行き錆まりは極端である。  

衣服などは質屋へ持って行くが，その質屋は質草IjJの如  

くであり，質屋の緑営も成り立たなくなっている28）。   
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（3）湖南新化輝の虚業経済   

新化駆は湖南磯Ⅵ磯瀾に位澄している。土地所有権の  

集中は相当程度進んでいて，1000畝以上の地主3象  

500畝以上の地主20戸，数十から200畝の中小地主はすこ  

ぶる多い。校督する閏（農地）10～20畝の濱戯は農家の  

100分の10であり，10畝以下の中農ほ100分の5であり，  

祭儀は100分の75をおめている。小作制度の下で毎畝稲  

5石以上の上‡召の租納は3石，4石の稲田のは2石半，  

3石の稲田2着である。肥田で毎畝6石以上のところで  

は3石半を納税する。不作の場合は地蓬が多少の減免を  

なしている。（1畝あたり収蕊ほ楓での収鹿で玄米にす  

ればその半分とみられるが，それにしても中国虚業の当  

時の水準からみると商すぎると思われる。恐ちく1畝の  

面積が官畝の2倍になっているのであろう。）   

新化順の農相でほ1元で次のような食晶を購入するこ  

とができる。米i斗4升～1斗7升，変1斗6升～2斗  

鶏4～5斤，卵70～90胤 豚肉6～7斤，牛肉14～20れ  

魚7～10斤，そ発3～5担，色数2斗程 かんしょ0，5  

～1．0吏員。このように物価が安い。このことば農家の生  

活圏難の袈返しである。農家が販流する緻ほ何程もない。  

その両方賦蘭が化せられ 去年は耕隼が病死するもの多  

く，この補充のための支揖が大一上等で60～70元，下  

等で20～30元…ノでありしかも単災であって，200～300  

元の不足があった。このような状況でさらに有利な作物  

として，特殊作物ケシ…アヘン…の生塵が拡がってい  

る。ケシは春作と朝食するが土地ほ肥沃であることを要  

しない。新化螺にほ砂土または砂繋粘土の土地が多いが，  

この土地は株食の生産に向いていない。ところがケシを  

栽培すると産澄が多かったり，煉繋がよかったりして上  

等闇となる。政柄㍉まアヘンを除こうとしているが熱心で  

ない。アヘンを生産していない農家はないといってよく．  
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限り速く多くの斤数を摘む。技の混じた粗茶を収機し，  

茶樹が損失をうけるほかこうした茶は良い評価がえられ  

ない。摘まれた茶葉ほ日当たりのよい地上に堆稗され，  

これを足で踏むことにより茶葉を細かく接む。このため  

の職人もおり，1堆の茶菓4斤をエ資督文で傭う。この  

足で踏む棟みかたはlヨ家の婦女による手揉みより澄を多  

く処聖できるが，時候によっては土などが混ざり当然茶  

質を大きく損なっている。戯家はこのことを考慮してい  

ない。茶塞がこのように処彗星された後血塊を大きな布じ  

包み，曹をもってその上を被接し「発汗」させる。発汗  

後再び茶葉は庭先に拡げられ日乾される。そ・の乾燥が不  

充分な場合が多い。乾燥不充分は天候の改もあるが，こ  

の頃買い付け客がくるので多少湿った状態において取引  

に当たって盈愛を増そうとする思惑もある。茶行が茶葉  

を隣人収集すると，人を雇って不純物の除去を行う。戯  

家茶摘みや茶葉の処理法上紀のようなので，過老・過大  

の茶粟で細かく揉むことができなかった紫や粗大な茶枝  

を多く含む。除くため工人ほ経験のある熟練工の場合15  

斤につき600文で都守け負う。婦女を雇っで行わせる場合  

出来商でなく毎日400文が工資である。茶行はこの除去  

した檜茶を売り，それをエ資の一部とするのである。こ  

うして得られた茶が包装され，安化螺へ行き，そこで淡  

ロなどから来ている荘客に転発する。貌によると上記不  

純物の除去が不充分なまま出荷される場合も少なくない  

とのことである30）。   
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南嵐路傍：江酉省土地肥沃で般業によく，人口3千万  

人中巌を発とするもの2千5百万人以上である。金省正  

税のうち閻賦3分の2轍である。こうした遊村であるが，  

数年来憐共地を遍くし，富戯は多く惨殺または放透され  

中段は流離してところを失い，賢慮込は紅勘二圧迫され利  

用されている。南部関都の数十腺均しく野に脊i！打なく，  

柑に炊煙なし。楽部ほ北部の各螺また大部分田陵慌蒸し，  

住居ほ廃属と化し，菅あった桑麻ほ伸びて迫をはさんで  

いる。犬鶏がそのなかで走りl司っている。凄涼一片而し  

て己む。商馴寸近20騒余と湖鐸の交通便利の10余螺にお  

いてのみ載だしい匪禍がなく，もってやや生薬に安じて  

いる風である。しかしこの地でも水草災多く，賦税は繁  

貌で，E＝1］晶の価格E＝こHに高騰し，ぷ塾産品ほ販路を   

洋魂市には地元の茶行がある。茶行は時期がくると収先  

入を雇い匹l郷に派遣し腿家の生産した茶を買い付け収束  

にあたらせる。被らが農家で買い付ける庭先価格は今春  

は晦斤1角から1角2分であった。買い付けには105斤  

を100斤とする称が用いられ，その5斤部分が収狼費用  

としている。農家の持ち込み販売一挑発－があるが，  

その場合は1～2担を持ち込むもので，店∃三ほこれに2  

角余の価格をつけるが，行内の秤ほiOO斤を64斤とする  

ようになっている。いずれにせよ1担の価格は激高12元  

以上にはならない。   

価格決定棟ほ茶行がもっている。大概新茶が上市され  

るときもっとも商く，大摘時に下落する。摘終わると再  

び高くなる。農家は茶を生産したときすぐ販発し．これ  

で粗食を買わなければならないので，価格が良くなるま  

で待つことができない。例えば本年5月20E！前後に頭茶  

（1番茶）の生産がまさに完了しようとする時，茶席は  

毎斤1角以下に下落していた。1か月以内に茶朝は1担  

24元にまで騰教をみるが，現字i；2茶（2番茶）の取引が  

なされているがその価格は1角5分から2角である。し  

かしこの価格を戯家は1番茶について率受することはで  

きない。例年だと頭茶の価格がもっとも商く，2茶の機  

略は2分の1かち3分の1である。2茶のあと3茶，さ  

らに4茶と摘むことはできるが，3功妄・4茶は価格が低  

いので摘まない。農家は茶園をつくるために多くの投蘭  

をしており，改植・労走を行い，また維税をうることを  

放衆してきている。そして茶樹の耐薇も小なので2茶・  

3茶を摘みたいのであるが，肥料のことなども考慮して  

3茶・4茶を発てているのである。   

近年華茶の市城ほ年々輔ノ卜し．出荷額は200万キンダ  

ルから数十万キンタルに減少をみている。その原閉の1  

つは生産過程の原始性にある。茶樹の品株改良が全くお  

こなわれていない。そして茶簡裁培儀が不良の茶の製法  

が劣悪である。もってセイロン・インド・【ヨ本・台湾の  

茶と珠争して敗退している。これほ周知の事実である。  

山l∃みで戯家の摘茶と練茶の技術が如何に原始的である  

かに驚くものである。擬音ぎ汚後2～3学期を彊て摘茶が始  

られる。茶葉はすでに茂夫となっており，若芽をもって  

製茶をなすことができない。茶摘みは1家の労力では不  

足し，数人の婦人や児蓋に毎斤の工資を20～30文として  

茶摘を清け負わせる。この賃金は茶価と連動しており，  

茶価が安いときは安くなる。この稀用茶摘工はできうる  
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失って滞り，生活ほ窮迫の度を商めている。今年夏水恩  

があったがその程度は大でなかった。頚祭物はむしろ患収  

であった。農民は米穀を他省に販売し，現金をえ，生活  

に多少の寵裕がえられるのではないかと思われた。   

本省の米穀は集荷せられて，淀江を下って倣う！己される  

ことが多かったが，ここでは渾米が米価をおし下げてお  

り，これを望む者はなく，淡lコも㈲商の米が入ってきて  

いる上梓湘羊変の影響を受けて安く，有利な損荷先がな  

かった。省内各地も縄儲一九江を除けば販路は′トで，穀欄  

は晦担2元5角以下に，交通不便の地では2元以下と  

いった廉価となっている。この低さに鬼婆民は毎日苦痛を  

叫んでいる。自耕蘭1戸の桝田が平均20畝であるとする  

と，嫁畝2担の収穀があるとして1担2元5角として計  

算すると，1年聞の血備の代僧侶ま100禿である。これよ  

り柳まト耗子・J肥料・田儀・柵税を除くと，鯉所得でか  

つ負債が滞り阻地は蛮人れされている。判ヨ緋遇や佃戯  

であるとさらに山山層堪え経い。南昌イ寸近の農家でほ1畝  

あたりにして4～5元の数価に対して排球工価1．2～1，3  

元，収穫工佃札7…1．0元・種子2～3角・肥料約0．5元  

前後・乱賦雑税0．3－0．5元・耕牢工価0．2～0∴う禿である。  

もし水畢の災害に遇えば破滅は必至である。   

全省81蝶，匪区と水災の区域を除いても，米穀の販路  

がないための現金枯渇に悩んでいないところはない。そ  

れは各中心市区の経済…一般の沈消音をもたらしている。商  

品・普安・梯州・九江等では段民の購買力がなくなった  

ので，あらゆる市場は登瀾僚としている。雑貨店も門前  

雀羅である。とくに農村の市域にあって農薬の補助品の  

制作や農家の副米産品を扱っている者の扱失は著しい。  

本省の著名の土産である茶寮・笈布・紙張・竹本・油な  

どは，これを省外に搬灘するにも交通は匪賊により阻げ  

られ，また通行税などを繋盤に経せられ その営業ほ…■  

落千丈の状態にある。こうした農村掛斉破産の状態に対  

して当局ほ何らの対策をももっていない。そ・れどころか  

税を濃くしている。こうした無策が続くならば農民は圧！  

を棄て断となる。これが江西の目前の厳寵問題であが】）。   

矧軍ほユ年10月15日「申報」  

く4〉 湖南潮闘区域の大腿経常  

① 湖僻省の湖に接した各腺ではこの百年東湖面が干し  

あがって多数の肥沃な土地が出硯した。この土地を沸凋  

として干拓開基することは有利であった。清栄から民‡封  

初年にかけて政府は財政上の必要からこれをうー己却した。  

闘魂は山間部のように閣経ではなく，堤防を築くならば  

熟摘となり，その収穫巌は山l掛鮎の2依であった。この  

ため争って閑雅が進み，賎千幾層の堤防がめぐらされ，  

條かに湾と河流が水城と水運を確保するのみ，といった  

土地が多数出現した。家郷腺では棚田630区，60万畝，  

20万人が戯家人口であるということになった。  

② 潮田の所有は大地主が圧倒的で，1区数千畝の土地  

は僅か数戸の地主榊甚だしくは1戸の地主鵬により持  

たれている。この土地は佃戸に′ト作させているのである  

が，佃戸は大部分外からの移民である。その地主佃戸関  

係は新教地であるのに極めて陳旧的である。すなわち納  

租以外の慣習を受け継いでいる。地主が求める労役に佃  

戸は無条件に工作しなければならない。田租契約は仲人  

をたてて行われ，押租は通常である。また穀物物納が普  

通で，綿花地・薬園も穀物で行われ，こうした土地は水  

田の2倍の国税となる。税額は通常毎畝1石4エトー収  

穫は4～5石程度－である。災寒が発生した時は，堤  

防決壊にならない限り－多少の減免ほあるものの…後  

年納入しなければならない（俵田納税の慣例）。佃1戸は  

契約が成立したあと，種子・肥料・排牛・遇典・房優等  

は筐i分で患えなければならない。永小作権はない。近年  

人口が大となり，神秘の額が大となり佃戸を貧苦に追い  

込んでいる。  

（》 潮田経′馴ま高能率な農莱経常の条件を備えているの  

で，大繚骨が存在している。1区6千畝の湖lヨで100畝  

以上が8戸，70…100畝が6戸，50…70畝が：う6戸，10～  

50畝がf10戸といった経常で，他に10畝未満が3戸である  

が，これは兼業農家である，といった場合が少なくない。  

ただしこうした数字は正確でなく，大佃農は地虜が小価  

戯に／ト作他の1部を小作させて，自からほ収税地主的存  

在になっている場合もあり，内情は複雑である。大佃戯  

が300畝の湖‡讃を直営する場合，次のような収支となる。  

米…ないしは衆換算刷1600担の収穫があり，これより  

約∠ま00余担が納められ，雑税魚津は約100担である。桃  

子・肥料・貸金等骨戯支出は約400担相当である。負倦  

利息は約100担分，支出総帥ま1，000捗！余となる。その結  

果500担分の取り分を佃戸が得ることになる。現在の毅  

価で1，500～2，000元の収入となる。このような大佃戸の  

収入ほ500畝以下の地主の収入よりも多い。この富裕的  

地位は稲用労働者の搾取の上に桃築されたものである。   
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戌工14人…うち2人は職皮的…が従軍しているが，職  

長には年工変80元が支払われるが，…般には50禿である。  

農繁期には短工が動戯されるが，その日細工饗は2～3  

角である。収穫作業は出来高払いで行われ，1担の刈り  

取りが1角程度である。佃主は作業は指揮監督を行うの  

みで，2～3チ元の蓄財をもち，計算と管理の能力に養  

じており，被らを佃巌とは輿なった湖僕の経常補角八  

州凝戯の山雅一とみる者も，あるいは資本主幾的借地  

飽とみる者もある。  

④大磯瀾の優越は上記のようであるが，彼らが年々富  

裕となっていくのに対レ」磯憐憫的賛成経済は年々没落  

悲惨の度を大にしている。彼らの生産工具は古くからの  

ものであり，戌ニ1二を雇う資金はなく，自家の児盈・老婆  

まで作業に参加させている。彪鱗期の欠かせない作業に  

は短エを入れるほかはないが，山間や内陸の′ト過と労働  

交換をなしたりしている。作業が低能率であったり，肥  

料の資金を欠いたりするので，有利な作物をのがしてい  

る。収椎少なく，生凌饗が商いうえ，税街は商叡で他に  

必須の緒掛かりが多い。渾生産またほ生活のため高利の  

負債を繊ませている。今年は盛年であったが，10～20畝  

の鹿家は依然貧苦にあえいでいる32）。   

伍忠遺「湖南安雄麟潮田区域中的遇‡捌酔臥j 咋堰機  

材月刊 Vo11節5柑j 24年2月  

湖南の鹿民迎動は進んでいる。中郡と商都の各県につい  

てみると，2つの時期に分けられる。去年（1926年）の  

1月から9月までが第1耕一組織化の時期で1月から  

6月までは秘密に活動し，6月以降革命牒ができて活動  

を公然化した－，第2期一億民協会が大部分の膿民を  

傘下に収めて戯村大革命を実現した闘である。節1期  

には農民協会の会員数は30～40万人にすぎず，直接指揮  

できる大衆も100万人あまりに止まっていた。節2曇皆＝こ  

は会凰数が激増して200万人に達し，直接婚描できる大  

衆は1000万人に増加した。湖簡の全農民の半数が組織さ  

れた。   

主要な攻撃目標は土豪劣紳一不法地主血であるが，  

宗族的支配の思想と制度，都市の腐敗官僚，腿村の悲憤  

習にも向けられた。地主の権力を倒し，すべての棟力は  

協会に基準され，協会は段柑を独裁し，外部のものは協  

会をほめることはできても慾口はいえないという状態に  

なった。土豪劣紳の・一・二流どころは上海・激lコへ逃げ，   

三流どころは凝沙に逃げ，囚溌どころほ願城へにげ．五  

流以下の小者は郷で腿民協会に降伏した。協会はかって  

清朝時代の戸籍簿，正伸と別冊の手を用い，良民を正瀾  

へ，悪人を別冊に紀機した。別珊に記帳された者はあら  

ゆる打倒と圧迫の対象となったので，だれもが協会には  

いりたがったが，中小地主・雷磯・中農の多くは拒絶さ  

れた。彼らは協会をさげすんでいたのが，となりの紳士  

が協会につかまり，収監されたり引き‡司して殺されたり  

するのをなみて，万余の燵民が革命の旗をおしたてて威  

風数々のデモを行うのをみてうろたえた。はじめは入会  

に消極的で，壮丁徴用を恐れ 形だけ入会して時期をう  

かがおうとするものが多かったが，今や戯民の権力の前  

にひれ伏して入会を哀訴している。  

「別冊に入れるぞ」と嗣金・寄付金をおどしとったり，  

協会に反対する地主の家には大勢で押し込み米をださせ，  

駿華な寝台に土足で寝ころがったり，何かといえば三角  

帽子をかぶせて引き‡司し吊し上げる。これが1部の人の  

いう「ゆきすぎ」であるが，これは地主の白楽】∃得で農  

民の目が狂っているのではない。革命は恩・良・恭・  

倫・溝の英紙をもっておこなわれるものではなく，凝動  

であり，敵の階級のjl一例であり，数千年来雄の張った地  

主の権力を打倒するためには必要な行動である。どの柑  

でも短期問の恐怖現象をつくり出さなければならない。  

中流以上の階層から協会の行動が「むちゃくちゃ」だと  

いわれるが，そうでなく，「すばらしい」…孫中山先儀  

が40年問やろうとしてやれなかった血行軌なのである。   

農相にあって－㌢一賞して悪戦苦闘してきたのは貧農であ  

る。秘密の時期から公然化した時期まで彼らほ積極的に  

闘ってきた。共産党の指導をもっともよくうけいれたの  

である。長沙での調査によれば，飽村人口の70％は館麓  

がlおめ，中尉ま20％，地主と富農は10％であった。鰭膿  

ほ赤貧と次貧の2種類に分かれ 赤貧ほ土地・財産が  

まったくなく20％を占める。他の50％の次貧は多少の土  

地と財産はもっているが，収入が少なく，1年中苦労と  

心配にあけくれている。手工業労働者・小作農・半白小  

作飽からなる。この2種の螢戯が協会の中幹であり，革  

命の大柴をなしとげた元勲である。協会の黍威厳・黍爵  

はほとんど彼らによって占められた（例えば赤貧僧が  

50％・次貧層が40％・貧しい知紙分子が10％）。この貧  

ぷ塗なくして革命はありえず貧農の指導こそもっとも濃紫  

である。   



森川 故事・捕城 晋－・木簡  輩   
114  

愛で飼われている。腿家の過′き；をの副菜は紡布・紡沙で婦  

人の壮挙である。近年男子が尊ぎ1里‡勺な仕立・石工・木  

ニi二・皮革加工などを行う傾向があるが，これは農閑期の  

副業である。   

慮民の食は自産の稲米を立とするが，維堪…変額い  

も類－も併せ，節時には日産の豚や鶏を食している。  

調味のほか買うものは少ない。油は油菜・花生・芝麻よ  

り搾油し，茶も自家産である。衣は白蓮の彿の自紡成布  

で破菊を潰するものはなく，節時によい潜物を潜る。住  

居は瓦・石材を用い，屋商大層で磯をもつ者も多い。部  

屋は数人が入ることができ天井がある。燃料は山林より  

とり，このため松を植えている。ほか稲・変のわらを用  

いる。  

（診 戯民索掛ま揖賦のみで完納している。典差などない。  

′ト作地は多少あるが，定額の機観で荒年の時たまに分租  

となる。仰腿と地主の感摘はよく，租であらそうことは  

ない。個人借款の利息は通常2分5乳 2～3か月の衣  

服を捜儲した場合が多い。友人・縁者が融通のための打  

会一倍用紙合一をもっている場合もある。  

Q）脳柑の政治組織は村をもって単位とし，その上に  

保・会・郷・興がある。村長や保養は商年有徳の人がな  

り．紛争の評裁をなす。礫紳の勢力がこれに関与するこ  

ともある。新式の学校は県立小学が1枚あるだけで，他  

ほ私塾である。  

β．以上が匪禍以前の安楽状態であった。民僧服撞か  

ら21年へかけて共産置ミ賊の支配におかれ，この安楽状態  

は破壊された。この5年間全県寧日なく，建造軌ま壊さ  

れ，農民の生命を失う者が多く，廃人亡柑となるに至っ  

た。災禍は次のようである。  

① 民閻16年はエ作員の宣伝もあるがなお平穏であった。  

この時は戯民は入党の是非を箱ぜず郷屠安閑の態をなし  

ていたのである。18年にソビエト政府が腺域に樹立され  

5畝以上の膿家が富農とみなされ，その田地が没収され  

た。‡乱他の境界は取り払われ，新に区画を設していわゆ  

る「均田政策」が実行された。農民は…一方でその現有‡黒  

地を爽てることをせまられ 他方で公共田地で働くこと  

を要求された。公共縫骨の門地は利害関係が直接でな  

かったので自ら努力することが少なく，また上級資使者  

に良策がなく，田地の大半は荒廃し慮塵は大減少した。  

如何に減産になったかに関する記録はないが，これほ公  

認の事実である。   

協会は米の県外移出の熟L，摘発約投機の祭正により  

米価の大幅引き下げをはかることによって飯米を買わな  

ければならない貧農の利益をまもり，小作料の引き下げ  

と小作梯の保証をなし，高利を砦止した。従来の解職‘政  

経と司法権を解体して，貧掛こよる権力機構を発足させ  

た。常備的農民武装組織と非常備の攻撃組織を整えた。  

農民のことはすべて協会で処理するようにし，官吏の汚  

職を山掃した。宗族体系を打倒し，廟に使われていた資  

金は農民学校の棟数にあてられた。古い男女差別をなく  

した。アヘン・賂絆浪費の楽止と盗賊・匪娘を一掃した。  

そして消費・販桑・侶用の合作者をつくり，地主に強制  

して遺路・填み・溜地をつくり，農薬生産力の回復発展  

がめざされた。こうした潮解の戯民の行動を「これは全  

くの赤化だ」といっているものがある33）。   

毛沢東「湖南省農民運動視察報告」1927年3月 中  

央公論社「独界の名著」別所収  

（5）り」関都における「開放I裳」の経験   

この地区は湖北省にあり，梯子水稲小変区に属してい  

るが「開放区」ということで，この磁区で論考をあげる  

のが妥当と考える。  

α．黄安は湖北の東北に位階し河閣に接する。全県山  

丘からなり，交通は不便である。農民の性情淳膠で，訴  

訟などほとんどなかった。不便のため軍兵も来ず典災を  

うけることも絶えてなかった。匪区となる以前の遊楽脇  

付の肇禰を略述すれば次のようである。  

① 農地は水田多く，土矧肥沃で毎畝3石以上の収稲が  

あった。単田を単に地と称しているが毎畝綿花30斤の産  

があった。地価は位澄の便や愚皮の差によって血梯でな  

いが，平均1畝50元はした。普通の脳民は楓ロを持たず，  

動労所瀾で余剰があれば土地ほこれを買うという風で  

あったが，発り手も少なく発買はほとんどなかった。  

② 農産は水稲が主賓産品で，次いで柿花である。大抵  

の農家は食は自塵の：粗 衣は訂植の棉をもって充てる。  

このほか小変・大変が多く，次いで油菜・そば・豆類・  

麻・落花生・かんしょ・そ莱がある。水災は絶無で，趨  

民は串災を心配するが地境がよく整備されており欠水は  

あまり発生しなかった。役畜ほみな黄牛で，牡牛が多く，  

1頭をもって40～50畝の耕作ができるので，20畝ほどの  

農家は2戸で1沸をかっている。飼料は山野牒と稲わら  

である。ほか家畜としては豚と難が主である。豚は糠と  
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り，18年からは恐怖状態に陥り，新穀の盈況となり，21  

年に至っては荒涼凄惨の憫敷となった。22年中央軍が来  

て共産農相が解体されるが，その後も状態は同棲してい  

ない。  

① 戯地は共産党が公田制度を実督し．またその公園を  

巌民に与えるのに「針口授田」政策をとった後であるの  

で，これをもとに炭すのに混乱が生じた。またもとの所  

有者に道元する場合に地主や笛過たちは死亡している場  

合が多くあり，そうした醜主の土地は既発にかけられた。  

鹿民が疲弊しきっていたので，財産没収などに遭わな  

かった中段小農も審機がなく，党争価格ほ5～6元と  

いった廉価になった。  

② 飽民柳酌ま地主富農の音盤落のあとをうけて，雇農が  

佃慮に，佃脱が半‡ヨ緋戯に，半白排脳が白桃飽になると  

いった階級移動があった。鹿家の生活水準は大きく低下  

した。上・中虚が破産してしまったほか，農村内の購買  

力が低下してしまったので，穀価は1担3元にも下がり，  

ほか畜産収入・副業収入もなくなり，住居ほ菅の魔笛屡  

が破壊されたあとを受けで掘立ノト優に住むことになった。  

（卦 農業経営は資本欠乏が新著となった。陛禍申すペて  

の慮民の資産がくいつぶされ，緋潜や飴奥まで失われる  

ところが大であった。これらの回薇は容易でなく，当面  

の再生凄惨のための資金にも行き詰まっている。人力は  

3分のlが殺されたり病死した。ところにより縦横数盟  

住民なしといった状態がある。  

④ 腿民負掛ま収入の減少とは反対に増加した。中央軍  

がきてから阻賦のほか10余様にわたる椎税があるいは田  

賦付加税としてあるいは人頭税として課せられるに至っ  

た。農相内に雛軍と対抗すべき組織】保甲制度－が盤  

えられたが，こうした組織維持の楽用も大きい。租職制  

鹿は復活したが，荒磯した蓑田があり余っており，戊民  

の扱が激減してしまったので小作地は供給が需要を上回  

り弧線ほ低下しまた分机が多くなっている。また課税が  

高くなったので良から排す力のない戯地は租闇とするよ  

り売却しようとする傾向が大である。倍貸施設は富農が  

没落し．また貸金典当の経常をなすことは匪禍揮発のき  

と危険であると恐れられ，終局みられなくなった。この  

ため腿民は資金融通に苦しむことになり，かえって高利  

小締の高利が拡がるに至った鋸）。   

張恩磯「血鯛離区飽況変遷之描述」腰基材周刊 節39  

期 民国23年11月   

（診 金敷にわたる敢大の損失でしかも回複が容易でな  

かったのは，凶郷房屡の焚毀である。良繋であった家屋  

州普通数百元∵は16～17年には富農の房舎が，18年に  

至って遂に個人持ちの良繋の設備を灰尽に化されてし  

まった。金憫の飽民は臼柳磯と葦ゼl緋農が多かったが，  

共産党の擦準では宮脇とされ】卦他家魔の没収と入日抹  

消の対象となったので，彼らは逃亡せざるをえず，郷村  

人煙火半は減少し，その後も無田の胞民の逃亡が相次い  

だ。この状態のところへ紅槍会・大道会・大刀会など抗  

共産組織が入ってきて，両者抗争に死亡する者も甚だ多  

かった。  

③ 匪軍（紅軍）が－地にいたると故地の豚鶏などすぐ  

食べ尽くし，これがなくなると絆牛を食べ尽くしてし  

まった。人力減少は上記のとおりであり，それに詔力も  

なくなったのであるから鹿田の荒廃と鷹耗の減少は当然  

であった。  

④ 大破壊が行われ，遊産の散減があったので副業はそ  

の販路を失い，停．‡じされるのが普通であった。  

⑤ 地主ほ民酎6年にすぐ逃亡してしまった。関税制度  

ほ完全解除され，田租の負担はなくなったが，対「紅  

蓬区」の負担が大であった。自分自身極貧の者が多数の紅  

軍を給寒することとなり，公田制度のもとで収穫のすペ  

てを紅軍におさめ，紅軍から衣食を供給されるという弁  

法に農民は不潮であり，僻地の田租制度を懐かしむ者も  

多かった。田賦の胱芸射ま地主や5畝以上の「番遇」の多  

くが維押してしまったので支払い者の大半を欠くことに  

なった。「富腿」以外の遊家の閏賦を廃止したが，残留  

慮民にとって「公力投」の負担が甚だ温かった。共産党  

は膿村の依穐者をも嚢本家とみなしてこれ針抹消しよう  

とした。16年に典当一質屋－が閉鎖され，その主人の  

多くが捕らえられ殺された。18年には機務契約の…切が  

撫効とされ，債権者の家産は悉く没収された。脇民は負  

債から開放されたが，反面矧呼融通をつける遺をうし  

なった。  

⑥ 腿村紙箱は改変された。16年村保制度は廃止され，  

慮民協会が設立された。18年には農民激安員・婦女会・  

赤衛闇・少年‡司・哨兵隊などが組織された。学校には多  

くがはいることになり，多少の読み番きが数えられたが，  

大部分の時間は農民を強め開溝一客緩溝演一に用いら  

れた。  

γ．以上民国16年から18年までには全豚況沌の申にあ  
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ている小作地貸付が（他の農区ではほとんどないが）か  

なりある点である。こうした土地保有の下で水稲の二期  

作が行われている。節i作は早稲を2～3ノヨに植え7月  

に収穫し，節2作は晩稲を8月に凝え12月に収穫する。  

ただし1作あたりの両帝あたりの収穫盈は大でなく，他  

の腿区で水稲洲小変と2毛作を行っている場合に比して  

往々に低い。他の作物としては大変・大豆・さつまい  

も・とうもろこし・さとうきび・タバコ・大根・桑・茶  

などがあるが，いずれも作付は多くない。またかんきつ  

頬・バナナ・ マンゴー・パイナップル・レイシ・油桐箪  

も1都栽培されている。ほか棉・麻・シイタケ・タケノ  

コ・野菜などの地プぎ約生渡がある。家畜は役畜として鶉  

牛・水牛が半ばし，曇三鷹家禽は豚・鵜・家鴨などである  

が，飼脊蕊は少ない。しかし経営面磯あたり飼育数は水  

稲地帯の平均的であり，厩肥，人兼尿を合した施肥ほ少  

なくない。肥料には油粕・硫安も用いられ，石灰の施用  

がある。災肇は著しくなく，飢飢の経験は乏しい。匪患  

としては共産粧順の活動があげられている。農家の4分  

の3は米によっているが，かんしょも日常の食卵に用い  

られている。生活は派手であるとされている。  

2．農業聴営農家聴済の構成（1）   

バックの16，786農場調査でほ水稲両機償からほ次の地  

区が澤村恋されている。   

福建省仙懇安（ウェイアン）・下‡ぎ閏（プウティン）・  

瀧渓（ルンキ），広東省…湖安（チャオアン）・中山  

（チェンシャン）・揚陽（キティアント嵩黎（コーイ  

ウトi裾江（クーコン）・茂名（モウミント南郷（ナム  

エン），広酉省…脊髄（ジコ．ンヘン）・邑寧（ユンニ  

ン）。   

上紀の地区別・階層別の躯計平均倦を用いて，節1報  

と同じ方法で農業経常の構成分析を術う（Tableト6）。  

（1）指標の平均と偏差からみた遊楽経常の構成   

鹿家世帯員数は一年覇を含め劇6．2±2．5人，腿場面  

穏ほ1．2±1．0ヘクタール，労働力胡牒狛ま2▲4士1．0人  

（ME〉である。こうした親機構成は水稲茶区のそれに近  

い。この農区においても農紫綬営は小造りである。役商  

は1．5±0．95乳 労働の役畜装備度は59士30％である。水  

牛と頚牛が相半ばしている。中′J、生産家畜としては豚2  

好い家禽10羽がかわれている。ダブルクロッピングの皮   

1予．水稲爾機区   

1．水稲両横l真の概況   

福建の大部分と広東の全部および広西の1都を含む。  

商支那海に面し，西江流域に広東三角州など多少まと  

まった平原があるほかは平野に乏しい。山や丘陵が多い。  

カルスト的地形も含まれ，山壁のきりたった岩石がそび  

えている。せいぜい500～1000メートルの山地であるが，  

地形は険しい。山や丘陵の谷間や中腰のさほど険しくな  

い部分が飽地として利用されている。気候は放熱幣に属  

するだけに気温は高く，降禰闇各準に分散されている。  

衣土は赤色土壌（ラテライト彗望）で，山や丘の東面は容  

易に水蝕され，もともと森林であったものが華やブッ  

シュしかないす針せた山肌になっている場合が多い。洗亡  

した土壌が流域に姉桟し，戊い水稲栽培により，生産的  

な土壌になっているのが耕地の土壌である。亜熱肝性植  

物のシュロ・アカシヤ・ショウノウ・パショウ・カンラ  

ンなどがみられる。   

総両紙約こう930ガヘクタールに約790万戸が定住してい  

る。古い時代の北方からの雑民で独自のライフスタイル  

を成しでいる客家の多い腿区である。うち鹿家は約530  

万戸であり，その経常する耕地而機は約450方ヘクター  

ルである。慮耕地に対する人目密度は（都市部を除き柑  

部に限ってみた場合）中図会土の中でもっとも大であり，  

南方への海外移住者を大袋に出し，またその帰郷者も少  

なくないという挙梢と閲孫している。耕地以外の戯用地  

ほ山や丘陵の革地約340万ヘクタール，搬本棟木約180万  

ヘクタール，森林約120万ヘクタールで，耕地面機と比  

較すると他の遇区に比して際立って多い。荒地も約140  

万ヘクタールと多い。他九 末貌他に‡おめる可耕地の割  

合は9％でこれは多くない。灘漑は耕地の3分の2にお  

いて行われ，平野部はもとより起伏のある丘や山裾ほ水  

閏化のために段丘付けられ棚！ヨとして拡がっている。瀧  

漑ができなかった畑が他の30％の耕地であり，耕地にで  

きなかった個人のまたは共有地が前記の耕地以外の農用  

地である。   

自作農17％，自小作農37％，′ト作j箆4G％という構成は  

i週川水稲i夏とならんで中国余塵区のなかで地主制度が  

もっとも成熟していることを示している。この戯区の吻  

合の特色ほ地主′ト作関係の中に傭人的な貸借のほかに，  

宗族制度の1rに行われている族領地の逆用として行われ  
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10．9±5．8トンである。J肥料集約度は水稲地常の中で平  

均的であるが，労働集約度は水稲地幣の中でも商位にあ  

る。いうまでもなく，水稲作という特に労働集約的な作  

物のダブルクロッピングが行われているためである。軽  

′計成果として即弟産出厳は3∴う±2．6トン，及墟1ヘク  

タールあたり土地生産性は2．9±0．9トン，労働力1人  

（ME）あたり労働生産性は1．2士0．5トン，耽溺層あたり  

産出駿は0．50士0．30トンである。尉嘉生産力作物である  

水稲を年2作しているのであるから土地生産性は商いと  

いうことにはなっておらずに，水稲地帯の中では水稲茶  

区とともに低位生産力地瀾の一個を構成している。水稲  

の1ヘクタール収穫盈が低いのがその理由である。農機  

規模も小であるので戯場産出恩も鵬これも水稲茶区と  

ともに…低い山瀬に入る。労働生産鮎ま－労働集約度  

が大なので山水稲池澤の中で際立って低い。経常農地  

の乱作地比率ほ52．7士34．8％で′ト作比率が商い。麓外所  

得依存率は12．5士10．8％でこれほ高くない。   

この戯区で大ノト極端な2過りの鹿家を取り出せば次の  

ほ176．2士31，0％で水稲茶区とともに中国全題区の中で  

敢も高い。経常農地の65％が水田で，そこでは水稲2毛  

作が広く普及している。1．で述べたように早稲は3月に  

移植し7月に収穫を行い，晩稲は8月に移植し12月に収  

穫を行う。この連作が基本となっている。晩稲と早稲の  

問にさらに魂豆・空豆・大麦・大豆などを入れることも  

ある。晩稲に替えてかんしょをつくることもある。ある  

いは早稲に替えて綿花・さといも・タバコ・れんげをつ  

くることもある。畑ではさとうきびが鹿妻作物であり，  

あるいはまめ頬・いむ煩・油用件物のダブルクロッピン  

グシステムが組まれている。山間の丘陵畑では年1作で  

らっかせい・とうもろこし・かんしょなどがつくられて  

いる。ほか茶・果樹・桑もつくられている。   

作付1ヘクタールあたり労働投入駿は1．7±1．0人  

（ME）であり，肥料投入畿は6．5士3．9トンである。水稲  

茶区に比して作付集約度は一労働基約度において叫か  

なり大である。農場規模（耕地）1ヘクタールあたり労  

働投入巌は3，0土2，0人（ME）であり．肥料投入盈は  

Tableト6Index払rAnaiysis（6）  
［水稲間稚区】  ［指標コ  

S′闘DARD  MINIMUM  MAXMUM  
変数  MEAN          DEV．   VALUE  VALUE   

Xl  33．35   26．61   4．79   148．63   

Ⅹ2  2．46   1．09   0．90   7．00   

Ⅹ3  1，50   0．95   0．00   4．37   

Ⅹ4  176．22   31．04   100．00   216．00   

Ⅹ5  2．19   1，91   0．22   臥32   

X6  11．44   9．28   0．72   43．dニ2   

Ⅹ7  1．22   1－00   0．11   4．18   

Ⅹ8  6．56   3．91   0．43   15．97   

Ⅹ9  1．76   1．09   0．37   5．65   

Ⅹ10  1雷47   0．93   0．00   4．36   

Ⅹ11  10．96   5．85   0．85   臥68   

Ⅹ12  29．60   9．01   16．02   67暮43   

Ⅹ13  12．34   5．82   3．68   29．67   

Ⅹ14  3．03   2．02   0．72   11，64   

X15  0．59   0．30   0．00   1．16   

Ⅹ16  5乙73   34，82   0，40   100．00   

5．34   10．07   31．鋸   

Ⅹ18  12．53   10．83   43，00   

2．51   15．50   Ⅹ17  17．22              0．00    Ⅹ19  6．26    2．30    Ⅹ20  5．02  3．03  0．89  16．05  

Xl：戯瘍産出蕊（100kg：キンタル）  

Ⅹ2：労働投入盈（人）  

Ⅹ3：役畜投入螢（家畜単位）  

X4：土地利用度（％）  

X5：作付面機（ha）  

Ⅹ6：肥料投入蕊（t）  

Ⅹ7：排他面積（ha）  

Ⅹ8：作付商機あたりの肥料投入鼠  

Ⅹ9：作付面積あたりの労働投入澄  

Ⅹ10：耕地両種あたりの役畜投入蕊  

Xll：排他両横あたりの肥料投入澄  

Ⅹ12：土地生産性（100kg／ha）  

Ⅹ13：労働生産性（100kg／人）  

Ⅹ14：排他1訂穐あたりの労働投入蕊  

X15：役畜・労働比率（家畜単位／人）  

Ⅹ16：馴乍地比率（％）  

Ⅹ17：作付■面機あたりの土地生敵性  

X18：膿外所得依存率（％）  

X19：農家掛野員数（人）  

X20：農家田澤員あたりの産出鼠（100kg／人）  
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とおりである。（i）14人の仙年確を含むw世帯員を持  

つ農家が7人の労働力（ME）で4ヘクタールの農場を  

経常している。役畜は水牛黄牛4幼で労働の役畜装備磯  

は57％である。ダブルクロッピングの度は200％，巨作  

の労働躯約皮は0．8人（ME），肥料集約度は6トンであ  

る。農場産出駿ほ14トン，経常慮地1ヘクタールあたり  

土地生産性は3．5トン，労働生産性は2．0トン，世帯員あ  

たり産出恩は1．0トンである。水稲茶区の吻合にみられ  

ると同じように平均に比せば戯場鷹山儲で4，0倍，土地  

生露性で1．2倍，労働生産性や枇常闇あたり産出兇では  

2．0焙であるが，この程魔の規模と能率では大腿とか大  

総骨とかのカテゴリーにはいるものではない。（ii）2人  

の世帯員からなる麓家が0．2ヘクタールの遇地を涯督し  

ている。役畜はもたず緋起作莱などは畜工と人ニl二の交換  

によっている。‡当家農薬には家族労働力の半分をあて，  

他の半分は雇戯としで他家虚業に願われるか，他の貸金  

稼ぎか小南某でiコ紙礫ぎを行っている。†当家鹿莱は米や  

雑穀・いも敷などを鍛約的に生産しているが，その中か  

ら／ト作科を出さなければならないので筐】家食粗の基礎部  

分を提供しうるだけである。農外所得依存率は約半ばで  

ある。  

ほ）戯機鋒骨の掛矧馴こみられる蠣開署肇孫  

① 戯場規模・作付規模・労働力規模・壮幣農規模の相  

互間，および農場産山厳・労働生敵性・枇帝圏あたり産  

出汲の棚引馴こは0．6～0．9のみるべき相関がある。この  

点は【則司虚業…般にみられるのと同じ関係である。農機  

漉山蕊に対してほ農場規模と作付規模が0．9という緊密  

な相関があり，労働力親機が0．8，†胴毒苧員規模が0．6の相  

関をもつ。労働生劇生に対しては儀場規模と作付規模が  

0．8の相聞をもつが，労働力規模や世帯員規模は0．3～  

0．4の相聞をもつにすぎない。世帯員あたり産山蕊に対  

しても鷹場規模と作付規模が0．8の相関をもつが，労働  

力規模は0．5，世帯員規模ほ0．2の相場を持つにすぎない  

（Tab王e2－6）。  

② ダブルクロッピングの鹿は虚場規模・作付規模・労  

働力規模との闊に0．1～0．2の微弱な正の相聞をもちなが  

ら，作付1ヘクタールあたり肥料集約度との問に－0．5，  

労働基約度との問に－0．2の弱い負の相関をもつ。肢場  

の耕地面薇あたり肥料集約度や労働集約度との‡狗係は乏  

しい。農場産山数・土地生産性・労働生産性・世術鼠あ  

たり産出兇とのlぎも】には0，1鵬0．2の微弱な正の相関をもつ。  

（卦 作付面磯あたり労働衆約度と農場耐薇あたり労働炎  

約鹿の間，および作付而穐あたり肥料魔約放と農場i称憤  

あたり肥料集約皮の聞には0、8血0．9の緊密な相関がある。  

しかし労働基約度と肥料脆約庶との聞には0，1の相聞が  

あるにすぎない。労働基約皮は規模拍櫻との間に－0．4  

～－0．6のみるペき褒の雅＝臓をもち，軽骨成果に閲して  

は慮曝露揖盈との問に－0．5…－0．6の，労働生産性との  

閃に－0．6～－0．7の，枇瀾闇あたり産出数の一別ニー0．5  

～－0．6のみるペき相関がある。肥剤磯約皮は規模指標  

との閏に～0．2～－0．3の負の相関を，軽骨拍磯との閏に  

－0．3～－0．4の負の相聞をもつ。  

④ 自作地比率はダブルクロッピングの皮と－0．6のみ  

るべき相関をもつ。この点はこの農区の特性である。ほ  

か労働生産性および世帯員あたり産出應との閏に－0．2  

の負の相関を，作付而耕あたりの労働基約度および肥料  

強約度との間に0．3の正の相関をもつ。この点もこの農  

区の注目するペき特性である。また馴乍地比率と腿外所  

得依存率との問には0．5のみるペき正の相関がある。農  

外所得依存率もダブルクロッピングの庇と－0．5のみる  

べき負の相関をもつ。ところが作付面緻あたりの基約度  

とは0．トOt3の微弱ではあるが正の相聞をもっている。  

ほ）撒梯‡2！】の回帰分析からみた盛業経常の構成  

㈲農機産出魔に対する経常規模と経常集約度の寄与関   

係  

① 農場規模の寄与弾力性は0．86，作付規模の審与弾力  

性ほ0－82，労働力規模の寄与弾力性は1．66，肱帯腰規模  

の寄与弾力性は1．57である。「農場商機と作付面積は産  

出の1，2釆に比例し，労働力規模と肱苗員殿綴は兼山の  

0．6釆に比例する」という関係がある。農場規模と作付  

規模の闊に寄与帽の差がなく，労働力規腰と倣幣員規模  

との‡馴こ寄与帽の差がないという点が他の磁区と輿なる  

が，経営観攫の大小に即して労働力と土地の結合割合が，  

富戯の域増津む節戯数や労働力数は大であるがニヒ地経常ほ  

それ以上ぷ大となるように，鎗掛ま世帯員数や労働力数  

は小であるが土地軽′浄はそれ以上に′トとなるように，編  

成されている点は他の戯区と輿ならない（Table3－6）。  

② 農場規模・土地利月封変・肥料集約度をセットとした  

対応の寄与弾力性は0，85・0．33・－0．01である。慮場規  

模・労働基約度・肥料狼約度をセットとした対応の寄与   
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何ともいえないが，ゼロに近いということは確かであろ  

う。これに対してダブルクロッピングの皮を商めること  

や労働基約皮を商めることの寄与噸崗永稲茶区よりも多  

少大である。農場規模の叫集約性で脱明される部分は  

切り離したうえでの…璃：与将も水稲茶区の場合に比し  

て多少大となっている。  

（紛 労働生魔性に対して土地利用度・労働幾約度・肥料  

集約度をセットとした対応の寄与弾力性は－0，51・－  

0．70・－0．04である。また土地利用度・労働銘約度・肥  

料鍛約度・脳場規模をセットとした対応の寄与弾力性は  

－0．37・岬0．44・－0．05・0、19である。これらの掛猟式  

も水稲茶区の場合と同様の構造をもつ。兼約性が嵩まる  

ことは土地生産性に対するとほ反対に労働生産性の引き  

下げの方向に作用している。ダブルクロッピングの皮が  

嵩まることも労働生産性を引き下げる方向に強く作用し  

ている。多毛作化が経常内の枇向配分の食掛こ寄与する  

という作用は－すでに多毛作化の度が大なので－なく，  

反対に生産性の低い作物を排除して生敵性の商い作物だ  

けに躯埋することが労働生産側を引き上げる方向となっ  

ている。肥料集約度の寄与ほゼロである。生産性の商い  

作物だけに盤捜することをはかるには，それを彿償する  

だけの膿域蘭機脱税の拡大がなければならないが，規模  

拡大の労働生産性の引き上げ効果はそれ以上のものがあ  

るとみられる。  

③ 位帝劇あたり産出盈に対して土地生産性・労働生産  

性をセットとした対応の寄与弾力性は－0．06・1－04であ  

る。土地生産性・労働生産性・世帯員規模をセットとし  

た対応の寄与弾力性は－0．08・1．09・－0．07である。  

3．戯発祥骨・農家経済の構成そ2）   

節2報で行った224カテゴリーヘの該当・非該当を手  

掛かりとした度数分布とパターン分析の結果を用いてこ  

の髄区における戯光絞常・鹿家経済の性格を吟味すれば  

次のとおりである。サンプルとしては患安・下‡柑・容  

螺・邑寧・湖安・中山・商紫・rl憂1江・茂名・歯雄が用い  

られている（Table4－6）。  

（1）自然額境・就業と常膿・威張経営と巌家生活  

① 地勢は高原に属する地区，山地に属する地区，平原  

に属する地区を含む。珠江デルタ地に属する中山，高原  

に属する捌犠・邑寧，その他ほ山地・商原に嘱する。全   

紳力性ほ1．2巨0．59・－0．05である。作付規模・作付労  

働集約度・作付肥料魔約度では1．舶・0．52・0．00である。  

この寄与蠣の測定健は水稲茶区での測窟髄とほほ同じで  

ある。水稲地帯全体で測定された寄・与帽と比摸すると，  

この農産では戯場規模または作付規模の寄与暗が大で，  

土地利用度や労働集約度の寄与幅は大でも小でもなく，  

肥料集約度の簿年畷…ゼロである－が小である。1ヘ  

クタールあたり労働投入螢として測定された労働炎約皮  

ほ，繹償の†所轄規模を大とするにつれて，測定値が同じ  

であっても実質的に作物作莱の栽培管粟捜を柁緻化する程  

度を高める。面積戚撲の寄与臓がま．00より大であること  

は，こうした労働能率向上効巣がポジティブに作用して  

いることを示すものであり，この遇区の場合この効果が  

紺碧であることを示している。集約化の寄与がもっぱら  

労働について働いており，肥料の寄与がゼロである。  

③ 農場規模・労働力髄膜をセットとした対応の寄与弾  

力性は0．64・0．57である。戯場規模・労働力規模・肥料  

投入巌をセットとした対応の寄与弾力櫻は0．67・0．59・  

－0．05である。各貌明変数の寄与順のもたれ方はここで  

も水稲茶区におけるのと同じであるが，多少労働力の寄  

与喘が大である。そ・して巌場面穐と腿峻労働力を適性に  

保ちながらの規模拡大は水稲茶区におけるよりも山層イ  

ンクリージング・リターンをもたらす局面にあることを  

示している。水稲茶区でみられたと同様に肥料投入の増  

減が何故に産出の職級に反応しないのか，ダブルクロッ  

ピングの皮が大で土地生産性が水稲池澤としては低位で  

あるにもかかわらず，という疑問はこの磁区においても  

もたれる。パック啓の付帯劉査でも農家の肥料追加の必  

紫他には否の回答が多い。  

④ ③の回帰式につき労働力規模を騨粁戯規模に｛授き絶  

えても式の構造は変わらない。  

（B）生産性に対する経営規模と経営炎約庇の寄与関係  

① 土地生産怯に対して土地利用度・労働先約度・肥料  

集約度をセットとした対応の寄与弾力性は0．48－0．29・  

－0．04である。また土地利用度・作付労働集約度・作付  

肥料魔約皮・飽瘍規模をセットとした対応の寄与弾力性  

は0．62・0，55・－0．05・0．19である。これらの回帰式も  

水稲茶区の場合と同様の構造をもっている。肥料条約庇  

の寄与帽が1作の作付躯純度でみても，農場の面梯脆約  

度でみても，ゼロか負となるという測定値となっている。  

負になるかどうかは説明変数瀾の内的相互間係があって  
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地‡夏が亜熱帯に属し，高温多湿，作物の生育目数は周年  

にわたり，年間鹿は3地区が500～1500111m，8地‡gが  

1500nm以上である。降網の年次煽倍は少ない。中国  

ではこの他を機構（ショウレイ）の地一熱病など病気  

の多い地方…として恐れられた。土壌は水田であれ，  

州であれ，全て酸性である。水団は水稲土，畑は非石灰  

性沖稜土または紅土・黄粘土である。傾斜地・山崗に開  

かれた農地が多い。山地や高地に属する地区が多いが，  

さほど急峻でない可耕地が多く，その利用は充分でなく  

もと耕地であった土地が耕作されず採草採新地になって  

いる場合が多い。戯地の太宗は水田であり，水田比率  

50％以上の地区が大部分である。地区の総南柏耕地化比  

率ほ20％未澗が7地乳 20～40％が2地区，40％以上が  

2地区である。農家の定位密度は1平方kmの鹿家戸数  

で50戸以上の地区がほとんどである。山地が多い反面定  

位密度は全中閻のなかでもっとも大であり，狭い可耕地  

に零細慮家が密躯していて，その過密性がこの農区を特  

色付けている。  

（診 農家の世帯員規模一年稀を含む…は6．0人種度であ  

るが，6．0人にみたない地区が5地区，G－0人以上の地区  

が6地区である。そのうち農場の保有労働力となってい  

いるのは，1．8人（ME）未満1地Ig，1．8～2，3人（ME）  

6地区，2．こう人（ME）以上4地区であって，労働力規模  

は大なほう一水稲池澤ではもっとも大…である。慰  

安・開田などは0．5ヘクタールにみたず，商雄・茂名・  

湖安・邑寧・敵渓・曲江などが0．5～1．1ヘクタールであ  

り，容願・中山・商婁のみが1．lヘクタール以上である。  

農場の両帝規模が小で，それに依拠する家族や働く労働  

力ほ多い，というのは中閻農業の特性であるが．それが  

この農区でほとりわけ著しい。  

③ 家族労働力の構成は，成人タう子60％以上・成人女子  

25％栄渦という扱が中山・湖安など2地区にすぎず，成  

人タき子60％未満・成人女子25％という組がその他9地区  

を占め，婦人の労働力化が大である。児蛮の労働力編入  

は多いほうであり，家族労働力の5％以上を占める地区  

として敵渓・棚安・l裾鷺・茂虜・南郷などの地区がある。  

家族労働力の仕向先ほ自家農作業70％以上・兼業30％米  

瀾がほとんどで，自家麓作梁70％未満・誰某30％以」こは  

湖安1地区にすぎない。すなわち腿莱尊薬傾が比較的大  

である。年雇労働力をもつ農家15％以上の地区は3地区，  

児幾年雇労働力をもつ農家5％以上の地区は4地区で商   

婁・曲江・茂名などの地区に多い。農作莱の成人男了∴  

成人女子・児應それぞれの担当状況は地区により大差が  

ある。中山・湖安などでほ85％以上が成人男子によって  

担われ，15％が成人女子・児澄によっている。髄渓・容  

腺・茂名では60～70％が先人男子により，20～30％が先  

人女子により，5州10％が児庇により扱われている。恵  

安・沼田・邑肇・曲江・両雄などでは成人男子の担当は  

40～60％であり，成人女子により30～50％が担当されて  

おり，児愛により10％ほどが担当されている。女子と児  

魔の農作莱の担い手としての位艦が大である。これに対  

応して成人男子の膿作莱はパートタイム就莱が－中  

山・湖安を除いて一大である。雅楽就葉は大ではない  

が，1戸0．4人種の就兼がある。誰某内容では他家野作  

業や他産業貸労働は比較的少なく，内職的家内工業や繚  

瀦一自家南勢－が多い。湖安の農家は1戸0．7人の米英  

従事者をもつが，その40％が成人男子，40％が先人女子，  

20％が児蟄であり，その50％が家内工米，30％が絡軋  

10％が他渡米貸労働，他が官吏・教員・尊F】－”畝である。  

ただしこれは特殊に兼業の多い地区である。以上は在住  

家族による光栄であるが，他に南洋儲瀾l…フィリピ  

ン・インドシナ・マレー・シンガ、ポール啓一への移民  

的出稼ぎが多く，彼らの郷土への送金は亜賓な所得源と  

なっていたし，出稼ぎを終えて帰村する者も少なくな  

かった。  

（む 自作地比率は水稲茶区にみられるよりさらに低い。  

地主制度が食中閣の中でもっとも発達した地方に属する。  

自作農に偏っているパック等のデータに即しても自作地  

比率が低い。地方によっても大差がある。中山・霧婁な  

ど珠江下流域では97～99％の経常農地が小作地である。  

曲江・龍渓・肺閏などの地区でほ60～70％が小作地であ  

る。これに対して容腺・湖安・茂名などの地区では50…  

70％が‡∃作地であり，慰安鯵邑寧・庸雄などでは80％以  

上がlヨ作地である。白餅濃・単打沸騰・佃闇という区分  

では，自緋鎚が30％，半白緋磯がdO％，佃農が30％であ  

る。小作地の多い地区では族m－宗族的土地所有…が  

多いのがこの戯区の大きな特色である。古い中国には官  

田・学田・奇癖田・屯田などがあり，私有地として宗族  

的家族制度にもとずいた族田と禰別家族の所有の私田の  

削があったのであるが，官闇・学田・寄席冒・屯田など  

はあらかた解体して私有地化されつくしてしまい，私有  

地も一族の共有地としての族閏は個人の私田に解体され   
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てしまっていた。その族瀾がここでは大きく残され…・族  

の有力者が族凝・族培・理事・理財などになって管理し  

ている。広東磯では族田が少ない県で10％，多い県で  

50％余におよぶ。族田は所有の‡君を′ト作地として運用す  

るとともに，小作蕊を薔薇して金融饗金として巡用する。  

大きな族閏になると数千ヘクタールの田地と数百万元の  

資金をもち，独力な経済力を保有している。各村には支  

配的血族（姓）があり，同族の族閏の小作人になってい  

る。族Ⅲが解体されず逆に発適したことと′ト作地が大で  

あることは関係がある。粗納の形態は定離教組が主体で  

あるが，銭租や分税も少なくない。裁租比率20％以上の  

地区に龍渓・中山・漸安・霧質・貴名などがある。分租  

比率20％以上の地区は容豚・邑寧である。  

⑤ 農家のほ場数ほ零窮磨り也片の分散交鍍が多い。中山・  

怒安・龍渓などは比較的まとまっていて1農家5ほ噛ま  

でであるが，客腺・邑寧・商繋・曲江・茂名・磯雄など  

では15～25のほ場に分かれている。1川陽・丘陵に零細な  

農地を描いているからであるが，そうした地区ではほ場  

までの距離も速く，邑寧・商粟・繊維等では平均2～3  

kllの距雛がある。  

⑥ 水田ほ灘漑地，畑地は自供降灘侶よっている。灘漑  

は河川または淋渠からまたは溜池殻の揚水またほ導水工  

による瀧漑である。溜池は恕安・能渓・軍帽・邑寧・陶  

雄などの地区に多い。  

⑦ ダブルクロッピングの度は大である。土地利月封受  

160％朱瀾の地区は邑寧・湖安の2地区だけであり，160  

～180％が患家・縮雄の2地区であり，190％以上の地区  

が能渓一耐用・容螺・中山・番；紫・曲江・茂名の7地区  

である。この遇区のダブルクロッピングを大にしている  

のは水稲2期イ乍である。早稲は3月上旬に授椎樅薪させ，  

課汗℃1か月を総て，本田に4月上・中旬に田植えする。  

7月中旬にまだ8分熱のものを収椎し，そのあと6月中  

旬から苗代背繍した晩稲を江‡杓えし，1川上・中旬に収  

穫する。こうした水稲2期作が多いが，必ずしもそれだ  

けでなく，様々な作物とのと町合わせが行われる。早稲  

のあとかんしょまたはたろいもというケースも多い。と  

きには早稲山晩稲－かんしょと3作する場合もある。  

あるいほ晩稲の前にたろいも・タバコ・えんどうなどを  

もってくる場合もある。もっとも土地利用度の商い帝m  

では冬作物に大変またほ小変が作られ，そのあと早稲鵬  

晩稲がつくられる。大麦納早稲仙晩髄といった結合もあ  

る。畑地はかんしょ・花妾蔓三・タバコ・たろいも・そ莱・  

だいこんなどがとり合わされるがf この戯‡真の場合貌婁  

なのはさとうきび・桑・かんきつ・茶・龍眼・レイシ・  

バナナ・パイナップルなど永年作物である。ただしこれ  

らの永年作物はバック等の農場渕避のなかではほとんど  

出てこない。  

⑧10アールあたり収畿は高くない。水稲の収蕊は槻毅  

3．0キンタル程が中国での目安であるが，ここでは2．0キ  

ンタルを多少上回る程度の水準である。早稲と晩稲とで  

は，早稲ほ8分熟のものを収穫してしまうので，収螢は  

晩稲と同程度かやや劣るとされている。地区によって差  

が大きく，開田などは早稲・晩稲とも3．0キンダル以上  

の収鼠をあげているが，龍渓・宥灘行中山・商要・曲  

江・南雄などでは2作とも2．0キンタルに達しない。2  

作を合わせて商位収磯地滞にやっと届くという程度であ  

る。変の収膿も大でない。比較的商い10ア…ルあたり収  

蕊をあげているのはかんしょであり，8．0キンダル程度  

である。大豆は0，5キンタル，花生は1．2キンタル程度で  

ある。  

⑨ 腿墟塵揖蕊一主穀換算－を24．2キンタル東浦・  

2′i，2～42，4キンダル・42．4キンクル以上に区分すると，  

患家・敵渓・甫田・容量様・邑寧・湖安・庸雄などが24．2  

キンタル未i勘二属し，中山・商賽・舶江・茂名などが  

24．2～42．4キンタルに属する。すなわち低位にある。1  

ヘクタールあたり土地生敵性を2．0キンタル未満・2．0～  

3．0キンタル・：う．0キンダル以上に区分すると容聯・邑  

寧・湖安・中山・高安・茂名・商棚などが2．0～3．0キン  

ダルに属し，患安・能渓・甫閏・曲江などが3．0キンダ  

ル以上に属する。すなわち比較的高位にある。ただし水  

桶地苗としてほ商くない。労働力1人（ME）あたり労  

働染渡慄及11キンタル未満・11～16キンダル・16キンダ  

ル以上に区分すると，恵安・1菅田・容螺・湖安・茂名な  

どが11キンタル未満に属し，龍渓・邑寧・高安・南即な  

どが11～16キンタルに屈し，中山のみが16キンタル以上  

に属する。すなわち低い。枇幣員あたり産出濃はほぼ中  

位である。農場産出儲や生敵性を水稲地帯全体で測蓋し  

た回帰方韓式からの推定値と比較すると，プラスの位麓  

血規模や集約度で説明されるより高い仙㍉にある地区蘭  

渓・中Ij－1などであり，マイナスの位ず箆…規模や基約度  

で説明されより低い仙にある地区は容螺・茂名・南雄  

であり，全体として中位にある。   
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⑩ 農業労働放念は仝中‡茎‡の申で高校にある。貸金の低  

い地‡真もある。例えば短ニⅠ二の饗金では曲江の場合税金  

0．15元・食欺0．14禿で針0．29元であり，茂名の場合税金  

0．19元・食費0．04禿で計0．23元でしかない。庚二l二の賃金  

では嵩張の場合税金30元・食費33元で計63禿であり，茂  

名の吻合税金23元・食歎46元計69元でしかない。しかし  

龍渓の鰯工貸金は税金0－50元・食費0．46元針0．9G元であ  

り，邑寧の鰯工貸金は現金0．41元・食饗0．38元・その他  

0．08禿で計0．87元である。また髄渓の戊二工貸金は現金  

120元・食費75元・その他9元で計214元であり，邑邸の  

良工貸金は現金80元・食費80禿で計160元である。患  

家・薄田・啓蝶・湖妥・中山・翻雄なども商いほうであ  

る。こうした商位は労働生敵性と矛盾するようであるが，  

産出に対する労働の寄与弾力性が商いからとみられる。  

地区の農地の出稼ぎ志向の大なところでは高く，出稼ぎ  

志向の小なところでほ供給過剰の故に低い。  

⑪ 労働鍛約皮は1作1ヘクタールの労働投入愛（ME）  

で1．2入来溝が龍渓・容螺・商登・曲江など4地区，1．2  

～1．7人が中山・茂名・商灘など：う地区，1．7人以上が患  

安・帝m・邑寧・湖安等4地区であって，やや大なほう  

である。膿瘍面相1ヘクタールあたりの労働投入巌  

（ME）でみると，1．8入来浦が【13】iい商繋など2地区，  

1，8～2．6人が髄渓・春樹・邑寧・商緋など4地臥 2．6  

人以上が恵安・網閏・湖安・曲江・茂名など5地区であ  

り，さらに火な矧変が高まる。労働集約度を作物作業日  

数からみると，水稲では2期作の関係が詭黎である。早  

稲・晩稲を別々にみると作楽日数は120‡ヨ程度で，この  

時代の「lコ固の水稲労働日の目安である150～200‡ヨを下  

‡司っている。しかし1ほ場での水稲作物作発汗i数を単  

相・晩稲を合わせたものとしてみれば240【ヨとなり，そ  

ういう恵味では線度に労働基約的である。とくに悪安の  

稲作が先約的でdOO日を越えている。他の作物で，かん  

しょほ130日稗度で霧くなく，花生も150tヨ稼度で商いと  

はいえない。肥料集約度は1作1ヘクタールあたり肥料  

投入畿で6～8トンが平均的である。これには地‡真によ  

る差が大であって谷腸・邑寧などは1（ト15トンの施用が  

あるかたわら，中沈などは1トンにみたず，他の地Igが  

4～7トンのなかに入っている。中山のj裾区がある珠江  

デルタ池澤では天然の肥効に依存する皮が大で，早稲の  

植え付け前1畝につき発尿10荷を施すのみといった状態  

で，1トン宋溝という地力掠奪遇法が行われている。燵   

場面粘1ヘクタールあたり肥料投入戯は，7．9トン未納  

が中山血とくに少なく1．9トン仙・瀧渓・潮安・茂名，  

7．9～14．5トンが恵安・苗閏・商薯・仙江・磯雄，14．5  

トン以上が用願・邑寧である。このように1部に施肥の  

少ないところがあるが，戯区全体としてほ中岡で平均的  

である。近年の施肥動向としては増加または増減なし，  

そして頼朝・化学肥料の施脚こは叛極的な地区が多い。  

このような施肥威張対する農家の過不足判断はなお不足  

で更に相投することが望ましいとする農家がそうでない  

とする農家より多いものの，そうでないとする農家も3  

分の1に逢する。この点は水桶茶区と同様の隕晰こある  

とみられる。  

⑫ 役畜は水車と輩牛からなり，水準の方がよく飼われ  

ている。平均して各戯家＝渦潮が飼われている。生産  

家番としては豚1．0頭余と鵜・家鴨・うずらなどS～9  

羽が飼われている。  

⑬ 農産物の版発と自給の関係は，米の場合収碓米の  

50％が自家飯瀾であり，10％が様子用に留保され15％  

が販売に向けられ，25％が納税周に向けられている。地  

区によって大差があり，例えば中山では販売用65％・‡当  

家飯用18％・納税用14％であり，患安では‡当家飯用  

86％・販売月】3％であり，嵩婁では納税用59％・箋当家飯  

翔32％・販充用1％である。麦類は自家用が多い。かん  

しょ・たろいもは50％が自家飯用・20％が飼料用・25％  

が販売用に向けられている血邑寧などのように95％が販  

充用といった場合もある。大豆はほとんど自家用である。  

そ釆も山部販売されるほか大部分自家用である。花数は  

販売用と自家用が相半ばしているが，・岬増摘家持舶こ供  

している地区もある。さとうきび・タバコ薬はそのまま  

販売に供される。かんきつ・レイシ・能眼・パイナップ  

ルなどほ全部販発されているとみられる。副産物として  

稲基は飼料用と燃料になるが，燃料に向けられるほうが  

多い。かんしょの茎葉は亜繋な飼料源となっている。  

変・豆頬の梓は燃料とされる。販究は近隣の取掛こ揖萌  

される場合が大都分で，収穫されたらすぐ販発される場  

合が3分の2を占めている。個別に人力で払荷される場  

合がほとんどで，揖滞のためゴ鞘与JlO針程度の時間が消鮮  

される。販売の相手は100％商人である。  

⑪ 水災・単災・風災・虫災などの災害は多い。災害に  

よる逃荒や飢別の経験はほとんどない。しかし匪患や治  

安はよくない。暴力団・終彼の煉も多い。土豪劣紳はこ   
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うした存在の山部を招じて民闇iをつくらせている。民団  

は保術i護卜保安隊・救郷閲ほいわれ，武装兵力をもち，  

様々な各日で遊民から活動練歎を徴収する。その上盆ね  

て軍閥があり，兵差00軍事饗…を徴収する。族田をも  

つ各族は土嚢劣紳の淡紫部分であり，族間でこうした武  

装集団と結託して相互に抗争…磯儀一する。族閏の租  

米の取り立てや族産の貸付金の利息取り立てほ上記の暴  

力装餞に掛ナ負わせることも多い。溝負にほ中間職瀾が  

伴う。さらに零細佃鼠や雇農その他を基儲とする共産匪  

賊が解放区を紋澄し，地主・富ぷ箋を裾野し，負債を無効  

とし，土地を公有地として針目授闇を施行し，赤衛牒凄  

もって戦う。以上のような睨乱は誇大にいうことはでき  

ないけれども，反対に過小評価することも妥当でない。  

平穏な離合自足経済を敵機し，中盤戯民を没落させると  

いう人災を招いている。この時代の中園脳村はどこでも  

この種の災禍をこうむったが，この農区の災禍は大なほ  

うであったとみられる。  

⑮ 農家の食衣伐を中等規模の農家についてみれば次の  

ようである。成人男子摂埴カロリー3000カロリー未洞3  

地区に対して以上7地区であり多いほうである。少ない  

のは容腺・邑寧・翻雄などの地区である。食材料として  

は米が圧倒的に盟栗で穀物といえば米であり，これによ  

るカロリー摂取比率は湖安・中山などでは90％以上であ  

り，容駆邑寧・商婁・茂名などでは80～90％であり，  

80％未満は慰安00この地区だけは特に低く28％－・滞  

閏・曲江・簡雄である。米についでかんしょ・たろいも  

が蕊黎で，患安では芋煩によってカロリーの50％がとら  

れているほか，網田・滴雄でも10％以上がとられている。  

豆類は大豆・緑豆・そらまめ・えんどうがl隔広く食され，  

豆腐・醤朝などとしての摂取もなされているが，熱源と  

してはぃ～3％を占める。動物生食品…豚肉が主であ  

るが鶏家鴨の肉・卯ときには牛肉魚肉なども加わる仰  

の摂顆は2．0％以上の地区に怒安・西田・奉職巨邑寧・  

高安・曲江などがあり，2．0％末梢の地区に㈲安・中  

lふLい茂名・謝桃などがある。野菜紛糾ま50g以上と未満  

の地区が相半ばしており，砂糖は1日5g以上榔操の地  

区が大部分せ占める。衣は戸主の衣服で4点未満の場合  

は中山・高安・【iは二・などで少なく，5点以上の場合が  

恵安・常田・湖安・茂名・覇耕などで多い。住は従属農  

命価格でみて，商雄など100元程度の粗末な場合もある  

が，湖安・中山などは1000元以上の中国遇腐としては水  

準の商い場合もあり，全体として良質なほうである。冠  

婚婆撃祭は派手である。婚のための特別支出は200～300元，  

嫁のための特別支出は100～150蒐，非のための特別支揖  

は80～120元といった水準で全図のなかでもっとも大で  

ある。とくに瀧渓・憩安・甫汗i・湖安・中山・嵩黎など  

の地区で派手で，例えば鶴渓では姉のため335元，嫁の  

ため238元，葬のため187元の特別支出がある。このほか  

毎年2か月間村民に楷立させ2日間戯腺を開催したり，  

守護神としての土蟹弼で祭を行ったり，族闇の理事など  

東沖の教華な飲食や麿博などを行ったり，などに支出さ  

れる金衝も大である。負債は多い。農家の45％が負債を  

もっており，その額は100元ほどである。負機をもつ農  

家の多い地‡克として商賽があげられるが，ここでほ96％  

の農家が平均79元の負債をもっている。負債をもつ巌家  

の少ない地区である中山は，6％の鹿家が負駿をもつに  

すぎないが持つ遇家の負債街は150元余である。借入の  

相手は商人・地主・高利貸しもあるが大部分は縁者・友  

人であり，農家の15％程度が貸付金をもち，その賭は  

200元程度である。利子は月利1～3％である。  

（2）盛業経常・巌家経済の所瀾パターン   

中国戯業を全体としてとらえ得られた遊楽擢懲・鹿家  

経済の緒パターンのなかで，この戯区に所属する地区  

（サンプル）の位俊付けは次のとおりである。  

（A）自然条件・骨虚構遺・就業構造・経常構造・生活構   

造の各アスペクト内の位置付け  

（D 筐】然条件を華北蓋雲対準中・華南艶と仕訳した対抗パ  

ターンのなかでは全地区が華中・華南塊に一弘い程度  

において一馬する。地区の土地が虚業的に拓かれてい  

る度合の小対大の関係で与えられる対抗パターンのなか  

では，総面積排他化比率が小で農家定住密度も小である  

とする前者に患家・鶴渓・容駆・邑寧・茂名・南嫌が属  

し，総而棉耕地化比率が大で農家愛住密度も大であると  

する後者には湖安・中＝」・裔要などが属する。ただしそ  

の強度はつよいものではない。  

② 営農構造の第1パターンは「畑地償俄に営農純度の  

低位の結合」対「水田′紆農に営農精度の高位の結合」と  

いう対抗関係で与えられるが，すべての地区が後潜…  

強い程度において¶に属する。節2パターンは「水  

‡君・畑地i符双方にまたがった骨蔑梢皮の商権」対「低  

位」という対抗関係のなかで与えられるが，ほとんどの   
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雄などであり，後者に尾濁する地勘ま龍渓・中山・裔婁・  

l鋸鷺・茂名が属する。  

⑤ 生活構造の第1パターン「食衣住が充実しており，  

冠婚葬祭が派手で，負債もあるが貸付にアクセント」対  

「食衣焦が粗末で，冠婚非祭も隊架で，消教負債を多く  

持つ」という対洗閲孫で与えられるが，この対抗関係の  

なかでは南雄を除いた他の全都が前者に属する。第2パ  

ターンは「食が穀物一∴違例でカロリー不足，約数負債の  

ほか生産負倦ももつ」対「多彩な食材料を掛托するが，  

カロリーは充分，衣倖は良好，冠婚非熟ま磐嚢で，教職  

をもつ戯家は少ないが裸は節である」という対抗関係で  

与えられ，前者に属する地区に患安・盲！柑巨額瀾・邑  

寧・茂名があり，後者に属する地l真に籠渓・中山・霧  

婁・繊維などが属する。  

拇）糸鋸削確遵と訂然・′浄遇・耽楽・生活との複合アスペ   

クト内の位置付け  

（D 紆浄と倉然の複合視野からの節1パターンは「華  

中・華南型自然腐件の下で，規模小な総′勘弼離別机こ潜  

まれ，土地生産性・労働生敵‡、生ともに高位で，産出蛍も  

規模やや亀約皮で説明されるよりも大」対「華北蘭漉咽  

然条件の下で，規模大な経常が粗放的に営まれ，土地生  

敵性・労働生産性ともに低位で，産出数も規模や集約度  

で貌明されるよりも小」という対抗閲孫のなかで与えら  

れるが，金地‡夏が前者に属する。節2パタ岬ンは「拓け  

ていないところで農場規模・土地利j紺変は小，l作の集  

約度は大だが，土地生魔性・労働生産1加封挽く，自作地  

比率■農外所得依存率ほ大」対「拓けたところで，農場  

規模・土地利用皮は中位か大，1作の集約度は小だが土  

地生産性・労働生産性は高く，自イ乍地比率・戯外所得依  

存率は小」という対抗関係で与えられるが，患家■帝  

国・容蝶・邑寧・洒j安・茂名・両雄など多数の地区が前  

者に属し，龍渓・中山・裔婁啓少数の地‡貢が後者に属す  

る。  

② 総督と営農の複合視野からの節1パターンは「比較  

的小家族が水稲中心の土地利用度の商い集約遊楽を営み，  

変独・なたね・番蚕・タバコ・ケシ・さとうきび等がと  

り合わされ，農地ほ散在交鉛であるが作業や施肥の綺麗  

は大であり，髄域産闇蔑・土地生産性・労働生産職とも  

州規模や張約度で説明される以上に…大である」対  

「比較的大家族が小変・大麦・小米・高梁を嘉に豆類・  

楯花・麻・ごま・花生などで多彩な輪作を組んでいて，   

地l貢が後者に属する。ダブルクロッピングの度が大であ  

り，舶漑が行われ 災熟ま少ないが，その反面零細闇場  

の散在交錯の皮が大で，ほ場までの距離が大であり，作  

物作東は粗放であり，栽培各作物の10アールあたり版数  

ほ低い，といった粟‡刃が低位の魂拠になっている。第ユ  

パターンでは商位，礫2パタ…ンでは低位というのは矛  

爛しているようであるが，畑地骨髄に対する水田′別途の  

営農精度の－－一般的高位という仕訳の下でほ紆位に属し  

畑作対水田作の関係を消去して各作物の栽培の綿魔を問  

うときは低位に属する。  

③ 耽紫補遺の解1パターンは「小家族労働過剰就莱で  

女子児盆の兼業従軍」対「節家族労働不足肢莱で年稀の  

使用」という対抗関係のなかで与えられるが，前者に属  

する地区は慰安・邑単一潮俊などで少なく，後者に属す  

る地！或は髄演・†‡ぎ揖・容螺・中‡Ylい商層・茂名・納経な  

どと多い。人口過剰が著しく家族規松は大でないが，家  

族が全部就米朝に労働力化していて主として自家股紫に  

向けられているという点で後者に属する地区が多いとみ  

られる。第2パターンは「男子ヰ心の家族労働力で農莱  

相和ナが大，戯作茶は男子中心で貸金は比較的商」対  

「女子兄叔の多い家族労働力で兼業枕i巧けが大，戯作茶  

に女子児盆が多く貿金は比較的低」という対抗関係で与  

えちれるが，前者には都渓・邑寧パ打力・桶雄などが属  

し，後者には慰安・湖安・高腰・茂名が属する。  

① 緑営桃造の第1パターンほ「漁場規模小であるが，  

産‡艮蕊・生産性は仙規模や解約度で説明される以上に  

…大」対「萬場規模は大であるが，産出螢・生塵櫻は  

血規模や集約度で説明される以上に山小」という対抗  

関係で与えられるが，前者に属する地区は憩安・瀧渓・  

邑寧・中山・商要・曲江などがあり，後者に属する地区  

に容腺・測安・茂名・岡焼がある。この農区の農業経常  

はすべて農機規模ほ′トで経営強約的であり，すべて前者  

に属するようであるが，産山鼠・生産性の水哩は臍水  

稲池澤としてほ一俵い地区が少なくなく，容聯・茂  

名・商雄などでは産山駿・生射斐が規模や躯約度で説明  

される水準と比較すると小となっている。節2パターン  

ほ「農場規模小で集約的であり，土地染渡性ほ犬だが，  

労働生産憮は′トで，農外所得依存率が大」対「成城規模  

大で粗放的であり，ニヒ他生産性は′卜だが労働生産性は大  

で，小作地比率が大」という対抗関係で与えられるが，  

酌啓に属する地i夏は患安・滞瀾・谷保・邑摩・潮安・南  
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ほ境は少数にまとめられているが作莱や施肥の純度は低  

く，土地利用磯沌溶くない，農場産出蕊・土地生産惜・  

労働生産性ともに∵十規模や炎約度で説明される以上に  

仙′トである」という対抗関係で与えられるが，大部分  

の地区一恵安・龍渓・苗田・邑率・湖安・中山・霧  

婁・l肛江など仰が前者に属し，茂名・禰雄などが後者  

に属する。第2パターンは「水耕地帯的要素を伴ってい  

るが，それは付帯的なことで，欠水が多く，変瑚・雑  

穀・豆蘭いいも頗が濃紫作物となっており，作物純米や  

施肥にみられる骨髄の粕鹿は低く，鷹場産出愈・土地生  

産性・労働生産性は規模や基約度で鋭明される以上に  

…小である“】対「畑地瀾明儲櫻溜を伴っているが，それ  

は付帯的なことで．欠水は比膜的多く，小麦と綿花が主  

要作物であり，作物作華や施肥にみられる骨髄の精度ほ  

高く，10アールあたり収盤は高く，農場産出盈・土地生  

産性・労働生産性ほ仙灘瀾や集約度で脱明される以上  

に州大である」という対抗関係で与えられるが，前者  

に燐する地区が大部分…患家・苗田・矧騨・邑寧・湖  

安・細江・茂名・磯雄など－であり，後者に属する地  

区は少数一能渓・中山など…である。  

（診 総督と就某の複合視野からの節1パターンは「小家  

族が蓮華を自作農的に営み，成人男子が瑚凝的にこれに  

あたっており，農業緑営は集約的で土地生産枠・労働生  

産性烏大であり，女子と児致を多く含んだ部分が内職的  

家内工基など淡葉に従事して農外所得依存度が大であ  

る」対「大家族が農業を小作地を入れ，隼覇茂人れて儲・  

み，兼業にほ家族成人男子が出て，自家農業は年覇や女  

子児まによるところが大で，骨腿は朝放的で土地生産  

性・労働生産性ともに小である」という対抗関係で与え  

られるが，前者に属する地‡茎は患安・邑肇・湖安など少  

数であり，後者に属する地区は龍渓・楷閏・容螺・一戸  

山・高嬰・曲江・貴名・覇錐など多数である 。節2パ  

ターンは「零細麓家が小さな自作地に閉じこもり，所得  

補充をすべく北米には穐極的に出ていて，家族の成人男  

子がⅠ当家盛栄の担い手であるが，兼業にも出るので農業  

総′計は粗放であり，産山駿・生産性は低く，農薬至賢金も  

低い」対「土地を人を僻して規模を大にし，良薬経常の  

内容は光来しており，商い農業貸金と両立した商い労働  

生産性をもち，土地生産性・ぷ塁瘍産山澄も低くない」と  

いう対抗関係で与えられ，前者には恵安・欄瀾・脊髄・  

邑寧・㈲安・茂名・商煉などが属し，後者には龍渓・中  

山・商婁・由江などが属する。  

① 軽骨と生活の複合視野からの姉lパターンは「小家  

族が規模小な彪莱を葉約的に営み，産出像・生塵性が高  

位にあり，食衣桂ともに朝封農家としては水準が高く，  

冠婚靡祭支灘も大で，負横を持つ場合ほ少ない」対「大  

家族が規模大なぷ塗薬を粗放的に営み，産出駿・生成性は  

低位にあり，食衣保ともに中怪一農家としては水準が低く，  

冠婚凄終祭文因も火でなく，負債を持つ農家が多い」とい  

う対抗関係で与えられるが，前者に属する地区は慰安・  

瀧渓・邑寧・湖安・中山・商業・曲江など多数であり，  

後者に属する地区ほ番田・容瀾・茂名・南郷など少数で  

ある。節2パターンは「小家族が規模小な脳薬を営み，  

土地生産椀は低〈ないが労働生雄性ほ低く，農場産山畿  

ほ′トで，自作戯でありかつ農外所摺の補充はあっても，  

食衣佳の水準は低い，しかし負横をもつことは少ない」  

対「大家族が親機大な遇莱を常み，土地生産性は低いが  

労働生産惰は低くなく，即効塵山鹿は大で，／N作地が多  

く農外所鰍よ少ないが，食衣任の水聯は高く，冠婚靡魯  

文班も大で，負債も火である」という対挽閣孫で与えら  

れるが，前者にほ患安一甫閏・捌榛▲邑寧・湖安などの  

地区が属し，後者には髄渓・中山・商黎・曲江・茂名な  

どの地区が属する。  

4．地域特性についての地方－ジカター的論考  

（1）広東省の虚業経済（i）  

① 広東省の可耕地は総面栢の3分の1であり，実際耕  

作されている土地は6分の1である。大部分の綾傾斜地  

は朱幾である。テラス工のできる丘陵も放粧されている。  

38県内の152柑の調査では段戸人口は総人‡コの85％であ  

る。他の15％は商人官吏職人労働者からなっている。商  

人官吏は同時に地主瀾利貸しである。こうした状態で未  

墾地や荒蕪地が多い。荒瀬地の多くは以前耕地であった  

が今日では柑の燃料採取地であるのみである。これには  

土地の所有構造が蕊賽な賓件である。広東省では小作の  

割合が中国全省の中でもっとも商い。僻農の少ないとこ  

ろでは70％，多いところでは90％にもなる。梱戯の他に  

屏戯がある。それは往々に50％に達している。ところで  

段米からの収入が余剰を生むか不足を生むかに従って富  

巌中脳賓磯を区分するならば，‡ヨ場の小作地比率は富農  

で2分の1，中脳で10分の7，貧農で5分の4である。富  

戯は農家の12％で2S％の小作地を持ち，中農は農家の   
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い合いが起こるが，地主である族の茂老は同族の排作者  

に小作料を分配して支援するため有力氏族の勢力は一層  

増大する。このようにして泥や基の遇民家屋の舶二数壮  

な洞磯が建つのである。中‡逐i一円に宗族制度の伝統は  

残っており，榔玉仙族闇…ほ至るところにみられるが，  

通常耕地の5％以内であり，広東省におけるように少な  

い賂でも50％といった程に大であるのは他にみられない。  

その小作料ほ1倦2千万禿で広東省の捌駄540万元に比  

して極めて大である。氏族はほか貸付金の利息収入を持  

つ月利15～20％で腿民に貸付られ，氏族の基金を増大さ  

せ，それは次なる土地購入嚢金となる。戊凍省では山村  

に5人の遊民があればその4人は同じ氏族に属する。山  

村には支配的な血族 ぐサ軋 があり，山村に2姓以上  

あっても区画を別にして屠任している。族の単位には大  

霜小靂があり，放としてのまとまりの大小をしめしてい  

るが，それぞれに族長t族尊・理事・理財がある。理事  

と埋財が族の官吏を行っており，彼らは科挙に合格した  

者またはOB官吏である。彼らが族産の官吏をとおし  

て自己の利益をはかる叫族並の会計はほとんど発楽し  

ない仙ことが発展する。族産の梯領である。そ・の場合  

官吏や商人との緒託がある。被らは区長・郷養・相成と  

なっており，政府の徴税を掛ナ負っている。彼らは先祖  

岩拝をとおして‡当身を「鋸ナる先祖」にしてしまった。  

③ 土地基金の状態にある広東腿民が例え2～3畝の土  

地を惰りる時も大変である。族l刃の小作人になるために  

は氏族の役人に贈賄∴凋銅鮮血を必償とする。貸出ほ分  

穐（すべての山額者に細分して貸付），駿亨汲（輪番制で  

貸付），按排（ある1人に貸与），契約（多数に貸与），  

口餓（契約替によらず1人以上に貸与）がある。分稜線  

梯は同族の者に適用され，投耕魂約甘離ほ族員に閲偏し  

ない。分球や臨席では族員が佃戸灘消＝ほ組織し通常押穐  

ほ婁求されない。また凶作の時には幾分の小作料の減免  

が行われることがある。投緋で族閏が山括貸される場合  

ほまえもって告示され入札が行われる。落札して佃戸と  

なったものほ其の年の小作料をその年の1月5】ヨまでに  

支払うという前払いが通常である。族牒が別々の顔豹磯：  

で多くの小作人に貸貸されるときは押金や保縦人を要す  

る場合も繁しない場合もある。小作料の徴収には理事灘  

財があたる。［】沸はかって－・般的な族揖の貸付法であっ  

たが，大部分契約に切り換えられている。個人の土地が  

小作地として貸し出される場合には口頭が多い。とくに   

23％で27％の小作地を持ち，禽戯は戯家の64％で購％の  

小作地を持つ。貧脳は借地した場合即座に敢少の費用で  

耕作を始め数か月以内に豆または米を収碓し，地代を支  

払い家族を養うが，寓掛ま荒地を貸供し収入をあげる前  

に開銀し施肥する。富農は有利に土地を借りるだけでな  

く，有利に雇戯を凝うことができる。また排水等の改良  

に出黎できる。また艮期に投資を問愛させる栄樹のよう  

な南米作物の導入が可能である。10か村の調教では耕地  

の68％が米作に，17％が小変柵花いも南京豆の輪作に，  

1：う％が果樹の徽舶こ，2％が商品野莱の栽培にあてられ  

ている。この吻合富遇は商欄な商品作物を栽培しており，  

貧農は生計のたしになる拳のような食料作物を栽培し，  

中段は家族を養うためにも税金をうるためにも何よりも  

米作に依存している。宵慮が少なく鎗遇が圧倒的に多い  

ことが荒蕪地の多い原園であり，地主の土地炎中がもた  

らした構造である。宮脇を含めて経常する土地の過半を  

小作する段民はあらゆる略取にさらされているのに対し，  

地主階級ほ他のところでは持ちえない権力をもっている。  

山方における土地所有の高度な基中と他方における土地  

使用の広範な分散化がある。その極嫡な例は珠江の三角  

州にみられる。ここではすべてが小作地であり，約250  

方畝の耕地に8万5千の農家が70～80％に逢する商い′ト  

作料を支払って緋作している。孫逸仙酢。とが「地棟の平  

均を民生の根本問題」とし，共産党の援助の下に固民党  

員が革命二L作をi賂始したのはこの地域においてである。  

② 学l軋廟国会田租田は傭人地∃乙に対する矧乳地主の土  

地である。このうち圧倒的に蒐要なのは相田一族閏あ  

るいは祀田奈田ともいわれる仙で広乳省において特徴  

的な共同所有地である。血誼族の祭祀，予約の留学血判  

挙制度への放としての帥芯仙，貧困者の給与，荒牧去ら金  

に小作料を穐み立ててきたのがもとの趣旨である。そ・れ  

が肥大発達して強大な族有地主となったの その根拠ほ所  

有地が分割されず，小作料が蕃楕されそれが族布地の拡  

大に殺じられたためである。珠江三角州では‡当然堆穐に  

より新田ができるが，有力氏族はいち早く納税し族田に  

編入する。そ・れはi沈毅他にも及び，洞′ト氏族は力づくで  

土地を押収されてしまう。こうした族田の拡大には武力  

も辞せず，有力氏族は有給の箪笥を持つ。り汽政府をも動  

かして境界変登を行う。ここでは早稲晩稲2作を1作の  

施肥で行う掠特段法であるため，肥度減少がおこりそれ  

を規模拡大補充しようとする。こうして猛烈な土地の奪  
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佃戸が親戚縁者であるか親しい者である場合は‡コ頭であ  

る。この場合は神祖が必嬰でない。他人の場合は小作料  

の10％から50％の押金が必薯である。押金付沓両契約が  

更新される場合には小作人は地主を饗成する。親しい者  

との日頸凝約の場合でも更新時には鶏を持参する。とき  

には小作人は神祖のほか地主の家で数E＝～iヨ働くことがあ  

る。以上の関税形態に閲し，さらに次のような包仙があ  

る。豪商や有力者が族閏を数普畝数万畝の土地を一岬一括し  

て依りうけ，彼らは匪賊などに対する防衛に任じるとと  

もに，土地公司の資格をもって第3の地主に貸し付ける  

（分耕仔）か，寝：後段民に貸し付ける（分益農）。分耕仔  

の吻合はこれを耕作する人に貸し付けるが，雇農をイ暗い  

入れてさとうきび（製糖用）を生産することもある。  

④ ノト作料ほ主要作物が綿花御勿落花生そ凍であるよう  

な柑では級観であり，水稲など穀物が主体である柑では  

毅租である。また富農の租借地は銭租が多く，貧農の租  

借地はほとんどが穀租である。殺租には走租と分税があ  

り，穀租の5分の4は盤租，5分の1が分租である。延  

租凋少ない場合収穫の30％といったのもあるが，大部分  

60％に達する。さらに租穿といった存在がある。租蕃は  

政将に戯のきく有力者で，覗税の貌課から地主を守ると  

ともに納税に資任をもつという役割を果たし，それが発  

展して小作料の山都を別途に徴収するようになった。分  

粗の場合収穫した凝物は徴税請負人の盲附こ11の山に積み  

上げられ，地主ほ5山と6分の2を，小作人ほ4山と6  

分の4を，徴税請負人は1山の6分の4を，番人が1山  

の6分の2をとる。さらに堤防二i二単に必要な費用分とし  

て幾分かが天引きされる。小作料が滞納されると箪＝i三  

巨＝こは月利3分を言当主し，節2年附こは取り立て人がくる。  

取り立て人は撫贈書澱で緋牛をとりあげたり，子供をとり  

あげたりして売る。小作料のもっとも高率なのほ一瓢紀殊  

江三角州においてである。ここでは小作料は収穫の71％  

におよんでいる。小作料ほ地価と運動して騰歎したが，  

地価の騰饗にほ海外華僑の送金による土地への投資があ  

ずかっている。  

（む 課税は正税をこえた付加税それに各様各様の名目を  

もった雑税があるが，包商…都税請負人脚により徴収  

される税収は政府の収納する徽の数倍にも通するという  

事実がより亜嬰である。あらゆる食料や貨物に徴税貝が  

関与する。ときには徴税会社があり，武基した検楽人を  

もっている。学校が県政府の許可の下に娼婦の付加税を  

とりたてる会社をもっている。県の下の区や郷の役所は  

例えば照博庖よびアヘン吸引に関する特許税，寺槻，結  

婚式の特許税，略儀殺税，土地死票税，地方過度物の搬  

入に対する通過税，公路築路税がある。公給敷設には税  

のほか土地徴発と労働徴発がある。ある人夫は白分で食  

物を持ち10マイルも先の揖役地に‖日間働かされた。腿  

産物のうち1品も触税のものはない。戯民は税以外宣雛  

賊に対しても黒岩楽を支払う。これを滞納すると掠奪の  

対象となる。箪Ⅰ殊によって匪賊が追い払われると軍隊の  

平によって替わりの付加税が経せられる。  

⑥ 小作料と税金の昆迫に加えて，山部の戯民が受けて  

いた府外華僑からの送金も1930年代ほ教戒した。農民が  

生産物を発る場合，被らの切迫した状態は価格を破滅的  

に下落させた。ミカン，バナナ，さとうきびの価格は勿  

乱 水稲で槻1キンダルの価相が6元以上のとき1畝10  

元の小作料が支払いうるとされてきたが，股上等の租で  

も1キンダル4克となった。芋メ謬蔓鎗潜落花生も同様であ  

る。そこで彼らは借金をする。まず親戚友人の範園で借  

金する。人質できる物のある聞ほ質屋へいく。所属する  

氏族の養老のところへは－すでに族が同族救蘭の機能  

をもっていないので一行かない。何物もなくなったと  

き地主のところへ行く。しかし手広く串莱を行っている  

地主は小さな倦金に煩わされるのを好まない。絡履金貸  

しの仕串を営んでいる商人富農地主を探して金を借りる。  

借金の使金は脚・家の食物が3分の2，柄乳 結婚などの  

出資が3分の1である。農家の50～70％がこうした負機  

をもっている。利子は月利2～3％，年利20％であるが，  

これよりも遥かに商い商利も春超する。金銭を倦りて穀  

物で返す場合の利子はもっとも高率となる。というのは  

引き取る鶴琴海の価格を勝手につけるからである。故殺花  

または発潜徽はこれをいう。このようなとき墓ま200％に  

も達する。民族観織の役員が蓄積された小作料の運用を  

高利貸しとして行うこともある。この場合，基金の運用  

は利率に関して入札にかける。慮民が売るものがなく  

なったとき子供の質入れや売却が行われる。広東では十  

故の′ト娘が40元で発られ，地点の家庭では多くの練をだ  

かえている。私娼公娼に光られる潜も多い。そのあとで  

所有地を抵当に入れて借金する35・36）。   

陳翰麓「歯支那脳髄問題の研究」井揖李朝太駅 松  

山房 昭和15年2月   

陳翰笈「瑳こ衆的農相生舵機横磯磯村生産力」中山分   
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畿は早7－晩3または早6・晩4であった。そしてイ【l！戯  

の取り分は3～400斤である。共産党が地主と富腿を駆  

逐し，各郷の土地は全都没収されて針口授田により貧  

農・僻遇と赤衛隊に配分されたので，納税の事はなく  

なった。分田地の屠民は自給自足となった。政府の土地  

言抽象はこれまで清朝以来の丁株制がとられていたが，こ  

れが廃止され土地税に変えられた。税率は100分の30で，  

以前の丁寧離郷時の年収6万元に対して30万元の収入とな  

り，うち20万元が共産党の収入とされた。   

民圃23年に中央軍が進駐してきて，髄岩醗は再び開放  

区から開放されるが，土地問題はとりわけ亜嬰問題と  

なっている。僻呂の行骨では共匪区内におかれていた各  

省の土地処理条例を規定しているが，処掛ま難行してい  

る。100分の30の土地税のうち10の部分を旧闇主に返す  

とか，4・4・2の法地主4・肺胞4・政府2の割合で  

土地税を分割するとかが取り沙汰されている37）。   

架博能「変乱的龍岩脇付」中国農村 第1巻 民国  

24年1月  

（3）広兼省の遇米経済（ii）  

α．広東省の貧農繚済   

広東省では閏を持つこと10畝以下のもの敢も多く，佃  

戯が敢も多く，耕作10畝以下のものが敢も多い。佃混  

…半白耕蔑を含め－は70％を占める。零細イ侶農には約  

900万人の人口が収容されているが，その闇では自家食  

掛こ足らないので，さらに多くの小作地を惰ろうとして  

いる。広来省の朝潮度には契約制・目頭削・数磐！iりの3  

樵があるが，E掴別姓が多い。E闇馴勅許地の期限がないの  

が認通で地主はl隠時引き」こげる権利をもっている。この  

ため農民は施肥を十分にして土地肥力を保持させようと  

しない。閏土生産力iま低下することになり，他方で税額  

が引き上げられるので，農民の取り分は益々′トとなって  

いく。こうした状況下に物価は民閲元年に比して2倍と  

なった。その液大原囚は逓恐が減少しているからであり，  

産山減少により戯民は負債を増加させた。借入には田を  

抵当に入れた契字倍銀や典僻もあるが，不作が甚だし  

かったり死人が出たりするときには次のような商利の金  

を借りている。九出十三帰一惜1元，実樽九私 利息3  

分，遠山元三角，買轡督…爛髄十着1三か月内に清遊，  

脚・石八斗を以てなす，など。このように負債の過熱こ追  

われていると，戯民は収穫をまちかねて即刻それを換金   

化教育館 民l司23年  

（2）福建省の戯莱経済   

楯建仝省6～7年変乱頻繁で2年前非塵党が西江省に  

拠って開放区を拡大したので，この他も社会紛争がおこ  

り未だ解決していない。禰建の脳柴経済欄小脳経済が支  

配的で租佃制度の下で分穐が行われている。計算によれ  

ば佃髄では鹿家1戸の農地24畝がなければ最低限の生活  

を保てないとされているが，組岩豚の鷹家ほ平均14畝で  

ある。‡ヨ桝農だと12畝が必粟とされているが10畝に溝た  

ない農家が70％である。龍捌榛ほ福建西部の代衣的な願  

で，この地の社会変化の過程は省酉農村の一般的状況を  

示すといえる。他豚ほもっと督しいが，能岩螺は山多く  

地少なく，可耕地ほ6万余畝にすぎない。彪年の年わず  

かに食梯自給ができる。上関では秘年容愛1回と早稲・  

晩稲各1回の収穫ができ，1垣】の収穫は嫁畝6担（160  

斤）である。中田は晦年稲安各1臥 下田は僅かに冬愛  

1作があるだけである。   

民国21年9月，共産党19路軍が遊胤，薬種・欄戯の区  

別なく，計口授田を－附こはかった。舶岩腺は11区に分  

かれている。戸数と閏畝の大きさは各区まちまちであり，  

授閉また差があった。閏多くして人少なき区ほ数少ない  

という状態であった。共産党が入拠したあと，閻地所有  

様が毎々と変わり，鹿民心規の上で肥料を置こうとせず，  

それが生産を減少させた。さらに田地に肥将の差があり，  

このため分田崎には将せた土地ほ多く，肥えた土地は少  

なくされた。各人が得た閏の位置は不揃いとなり，遠近  

不斉で，耕作不便な土地は充分管坦lをされなかった。この  

ような問題を持ちながら針目授田が行われたのであるが，  

それに先立って行われた土地登記では遇／j、に報告する者  

が多く，6万余畝の田が3万6千畝とされ，この土地が  

人口14万人に分配されることになったので，土地分配の  

紛糾▲が著しかった。土地紺配分は荒閻を拡げる結果とな  

り，19路箪の黍貝会は地税を免除し，荒地を閲鶴するこ  

とを奨励したが成果は少なかった。地価はもともと高  

かった地区であり，商い柑では250元，潜通200元，上Ⅰ封  

では400元，中田200克といった高さであったが，18年以  

降は醸がついていない。   

鶴岩での従来の小作慣行は，水稲2糊作をとることが  

できる‡煮では，前期の収穫の全体が地主に帰し，後期の  

収穫の全体が佃戯に帰すというものであり，塞際の収椎  
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しようとするため，農産物を貰いつける商人に足元をみ  

られ価格を操縦されるようになる。糸商や欄行がこの梯  

の不義をなしている。   

こうした祭殿の収支ほ次のようである。収人血種穀1  

石で10畝のⅠ玉より27石を収稚し，穀価6元として162丸  

文揖…交租（机米の嫁幣換算）嫁畝8元として80元，種  

穀6元，肥料20九 段別宴牲補椎5丸 自家消費60元，  

計171元，不足9元。負債カギあるときはその利息が支出  

に追加される。こんなわけだから遊民は副鍾に力をいれ  

ざるをえずまた衣食を節することになる。西江の農民ほ  

粥が多く飯が少ない。米持この蔑民は半分心機で半分は飯  

である。だが困苦が極めて激しいときは次の結果に至る  

こともある。①扶助および児蕊労働の増加，檻所濁する  

m地や家屋の売払③城市に出て背力になる，④晩婚ま  

たは結婚しない，⑤素子を売り，幼女は殺す，馴察など  

をぎ己る，⑦流亡に出乞食や娼となる，⑧兵士になったり，  

雛に投じる，⑨l‡】殺するか行き倒れになるニi8）。  

「広兼遊民運動」中華全図基憬教協進会 民剛6年  

β．広東省画廊腺と茂名螺   

南椰胴の蔑民は半白耕脳が65％を占め，佃遇が25％，  

自緋農が10％である。5畝末滞の膿家が：き0％，5～20畝  

の膿家が60％，20～50畝の農家が6％，50畝以上の農家  

が1％である。緋牛をもつ者は10分の2，共同飼育者が  

10分の3，富戸より借りる者10分の6である。敢良の田  

地で毎畝100～130元の価格で租穀100斤である。敢良の  

畑の地価や税額ほ下等の水田と同程度で，秘畝10元の地  

価で租穀は数角である。丘陵地烏竹を梢えて製紙用に販  

売するとか油桐や茶を栽培しているとかの地は地価30～  

40禿である。荒山になっていても灰男真也で土が良い土地  

は5～6元するが，黄紅の砂礫が多い土地は価格がつい  

ていない。山多く閏少ない地城で，11Jの遇地化は就みら  

れているが，なお開拓の余地が多く，人々が繚繭に外に  

出ることは少ない。外に働きに出るより，内で生活して  

いこうとする者が多い。このため養工・短コニの貸金は低  

い。タバコエ作の艮工がもっとも高く，年30先哲適20元。  

短二l二だと段繁期0．25元，それ以外の時期は0．10～0．ほ禿  

であるが，婦人だと0．05元である。もっともこれに3食  

仙紫紺＝こほ4食鵬をつける。農民の鰹済は民潤げ年北  

兵が後人してき，梅焼から蝶城まで80余里の問を焚捺し  

去り，その描失から樹復していない。瑚瀾の村諮なお茹  

條としている。粗食は不足し螺外から数米をいれている。  

その賛ほ煙箪と紙の販売によっている。   

茂名順の縫民はあらかた困窮者で余裕ある賓は1～  

2％である。5畝以下の者20％，5～10畝の者40％，10  

～20畝の者30％，20～50畝の者6…7％，50畝以上の者  

1～2％である。彼らの多くは仰農で租米を払わなけれ  

ばならない。督畝チ畝の大地主は農耕を串としない。圧l  

価は1畝30～220元，l卦租は5～12禿である。鹿渡品の  

太宗は米であるが，熊柵・花妓油一大小豆・煙草・豚  

肉・鶏などがある。米再拝6～7元，糖宵斤約7元，花  

壬I三納官庁約20元，大豆毎石約8元，焼非毎斤20～こう0元，  

豚肉百斤約25元，生鶏督斤25元がその価格である39）。  

「才芸米農業概況邪恋経営藤」絞最上巷 圃立中山大学  

良科学院 民国18年8月  

G．四川水稲区   

1．‡～田川水稲区の概況   

四川盆地として－」盾される慮区で四川全体と快西の仰・  

部を含む。‡刺珊を商く牧しい山脈によって画され，盆地  

の内部にも山脈丘i壁が多いが，成那平原のほか農薬に過  

した沃地を多く含んでいる。揚子江上流の多くの河川が  

急流をもって流下する際に砂状台地を広汎に拡げてつく  

られた土地の上に耕地が開発されている。高度ほ1000  

メートルから2000メートルの仰がある。西方のチベット  

高原と北方の牽観山脈で保言斐されているため気象は温剰  

で，冬期に降箱をみることがほとんどなく，夏期の高温  

も甚だしくない。降雨にも恵まれているが，水稲地帯と  

しては少なく単魅の被審を被ることがある。控射l闇弛は  

赤色盆地ともいわれ，紫褐色の土壌またはそれが水によ  

り選種され沈澱した沖楯土であって，揚子水桶小変‡茎や  

水稲茶区の土壌よりも肥沃であるといわれている。山や  

丘の鉦賂植生ほ瀦林となっている場合が多く，瀾牽総朝  

科森林である。樹木が伐採された後ほ準地あるいはブッ  

シュとなる。特殊な樹木として油桐とうるしがある。   

総両種約3880万ヘクタールの土地に約870万戸が定位  

している。（西南部には少数民族がいるが腿楽地帯は激  

族がほとんどである。）うち農家は約610万戸，その経常  

耕地面磯は約1150万ヘクタールである。排他以外の遇相  

地として革地・離水樹木・森林などは約2′10方ヘクター  

ルで山で囲まれた庖屑としては少ない。荒地ほ約70万ヘ  

クタール，未耕地にJ言める可耕地は9％である。この戯  

区を特徴づける「土地に対する人間のエ作」は模範的と   
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と同じ方法で農紫綬骨の構成を分析する（′i、ableト7）。  

川指標の平均と偏差からみた農薬涯蘭の構成   

遇家相楷員数は…年稲をふくめ脚6．6士2．8人，農機  

規膜は1．3士1，3ヘクタール，労働力規模は2．5±ユ．4人  

（ME）である。山地谷地盆髄の塀境下にあっても繚常規  

模ほ比陳的大である。農場規模の言1Z均に対する梯準偏差  

の倦が比轢的大である。役畜は1．1±0．6頭，労働の役畜  

某棚度は∠i7±26％で緑営規模との対比でみると比較的少  

ない。役畜のほとんどは発車である。中小家畜は他の遇  

区に比して比較的翌飼われており，豚2～3軌 羊1～  

2頭，鶏・家鴨5…10羽で，それに蜜蜂の飼育が潜及し  

ている。ダブルクロッピングの皮は155士29％で，水稲  

地帯としては商いとはいえない。水田比率ほ約60％で，  

そこでほ水稲が連年作付されている。水稲を夏作物（晩  

稲）とする場合，前作に冬作物の小麦・大麦・なたね・  

空豆・碗豆・タバコ・けし・そばなどが作付されるが，  

水稲を春作物とする場合は水稲1作である場合が多い。  

畑は水稲池澤のなかで多いほうであり，そこでは例えば  

′ト変…とうもろこし一大麦一ごま】空豆…とうもろこし  

…大変一大豆酬′ト安血とうもろこしといった輪作が行わ  

れている。水稲のほか作付の多い作物をあげると，小  

麦・大変・とうもろこし・高梁・大豆・鋭意・空豆・花  

生・なたね・綿花・甘輩・けし・タバコなどである。番  

蚕・茶・油桐・その他林野産物はこの遇墟間登の中へあ  

がってきていない。   

作付1ヘクタールあたり労働投入巌は1．9±1．1人  

（ME）であり，肥料投入蕊ほ8．1±句．2トンである。この  

水準は水稲池澤のなかでも商い。農場両税（耕地）1ヘ  

クタールあたり労働投入蕊ほ2．9士1．8人（ME）であり，  

肥料投入蕊ほ12．3±G．6トンである。この水準は水稲地  

帯では平均的である。他方経常成果としては農場産出畿  

42．1±42，4トン，土地生産性3．6±1．8トン，労働生産性  

1．4士0．6トン，枇欄闇あたり産出畿0．52±0．33トンであ  

る。水稲地帯の他の鷹区に比して土地生産闇が商く，さ  

らに規模も比腋的大であることと相まって農場産出蕊の  

水準も高い。この高さは後述するように労働廉約俊一肥  

料集約度の高さによって支持された高さであるとみてよ  

い。これに対して労働生産性や駄脛戯あたり産出盈は水  

稲池澤としては平均的であるかまたはそれ以下である。  

経常戯他の自作地比率は47，6±29．4％であって低い。   

いわれる水利灘漑の社会資本であり，それに併せて造成  

された水田であり，各水田への水の配船と施紋の補循・  

維持の組織である。こうした土地改良の遺構の継承は中  

国の水稲地帯に普遍1的であるが，その中で柳‡‡水稲区は  

もっとも摘緻に葉蘭せられた構造をもつとされている。  

段丘付けられた谷や正に水門が密基し，土壌の良さと結  

合して，商い生産力をもたらす土地基儲が粟えられてい  

る。戯家1戸の蔑墟規模は，水稲地澤としては大であり，  

l戸の枇；紆員数は6．6人である。自作巌29％，自小作腿  

19％，小作農52％という割合関係から小作農の割合が中  

国全体でもっとも大で，地主制度の成熟がもっとも賛し  

い。作目では水稲が圧倒的に蕊繋であるが，耕地に対す  

る水稲作付比率は60％である。他の作物は，冬作物とし  

ては小変・大変・なたね・空豆・鈍豆・けし，容作物と  

してはとうもろこし・藤・タバコ・さつまいも・棉・高  

梁・花弘 永年作物としては桑・油桐琴が蕊紫である。  

このほか地方的に茶・さとうきび・レイシ・キクラゲ・  

うるし・哀痛t射撃等を生産する。家畜は役畜としてほ  

とんどが渋井であり，生産家畜では豚の飼腎が多い。農  

家が比較的多くの家畜をもっている慮区である。牛皮・  

辛皮・豚毛は蕊賓副産物である。肥料は人糞尿も用いる  

が，家畜の厩肥が主体である。作付南棟あたりの収穫盤  

は米でも小変でもとうもろこしでも他の農区と比較して  

顕著に大である。災喜ば箪魅や水密であるが，飢純に至  

るような災客ほ少ないとされている。しかし，地力に  

よってほ激烈な災審を被って飢饉や逃荒者を出すところ  

もある。また戦乱に巻き込まれた地方もある。農家の栄  

発は半ば以上を米でとり，小変・とうもろこしも蕊粟な  

栄泰源である。畜露物の華隻眼蕊は低かであるが，中国の  

他の農区に比して多い。衣・食についても他の腿l真に比  

して良いとされている。正税（地税）が商いうえ，アヘ  

ン税が大きく馳せられている。  

2．農薬経常・農家撥済の構成榊   

バック等の16，786ぷ造機調査では匹＝l卜水稲区からは次の  

地ぼが綱査されている。   

則刷l省仙繋慶（チエンキン）・倍陵（フォーリント  

華閲（ハアヤント綿陽（ミー ヤント内江（ネイカ  

ン）∵遂寧（スイニン）・逮螺（クーヘン），侠閣省一山  

勉聯（ミーンへン）。   

上記の地区別・階層別の集計平均値を用いて，節i報  
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（ME）をあて，0．2ヘクタールの農地を経常している。  

聯農として，他家戯作紫に願われて貸金収入を得ている  

が，自家農薬より食欄の造機部分を得るため雑叡・いも  

類・豆類をもって2毛作を行っている。役畜はもたず畜  

工と人工の交換を行うなど労働多投が著しい。彪地は  

往々に′ト作地であるため，米などほ小作料に出している。  

（2）戯莱経常の拍樺瀾にみられる相関関係  

① 戯墟規模・作付規模・労働力規模・世帯員規模の相  

互間および農場産出蕊・労働生産性・・肛幣戯あたり産出  

畿の相互間には0．7～0．9の商い相関がある。この点は中  

国偽薬十般にみられるのと同じ関係である。さらに戯機  

産出澄は農場規模・作付規模・労働力規模・世帯凰規模  

との問に0．8～0．9の商い相関があり，労働生敵性は勝機  

規模・作付規模・世帯劇規模との問に0．6～0．7のみるべ  

き相関があり，耽幣員あたり産出蕊は成城規模・作付規  

模・倣常戯規模との闊に0．6～0．Sのみるべき相関をもつ。  

土地生産性は規模指標との間にみるペき相関をもたない。  

バック等の農機済査は白イ乍農の方へ偏っており，自作地  

比率は10～20％ほど引き下げてみていかないと山般経常  

英態には合致しないが，そうした戯家の場合でも過半の  

経常地が小作地である。中国全体の中でももっとも小作  

鹿の商い慮区である。戯外所得依存率ほ19－9士13．1％で  

ある。これも中国全体の中で一客変区と並んで鼎もっ  

とも商い。   

この脳区の申で大小極端な2通りの鹿家を取り出せば  

次のようである。（i）16人の】年稲を含む一世滞戯を  

持つ鹿家が6人（ME）の労働力で6ヘクタールの成城  

を経常している。役畜は黄牛6頭で，労働の役畜装備皮  

は100％である。ダブルクロッピングの皮ほ150％，1作  

1ヘクタールの労働集約度は0．7人（ME），肥料集約度  

ほ4トン，農場1ヘクタールの労働条約皮は1．0人  

（ME），肥料集約度は6トンである。これにより飽功産  

出螢20トンをあげている。土地生産性3．3トン，労働生  

産性3．3トン，世帯員あたりの生産性は1．3トンである。  

（辻）2～3人の世幣貝の戯家が自家農薬には0．7人  

でabIeト7Index払rAnaiysis（7）  

［指標〕  ［艮射I蔓水稲区〕  

STA封DARD  MINIMUM  MÅmUM  
変数  MEAN          DEV．   VALUE  VALUE   

Ⅹ1  42．09   42．41   2．65   201－92   

Ⅹ2  2．55   1．40   0．70   6．80   

Ⅹ3  1．15   0．68   0．00   2．70   

X4  155．40   29．17   108．00   198．00   

Ⅹ5  1．97   2．01   0．18   9．32   

Ⅹ6  2．09   8．24   i．90   34．51   

X7  1．31   L35   0．10   6．43   

X8  8．17   4．29   2．49   22．23   

Ⅹ9  1t94   1．20   0．52   6t29   

Ⅹ10  1．59   2．18   0．00   12．22   

Ⅹ11  12．39   6．62   3．71   35．34   

Ⅹ12  36．07   18．88   9．16   93．90   

Ⅹ13  14．14   6．70   3．10   29．69   

Ⅹ14  2．96   1．89   0．77   9．99   

X15  0．48   0．26   0．00   1．22   

X16  47．65   29．49   6．30   9右90   

14．01   71．41   

X18  19．90   13．17   50．00   X17  24．23    む77          0．00    Ⅹ19  6．69  2．84  3．10  17．10  X20  5．20  3．34  0．85  15．90  

Ⅹ1：農場産出蕊（100kg：キンタル）  

Ⅹ2：労働投入畿（人）  

Ⅹ3：役務投入鹿（家畜単位）  

X4：土地利用度（％）  

X5：作付蘭穐（ha）  

Ⅹ6：肥料投入蕊（t）  

X7：排地面根 くha）  

X8：作付面薇あたりの肥料投入盈  

X9：作付面橡あたりの労働没入盈  

Ⅹ10：耕地面積あたりの役蕃投入螢  

Xll：耕地面積あたりの肥料投入盈  

X12：土地虫酸性（100kg／】1a）  

Ⅹ13：労働生産性（100kg／人）  

X14：耕地面積あたりの労働投入慶  

X15：役畜・労働比率（家畜単位／人）  

X16：自作地比率（％）  

Ⅹ17：作付耐租あたりの土地生産性  

Ⅹ18：慮外所得依存率（％）  

X19：農家l鋸隊員数」人）  

X20：農家世幣員あたりの産山厳（100kg／人）  
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土地生産機と農場産山蕊・労働生敵性・世帯員あたり産  

出蕊とのⅠ寮＝こは微弱だが0－1～0．3の正の相閲をもつ  

（Tab王e2－7）。  

（か ダブルクロッピングの度は規模指標との！馴ニー0．1  

～－0．2といった微弱な負の相聞がある。磁場産山蔑・  

労働生産性・枇滞員あたり産山螢との間にも0．1～0．2の  

微弱な相関がある。土地生産性との冒馴こ相関がない点は  

注恋しておく必繋があろう。1作1ヘクタールあたりの  

作付集約度との閤には－0．1～－0．2の，遊場1ヘクター  

ルあたりの耕地集約度との聞には0．1～0．2の負と正の微  

弱な相聞がある。  

③ 作付耐桟あたり労働集約度と成城而穐あたり労働集  

約度の間，および作付面相あたり肥料脆約度と腿場面秩  

あたり肥料集約度の間には0．8～仇9の商い相聞がある。  

また労働袈約庇と肥料躯約庇との間にほ0．8～0．9の商い  

相‡閲がある。労働脆約皮は規模指櫻との問に－0．3～－  

0．5の弱い負の相関をもち，緑営成果指標との閤には－  

0．1～】0．4の微弱ないし弱い負の相閣をもつ。土地生産  

性は労働基約歴とも肥料基約度とも0．5～0．8の正の相聞  

がある。ほか土地生産性は役番飼育密度とのl馴こ，労働  

生産性は労働の役務装磯磯との間に0．5～0．6の相関を戊  

つ。  

窃）自作地比率は戯窃規模・労働力規模・戯場産山蔑・  

世帯員あたり産出盈との問に一0．トー0．3の微弱な負の  

相関がある。他方労働躯約皮0．1～0．2の微弱な正の相関  

があり，ダブルクロッピングの度との聞に0．7の正の相  

関がある。農外所得依存率ほ親機硝煙や経営相棒との聞  

に－0．2～－0．4の負の相】閑をもつ。  

畑 摘僧職の酬帝分析からみた駿茶経常の構成  

（A）農場産山蕊に対する経営規模と軽骨集約度の寄与瀾   

係  

① 農場規模の寄与弾力性は0．89，作付規模の寄与弾力  

性は0．67，労働力規模の寄与弾力性は1．61，世帯周規模  

の布与弾力性は2．34である。他の凝区と同じように，  

「腰墓場規模と作付け規模は塵揖の1．1釆に，労働力規模ほ  

産出の0．6衆に，世帯爵規模は産出の0．4発に比例する」  

という中国的な虚業経営・農家経済の構成原則がある。  

他の農区に比して，産出の増加以上に逓増約に土地を集  

積するという志向は強くないがその反面産出の維持確保  

のために必婁な労働力をできうる限り少なくする…世  

帝爵規模はそれ以上に少なくしぼる－という志向は特  

に強い（Table3－7）。  

② 成城規模・土地利用度・肥朋髄約度をセットとした  

対応の寄与弾力性ほ1．15・0，58・0．85である。農場規  

模・労働集約度・肥料髄約皮をセットとした対応の鮮与  

弾力性は1．29・0．35・0．70である。作付規模・作付労働  

集約度・作付肥料集約度をセットとした対応の寄与弾力  

性は1．34・0．45・0．73である。これらの測定機は戯域産  

出盈に対して規模の寄与帽も岬水稲地澤の他の慮区と  

同様以上に一大であるが，集約度の寄与摘もまた…こ  

の農l夏の特性として一大であることを示している。廉  

約庇を椰保しつつ戌場親機の面翔的拡大を進めるときは  

－凝′勘雪面で作楽の能率化が進むので実質的に弗約化を  

進めることになって庶出鼠は規模の拡大以上にインク  

リージングに増大する。その一方で，農場面積規模を確  

保しつつ廉約化を進める場合も（労働集約度と肥料基約  

皮の絡倉割合の改歯がなされていくので），産出義：は集  

約度の増加率以上にインクリージングに増大する。肥料  

集約度の寄与帽が大なのはこの戯区の際立った特色であ  

る。  

③ 戯場規模・労働力規模をセットとした対応の寄与弾  

力性は0．30・1．15である。戯場規模の寄与帽が小で，労  

働力規模の寄与帽が填である。そ・して両者の寄与帽の和  

は敵いインクリージングを示している。この式の労働力  

（ME）の多寡のなかには，作物の栽培管理虜働の多寡だ  

けでなく，肥料叫厩肥が大部分である職の製造が入っ  

ている。この肥料投入の産出に対する寄与がこの磁区で  

はとりわけ大である。そこで駿場規模・労働力規模・肥  

料投入蕊仙これら3者の聞にはこのぶ造区では0．6～0．8  

の相関僕係があって，係数の安産にほ問題があるが－  

をセットとした対応の寄与騨力性を求めると0．2：ト  

0．35・0．70である。この測定侶はこの慮区では「農場両  

種を広く椰保することは濃紫であるが，そうした所与の  

而堵のなかの経営内容の充実の方がより両層に義堂であ  

り，軽骨内容の充実の方向として栽培の作莱的充実より  

も施肥の充実がさらに盈婁である」という含蓄があると  

考えられる。肥料の寄与が商いのは恐らく土壌の施肥の  

増加を有効に増収に結合させるキャパシティが大だから  

であろう。  

④ ③の回帰式につき，労働力規模を駄滞員規模におき  

かえても式の構造は変わらない。   
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：う．農米韓登・農家擬済の檎泌2）   

第2報で行った224カゴリーへの該当・非該当を手掛  

りとした度数分布とパターン分析の結果を用いて，この  

農区における農業軽骨・農家経済の性格を吟味すれば次  

のとおりである。サンプルとしてほ勉螺・ホー陵・綿  

陽・遂寧・運願が用いられている。なおこの遇区のなか  

でもっとも戯莱的にみるペきものがある華陽・内江・衆  

慶がデータが整わなかったためサンプルから欠落してい  

る。このため以下に述べるところはこの磁区の平均的実  

態よりも規模・生産性・産山蕊などで低い水準を示して  

いる点をあらかじめ注意されたい。しかし2．での分析は  

華陽・内江・繋慶が入っている（Table4－7）。  

（1）‡当然環境・既発と営農・遊楽経営と遇衆生清  

① 地勢は全地区が山地1谷地・盆地に属する。ただし  

広く囚川盆地といわれるように内部に山岳‥厳傾が多い  

とはいえ小平野も多い。1月の平均気温40c以上で作  

物生育に気象的な制限は大きくない。年間鼠は500～  

1500mmのなかにあり，年による偏りは比較的少ない。  

ただし洪水流域の勉願などでは降網は500～700nlmで  

水稲地弗としてほ少なく，勉豚・綿i勒・連鯨などの作物  

生育目数ほ300E】未満である。またホ一枚・遂軍などで  

は単災の絃駿が多い。土壌は赤色土といわれる肥沃な土  

壌が多いが山畑などには増せた土塊も多く，酸性土であ  

る。山部勉豚などには黄土系の土壌のところもある。地  

区内の土地の鹿地としての開発ほ全車図のなかで冬変商  

梁区や揚子水稲′ト変区ほどではないとしてもこれに準じ  

て大であり，総面箱耕地比率dO％以上の地区が5地区の  

うち3地区を■おめる。丘陵や山腹に拓かれた腿弛も多い。  

総面機農家密度も大である。水‡数比率ほ水稲地滞のなか  

でほ高くない。水口ヨのほうが畑地より多いのほ，ホ一  

枚・連勝であり，矧勒・遂寧・勉願では水損より畑地の  

ほうが多い。揚子水稲小麦区に／ト変地帯と水稲地澤の交  

錯があったと同級，この農区でもそれがある。  

② 上記のもとで腿家は世帯爵規模一年雇を含む－6．0  

人であり，労働力規模は2．0人（ME）…ホー陵・選挙で  

は2．2～2．8人，勉願・遵瀾では1．5…1暮8人－であり，  

磁場面積規模は0．6～1．3ヘクタールである。  

（診 家族労働力の鰍釦ま，成人タラ子60％以上・成人女子  

25％未滴の地区…勉願・ホー陵・綿陽州と成人男子  

60％未溝・成人女子25％以上の地I釘…遂寧・逆順一に   

（B）生産性に対する経常規模と軽骨娘約魔の寄与関係  

① 土地生敵性に対して土地利f削変・労働基約皮・肥料  

集約度をセットとした対応の寄与弾力性は0．2G・－  

0．17・0．82である。また土jぬ利用度・作付労働基約度・  

作付肥料躯約度・腿場規模をセットとした対応の寄与弾  

力性は0．77・0．29・0．69・0．36である。この磁区では他  

の髄区に比して回帰式の説明力は比較的大である。戯墟  

産出畿に対するのと阿梯の関係が土地生産性にもみられ  

る。労働炎約魔の寄与将もみるペきものがあるが，それ  

以上に肥料先約皮の寄与喘が大である。ダブルクロッピ  

ングの度を嵩めることの寄与もデグリージングでほある  

が，水稲地滞の平均なみの寄与帽をもっている。そ・して  

徽物規模の寄与帽がプラスでかつかなり高い怯を示して  

いる。つまり鐸常に逓増的である。土地生産性の水準に  

関係する黎嚢の関与がセンシティブである。これがこの  

農区の特性である。  

② 労働生産性に対して土地利周皮・労働脆約度・肥料  

集約度をセットとした対応の寄与弾力性ほ－0．7トー  

1．17・0，82である。また土地利月ヨ皮・労働朝霞約皮・肥料  

葉約度・膿噛規模をセットとした対応の寄与弾力性は－  

0．22・－0．63・0．69・0．27である。労働集約度の増加が  

労働生産性を引き下げる作用はこの農区では水稲地滞の  

中でも鋲署である。肥料処約魔の増加が労働生魔性を鋲  

著に引き上げる作用をもつこともこの鹿区の特性である。  

ダブルクロッピングの魔の向上が…生産性の低い作物  

の編入を伴うため…労働生捌当三を引き下げることは水  

稲地帯血般に認められるが，この舷区においても他放区  

以」二にそうである。農場規模の拡大が労働生産性向上に  

寄与する程度は中園農業の中でももっとも商い。この農  

‡哀では「労働生産層は農場産山蕊の平方根に比例するよ  

うに増減する」が，そのためには農場の耐機規模を拡大  

しつつ，そのかたわら生渡他の低い作物は【土地利用  

度を低めてでも…できる限り除外し，1作の栽培には  

肥料投入は強化するが作業はできうる限り省力化する，  

という方向が内包されるものであった。  

（診世澤員あたり産山厳に対して，土地生産側・労働生  

産性をセットとした対応の寄与弾力性ほ－0．09・1．23で  

ある。土地生産性・労働生産性・労働力規模をセットと  

した対応の寄与弾力1■生ほ－0．Oi・1．03・0．37である。  



森川 茂率・浦城 常山・木簡  輩  l・】い  

の溜池貯水の施設やそれの水田への配分の施設は成都平  

原において模範的によく整っているとされているが，そ  

の他の地Igでも整っているほうであるとみられる。  

⑦ ダブルクロッピングの度は勉膵・綿1粉・遂寧などで  

は高く170…200％の水音勘こあるが，ホ一枚・連脂では低  

く110～120％にすぎない。ホ一隊・遁螺などで土地利用  

度が輿′馴こ低いのは，水稲栽職場に欠水となることを恐  

れて早くから水をいれること，および閤川の風として地  

主が2毛作を釦どず，畑は地力が低く多毛作のできない  

山川がおおいため，といった説明がなされている。馳駆  

では水Ⅰ釧ま夏作物として水稲が栽培され，冬作物として  

小変・大変・なたね・えんどう・そらまめ・タバコが固  

舷して栽培されている。畑地では5－6年の閻に綿花1  

作とその他の年は冬作は水田の場合と同じ作物を栽培し，  

そのあととうもろこし・大豆・高梁などを栽培する。補  

陽でほ平坦都の水田は夏作物に水稲が栽培され，冬作物  

には′卜変・なたね・そらまめが栽培される。また山岡の  

州では夏イ乍物にとうもろこし，冬作物に′ト安が栽培され  

る。遂琴では水田は綿暢とおなじであるが，畑ではなた  

ね…花生，大変一綿花，小変－ごま，そらまめ00かん  

しょなどが栽培される。ホ一炊では山腹の水閏では水稲  

1作であり，山部水稲と冬作に／ト変・そらまめ・ケシが  

栽培されている。連騒では水稲1作か，畑での冬作の′ト  

変と夏作のとうもろこし・かんしょのとり合わせが行わ  

れている。なおこの農‡真のなかの多くの地区でほケシ作  

物が韮嬰冬作物となっている。しかしここでのサンプル  

脳家では栽培されていない。また番茶・茶・榔山の産地  

としても著名であるが，ここでのサンプル農家では栽培  

されていない。  

（紛10アール収駿においても地区による差が賛しい。敢  

貌嬰イ乍物である水稲の場合3．0キンタル…粗－が商低の  

目安となるが，ホー陵では5．9キンタル，綿陽では4．7キ  

ンタルと高く，逢願では2，9キンダルと中位であり，勉  

螺では1暮5キンタルと低い。小安においてもホw陵では  

4．3キンダルと非常に商い収凝痩あげているが，逢緑で  

は0．3キンダルにすぎない。とうもろこしについては  

ホー陵では5．1キンダル，連蝶では2．2キンタル，繍陽で  

ほ1．4キンタル，勉離でほ0．8キンタルである。ホ一枚で  

はそらまめ・えんどうでも4．5…5．0キンタルという高い  

収蒐をあげている。かんしょは他の地区では3．0年ンタ  

ルほどで低いが，選悩では2d．7キンタルをあげている。   

2介されている。児蛮の労働力ヘの編入は大である。勉  

輝・ホー陵・綿綴・遂率では児盈が家族労働力の15％以  

上を占めている。家族労働の仕向先ほ自家農作業70％以  

上で雅楽従事30％未満の地区がホ一便・綿瀾などであり，  

自家戯作莱70％東湖で兼業従事30％以上の地区が勉服・  

遊歩・運酵である。年稲の使用をする農家が15％以上の  

地区はホ一機・輔陽・勉脂であり，15％未澗の地区は遂  

寧・連脳である。児数年弼の使用ほ行われているが，鹿  

家の5％以上の地区は地縁のみで他は5％未納である。  

農作楽の担い手は家族労働力の編成がそのまま反映され  

ている。成人～男子80％以上と成人女子15％米桝の級に  

勉瞞∵ホー僻・細傾が属し，成人男子80％未満で成人女  

子15％以上の奴に遂寧・連瞞が属する。児敢の農作業担  

当5％以上の地区は多い。成人男子の自家農作業への対  

応はフルタイム対応であることが比較的多い。北米の担  

い手ほ地区により様々である。ホ一枚では兼業従剃ま少  

ないが，そのなかで誰某に出ているのは成人男子で主に  

他家戯作莱雇われである。遂寧では兼業従事者が1．0人  

余もいるが成人舅子はその半分，半分が女子児魔であり，  

兼業内容は【当家家内農薬への従軍を義としながらも，他  

家農作茶碗われ・他産業貸労働・経商など広範にわたっ  

ている。遁脳では0．5人の雅楽従事者がいるが，その半  

ばほ他家農イ乍莱雇われで，従事者には児盈が多い。  

④ 暮∃作地比率ほ地区による差が火で，例えば細陽では  

禅骨農地の80％に述するが，ホ一機では15％にすぎない。  

綿似では日掛脳別％・半‡ヨ緋遇5％・佃農11％という僻  

成であるが，ホ一版では‡∃緋農9％・半白緋般5％・佃  

農86％である。遂準・勉腺は経書馴二近く，逮蝶はホー陵  

に近い。納税の形態は定額凝税が主であるが，銭租も多  

い。ホー陵・遂寧でほ過半が縫組によっている。勉螺で  

は3分の2が森組で3分の1が分租である。税額は高く，  

生産力の商い水田などでほ米の生産数の3分の2に適す  

る場合が少なくない。  

⑤ 戯家のほ場数は大である。綿陽・勉願・遵腸では10  

ほ場末溝であるが，迷夢では34ほ場であり，ホー順に  

至ってほ70ほ墟である。零細ほ場の分散交錯の極限がみ  

らゴ1る。住居からほ場までの距離は0．3～0．6kmで大で  

ほない。  

⑥ 蓑霧蔓溌作物而舐比は50％未満の地区が弛ま豚・ホ一機・  

遂肇であり，50％以上の地区が練陽・遵螺である。馳漑  

の施設をもつほ場は水田であり，河川水の引水や小渓流  



大戦前中国の農家経済の地域特灘  
ト＝  

⑨ 成功産出螢…立教換算…を24．2キンダル未溝・  

24．2…42．4キンタル・42，4キンタル以上に区分した場合，  

2‘ま，2キンタル未溝に選腺・遂肇・細陽があり，24．2～  

42．4キンタルに勉聯があり，42．4キンダル以上にホー陵  

がある。1ヘクタールあたり土地生産性を20キンタル末  

梢・20～30キンタル・30キンタル以上に区分した場合，  

遂寧だけが20キンクル未満で他は30キンタル以上で，遵  

螺と31キンタル，勉螺・綿掛ま41～46キンダル，ホ一枚  

は59キンダルである。労働生産性を11キンタル末梢・11  

～16キンタル・16キンタル以上に区分した場食，11キン  

タル未溝が遂寧であり，11～16キンタルが綿陽・連腺で  

あり，16キンタル以上がホ一枚・勉豚である。世帯員あ  

たり生産蕊を3．6キンダル東浦・3．6～5．5キンダル・5．5  

キンダル以上に区分した場合，3．6キンダル未満が逆夢，  

3．6～5．5キンタルが勉腺・綿陽・途絶 5．5キンタル以  

上がホ一級である。以上の産出盈や生産性は，これを水  

稲地帯全体で測定された紺帰方程式からの推定値と比較  

すると，プラスの位橙一塊模や集約度で脱明される以  

上に大である一にある地区はホー陵・勉牌であり，マ  

イナスの位俊一規模や集約度で脱明される以上に小で  

ある一にある地区は遂寧である。綿陽・逮腺は中位で  

ある。  

（紗 ぷ塗薬労働貸金は低い。この点はこの鹿‡真の際立った  

特色である。盤工の場合，現金で支払われる工嚢は商い  

ところで0．2～0．3禿で低いところは0．1元に適せず，こ  

れに食費を加えても0．4元以下である場合がほとんどで  

ある。戌工の場合，税金で支払われる工資は低いところ  

で10～20元，商いところで40～50元で，これに食費など  

を加えても50～60元という場合が多い。  

⑫1作1ヘクタールの労働投入飽（ME）は1．2入来澗  

が遂乳1．2～1．7人が池月軋1．7人以上がホー陵・綿  

陽・連聯で，労働集約度は商い。農場1ヘクタールあた  

りの労働塞約皮も同様で高い。作物別にみると水稲の作  

某日数は130～150E＝まどで必ずしも高くないが，安類・  

とうもろこし・まめ類のそれは大である。1作1ヘク  

タールの肥料投入鹿は5．6トン未満が選挙・5．6～9．6ト  

ンが細閲・逮蝶，9．6トン以上が勉螺・ホー陵で，肥料  

集約度も商いほうである。農機lヘクタールあたりの肥  

料集約度も同様で商いほうである。過去10年間の方鋸氾動  

向としてほ，増加傾向にある地区ほなく，変化なしの地  

区が勉願・遂寧，減少傾向にあるのが遂率であり，粕   

類・化学肥料の施用はほとんどない。このように施肥面  

での後退傾瀾があるが，慮家の判断としてほ多投を望ま  

しいとみるものの資金や肥料源の不足でなしえないとす  

る見解が多い。  

⑫ 役畜の1戸あたり飼育頭数はほとんどが発車からな  

る。役畜ほ作業としても肥料沫としても光窮していると  

はいえない。その反面生産家畜は多い。豚は1戸あたり  

2．0盟－2年胱搾仁一を飼っている。めん革・山羊も5戸  

に1頚が飼われている。鶏・家鴨は1戸2～3羽を飼っ  

ている。  

⑬ 戯鹿琴海の販発と自給の関係を作物別にみれば次のと  

おりである。米の場合，種子を控除した残は自家飯用に  

もっとも多く仕向けられ，他が販発用と納租用である。  

ホー陵のような軽骨彪地のほとんどが小作地－しかも  

規模が大で10アールあたり収慶も大Tであるような地  

区では，翻租用に60％余が仕向けられ自家飯用に40％弱  

が仕向けられ，販売用にはほとんど供されない。自作地  

の多い婦随では収穫米の約半ばが自家飯月封こ仕向けられ，  

残が販売用と納税用に2分されている。棉陽よりも小作  

地の多い地区一遂寧－でも約半分が自家飯用にされ，  

納税には20％ほどが，販売にほ30％ほどが仕向けられて  

いる。ここでは小作料に銭粗が多いのかもしれない。小  

変は自家飯用と販党側が半々である。大安もそうである  

が，…都飼料用とされる。とうもろこしも大変と同様で  

ある。小安・大変・とうもろこしが納税用となることは  

（勉聯などでは多いが）〟般にほとんどない。かんしょ  

は3分の2が‡当家乳 3分の1が販売用であり，花坐は  

逆に3分の2が販売ノ乳 3分の1が自家用である。大豆  

はⅠ∃家用・販売用が半々であり，なたね・ごまはほとん  

どが販充用である。タバコは販売用作物であるが，逮聯  

では自家用が多い。野菜は打家相であるが，ホ一枚など  

では販売用も多い。農産物は収穫麗後に販売される部分  

が60％をおめる。販売地ほ村内・市萩・螺城がそれぞれ  

盈繋であり，出荷販売にかける時間ほ大で年間50～100  

日が費やされる。  

⑪ 災嚢＝ま水災・翠災一特に畢災－㌣は少なくない。し  

かし逃荒や飢餓に至るような災番は少ない。しかし匪賊  

や地方軍瀾の圧迫という社会的災は大である。四ノl卜省は  

軍人兵士の密度がこの当時中‡乳液大であった。学濱牒命  

以来5梱帥儲から29個師団・30佃混成旅団にまでなり，  

その軍事蘭は数百万党規模から数千万元規模に膨張し，   
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ありとあらゆる名目で教組が農民に課せられるに至った。  

これに地方政府の匪賊対策費などを加えた税負掛ま食中  

圃のなかでもっとも大である。  

⑮ 食衣任を中等規模の鹿家について測定した結果は次  

のとおりである。成人男子摂取カロリー放では3000カロ  

リー以上の地区は勉憫のみで，ホー陵・矧敬・遂寧・逮  

鯨などでは3000カロリーを下回っている。華北′ト愛地帯  

の辺境郡では3000カロリー東浦の地区が少なくない叫  

極端な場合には2000カロリーに達しない地区もある－  

が，水稲地帯では3000カロリーに達しない地区は少なく，  

そのなかでは目立って低い。食料の内訳は米が主体であ  

るが変額・とうもろこし・雑穀の摂取も多く，敷物に  

よって約80％の熱源が摂取されており，豆類油梯で6～  

7％を，いも燥で3～4％を，野発で2～3％を，肉た  

まご頗で5～6％をとっている。砂糖も1日5グラム程  

度とっている。カロリーが少ないのに肉たまごの摂取が  

多い。ホー陵では米53％・とうもろこし30％・小変  

4％・そば3％・油壕iO％・かんしょ3％・野菜1％・  

肉たまご2％の構成であり，綿暢でもこれとよく似た構  

成である。遂寧では米67％・小安7％・とうもろこし  

1％・かんしょ4％－豆類7％・野菜5％・油櫻1％・  

肉たまご7％である。戸主の衣服所有点数ではホー陵が  

1～2点であるほかは5点以上である。ただし綿服のみ  

である。住居は勉聯・遜聯などでは粗末で兇樹価格ま00  

元にも達しないが，ホー陵・締陽・遂拶などでは良質で  

見積価格1000元以上の戯家も少なくない。冠婚凝腰は質  

素で，このため特別支出は中尉水稲地滞としては少ない。  

ホー陵ではやや派手だが，他の地区では樽のための支  

出・嫁の為の支出・葬のための支出ともに50～60元程度  

である。負償を持つ農家の場合はホー陵・綿陽では60％  

をこえ，その負債学は110元襟度であるが，遂率・連鯨  

では10～20％でその負債額は50先程庶である。友人・縁  

者からの借入が多いが，地主からの借入も行われている。  

貸付金を捧つ鹿家の貸付額は200元来潤である。貸し借  

りの金利ほ月利2～3分が多い。  

（2）虚業線骨・農家経済の所属パターン   

中国を全体としてとらえて得られた戯紫綬骨・段家経  

済の謂パターンのなかで，この腿区に属する地区（サン  

プル）の位置付けは次のとおりである。  

（A）自然条件・骨慮構造・就葉柄遷・経常構造・生活構  

追の各アスペクト内の位鑑付け  

① 自然灸件を準北対準申・肇滴商と仕訳した対抗パ  

ターンのなかでは，全地区が華中・肇磯偲服牒する。勉  

駆などは快酋省にあるが，なお華中・華南烈である。地  

区の土地が腿莱的に拓かれている度合の小対大という仕  

訳にアクセントをおいた対抗瀾係のなかでは綿陽・遂寧  

などは描かれている度合が大なる地区に属する。他方勉  

櫛・達腺などは掘けていない地区に属する。  

② 骨鷹牽絡遵の解1パターンほ「畑地骨鹿に営農楯魔の  

低位の結合」対「水田骨胞に営農精度の商位の結合」と  

いう対抗関係で与えられるが，全ての地区が後者に属す  

る。第2パターンは「水田・畑地帯双プぎにまたがった骨  

巌絡皮の低位」対「高位」という対抗関係で与えられる  

が，ホー陵・遂寧などは位置付けがはっきりせず，勉  

脾・綿陽・連勝などが後者に属する。  

③ 就莱構魔の第1パターンは「小家族労働過剰戯紫で，  

女子児盆の雅楽従軍」対「大家族労働不足経済で年磁の  

使用」という対抗閲係で与えられるが，前者に属する地  

区としては勉螺・達鯨などがあり，後者に属する地区と  

してほホ一校・細緻・遂寧がある。節2パターンは「男  

子中心の家族労働力で虚栄仕向が大，像作業は男子中心  

で貸金は比較的軋対「女子児蔑の多い家族労働力で誰  

某聴滴が大，戯作磯に女子児鹿が多く壊金は比較的低」  

という対抗関係で与えられるが，前者にはホ一校・綿陽  

が嘱し，後者には勉願・遂寧・遵瀾が属する。  

④ 経営構造の第2パターンは「膿瘍規模は小であるが，  

生産蕊・生産性は一塊模や基約度で貌明される以上に  

一大」対「成功規模大であるが，産出澄・生産性ほ一  

規模や集約度で説明される以上に一小」という対抗瀾  

係で与えられるが，前者にほホ一炊・綿閲・連勝・勉願  

など大部分の地区が属し，後者に属するのは遂寧だけで  

ある。節2パターンほ「膿場規模小で集約的であり，土  

地生産性は大だが労働生産性はノトで，農外所得依存率が  

大」対「農場規模大で粗放的であり，土地生産性は小だ  

が労働生産性は大で，′ト作地比率が大」という対抗閥係  

で与えられるが，前者には勉螺・綿陽・連勝が濁し，  

ホ一枚は所属がはっきりせず，後者には遂寧が属する。  

⑤ 生活構魔の第1パターンは「食衣住が充実しており，  

冠婚葬祭も派手で，免償もあるが貸付にアクセント」対  

「食衣住が粗末で，冠婚葬凝も質素，消費負債を多くも  

つ」という対抗関係で与えられるが，前者にはホー陵・   
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遂挙が属し，締陽ほ所属がはっきりせず，勉腺・適職が  

後者に属する。節2パターンは「食が穀物山辺倒でカロ  

リー不足，衣怯も粗末，消柴負債のほか生産負債もも  

つ」対「多彩な食材料を摂取するが，カロリwは充分，  

衣住は良好，う離離襲祭は賀来で，負横をもつ農家ほ少な  

いが負椴額は大である」という対抗関係で与えられるが，  

前者に属する地区はホー陵など山都分で，後者に属する  

のが池畔・綿随・遂寧・逮願など大部分である。  

（B）経常構造と自然・常腿・銑某・生活との複合アスペ   

クト内の位置付け  

① 経営と自然の複合視野からの節1パターンは「華  

中・準商蓋柑然条件の下で，規模小な経常が炎約的に営  

まれ，土地生産性・労働生産性ともに商位で，産出澄も  

規模や怒約皮で脱明される以上に大」対「輝北覿自然条  

件の下で，規模犬な経営が粗放的に営まれ，土地生産  

性・労働生産櫻ともに低位で，産出畿も規模や集約度で  

脱明されるよりも小」という対抗関係で与えられるが，  

逮寧だけが後者に属し，ホー陵・締陽・連駆・勉願など  

大部分は前者に属する。節2パターンは「拓けていない  

ところで腿墟規模・土地利用度は小，1作の集約度は大  

だが土地生産性・労働生産性は小で，自作地比率・農外  

所得依存率は大」対「拓けたところで戯場規模・土地利  

用度は大，1作の鵜約皮は小だが土地生産性事労働生産  

性は大で，自作地比率・農外所得依存率は小」という対  

抗関係のなかで与えられるが，ホー陵のみが後者に属し，  

綿陽・遥寧・逮脾・勉腺など大部分が前者に属する。  

（診経償と営農の複合視野からの第1パターンは「比較  

的小家族が水稲中心の土地利用度の商い粂約戯楽を営み，  

嚢蘭巨なたね・盤賽・ケシ・タバコ・さとうきびなどが  

とり合わされ，鹿地は散在梵鐘であるが作莱や施肥の精  

度は大であり，農協連出教一土地生産性ともに…規模  

や集約度で説明される以上に一大である」対「比較的  

大家族が小変・大安■小米・商梁を主に東灘い補職・  

麻・ごま・花生などで多彩な輪作を組んでいる，ほ場は  

少数にまとめられているが作楽や施肥の精度は低く土地  

利用度も商くなく，農場産出盈・土地生産性一労働生産  

性ともに…規模や基約皮で貌明される以上に－ノトであ  

る」という対抗関係で与えられるが，前者にはホー陵・  

綿陽・連腺・他職など，大部分が属し，後者には遂寧の  

みが属する。第2パターンほ「水園地節約緒安来を伴っ  

ているが，それは付帯的なことで火水が多く，麦敷・細   

敏・豆類・いも頬が蕊婁作物となっており，作物作業や  

施肥にみられる骨戯の精度ほ低く，農場産出澄・土地生  

産性・労働生射狛ま…規模や先約度で脱明される以上  

に－ノトである」対「畑地粥的諸婁紫を伴っているが，  

それは付帯的なことで欠水は比較的少なく，小安と綿花  

が鹿栄作物であり，作物作紫や施肥にみられる骨髄の精  

度は高く，10アールあたり収蛍は高く，膿場産出鹿・土  

地生産性・労働生産性は－規模や炎約庇で鋭明される  

以上に伽大である」という対抗関係で与えられるが，  

前者には彿陽・遂寧・述i瞳・勉駆などが属し，後者には  

－恐らく10アールあたりの商収鼠や産山蕊や生産性の高  

さが強く働いて…ホー陵が属する。  

③ 繚骨と就塞の複合視野からの節1パターンは「小家  

族が農薬を自作農的に営み，成人男子が尊従的にこれに  

あたっており，偽薬経常は集約的で土地生産性・労働生  

産性は太であり，女子と鬼没を多く含んだ部分が内職的  

家内工莱などの発ち削こ従事して慮外所得の依存度は大で  

ある」対「大家族が戯葉を小作地を入れ年磁を入れして  

営み，兼業には成人男子がで，自家虚業は女子児濾によ  

るところが大で，骨髄は粗放的で土地生産性・労働生産  

性ともに小である」という対抗閣孫で与えられるが，前  

者には矧勒・逮螺・勉聯などが属し，後者にはホー陵・  

遂寧が属する。節2パターンは「零細農家が小さな自イ乍  

地に閉じこもり，所得を補充すべく北米には稲瀾的に出  

ている，家族の成人男子が‡当家戯楽の担い手であるが兼  

業にも洩るので，戯兼務骨は粗放であり，産出蕊・生感  

性ともに低く虚業貸金も低い」対「土地を依り人を帰し  

て規模を大にし，農薬経常の内容は充窮しており，高い  

濃紫貸金と両立した商い労働生産性をもち，土地生産  

性・成城産出畿も低くない」という対抗瀾係で与えられ  

るが，前者には矧勒・速歩・運聯・勉螺などが属し，後  

者にはホー陵が属する。  

④凝憫と生活の複合視野からの第1パターンは「小家  

族が規模小な虚業を集約的に営み，産出蕊・生産性は高  

位にあり，食衣位とも中国鹿家としては水準が高く，冠  

婚靡魯文瀾も大で，負礫を持つ農家は少ない」対「大家  

族が規模大な農葦を粗放に営み，産出鼠・生産性は低位  

にあり，食衣保とも中国鹿家としても水準が低く，冠墟  

葬祭支出も大でなく，負債をもつ脳家が多い」という対  

抗関係のなかで与えられるが，前者には締陽・ホ一便・  

勉豚などが属し，後者には遂寧・連聯が属する。節2パ   
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ターンは「小家族が規模小な農薬を営み，土地生産性は  

低くないが労働生産性は低く，遜場産出鹿は′トで，自作  

放でありかつ農外所得の補充ほあっても，食衣住の水準  

は低い，しかし負債をもつことは少ない」対「大家族が  

規模大な蔑莱を営み，土地生産性は低いが労働生産性は  

低くなく，農場産出鼠は大で，小作地が多く農外所得は  

少ないが，食衣伎の水準ほ高く，冠婚静祭文冒ユも大で，  

免償も大である」という対抗関係のなかで与えられるが，  

遂箪のみが後者に属し，ホー陵・細陽・連聯・勉駆など  

大部分ほ前者に属する。  

4．地域特性についての地方－ジカタ】的論考  

（l）匹川l省の偽薬経済   

映を経て江を遡ると沿岸の山地傾斜70～80皮を下らな  

い。そ・こに耕地はない。しかし龍泉駅に至ると山披はな  

お高く忽であるが，‡uの中腹以上に水閏が幾多現れてき  

て，山頂部にも畑が乏しくない。「無耕土」は四川省の  

理想である。山腹山昆の農薬は耕作困難で生産性が低く  

林地とされている場合が多い。この種の劣等の耕地があ  

まねく存在していることは人口を養うための囲雉と労働  

時間の多さを表している。ついで合川至る70鼠ほ多数の  

人夫によりかつがれたり船が引かれたりしていくが，こ  

れらの労力の存掛ま劣等の地に人口粥密生清閑雑な半生  

来状態を窺わせる。社会の騒乱はこの貧しさのなかに発  

生の土塊を持つ。これより上流の沿途は山地が極度に耕  

地化されている。山脚およびその付近は水田がひらかれ  

ている。水田では水稲の塞作ほ半ばである。畑はやせた  

土地が多いが毎年2仙3園の作付をするのに水田の土地  

利用度が低い。その理由の1つとして成都平原周辺など  

を除いて，水供給が十分でないため冬期に排水を行わな  

い場合が少なくないためである。冬期作付を行わない土  

地は1機6百万畝のうち5千3百万畝あって，これに小  

変が作れれば6千3百万石の収機が見込まれ，これに  

よって2千万人一慨川の入日の5分の2鰍を番うこと  

ができる。水田塞作が行われない原園をさらにつめてみ  

ると，①搬水と排水の閣雉…水稲収楼の後排水して干し  

てしまうと春季欠水して田植えができないので秋から貯  

水しておく，②土′】ち】ミ及び饗緋因掛‥水田土壌が蕊粘で水  

稲収穫後固まった状態はかたくて緋舷に労働がかかりす  

ぎる，③肥料不足…虚民は秋冬に発革を収処し稲肥とす  

るが，冬作を行うとなると多螢の肥料を要し，それだけ  

の肥料調達能力がない，④経済的関係…冬作物を作ると  

稲の収盈が減少する上，万が…容季火水して稲の植え付  

けができないとその損失ははかり知れないので安全を期  

して冬作を行わない，⑤朝憐憫卜牒紺lの風として土地を  

小作に出すとき水田に若干の学田をつけ，そして水田よ  

り納租するが単mの産ほすべて佃戸の得るところとする，  

だから佃戸は冬期は草地の作物に熱心となるし，地主は  

稲租の維持確保のため冬作を行って肥力が満ちるのを客  

ばない，等があげられる。   

次いで巨＝こつくのは閤川省の柑橘の生産多く廟格低廉  

であることである。1元で200～300佃買える。ところが  

蕊慶価格では稼元50個前後であり，北平まで行くと卸元  

10佃に足らない。運饗や運送途上の損傷も大であるが，  

商人の利益の大きさを窺わせる。凶川の滋蚕と糖某ほ近  

年褒徴の傾向をたどっている。沿途の桑樹をみたところ  

大半が老犬で幹枝が高く桑塞が少なく湘江の桑園にお  

とっているようである。さとうきびは茎の内部が規格で  

あって糖汁が少なく，搾糖効率が低く敷争力がない。   

四川の地は宵庶の区とされてきたが，近年郷柑の農民  

経済は破産に瀕している。その原因は過酷の税冨果が頻繁  

におこなわれるためである。戯民が嫁いだ所得ほ大部分  

官吏と兵士の職となり，また武器欄入費となっている。  

外国製の紫沢品の購入も大であり，小娘妓女の衣飾脂粉  

も外国製である。このため伝統的産業は褒徹してしまっ  

た。西ノIlはほとんど純粋の脳某省であるが，冬期農閑期  

にほ農家の多くが稼ぐ機会を狙っており，その貸金はき  

わめて低い。すでにみた始桶挑力投船あるいは郷村工業  

工作の従事者はそれらである。その落伍者が盗賊匪賊乞  

食になる。近年交通期問の磯機化運送の機械化がみられ  

るがこれらは労働者の共栄問題と関連している。郷村工  

米家内工莱も巡輸交通の便が開かれると輸入品が廉価大  

数に入るため魂争力を失う。そして失業と連絡するdO）。   

華嘩進「考察瀾川駿薬及郷柑経済欄形職麿」北平大  

学農学院 民国20年 2月  

成都平原の揖畝は長方形の形式にⅠ温切られてかんがい  

に過した構造になっている。篠田3．3畝の大きさが通常  

である。田区のなかには鯉数の敵道がなされており，そ  

れほ網状となって用水を全区に配分されるように粟えら  

れている。このかんがいの体系はその創始者を神として  

敬い，毎年の構温の汝深，堤眉の修理などは宗教的堅心   
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2．5克となるところから鹿家の消軟水準とほぼ等しい。  

他方農産は晦畝につき稲7．5斗大変7．3斗小安6．7エト粟9．9  

斗自革7．1斗えんどう6．0斗である。   

鹿家は稲を中心に多くの作物をとり合わせているが，  

その収入の内訳は次のとおりである。白餅農の場合，遇  

魔物売価1，109元畜産物売価10S元家内ニi二芸日践6元労賃  

収入3元柴などの淑発11元計1，222元州鯨畝17元一，  

それに自給食料価額176元が加わって1，398元の総収入と  

なる。単組農の場合，鹿渡物発価1，199元畜産物売価113  

元家内工芸iコ絨7元労貸1元柴などの販売6元酎t327  

元十」払畝19元…，それに臥給食料価額1別売が加わって  

1．512元の総収入となる。租耕戯の場合，腿産物売価554  

元番産物発価67売家内工芸口銭18元労貸収入5元紫など  

の販売収入9元針654元一毎畝29元一，それに自給食料  

が加わって770元の収入となる。これに対する支出は前  

記した3釧酎こ対応してつぎのようである。自緋膿の場合，  

税187元簾遇貸金Ji5元購入食料教86元家屋等補修費i3元  

農具柴14元飼料費74元肥料饗82元教育費43元計548充，  

それに自家労賃49元自己資年利チア82元を加えてl、380元  

の総支出となる。半租戯の場合，租銀d50元税102元傭脳  

貸金52元購入食料95元家屋等祁‖疹饗13元膿典削5元飼料  

柴51元肥料費42元教育楽8元計830元，それに良家労償凝  

元日己資本利子386元を加えて1．266元の総支出になる。  

租耕磯の場合，粗放347元傭遇饗金18元購入食料65売家  

屋寄附参楽7元農具梁7元飼料費38元肥料費25元散骨饗  

14元計526丸 それに自家労箸40元を加えて566元の総支  

揖となる。紬玖あたりの総支出は自耕髄単軌農租桝農と  

もに18元である41）。  

H．D．Brow】1and L．Min“A Survey of50Farms on  

ChengtuPlain”ChineseEconomicJournalVolllNol  

1928   

挙錫周訊「中隊‡農相経済実況」  

川北地区ほ丘陵多く，飽田の区域拡張をみず，人口が  

過密になっている。これに加えて兵匪の紛騒があり，農  

民は貧農佃脱が増加し，自作巌と磯農の人数は減少しつ  

つある。腿民はすでに肥料を蓄える力がなくただ天然の  

収成に煉ろうとしている。ぷ亀地を険しい山丘をはい上  

がって拡張し極小の稲田を開いたりまたは雑穀を作った  

りしている。地主対農民および傭主対鰭魔の関係におい  

て地嘉や傭嘉は格視的態度をとっている。その背敷には   

をもって行われ，寸配分は宗教的儀式をもって行われる。  

それは戦争匪乱の敢中でも行われる。   

我々の調査地区では2．644畝の土地に対して農家数は  

50戸，うち白餅釦ま22戸が1，608畝を耕作し，平均経営  

規模は73畝，半租腿5戸が343畝を耕作し平均経営観摸  

は6郎玖，租耕膿23戸が693畝を耕作し返金経常親機は30  

畝である。田畝の地価はもっとも商い場合で160元，  

もっとも安い場合で75元，平均して116禿である。鹿家  

の家屋は寓をめぐらし，四閣に空地がある。内部に任乳  

牛棚猪棚鶴棚，穀倉，準堆房，貯器凌がある。垣は盗賊  

を防ぐためである。屋敷内に竹林があるのがこの地方の  

風教である。家屋の価倦は負耕磯1．014元，準租厳呂16免  

租鹿410元と評価されている。平均して建築後45年を撥  

ておりこの15年問に新築の家屋は甚だ少ない。税額は柘  

畝平均11．9元，小で8．9元，多で14．0元，地価との閲連  

ではト別の利回りが見込まれている。税は73畝の臥排戯  

で187元（1畝2．5元）が納入されている。1戸の家族は  

タき子3．1人女子3．8入鹿子3．8人であるが，半ばの農家が  

雇鎚をしている。   

農作紫は大部分幸作莱で，緋注＝こほ水牛を用い，製粉  

にはいしうすが用いられている。水牛ほ搾美ない農家2  

誠以上持つ鹿家があるが，平均すれば0．86鱗となる。家  

讃についていえば戯家は皆養猪を好み，1戸6～10頭を  

飼育している。熊毛の大型の豚で成長したものは1頭18  

元で販究される。鶏も1声が少ほ3羽多は18羽を飼って  

いる。養鶏は家内山虜の砕通観粒などで行い祭執こ潰し  

て食する。串や兎を飼う潜もあるが経済的に取りあげる  

に足らない。排煙と寒豚の饗用ほ日掛磯で74元，半租脳  

で51元，税緋慮で38禿である。肥料の蕊薯性は特に認撒  

されており，應肥のほか人糞尿も濃紫な肥料であって戯  

家は発坑をもち，自家糞尿だけでなく，購入して保存し  

ている。聯戯を入れる壁用は白餅遇45元半租農52元租耕  

膿18禿であった。   

剰ま及安食料であり，1キンタル目元である。ただし  

収稚期は10丸 春季には28元にもなる。成都平原では農  

家の米以外の食料は肉徹そ莱薬油塩タバコを含めて自家  

消費の米の価値の半ばである。1戸の年間消饗掛ま，自  

陣段で自給176元購入95元計263元岬各人22充血，半租  

戯で自給1鋸元購入95元計279元一各人26元…，租耕腿  

自給115元購入65元計181元一各人21元一である。都祁  

の僕役の月収が5元でその半ばが食料費であるとすると  
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佃戸からの土地取り上げおよび傭農の解雇である。地主  

ほ必ず佃戸の生活態度をまずもって調査し勤倹で出租を  

続ける人物であることを確かめて佃戸する。大地主では  

低率全般を管単に首酎ナ負わせている。管串は知識のない  

者が多いが，佃戸ほ移住しなければならなくなることを  

恐れて，管憲糾こ賄賂をおくり戯地を確保する。これを小  

押租という。   

近年農家の生活を圧迫しているものは物価商騰と兵差  

である。物価商騰は蕊慶大飼元など地方軍瀾の発行する  

通過の所産である。約200の各県に別掬する師族戌が大  

銅元を鋳造し，好簡土嚢もこれに関与している。生活費  

ほこの5年間に次のように商騰した。衣鯖は3元のもの  

が5元に，食料は16元のものが25元に，農具修理費は2  

元のものが4元に，屋根ふき代ほ2元のものが5元に，  

交際饗は2元のものが4元に。兵隊と土匪の腿民に対す  

る対応は益々苛烈となってきている。次のようである。  

①軍隊通行には必ず虚実が徴発され巡搬作業に拉っばら  

れ戯作が阻移される。②軍閥の箪饗の地主への課税は当  

然多くなるが，一般農民も有時には均州的な課税を強迫  

される。③小地主は軍儲からの圧迫を佃遇への蕊租に向  

ける。Q）土雛の掠脊ははじめは貧農には向かれなかった  

が，富騰が都市に屠を移して難を避けてしまったので，  

山放農民から少しでも掠奪するようになった。掠掛ま残  

酷を棲め革倍音削こよって死に至る場合が櫛でない。（渉l渡  

患に対抗して‡胡桃を行うが，団練饗の負担がかかる服）。   

教生山「川北戊民現況山舷」東方雑誌 Vo124 No   

16 民国16年8月  

四川に軍人割拠してからすでに7年，戦乱止むことな  

く軍隊ほ逐次増加している。今‡ヨでは畢30万人以上，全  

図の中でももっとも多い。民国元年には四〃＝ニは陸軍5  

師があっただけであった。そ・れが「肘袈」「護国」「駆遂  

客軍」などが編成され29榔30佃混成族闊となっている。  

清来には2．400万元の歳入があり200万元の余裕があった  

のだが，民‡司20年の軍資2，209万元にもなっている。こ  

の軍費の財源は税収としないので，各軍領袖はあらゆる  

各員一畢沌E楳税焼款（アヘン税）など－で税を賦課し  

ている。1征につき凍税を練すが，1年3征4征となり  

果ては7征8征となった。1年中経え問なく欄税が苫某せ  

られるのでついには飢饉にまでなった。民瀾の防匪の団  

防饗も大きい。こうした楳税や団防楽の枇裸法は割拠の  

軍毎に異なり，これが混乱をおこしている。征収周蔵が  

かわるごとに徴収法が変わるという次第である。アへン  

税についていえば閤川はアヘンを渡す。度数はわからな  

いが，23，800斤という見概がある。約∂00方畝のアへン  

栽培耕地があり，毎畝50耐のアヘン生産があって，これ  

に対して各軍区が合して1365万元のアヘン税を維した。  

このほか養蚕製糸と砂糖に対する麟裸がある。麻の生産  

にも経せらゴtた咽。   

裟栄「蓬柊人割拠下阻川農民」新創造 Vo12  

（2）隣西燕中区の農業経済   

供中は隣酉省に属するが，間中とはことなり，黄土少  

なく，‡甘河に堰をつくって港漑がなされ，稲米が多い。  

例えば西郷では渠堰職愈蔑があり，引水激漑5万余畝で  

ある。もって漢申では米食を主とする。漢中にはまた薬  

剤木材桐油漆木耳煉翠茶瓶などの特産があり，この面か  

らも幾であると思われる。しかし溌中農民には破産的様  

相が大である。淡申では白餅慮の小脳が少なく，佃腿の  

貧脳が圧倒的に多い。「緋著大半鯉地，着地著大半不桝，  

維有白餅農，実屠少数」（安成典）といった様相が大で，  

盛年の年でも半数の戯家は赤貧である。仙農は地主から  

田を借りるとき押楓をなさなければならない。また税額  

は総収穫の約半数で，米3キンダルを渡する上等の水田  

では2キンタル租入しなければならない。正租以外に地  

主に礼物を献じなければならない。このように佃戸が多  

い原園として，この他の農民は18世紀から1別姓紀初頭へ  

かけてⅠ週ノ1l，湖北などから流民が入ってき，彼らが土地  

を借り開躯を行いあるいは欄脳として定住するかしたあ  

とをうけているからである。このように仰脇の貧農の多  

いところへ1918年四川軍人劉存摩の軍隊が灘ヰト・体を占  

拠した。徴税を強化し，穀倉を収容し，アヘンを解摂し  

た。アヘンのため，例えば安康城へ入ると10人中7～8  

人までがアヘン吸煙者の顔をしている。段民は強要され  

アへンを栽培している。年収は20両－1両4角－で8  

元にしかならないが政府は16元2角の課税を行っている。  

この課税は小県では10万元大県ではZO～30万元といった  

ふうに割当られているので，アヘン闘が減少したからと  

いって少なくならない。1924柑29年呉新田が快報の鎮守  

の時，6年間の徴税額は1500万元であった。しかし末端  

で徴収されるときはそれとほぼ同紙が加えられ．膿民が  

支払ったのは3～4千万元である。地主商人と宵鹿は蕊   
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税を祭捌こ転嫁して破産に追い込むのである。こうした  

破産戌民は土陛隊に加入し，土鮭は富戯とみられる地方  

を掠奪してその他を赤虜に檻じさせるのである。著名な  

土陛3軍は3肘4万の勢力をもち，1929～30年には占拠  

地を拡げた。ほか中小の土匪琴至るところに別拠するこ  

とになった。1931年川軍が大挙して入ってきて，鎮圧に  

当たったがなお米部にまで至っていない。このように兵  

匪紛撥の地となったのである。その結果典新田時代に比  

してアへン税は倍額になったほか，肘匪税政閏省塵券清  

輝螢駄翠月食棟株などが頻繁に徴収され，県府はあたか  

も証寺区典差局の様相を里し，県展科凝紳奥野彼等の精力  

は大部分軍閥の給養に費消された。徴発は金銭現物だけ  

でなく，労務徴発も行われ，1県毎目百人余が駆り出さ  

れた。おおざっばな見積もりでは負担は3倍となった。  

このほか通行税消費税渡河税入関税など間接税があり，  

文番司法手拭きの印紙税などがある。また官吏の巡行視  

察に数十人が同行し，そのための挟悔費消食贈賄などが  

姿求される。創製を怠った戯民には鞭打その他拷問が加  

えられる。こうした懲罰施設として弁理瀾瀦潤一が公所内  

に両様の監獄を設脛して未済の戯民を収容するが，収容  

者が放水を乞いまた大小便を乞うときは銭を徴収する。  

そのため区長琴が暗殺される場合が多い。またこうした  

農民破産に高利貸しと商人資本が乗じている。倍銀の利  

率ほ月利10％であり，過渡物を春夏に1斗1000文で光り，  

600文を受け取り差額ほ収穫時までの利息とされる。高  

利の極端な例として10元を借り1日2元の利子がつき1  

月で50元を返済したという例もある。商人は鹿家が販売  

する農産物を買いたたく。1928年当時と比較すると，豆  

類は7元が4死に，とうもろこしは6元が3元に，小変  

が12元が5元に，米は7元が1元単になった。相姦物で  

あるキクラゲは1斤60元が40元に，桐油は1斤17～18元  

が7～8元になった。破産に追い込まれた農民は敢初田  

地を売り，次いで家具を売り，次いで膠屋を質典に入れ，  

最後に児女を発って逃亡の費用とする。政府は農民の逃  

亡を厳紫しているが，農民は減少し，田地の荒廃は100  

分の18に適している44〉。   

搬翰埜「破産中的漢中的貧農」東方雑誌 Vo130  

民国22年1月   

Ⅰ一l．西南水稲区   

1．西南水稲区の概況   

裳簡・嚢州と広西の山部よりなり，商い交錯する高原  

を食む。高度は400～3000メートルの帽をもつ。商い山  

の嶺ほ5000メートルにもおよぶ。槍岨な山に桝まれて丘  

陵が多い。谷に面した斜面や底部が段丘付けられて耕地  

をなしている。丘ではカルスト地形が存在しているとこ  

ろがある。このような地形で大きくまとまった平原はな  

く，小さな盆地・平野が散在している。気温は温畷で夏  

期と冬期の温度差が少なく，降瀾は 欄川水稲区と同様  

であるが）季節的に配分しており，植物の生育期問は長  

い。正俊は水蝕の激しいところ，教士がよく残されてい  

るところ様々である。土壌の構成は磯部で唆せた鶉色土  

塊と肥沃な紫褐色土壌がある。また沖機水稲土壌は肥沃  

で生産力が商い。自然植生は常緑薬樹と松柏科植物の浪  

合で，水蝕で流亡したところでは草地が多い。もともと  

少数民族が多く（1翳族をはじめイ族・ロロ族など機煩が  

多い），賞南でほ過半が紫州では3測が少数民族である  

とされている。携族は古代から逐時人柚してき剛ヒされ  

てきたが，酒代にはいってきた溌族の場合，政治的経済  

的権益を掌握し，地主は彼らの成功者がなった。   

総面積約6670万ヘクタールの土地に約420万戸が定位  

している。中岡農業地帯八腿‡真の中で定住密度がもっと  

も小である。ただし林野で自給自足的生活を行っている  

少数民族がどこまで劉屋されているかほ疑問である。う  

ち農家戸数ほ約290万戸で約390万ヘクタールの耕地を耕  

作している。耕地以外の農用地は革地・献木地・森林な  

ど約370万ヘクタールで，総面積に対比すれば小，鹿家  

戸数や排地面薇に比較すれば大である。荒地は約270方  

ヘクタールでこれは蹄常に大である。可耕地に占める末  

娘地の割合21％は大きい。このことよりこの蔑区でほ農  

用地と非必用地の問のマージナルランドが他の農区に比  

して相対的に大であることが示唆される。土地をマージ  

ナルランドの内側へもたらす注激すべき用件は瀧漑で  

あって，耕地のうちの瀧耽地の割合は高い。特に業南中  

東都の湖を用いての糀漑区は系統だった鷹鷹水口農薬を  

もたらしている。平原のほかに水利がはかれる土地にテ  

ラス工を施して段丘水田とし，その周辺に水閏を開邦す  

るという方式がとられている。水利のはかりえない土地  

の戯莱ほまったく原始的にjl二まっている。   
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自作農30％，自小作鹿25％，小作戯36％という割合瀾  

係は水稲池澤の他の慮区と同様の地主制度の成熟を示し  

ている。作物は水稲が耕地の70％に作付され 水稲地澤  

の中でもっとも商い土地利用棉での位置をもつ。水稲の  

半ばは冬作物の収棒線夏イ乍物として植え付けられ，半ば  

は早稲で尉乍物として級培されている。米の単位i酢伍あ  

たり収穫蒐は非常に大で，バックは「地方的な土地尺度  

の単位」が実態より高い記録をもたらした可能性を指摘  

しつつも「あらゆる婁陸lの研究から判断して生産は商  

い」と判断している。水稲以外の作物としては小変・大  

麦・なたね・空豆・とうもろこし・大豆・甘薯啓もある  

が，工芸作物のけし・タバコ・棉の作付が多い点が注怒  

されるペきである。特にけし（アヘン）の主産地であっ  

て，金耕地の15％はけしの栽培で占められており，その  

収漁牲にあらゆる作物を凌ぐとされている。政府のアヘ  

ン対乳 アヘン商人の農民掌4乳 交通運擁射牛の悪さが  

もたらした軽盤高相の農産物への志向準の葉蘭があると  

されている。家畜でほ役畜としては水牛が多く飼われて  

おり，費牛がこれにつぎ，脚濁・幾燭もかなりいる。生  

産家畜としては豚が多いが，山葦・めん羊もかなりいる。  

家畜密度が大であることは前記した耕地以外の遇用地が  

入会地として家畜飼料に供されているためでもある。畢  

魅と水番を主内肇とする災審は少なくないが，小変池澤  

ほど激烈ではない。水稲地帯の中では大の方であり，災  

寒が戌期におよぷ場合もあり，飢饉で樹皮を食べたり逃  

荒者を出した経験をもつ地方もある。農家の栄養は4分  

の3を米によっており，とうもろこしがこれを補充して  

いるが，詔産物の掛睨も多い。ただし生活水準の差は経  

常規模の大／トや土地の良否により大であり，また漢人と  

少数民族との閏において大である。少数民族の社会秩序  

は土司によって統制されている。アヘン税によって地力  

政解の財政の半ばがファイナンスされているといわれて  

いる。  

2．農業経常・農家経済の構成山   

パック等の16嚢786農場調査では1河南水稲区からは次の  

地区が調査されている。  

則す！省一安順（アンシュン）・盤螺 レマンヘン）・走  

番（ティンファント滋養（シュンイ），雲南省州寛良  

（イリアント玉渓（ユ…キ）・楚排（シプ．－ユント永仁  

（ユンジュント衷自（メンツト審川（ピンツワン）・元  

江（エアンキァン）。   

上紀の地区別・階層別の集訝卜平均額を用いて，節1報  

と同じ方法で農業軽骨の構造分析を行う（′rableト8）。  

（＝ 指標の平均と偏差からみた虚業覇偶の構成   

鹿家掛幣員数は…年稀を含めw6．9±3．0人，農場規  

模ほl．2±2．0ヘクタール，労働力規模ほ2．3士1．1人  

（ME）である。ただし農場規模は測蒐単位が大となって  

いることをバックも指摘しており，10－20％ほどは上紀  

の数値を大にしてみる必華があるかもしれない。このよ  

うに見擬すならば，農場の而租税模は水稲地帯の中で比  

絞的大である。さらに及場規模の平均に対する標準偏差  

の催が水稲池澤としては非常に大である。1．で述べたよ  

うな高原的西磯辺境部にあって，良い土地を選別して中  

規模・大塊腰水l乳主体の農場を経常している農家が少な  

からずある。役熟ま2．6士2．1頭で多く，労働の役畜基悌  

度は107±′ま4％で商い。役畜は水牛と費隼であるが水牛  

を主としている。中ノj、生産家畜は豚2頭・家禽5～10羽  

を飼育している農家が多い。葦もかなり飼われている。  

ダブルクロッピングの度ほ150士30％で，水稲地瀾の中  

ではもっとも低い。水閏比率は約70％で水稲池澤の中で  

も商い。（ただしこの霧さは綱恋対象となっている】お  

そらく漢人の一線常についてであり，ほか畑地と林野  

産物に依拠する－おそらく少数民族の－総督があるこ  

とに配意すべきである。）水稲が春作物として作られる  

墟合ほ小変・大麦・そらまめ・なたね・けし（アヘン）  

が冬作物またほ早春の作物としてつくられて年2作と  

なっている。ケシータバコー小変…水稲叩けし…水稲岬  

タバコ，といった輪作がなされることもある。畑地では  

けしり卜変・大変・とうもろこし・大豆・かんしょ・空  

豆・なたね・花生・小灘が2年3作タイプのクロッピン  

グシステムをつくっている。水稲に次ぐ濃紫作物はけし  

である。   

作付1ヘクタールあたり労働投入蛍ほ2．2±1∴う人  

（ME），肥料投入蛍は22．5士16－4トンである。この水準  

ほ…前記のような土地の過少査定の問題があって…10  

…20％ほどほ割り引かなければならないが，そうしてみ  

てもなおそれでも樹立である。関川水稲‡真におけるより  

もさらに大である。ぷ廷場面穏（耕地）1ヘクタールあた  

り労働茂人蕊は3、3±2．0人（ME），肥料投入鼠ほ34±31  

トンである。特に肥料集約度が大である。この一一法は中岡   
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全戯区の中でガ毯域耐叛あたり家畜飼育急がこの般区で  

もっとも大であるという測盤とも岬→致している。経常成  

果では農場放出数4．05±ニ主．7トン，土地生産性5．15±  

2．80トン剛この倍は10～20％割り引かれる柵．労働生  

塵性は1．58±0．81トン，枇硝瀾あたり産出遜は0．54士  

033トンである。この水準は闘川水桶区と同株に高い。  

自作地比率ほ74，5：と19．1％，農外所得依存率ほ8．8士  

9，4％である。ともに水稲地幣の中ではもっとも低い。   

この農‡哀は水稲池澤の中では総督規模の大′トの差が  

もっとも際立っている。（i）10人の－科務を含む一世  

澤員を持つ磯家が，7人（ME〉の労働力で13ヘクター  

ルの農場を経常している。役畜は水牛t黄寧12班で，労  

働の役畜装鰍空ほ171％である。ダブルクロッピングの  

度は100％であり，1作1ヘクタールの労働基約庇は0．5  

人（ME），肥料集約度は10トンである。年1作であるが  

冬作物・春作物・家作物がとり合わされて，少数の労働  

で間にあっている。腿城産出澄ほ主穀換飾20トン，土地  

生兼性ほl．5トン，労働生産性は2．8トン，世帯員産出蕊  

ほ2．0トンである。水稲池澤における粗放大経常である。  

（ii）3人の世幣員を戊つ農家が0．7人（ME）の労働力を  

Ei家腿紫にあて，0．2ヘクタールの慶地を経常している。  

役畜ほなく畜ニi二と人エの交換によっている。ダブルク  

ロッピングの度は200％で強度に労働集約的な経営が行  

われている。碗農として家族労働力の半ばが他家農薬の  

農作業に雇われているなど貸労働に従窮して，農家所得  

の半ばは腿外所得から得ている。自家蹟儲からほ食粗の  

基礎部分を得ているが，米ほ小作澄に出すため雑穀が主  

となっている。  

（2）農業緑営の指標閻にみられる相関済額  

（》 戯瘍規模・作付規模・労働力規模・酢幣員規模の相  

互間には0．5～0．8の相関があり，農場産出蕊・労働生産  

性・聴解眉あたり産山魔の相互問には0．7～0．9の欄間が  

ある。中岡ぷ亀莱岬－一般にみられる関係であるが労働力規模  

と作付規模の閲繍がやや低い。厳壌魔朝屈と規模指棟と  

の聞にほ0．6～0．7の－ 労働生産性と規模指様との聞にほ  

でableト8 王ndexわrAndysis（8）  

［西南水稲区］  ［相棒】  

STANDARD  MIN王MUM  MÅMMUM  
変数  MEAN          DEV．   VALUE   VALUE   

Ⅹ1  40．50   37．47   バーご臼   208．67   

Ⅹ2  2．34   1．09   0．70   6．80   

Ⅹ3  2．62   2，14   0．00   13．20   

Ⅹ4  150．80   30．33   100．00   200．00   

Ⅹ5  1．57   Z．1l   0．17   13．60   

Ⅹ6  29。79   26．69   1．30   125，15   

X7  l．19   2．04   0．10   13．33   

X8  22．50   16．46   5．65   95．83   

Ⅹ9  2．28   1．3l   0．50   6．11   

Ⅹ10  ：う，56   2．04   0．00   9．購   

Ⅹ＝  34．20   31．39   8．36   189．74   

Ⅹ12  51．49   28．05   7．22   138．35   

X13  15．80   8．17   3．62   46，24   

Ⅹ14  3．31   2．00   0．51   1仇34   

X15  0．97   0．40   0．00   2．02   

Ⅹ16  74．59   19．11   24．03   100．00   

14．17   69．87   

Ⅹ17  35．52  16．57      X18  8．87  9．ビIi  0．00  46．00  Ⅹ19  6．93  3，08  3，00  23．00  Ⅹ20  5．40  3▲34  1▲09  19．27  

Ⅹ1：農場産出蕊（100kg：キンダル）  

X2：労働投入巌（人）  

X3：役畜投入蕊（家敵単位）  

Ⅹ4：土地利用度（％）  

X5：作付面積（】la）  

X6：肥料投入螢（t）  

Ⅹ7：排他面積（ha）  

Ⅹ8：作付面積あたりの肥料投入激  

Ⅹ9：作付面積あたりの労働投入鼠  

Ⅹ10：耕地面積あたりの役畜投入盈  

Ⅹ＝：耕地蘭瀾あたりの肥料投入蕊  

X12：土地生産性（100kg／ha）  

X13：労働生産性（100kg／人）  

Ⅹ14：緋地面箱あたりの労教授入盈  

Ⅹ15：役畜，労艶比率（家畜単位／人）  

XIG：自作地比率（％）  

X17：作付面薇あたりの土地生産性  

X18：股外所得依存率（％）  

X19：農家枇幣員数（入）  

Ⅹ20：農家世滞貝あたりの産損蕊（100kg／人）  
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を増加させ，産山の維持確保のための労働力のための労  

働力，ひいては掛幣員数はできる限りおさえる，という  

程度はゃ図農業の平均的である（Table3－8〉。  

（診 農場規模・土地利用度・肥料基約鹿をセットとした  

対応の寄与弾力性は0．87・0．44・0．36である。磁場規  

模・労働炎約度・肥料集約度をセットとした対応の寄与  

弾力性は1．09・0．33・0．40である。また作付規模・作付  

労働集約度・作付肥料処約皮をセットとした対応の審与  

弓附プ性は1，20・0．30・0．55である。これらの測定値は蝕  

場産出蕊に対して農場規模の寄与l幅は大で，土地経僧の  

集約化もそれに劣らない生産力黎t勾であることを示して  

いる。式の構造ほ匹川！水稲区のそれによく似ている。発  

約麗を確保しながらの腿堺規模の拡大は…涯′削勾耐で  

作業の能率化が行われるので突貫的には幾約化を進める  

ので…兼山駿をインクリージングに増加させる。そ・の  

山方で農場規模を確保しながらの基約皮の増大も，労働  

脆約度・肥料集約度ともに弾力的に産出螢の増加に璃：与  

する。肥料集約度の布与帽が…四川水稲区におけるほ  

どではないが一大である。鍛約度の寄与怖よりも農場  

規模拡大の審与帽の方が火である。このこととこの農区  

では水稲地帯としては中規模・大規模韓償が比較的多い  

こととほ閲孫があるとみられる。ダブルクロッピングの  

度を高めて作付規模を大にすること…この農区の場合  

けし（アへン）をとり入れることが大である－の産出  

への影響も大である。零細・小規模経一削こ対する対抗は  

ダブルクロッピングの庇の強化である。  

（勤 農場規模・労働力規模をセットとした対応の寄与弾  

力性は0．48・0．70である。農場規模の寄与帽よりも労働  

力規模の寄与帽が大である。農機規模・労働力規模・肥  

料投入巌をセットとした対応の寄与弾力性は0．33・  

0．40・0．33である。土地面楷・作基数・施肥儲がそれぞ  

れ舷場産出澄を支持する役割を3分して頼っている。こ  

うした関係は四川水稲区にみられた関係と似ている。す  

なわち労働力や肥料投入魔を所与とした麗場の面埴規模  

の拡大は鵬磯約皮を低めつつ行われる規模拡大ほ…産  

出を両横の平方根ないしは立方根に比例してしか増加さ  

せない。他方鷹磯面租税模を所与とした農櫨経営の基約  

化は，デクリージングにではあるが，弾力的に兼山を増  

加させる。主幹作物である水稲の1ヘクタールあたり収  

蒐を増加させる方向からの璃∴与■もあろうし，ダブルク  

ロッピングの庇を増加させる方向からの各年もある。施   

0．2”0．4の，枇硝闇あたり産山放と規模指標との閤には  

0．か～OJの相済閲瀦がある。ただし土地生産性ほ麗瘍産  

山蕊・労働生産性・世帯員あたり産出蕊との閤に0．2～  

0．5の相聞をもつが，ぷ亀場規模・作付規模∵労働力規  

模・枇幣員規模との聞には－0．トー0．4の負の機関をも  

つ（Table2－8）。  

② ダブルクロッピングの度はガ法域規模・労働力規模・  

掛隊員規模との抑ニー0．3～－0．6の負の相関をもち，農  

場産出腰との問には微弱な負の凝瀾を，土地生産性・労  

働生産性との‖那こは微弱な韮の相関をもつ。  

③ 作付面積あたり労働脆約度と成城面積あたり労働集  

約度の！軋 および作付而機あたり肥料集約度と腿場面穐  

あたり肥料基約度の聞には0．9の緊衝な関係をもつが，  

労働集約度と肥料基約魔の問には0．2～0．3程度の相済せ  

もつにすぎない。労働宛約庶・肥料鵜約鹿は労働力規  

模・農場規模・作付規模・・野際員規模との閤に飽の相関  

をもつ。特に労働集約度は作付規模・脳場規模と－0．7  

－－0．8の商い相聞をもつ。労働鍛約度ほ農場産出蕊・  

労働法塵櫻・世術員あたり産出螢との閻に－0．4～－0．6  

のゆるい負の相関せもち，土地染腰層との聞に0．2～0．3  

の弱い正の矧娼をもつ。  

④‡ヨ作地比率は規模指標との間に微溺な正の相聞をも  

つ。また労働集約度との閏に－0．1～－0．2の微弱な負の  

相関を，肥料灘約放との問に－0．7～－0．8のみるペき負  

の柑昭をもつ。この自作地比率と肥料集約度との商い負  

の榔昭は，土地生液性との－0．6のみるべき負の相関と  

ともに，この脳区の特性である。小作農は施肥において  

弱いという関係があるようである。農外所得依存率は規  

模指腰や巌曝露出盛との聞に－0．2…－0．5のゆるい負の  

相関を，労働集約度との間に0．2～0．4の正の相聞をもつ。  

（3〉 指標間の回帰分析からみた腿菜館骨の柵成  

IA）農場廠出厳に対する経常規模と総官基約魔の寄与瀾   

係  

① 巌墟規模の霹与弾力性は0．78，作付規模の鮮卑弾力  

性ほ0．81，労働力規模の寄与弾力性は1．53，騨帯展観模  

の寄与弾力性ほ1．95であるひ他の蔑‡夏と同じように，  

「農場規模ほ産出の1∴う釆に，作付規模は産出の1．2衆に，  

労働力規模は産出の0．6衆に，世帯員規模ほ産出の0．5釆  

に比例する」，という中圃的な農業緑営・農家経瀾の構  

成原即の例外ではない。産出の増加以上に土地而機規模  
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肥の効果は西川水稲区にみられるほどには大でない。  

④ ③の抑留式につき，労働力規模を世帯員規模にj扱き  

換えても式の構造は変わらない。  

㈲ 生魔性に対する緑営親機と繚′浄基約皮の寄与関係  

① 土地生産性に対して土地利用度・労働集約度・肥剰  

集約度をセットとした対応の寄与弾力性は0．82暮0．26・  

0．33である。また土地利用度・作付労働基約度・作付肥  

料集約度・農場規模をセットとした対応の寄与弾力性は  

L61・仇71・0．29・0．31である。注射計式の貌明力ほ大で  

ないが，倣えない式ではない。土地生魔性の大′卜を決す  

る要因としてはダブルクロッピングの皮の大小の閲与が  

極めて大である。これがこの巌区の特性であり，水稲や  

畑作物の申へケシをとり入れることの効果が強く反応し  

ているのではないかと思われる。1作の作物作莱を基約  

化することの効果が大であり，肥料相投の効果とつり  

あっている，という点が慨川水稲区と輿なる。土地生踵  

他に対する膿場規模の関与は正である。  

② 労働生産性に対して土地利用度・労働集約度・肥料  

集約度をセットとした対応の寄与弾力性は－0．17・－  

0．73・0．33である。また土地利用度・労働娘約度・肥料  

娘約度・慮域規模をセットとした対応の寄与弾力性は  

0．61・－0．28・0．29・0．31である。  

3．農業経常・戯家綬済の構成潮   

解2経で行った224カテゴリーへの該当・非該当を手  

掛かりとした度数分布とパターン分析の結果を用いて，  

この戯区における腿某経常・農家経済の性格を吟味すれ  

ば次のとおりである。サンプルとしてほ寛良・衷自・蜜  

川・楚雄・元江・玉渓・安順・盤牌・交番・遇轟・独山  

が用いられている（Table4－8）。  

（1）自然憐憫・就葦と骨戯・戯莱経営と飽家生活  

① 全地区が妥歎高原に広く散在している。山南深谷，  

交通不便，人感希薄，酉蛮の地を漢人が植民地とした色  

彩が強いとされているが，農薬上の自然条件ほ－可耕  

地に占める東鶉地の割合が各地区20…30％と全中図の中  

でもっとも大であることから窺えるように…良い土地  

を選んで立地されており，むしろ生産力の高い条件を餓  

えているとみられる。1月気温40c以上 作物生育日  

数300日以」こ，年補数800～1500mm，土壌は紅紫土また  

ほ園土およびその水稲土で微酸性である。地形は平坦・  

山崗・梯雌株々であるが平坦地が多い。水瀾比率50％以  

上の地区は楚雄・元江・延命・遇兼・秋山など，畑比率  

50％以上の地区は寛良㍉衷自∵動l革巨醸麟などである。  

地区の総面穐耕地化率は拓けたところで20～40％が5地  

区，20％末梢の地区が6地区である。総面積農家定位密  

度も同様で，1平方如1あたりiO戸未満が6地区，10～  

50戸が5地区である。  

② 農家の‡壁帯農奴模血卑屈も含む－は6．0人未満が′i  

地区，6，0～7．0人が5地区，7．0人以上が2地区榊栗  

自・笈良…である。隣接する因州水稲区・水稲茶区・  

水稲両種区に比して大である。農場労働力（ME）は1．8  

入来澗が4地臥1．9～2．4人が4地区，2．‘l人以上が3  

地区であって，特に大でも小でもない。慶場耐穐規模は  

′トである。1．Zヘクタール末溝・1．2～2．6ヘクタール・  

2．6ヘクタール以上という区分において，2牒ヘクタール  

以上の地‡宣ほなく，1．2…2．6ヘクタールの地区も毅自1  

地区，他は1．2ヘクタール未満である。0．6ヘクタール末  

梢の地区が元江・玉渓・安職・劉堵・定番など6地区，  

0．6～1．2ヘクタールの地区が宣良・審理・窯灘・独山な  

ど4地区である。もっともこの地方でほ土地両横の測定  

単位が実測に比して過小であるとの疑いがもたれている。  

しかし世帯員規模は大，労働力規模は中位，農場規模は  

小，という構造はこの殿区の特性としてあげてよいであ  

ろう。  

③ 家族労働力の構成ほ成人男子60％東浦・成人女子  

25％以上の地区がほとんどで，例外は淡白1地区だけで  

ある。大部分の地Igほ成人男子と成人女子の労働力の構  

成比に大差はない。児発の労働力も大で15％以上の地区  

が大部分である。家族の総労働力化がこの蓑区において  

もっとも徹底している。家族労働力の仕向先は玉渓1地  

区を除いて70％以上が戯作米に仕向られている。安順・  

楚雄・元江・遵兼などでは90％以上が農作莱に仕向けら  

れている。安順・盤願・秋山・笈良・淡白などで20％程  

度が米英に和ナられている。戯莱尊莱度ほ大である。年  

磁は淡白で35％の農家がもつほか，定帝・尊幾・寒川な  

どで10％の腿密がもつが，その他の地区でほ4～5％の  

農家がもつにすぎない。児盛年磁は富良・架自・遵務・  

玉渓で10％以上の鹿家がもつ。このようにして農業は60  

…70％が成人男子によって担われ，20～30％が成人女子  

によって担われ，10－15％が児意によって担われている。  

農作業への就業がフルタイム既報である場合は成人男子   
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において多くない。頚た莱就業は1戸0．4人が平均である。  

雅楽の担い手は成人男子が70％余，成人女子が20％余，  

児蛮が5％余で担われている。兼業内容としては他家戯  

作薬梶われや他産業貸労働に10鵬15％の鹿家が，内職的  

家内二】二葉に20～30％の良家が，滞米に10％の農家が関  

わっている。雅楽のもっとも多いのほ義援で0．9人が派  

某に従事しており，ほとんどの農家が女子の家内工楽就  

業をみている。  

④自作地比率は水田地帯としては商い。50％未弼の地  

区はなく，50～75％の地区が走番・元江・栄自などで，  

他は75％以上で突如・笈良などでほ90％以上である。戯  

家を自作農・自小作農・小作遇に区分した場合，自作  

農・小作腿比率80％以上の地区に寛良・寒川・楚雄・玉  

渓・安服・盤闇・遵轟などがあり，ノト作遇・自小作戯比  

率40％以上の地区に定番・独山・東員・元江・玉渓など  

である。自小作農の割合が比較的低く，純白作曲か細小  

作農かの削がほっきりしている。納税形態では定額巣粗  

が嘉であるが，銭税・分組も広掛こ分散している。銭租  

は蜜川・装飾に多く，分租は定番・遵戴・独山に多い。  

租緻は上肇側で地主6成佃戸4成，中等地で地主5戌伽‡  

戸5成，下等地で地主4成佃戸6成である。白桃戯伯  

作成）・佃蔑 レJ、作慮）のほか網二l二がある。酎エは純廉  

燵である。  

⑤ 農家のもつほ場数は掛粧水稲区に次いで大である。  

各地区平均して18ほ域があり，農場規模の零細性とあわ  

せ考えると零細地片の散在交蘭闇大である。住居からほ  

噛までの距離は平均1kmである。  

⑥ 水田稲作叫作イ寸延面租の45％を占める鵬∵はすペて  

かんがいされているが．水稲以外の作物も地l真によりか  

んがいされている場合が少なくない。審川などではノト  

麦・摘花・花生▲かんしょ・たろいも・タバコなど広範  

な作物にみなかんがいを施している。かんがい作物面薇  

比は50％未満が3地区，50％以上が8地区である。河川  

からの導水または離山が水源施設で，ほ場へは導水工か  

汲み上げによっている。かんがいのための水源の手当て  

と増水の施設を基本的な条件としてこの地の入植・開拓  

が進められてきたという経緯を継摩している。  

⑦ ダブルクロッピングの度ほ商い地区もあれば低い地  

区もある。寛良・玉渓・安頗・盤服などでは150～200％  

であって高く，遵義・独山・定番・粟‡∃・楚雄などでは  

110～140％であって低い。寛良でほ平坦地の水田で水稲  

とその前作にそらまめ・なたね・ケシが栽培されており，  

畑では′ト安・大変なたね・ケシが栽培され その収穫後  

とうもろこし・大豆・花生・かんしょなどが栽培されて  

いる。義援も同様であるが州の春イ乍物にタバコが入れら  

れている。蜜川では平地の水田で水稲が栽培され，微傾  

斜地の畑では小変・柵花・花生・かんしょ・たろいも・  

タバコ・小米が輪作されている。元江では山尚・低谷・  

梯田で水稲2期作やさとうきびが栽培されている。安jjl夢i  

では山岡・梯関で，冬作にケシ・小変・大変が，濫作に  

水稲が栽培されている。巡義では山尚や梯田で水田は水  

稲1作，畑では冬作にケシ・豆幾・小安・大麦が，その  

あととうもろこし・大豆・かんしょが栽培されている。  

独山も岡城の土地利用が多い。栄自では水田は水稲1軋  

畑は高梁・とうもろこし・かんしょ・タバコなど1作が  

通常である。冬作物ではケシがもっとも濃密で，小変・  

大麦・そらまめがこれに次ぎ，轟夏作物では水稲がもっ  

とも盤粟で，とうもろこし・タバコ・大豆・綿花などが  

これに次いでいる。  

⑧10アールあたり収畿は極めて高い。10アールあたり  

米の収穫蕊は，各地区平均して4．0～5．0キンタルであっ  

て，金l料簡のなかで際立って商い。玉渓・定番・安服・  

酬榛・遵裁などは5．0～6．0キンタル，収螢の低い寛良・  

賓川・栄自・嚢雄・独山でも2，0～3．0キンダルの10アー  

ル版数がある。小変も大磯も1．0～1，5キンタルで低くな  

い。とうもろこしほ2．0キンタル程度でこれも商い。大  

豆は1．0キンタル未満，かんしょは9．4キンタルでこれら  

は商いとほいえない。この商位収厳に対しては土地耐薇  

が適性にみられていないという立場からの疑問がある。  

裳髄では蓑エ1人が1日でm植えのできる面翔を百方丈  

の3分の1（甜方丈が1畝）とする両種算揖法によって  

いるとされ，覚州では樵轍の放で稼升穣とか毎斗棟とか  

と関耐機を計数している。こうした測定から面積に換蘭  

するという方法にもとずいた調査であるならば，そして  

様々の税や公課が土地面薇に即して経せられるならば，  

土地面相ほ常に過小となるように報哲されるであろう。  

地積の過小報告はとこでもみられるであろうが，地積計  

蔑の方法がおおまかなだけ遇／j、評価が著しくなっている  

可能性は大いにある。しかしそれにしても10アール収畿  

が商いことば高いのではないかとみられる。上等閏ほ稲  

梯25斤より校数600斤をえるが，2隼田でほ375斤であり，  

放下等田では250斤であるとされているが，これを－や閻   
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物作茶目致は宣良・栄‡ヨなどでは150～200巨lであるが，  

楚挑暮玉渓・賓川・元江・安順では200～300日，盤豚・  

蒐帝・適兼・秋山などでは300【ヨを超えている。小麦・  

大変・大豆などの作物作栄一ヨ数も200日を超えている地  

区があって多い。戚場1ヘクタールの労働集約度も大で  

ある。1作1ヘクタールの労働嘉納度も大である。1作  

1ヘクタールの肥料集約度も大である。5トン未満と  

いった地Ⅰ夏はない。5～10トンの地区も宣良のみで，他  

はすペて10トン以上である。安順・盤番・逮義・審理・  

元江などでほ20トン以上の畜衆・人糞・瓦餅・木灰・石  

灰をおいている。  

⑫ 役畜の飼狩は多い。1戸が平均して水牛＝蘭・輩  

牛1．1ガト満とロバ0．2銭飼っている。生産家畜の飼育も  

多い。豚2．2頭・＝ハ‡羊めん羊0．8頭・鶏家鴨7．8羽が飼わ  

れている。中登‡では畜牛ほ雄牛が普通であるが，上紀の  

蟄車のなかには繁殖用雌牛も含まれている。水稲池澤の  

なかでは家畜の飼育密度はもっとも大で，月後場盲百官械規模  

が′トであることと関連して，肥料集約度の高さの基礎と  

なっている。  

⑬ 農産物とi∃給の関係ほ次のとおりである。米は粒子  

月利こ1～2％が控除されたあと，低いところで40％商い  

ところで80％が自家食用である。他の1（ト30％が服鑑札  

10～30％が納租用である。小安は自家食用と販売用が  

州地区によって差があるが州全体として相半ばしてい  

る。とうもろこしは自家食用・販売用・飼料用に仙両  

部地区によって納税用にもー分かれる。かんしょは販  

売用と鉦酪魚用・飼料用が相半ばしており，花生は自家  

食用にも山部用いられるが販売用が多く，山都搾油に家  

内加工さゴtる。なたねは販死相，大鰯は自家食札 綿花  

は家内加二Ⅰ二用，タバコほ販発用である。副産物は稲わら  

とかんしょツルが貌嬰で，このほかは燃料用である。問  

題はアヘンであるが，御釜によれば生渡された煙土…  

ケシの実の習いうちに像をつけた乳液を搾職し陀燥され  

たものあるいは爽鶉を採取蒸留して得られる（生畑土）  

冊の70－80％は販売されるが，20～30％は自家用と  

なっている。20～30％が自家で吸姻されているとすると，  

これは非常に多い。股産物は収穫後底ちに売られること  

は少ない。販売地は村内・近隣の市銀・螺城等様々であ  

るが，市場までの距維は大であって，出荷版死に費やさ  

れる時間は大なところは60～70巨＝ニも述する。版宛先は  

主として米行など行であるが，消費者に行商することも   

で通常の1畝あたりの表現でみると山100丈あたりの表  

現であるとしても山前紀収厳とそれほど食い適わない。  

⑨ 農場産出蕊州立毅換算紳は24．2キンダル未満・  

24．2～42．∠1キンタル・42．4キンクル以上の区分において，  

24．2キンタル未満の地‡夏ほ鰹螺・独蔓′】‡などで，24．2～  

42．4キンダルの地i茎は笈良・廼雄・元江・察J】い義援・  

定番・過義など大部分が属し，42．4キンタル以上の地区  

に安順・荻自などがある。1ヘクタールあたり土地生産  

性は20キンタル未満・20～30キンダル・30キンタル以上  

の区分において，20キンタル未満の地区は来日だけで，  

20～30キンタルの地区は北朝，他のすべては30キンダル  

以上に属する。土地生産性が商いのがこの磁区の特性で，  

水稲収蕊の商さとともにケシーアヘン鵬の生産がこれ  

にあずかっている。労働生敵性は11キンタル未満・11～  

16キンタル・16キンダル以上のl言分において，11キンタ  

ル未満の地区は劉乳1ト16キンタルの地区に逮義・独  

山・斐灘など，16キンタル以上の地区に寛良・寒川・栄  

自・元江・玉渓・安順・窟瑠などがある。世帯員あたり  

産出戯では盤豚1楚雄などが2．0…4．0キンタルで低く，  

安瀾・逮養・窒良・教自・元江などが6．0～7．0キンタル  

で商い。戯場産出蕊・土地生産性・労働生産性の高さを  

水稲地帯全体で測産した酎静方程式からの推定倦と比牧  

すると，プラスの位澄一規模や炎約皮で説明されるよ  

りも商い一にある地区は笈良・玉渓・遵凝などであり，  

マイナスの位澄にあるのが豪自・審川・澄雄・盤順・独  

山などである。  

⑩ 農薬労働賃金はやや低い。媛工の貸金（日額）は安  

順・盤1榛・定番・毅自・玉渓などでは現金0．2～0∴∃元に  

食事0．2元栓皮をつけるが，遵義・独山・寛良一賓川・  

楚雄・元江などでは食事は同じであるが，現金支払いは  

0．1～0．2元…寒川では0．1元以下仙である。これに対し  

て巌エの貸金（年額）は寛良・楚雄・元∬などでは現金  

却元来瀾，食事その他20…30兎を合わせても50～60元と  

いった程度で低いが，安値・淡白などでは現金30～50克  

と食事その他50～60元程度が合わせられ90～110充棟度  

になって，痺牒1の水準としてはやや商い。平均すれば食  

箪笥を含め，短二l二0．4元，選コニ70元といった水準である。  

雇戯の生活は劣悪である。  

凝）1作1ヘクタールの労働弗約度は大である。1．2人  

（ME）米摘に宣良・蒙自などがあるが，1．2～1．7人  

（ME）は蜜川，他は1．7人（ME〉以＿1ニである。水稲の作  
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あるし，腿民闊で売潤することも多い。市基での販売も  

多い。  

⑱ 準災・水災などの災害は少なくなく，また飢灘など  

の災禍が年余にまたがって続くこともある。逃荒・飢  

死・樹皮箪粗食の絃験ほ水稲地備のなかではもっとも多  

い戯区である。盤螺・定番・遵裁・独山など。担巨賊や貰‡£  

隊の災禍も少なくない。しかし散大の災禍はアへン禍で  

あり，それほ地方政府・軍閥が軍事費の膨張をファイナ  

ンスする税制と結合した政治瀾である。アヘンは農家に  

1畝50元の蔵版益を与宜ているが，同時に習慣を与え，  

生活を破磯している。このほかこの腺区で特に記される  

べきは土司の圧迫である。少数民族の支配区では行政は  

土司が嚢接しており，土司が領有制をしき，部下を頭人  

としてその管班坤）下におき，通常の地主側よりも・イ闇繭  

近代的な二蕊搾取の構造を形成している。  

⑬ 食衣位を中等親機の農家について測走した結果は次  

のとおりである。成人男子択取カロリー鹿では3000カロ  

リー未満は元江と窟替だけで他はすペて3000カロリー以  

上である。遵兼では4000カロリー以上の摂顆がなされて  

いるが，米により83％がとられ とうもろこし・小変船  

などで4％，豆類・豆腐5％，いも頬・野菜頬で3％，  

豚肉・納・卵などで4％がとられる。賓川でも4000カロ  

リー以上の摂取がなされているが，米による摂収ほ60乳  

とうもろこし・小変で10％，豆既・花生・なたねなどで  

15％，いも煉・野莱などで5％，豚肉・油・牛肉・鶏  

肉・卵などで8％，砂糖で2％である。寛良では3000カ  

ロリー余の摂取がなされているが，米で75％が柳沢され  

とうもろこし・小麦粉などで3％，豆煉・豆腐などで  

iO％．いも煉・野楽餞などで2％，豚肉・油・羊肉・牛  

肉・卵などで8％，砂彬で2％がとられている。元江で  

は3000カロリーに逢しないが，刺こよる抑釈は85％，小  

麦粉・豆類で2％， いも頬t野菜などで3％，豚肉・  

油・牛l勾・鶏肉・卵などで7％，砂糖などで2％をとっ  

ている。定番でも3000カロリーに洞たないが，米による  

漬取は80％，小安・大変・とうもろこしで4％，豆類で  

6％，いも頬一野薬類で5％，豚肉・油・牛肉・矧勾・  

卯などで6％をとっている。以上のように栄養は敷物中  

心であるが，中国の農家としてはよいほうである。衣は  

戸主の衣服5点以上が3地tg，3～4点カゞ6地区，1～  

2ノ烹が2地ぽであり，細服のほか他の1棟をもっている  

場合が多い。萄三は倒畜農舎価格30（）元来満が5地‡真一窟   

帝・遵兼・来日・賓川・元江仙，300～600元が3地区  

叫安順・盤螺・狐眈卜㍉ 甜氾元以上が3地区】濱良・楚  

雄・玉渓－であって，良くないほうである。草屋根・  

土泥壁の農家の多い地区がある。冠婚聯祭支出は寛良・  

柴自・寒川・元江・玉渓など室橋の地ぽで中位，安順・  

盤腺・独山など賛州の地区で′トである。支出のなかでは  

嫡のための支出が少なく，葬の為の支出が多い。鹿家の  

財務は負債をもつ戯家が10％以下の地区が安順・定番・  

遵義・独山・寛良・衷Ⅰ当・蜜川など7地区であり，10～  

20％が定番・楚雄・元江・玉渓等4地区であり，負機を  

もつ農家は少ない。しかし負儲を持つ農家の負熔解は大  

きい肌寛良・淡白などでは300元以上…。負債を持つ戯  

家の借入先は縁者・友人の農家が大部分であるが，地区  

により富戸・地主によっているところもある。借入利率  

は月利2％根底が多いが，定番・秋山・笈良・寒川・婆  

雄では3…4％の高利である。  

ほ）農業繚骨・農家経済の所瀾パターン   

中国遇某を全休としてとらえて得られた農業経常・農  

家経済の緒パターンのなかで，この戯区に属する地区  

（サンプル）の位置付けは次のとおりである。  

刷自然条件・感懐構造・就業構造・経営構造・生活構   

造の各アスペクト内の位鷹付け  

① 自然条件の第1パターンは，華北塑対寒中・華南艶  

と仕訳られる対抗関係で与えられるが，この戯区では前  

地Igが華中・華南艶に属する。節2パターンほ，地区の  

土地が駿葉柄に掘かれている度が大であるか小であるか  

を員安とした対抗閤係で与えられるが，この膿区では全  

地区が拓かれている舷が′トであるとするパターンに属す  

る。春変区と節1パターンでほ正反対であるが，第2パ  

ターンでは同じ位澱にある。  

② 骨髄構造の節1パターンは「紬也常戊に営農精度の  

低位の結合」対「水圏営農に営農純度の商位の結合」と  

いう対抗関係で与えられるが，全ての地区が後者に属す  

る。ケシ栽培とアヘンの生産が濃紫な軽骨部刊となって  

いる点は問題であるが，水稲を中心とした水田遊楽が商  

い家畜飼曹を曹盈に作物作楽・施肥において高度に基約  

的で商い生産力をあげている地区が捕っている。第2パ  

ターンは「水口・畑作双方にまたがった営農精度の高  

位」対「低位」という対抗関係で与えられるが，中図で  

は水m稲酌まその属性がそれ自身大きな生踵力要因であ   
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推挙祭は貿楽で，負債を持つ脳腐は少ないが額は大であ  

る」という対抗関係として与えられ，前者に属する地ぽ  

ほ安順・定番・過義・独山・元江などがあり，後者に属  

する地区として寒川・栗寝・玉渓などがある。触媒・塞  

良・斐雄は性格がはっきりしない。  

（B）綽′糾弾造と厩然・骨戯・就薬・生活との複合アスペ   

クト内の位置付け  

① 経常と自然の複合的視野からの第1パターンは「準  

中・華南覿白黙腐件町下で，塊腰小な経営が集約的に営  

まれ，土地生産性・労働生敵性ともに商位で，産出盈も  

規模や集約度で説明されるよりも大」対「華北艶自然条  

件の下で規模大な辟骨が粗放的に営まれ，土地生産性・  

労働虫酸性ともに低位で，産出蔑も規模や鍛約度で説明  

されるよりも小」という対抗関係で与えられるが，後者  

に属するのは来由だけで他の地区はすペて前者に属する。  

第2パターンほ「拓けていないところで腿墟規模・土地  

利用度は小，1作の集約度は大だが土地生鍾性・労働生  

産性は低く，自作地比率・農外所得依存率は大」対「拓  

けたところで農場規模・土地利用度は中位か大，1作の  

躯約度は小だが土地生産側・労働生産性は高く，‡ヨ作地  

比率・腿外所得依存率は小」という対抗関係で与えられ  

るが，後者に属するのは淡白のみで，他のすべての地区  

は新著に属する。節2パターンで土地利用度大・当三渡性  

大・労働生酸性大・腿会所循依存率小の地区が前者に属  

しているが，総合的に前者に属しているためである。  

② 経常と営腿の複合視野からの節1パターンは「比較  

的小家族が水闇中心の土地利用度の商い集約農業を潜み．  

麦煉・なたね・饗蚕・ケシ・タバコ・さとうきびなどが  

とり合わされ，農地は散在交錯であるが作莱や方馴巴の精  

度は大であり，漁場産山螢・土地生産i！lミ・労働生産性と  

もに山塊模や集約度で脱明される以上に…大である」  

対「比較的大家族が小麦・大変・小米・商梁を主に豆  

頬・棉花・麻・ごま▼花生などで多彩な輪作を組んでい  

る，ほ墟は少数にまとめられているが作業や施肥の摘度  

は低く土地利用度も商くない，農場産出鹿・土地生産  

性・労働生産性ともに仙規模や基約度で説明される以  

上に－／トである」という対抗関係で与えられるが，全  

地区一蒙自ははっきりしないが】が前者に属する。第  

2パターンは「水鋸也帯的……沓安楽を伴っているが，それ  

は付幣駒なことで，欠水が多く，変敷・雑穀・豆類・い  

も難が蕊要作物となっており，作物作業や施肥にみられ   

るが，その有無に関わる部分を消去した上での作物のタ  

ロップローテーションや栽培管理の周到性・10アールあ  

たり収螢・家畜の飼育などにみられる営農の硝魔の大′ト  

である。この点からのパターンの区分は安職・盤聯・宣  

良・栄自・賓川・玉渓など過半が高位に属し，産額・独  

山・楚雄・元江などが低位に嘱する。  

③ 就業構造の第1パターンは「小家族の労働過剰農莱  

で女子・児蕊の兼莱従軍」対「大家族の労働不ぷ磯灘で  

年稲の使用」という対抗関係で与えられるが，前者に属  

する地区は盤聯と玉渓などで，ほとんどの地区ほ後者に  

属する。第2パターンは「男子ヰ心の家族労働力で脇某  

社向けが大，戯作莱は男子中心で貸金は比収的商」対  

「女子・児蔑の多い家族労働力で雅楽仕向けが大，戯作  

業に女子・児寵が多く貸金ほ比暇的低」という対抗瀾係  

で与えられるが，前者に属するのは栗自だけで，他ほす  

べて後者に属する。家族労働力の兼業仕向けは′トである  

が，その他の点が適合している。  

④ 経′削勘改の第1パターンは「農場規模はノトであるが，  

産出蕊・生産性は…規模や炎約度で脱明される以上に  

一大」対「農場規模は大であるが，腿場塵班瀾∵鍾適  

性は岬規模や教約鹿で説明される以上に…小」という  

対抗閲係で与えられるが，後者には来日と焚雄が属し，  

他の地区はすべて前者に属する。第2パターンは「農場  

規模′トで集約的であり，土地生産性は節だが労働生産性  

は小で，腿外所御衣春率が九i対「農場規模大で粗放的  

であり，土地生産側ほ小だが労働生産性は大で，小作地  

比率が大」という対抗閲係のなかで与えられるが，前者   

にほ安順・盤蝶・走帝・通商・独山・宣良・賓川・元  

江・玉渓・楚雄などほとんどが属し，後者には教l計だけ   

が属する。  

■前者に属する地区では労働生敵性ほ／トではなく，農外所   

得依存率が小であるが，その他の点が適応している。  

① 鋸舌構造の第1パターンは「食衣位が充実しており，  

冠婚葬祭も派手で，負磯もあるが貸付にアクセント」対  

「食衣位が粗末で，冠婚卵蟄が繋嚢で，消費負債を多く   

もつ」という対抗閲榛で与えられるが，前者に属する地   

区に安順・依願・寛良・敦l‡い隼雄・光江・玉渓あどが   

あり，後者に属する地区に彙瀞暮適義・独山が属する。   

節2パターンは「食が叡物一一辺倒で，カロリー不払 衣  

住も軋私 消畢負機のほか生産負債ももつ」対「多彩な   

食材料を摂取するが，カロリーは発動 衣酌ま良好，冠  
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凄撃祭支出も火でなく，負債をもつ巌家が多い」という対  

抗関係で与えられるが，後者には斐蛾のみが属し，他の  

すべての地区が前者に属する。節2パターンほ「小家族  

が規模小な経営を営み，土地生剰勤ま低くないが労働焦  

慮性は低く，農場産出駿は′トでi当作戯でありかつ腿外所  

得の補充はあっても食衣位の水準は低い，しかし負機を  

もつことは少ない」対「大家族が規模大な農業を営み，  

土地生産惰は低いが労働生産性ほ低くなく，農場産出蕊  

は大で，小作地が多く農外所得ほ少ないが食衣住の水準  

は高く，冠婚非祭も火で，負債も大である」という対抗  

関係で与えられるが，後者に属するのは楽自のみで，他  

のすべての地区が前者に属する。節1パターンの所機関  

係と節2パターンの所機関燦ほ矛盾しているようである  

が，属性全般についてみるとこうした所属閲額となる。  

4．地域特性についての地方…ジカタm的綴考  

（1）蔓蛋教両省の燵紫綬済   

高い山脈，深い急流，審な森林が忠瞥の他の部分と‡稲  

絶している。食梯を含め経済一般が自給的である。人口  

密度は低い。これは可排他が少ないためであり，d剰次  

が中国平均であるのに名商では2．離阿畝であり，楽州で  

は2．2準畝であって，住民を養うのに充分な食物を供給  

しえない。住民の85％は農民であり，月逸民の5％が100  

華畝を，10％が50～100華畝を持つ。その他が持つ農地  

は50華畝に至らない。必民の散大部分は10華畝未満であ  

る。耕地にほ稲田と雑欄冒ヨの2稼があり，稲田の価格は  

錐粗関の2倍である。土壌の質は江漸地方に比べて差が  

著しく，上等関ほ手漬牽救25斤より稲敷600斤をえるが．2  

等闘では375斤であり，放下空糾ヨヨでは250斤である。閑適  

して．肥料施肥：数は多い。肥料には大柴（人発）・獣発  

（魔肥）・豆餅（大豆舶）と石灰木灰である。鷹繁男財jには  

臨時聯茂人れるがlヨ額貸金は2角5分と食事付である。  

′ト作農の支払う小作料は大部分叡剰で，生踵のdO～50％  

であり，通常収魔の良否にかかわらない産額である。小  

作料を納入したあと，糾こほ食糠がなくなり，このため  

冬作物の収穫まで借銭をなすが，その利息は3（ト50％で  

ある賂）。   

藍土淋「賞賛農村繹済状況」漸江建設月刊 Vo】6  

No3 民国19年9月  

宣威等8県（塞商蟄州にまたがった8県），地区の大   

る骨戯の摘磯爾低く，農瘍産出澄・土地生産櫻・労働生  

産性は一塊模や基約度で説明される以上に酬小である」  

対「文旧也僻的諸要素を伴っているが，それは付帯的なこ  

とで，欠水ほ比校的少なく，小変と綿花が並粟作物であ  

り，作物作業や施肥にみられる営農の摘度は高く，10  

アールあたり収螢は霧く，脳場産出戯・土地生産櫻・労  

働生産性は仙規模や集約度で脱明される以上に…大で  

ある」，という対抗l昭係で与えられるが，豪lヨを除いて  

全地区が前者に属する。償遇の翔魔は低くなく，産山蕊  

や生産性は縞いが，水根地澤的確安楽や作物のとり入れ  

られかたが強く働いて前者に属するとみられる。  

③ 経営と洗米の複合睨野からの節1パターンは「′ト家  

族が農薬を‡ヨ作髄的に営み，成人男子が尊従的にこれに  

あたっており，農発経′削ま処約約で土地生産性・労働坐  

縫性は大であり，女子や児洩を多く含んだ部分が内職的  

家内工楽など光茶に従灘して農外所得依存率が大であ  

る」対「大家族が戯莱を小作地を入れ年雇を入れて営み，  

北米には成人男子がで，自家戯某は年擢や女子児蛮によ  

るところが大で，骨農は粗放的で土地生産牲・労働生塵  

性ともに小である」という対抗関係で与えられるが，後  

者に属するのは毅‡当だけで他の地区はすペて前者に属す  

る。誰某従刹ま少なく，また自家盛業への女子児蕊の就  

業は少なくないが，総合的に覇者に属している。節2パ  

ターンほ「翠繊飽家がノトさな馴乍他にとじこもり，所得  

補充するべく兼紫には穐梅的に出ていて，成人男子が【当  

家遇莱の担い手であるが兼業にも洩るので遊楽経常は粗  

放であり，産山盈・生産性は低く，ぷ毒薬貸金も低い」対  

「土地を借り人を補して規模を大にし，農薬経常の内容  

ほ充実しており，商い農薬貸金と両立した高い労働生産  

性をもち，土地生敵性・腿磯産山巌も低くない」という  

対銑関係のなかで与えられるが，†挿者に属する地‡夏とし  

て毅螺・独肋い光雄・玉渓などがあり，後者に属する地  

区として安服・蒐番・遵教・寛良・蒙自▲寒川・元江な  

どがある。それぞれパターンの属性をどれほど相対に  

もっているかによっている。  

④ 繚常と生活の複合視憎からの節1パターンほ「小家  

族が規模小な農薬を躯約的に′さ蔓㌢み，産出蕊・生産性が高  

位にあり，食衣住も中国成瀬としては水準が高く，冠嫡  

葬祭支揖も大で，負横をもつ場合は少ない」対「大家族  

が規模大な燵莱を朝教的に営み，産出盛・生産性は低位  

にあり，食衣佳とも中国腿家としても水準が低く，冠婚  
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鉄道部経済双顔「湘漠線妻芸饗段付近各県経済報脅肇‡ニ」  

民l室ほ1年  

罵龍等26終（嘉商と歎州にまたがった26県），各県人  

口ほ極めて少なく，種平方里渾均2∠i人種度にすぎない。  

土地ほあっても耕作しているものが少ない。年来兵乱止  

むことなく土匪が毛の如くいて，平時でも‡那鋸こ入って  

きて，衆稲などを掠奪していく。収穫の時にとくに甚だ  

しい。遊民が針術のため槍を捲いで耕作にでるが，それ  

でも匿患が軽くならない。このようにして肥沃の地があ  

るといえども荒御胱人の地となっている場合が多い。農  

民の用いる農兵は旧式であり，脱法施メ把も旧式を墨守し  

ており，進歩の望みほない。戯民は嚢金にいき詰まって  

おり，低くて2～3分商ければ6～7分の商利の金を惰  

りていて，農業発展の望みはない。農作物は上発に水稲  

とうもろこしをつくり下発に棉変姻をつくる。渾嫡の申  

にアヘンがあり，アヘン並の利益ほ全作物も中で散大で  

あるので，下発作物の中でアヘンの地位が高く棉愛が少  

ない。アヘンは自家の吸鵬にも伏している。   

察繍の各県では農工が1日田椴えのできる水間が100  

平方丈の3分の2であるが，楽州の各県でほこうした尺  

度がなく梯子の放で晦斗穐または稼升稚の栽培される両  

税で規模を示している。戯戸のうち300畝程度の所有者  

が大地主で毎払10戸程度ある。50～200畝程度の所有者  

が中産の地主で各県30－40戸がある。このほか白餅段，  

半‡ヨ緋j乳 価膿，ラ露般があるが，日新磯がもっとも多く  

40％，判∃緋農：う0％，佃農は20％である。雇農の数は少  

ない。平均経営面機は大農40畝，中農20畝，小脇7仙8  

畝である。この地方の耕地には2碓ある。1つは低銀地  

または澱激発見地であり稲作ができる。他は稲作のでき  

ない土地であり，とうもろこし変豆が栽培される。州の  

地価は水田の5分の3雅度である。   

課税は非′馴こ込み入っておi），確実で普遍の計算がで  

きない。地税は概して地主の納めるところとなっており，  

鹿央とは無‡関係である。しかしアへン観である洋鯛課税  

は虚実負担であり，税率ほ各県まちまちである。地税と  

m租の関係は抑佃という名の保証金を先払い関税として  

納入する。抑朝＝ま土地の上尊中等下等で異なるが，中等  

地で地価の10％である。このため地主は俊夫に対して貸  

付を行うが，貸付は米息と銀息があり，米息は敢商5分  

段低2分速滞4分，銭租は準息で敢商4分敢低2うナ通常   

部分が農地，楳民の腿家の比率70～80％，農家はl針緋  

腿・半捌非農・佃膿・雇腿からなるが主体は白桃良か半  

打柳腰である。作物には上発と下発があり，」こ号をは水稲  

またはとうもろこしであり，下発は麦類ぽたは渾姻であ  

る。緋様方法は仙〝一様に旧制で，水車・肇・鋤・杷などの  

腿典は古来の型式のものを用い，肥料は発・灰・油粕を  

用いる。収穫は土地の良否に即して大差があり，それが  

地域差をもたらしているが，水稲の場合平均的には25斤  

の稜叡で460斤の収穫を得ている。磯谷では2斤7升の  

穐寂で145斤の収穫，変瀾では2斤2升の棟数で160斤の  

収碓である。渾爛では檻1升につき収掴275両の収入が  

ある。遊民の生活は棲めて簡単で，地主より負債を持ち，  

その利息は銭息2分＊息4分である。池坊の計戯が不済  

であるが，1畝60方丈で訃殊した地価は老成県では水損  

枚商95元敢低12元潜適38禿で熱上敢商38元救低5元潜適  

22元である。   

盛挙生産数用を地租，株価 人二L肥料，農具消耗に  

分けてみれば次のとおりである。①地租ほ上等地地主6  

戌佃戸4成，中等地地主佃戸各半 下等地地主4成佃と  

6胤 痩輩の土地では地主3成佃戸7成である。②株価  

は市価がないが，通常相称斗（30斤）7角5分，亀谷毎  

斤2角，大小変は亀谷に等しく，祥偶の機葡1iほ毎升1角  

程度である。③人こにほ凝期雇用者ほ少なく，短期簾成美  

と平均毎iヨ600丸 牛ユニには1紆常水準絨200文と臓食煉  

草が供さる。水稲の場合，種穀ユ斗の作付分の基地捕潮  

岬秋草耕感慨に人工：う0～50牛ニ】二2～9が目安であるが，  

耕mの肥痩と遇表の勤惰により差だ大きい。竃谷の場合  

人ニ】二15～25牛二1二3～4，大小愛人ニ‡二10～25牛ニl二2～：う。  

渾姻で欄蘭＝升分の人工189年工6～12である。④肥料  

では油粕200斤の価格1元，発1挑100文，灰1挑200文。  

⑤ぷ造鋸肖耗では水車が封元の製造劇がかかるが，5－6  

年の耐用があり，鋤ほ3～4角，翠は1元5角ほどであ  

るが，10和ま使える。   

人工の耕作時間に定めはなく，日の出で作り目の入り  

で休鉦。近年生活費が寓騰して農家の多くほ鰻工を雇わ  

ず，長ニ1二ほもより雇わない。このため雇農の士粧となる  

者が多い。腿民の食欄は米が主でその比率は60％以上で  

ある。水田の少ない地域では磁穀を主食としている。食  

肉は節目または正月に‡限られる。衣料は漢人の多くは土  

布を常用し，番人の多くは麻布を着用する。家闇は尊慮  

槻が多く，次いで瓦屋根である。採光ほ不良である16）。  



大戦胡ヰ噸lの戯家経済の地域特性  

3分である。農業貸金は艮二1二で年14元，短工で冒2角5  

分であり，作葉時瀾は1日8～9時間である。近年督儲  

商騰し，農家が波工を雇わなくなり，遊楽灘に短工を雇  

うだけとなった。このため土地をもたない稀戯の生活が  

成立しなくなった。農民の食媒はとうもろこしが主で  

60％以上におよんでいる。洋事大小変がこれを袖発し  

30％を■おめる。米はわずかに10％にすぎない。収椎した  

米ほ白米にしてほとんど諸地域内に住む肇r戸に販売して  

いる。食肉のl計数ほさらに少なくて，以嗣は節に＝頭は  

食していたのが，今は琴に1回でしかも飽食できない。  

衣服は脊藍の土布を用い，婦人が脱作業に従事するとき  

は‡宣布で瑳iを包む。舶来品は千に1つもない。瓦屋根の  

欝屋は貧者にはなく，葦房が多いd7）。   

鉄道部経済双藤「湘テン線室賛接種済調査報脅替」  

民腰121年  

遊民の吋，自耕趨半個剃瀾湘臓の3穐が隊分されるが  

この外に尉二‡二とよばれる樅脳がある。聯脳は耕すべき【ヨ  

己の冒場をもっておらず，また農具緋牛を持って他人の  

‡鉦吸針租人する資力を持っていない。持つものは労働力  

だけであって，農業労働者として生活している。これに  

媛工月清瑠闇の3棟がある。選二1二ほ1年を通じて労働を  

販究する賓で膳梢を】除き30元の年貸金を得る。月活は1  

か月の労働を売る着であって春秋彪忙の季節に腐食を除  

き6～7兎を得る。短エは1E＝限りの労働者で通常の賃  

金1角4－5銭をうるのみである嘲。   

張淡絨「歎州農業概況」農相榔：り 第47州 民固24  

年1月  

大冤県は県東部‡川也多くとうもろこしが栽培される程  

度であるが，酉硝北部ほ…部に山地があるが大部分は小  

平原または盆側戊なし，良田沃地がある。この県でほ土  

司制度が存続している。全県土の10分の2は土司の私産  

である。また全県の10分の1しか県公署は管理していな  

い。土地が肥沃で人‡コ密度が小一1平方恩6人…であ  

るのほ地主が移住してしまったからで，そのため荒地が  

多いからである。地元の住民が荒地を購入し，良田とな  

す道がひらかれているのであるが，土司がこの土地を収  

容して，これを頭人（頭目）にわかち，頭人は総佃戸と  

なってこれを多くの小佃戸に小作させている。ニヒ司が公  

共的大地蓬となり，頭人がその土地の中間管理人となる。  

炎正の地主は漢人であり，土司ほ少数民族の督虜であり，  

問題は漢人対土人の政治問題である。   

′j、佃戸がまず総佃戸に納徹し，その後土司が総佃はか  

ら収租するが，各郷の区長甲長等が未納の小佃戸の納租  

を催促し完済させる。土司と佃戸の関係は家主と家奴の  

関係と同じである。土司が小河を聞いて開拓をほかると  

きには，佃戸を辿れてきて力投に従事させるが，1日3  

度の食事を給するほかは貸金を支払われない。開拓が完  

了して水田になると各佃戸は金を出して土司に礼物を差  

し出す。土司以外の地主に対しては佃戸は蒐徹の正欄  

（米あるいは玉鋼黍）をおさめるだけで豆腐瓜東商梁ア  

ヘンなどはすペて佃戸の取り分となる。また幾年の年は  

定額を納めるだけでよいが不作の年は楓の減税がなされ  

る。土司が仰戸に対するときほ，所収の税収の租徹は地  

主への正雄の3分の1の額を玉濁黍租，稲租，果子租  

鶏札 猪税率薫別勿副産物で納入する。これを総佃戸（磯  

人）が半ば所収し，なかばを土司が所収する。   

慮産物の先買にほ城市と柑市が利用されるが，主要食  

様については米行など行戸（商人）の市価操縦が大であ  

る。戊民は販売を栄行に委託しており，米行は例えば冬  

の穀物の多いときは覚り控え，その価格は60斤1斗の米  

価ほ5禿であるが，5月には1斗9元，7月には1斗13  

元といった様に不足時に高く売り出す。邸済が通過する  

とき掛紬裾こ安く米を買い上げるので，農民が恐れて米  

を市場に江iさず不足に至り，1斗16元にまで価楕が騰楽  

したことがある。軍隊が来る時は沿道の土地は人がなく  

なり，耕作もなされない。投夫を恐れるためである。民  

区‖3年4月賓簡牒が蟄陽から大盤を繚て掌了糾二退いた。  

この時タき子は拉夫を避け沿道でほ少数の婦人が耕作に従  

解していた。純米畢はその婦女を捜し，沿道は無人と  

なった4日）。   

揚湖選「蟄州省大倒鋸勺農民」東方雑誌Vo12ノ1民  

閻16年8月  

（2｝ 塞商省のアヘン  

① 褒商省の中央部に肥沃な血瀧漑の施設も鷹った仙  

高原がある。この地の農薬生産力は中国の多くの稲作地  

帯よりも大である。気象は6月から10月の温和な季節と  

‖月から5月の比較的乾腰した季節からなる。前者に照  

応する作物が水稲で，後者に照応するのがアヘン㌧小  

変・豆類・油菜である。良明腺はもっとも豊な㈲勘也骨   
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すなわち政府は6千万元のうち4千万元余をアヘンの生  

産・流通から得ているのである。筍政府働傾がこのよう  

ではアヘン禍を除くことはできない。アヘンの鎧い地帯  

歎州・R射‡卜甘栗】汀・率夏には賞詞のアヘン財政の模倣が  

みられる馳）。   

行政院磯村復興杏戯会「黍南省鹿相調査」商務印裔   

鮨1935年4月の…部  

であるが，ここに29，750畝のケシが栽培されている。賞  

南のケシは9月に捕え付けられ，2月に開花し，3月に  

爽が熱し収穫される。この爽を恭沸してアヘンを抽出す  

るのである。上椙1扱から60両，中性1畝から50吼 下  

‡羽1畝から30両のアへンが得られる。アヘン1両の地力  

価格ほ約1．0元で地価の25％に適する。このように蔵版  

益であるが，反頑多く腿民に吸偶の習慣をつけさせる。  

1家の主人がアヘン吸凋者となると怠惰となり磁場揮発  

は極度に非能率となる。アヘン税・綿製アへン購入数・  

医療教が累増し生計が破壊される。多くの場合破産した  

農家の婦女は姻となり，男子は陛となる。さらに窃盗が  

横行する。窃盗を免れるため果物やそ莱を作らず，敷物  

もゃ刈りをしてしまう。アへンが省城に拡がると輩夫・  

店員・手ニ1二業者も無気力になる。裳掬ではアヘン生産地  

であるからアヘンが安価で金持ちや失業者は暇を激すた  

めに，貧困者や労働者は疲労をごまかすために，容易に  

アヘン吸姻者となる。成年タき子の35～′10％はアヘン吸凋  

者となっている。  

（診 ケシ栽培の増加の議転機は省政府の財政政第にある。  

室南省にほ2株のアヘン税がある。公式にはアヘン生産  

販卿肖饗は執ヒされているが，それを黙認する称わりに  

罰金として税を課すのである。第1のアヘン税は関根付  

加税の1つで，楽焼周が徴税機関となっている。輩焼の  

名において全省各螺にケシ栽培の許容される教大敵数が  

恵められ，許可された各畝に2元の税が祝せられる。正  

税である田眠は毎畝7角3分であることと比較すると極  

端な高率課税である。さらにこの敢大畝数をこえて栽培  

することも追徴金を支払うことによって認められている。  

この追徴金は省政府の徴収のほか聯政府も区政僻も徴収  

する。各螺の上記散大畝数は平均8チ畝であるが，実際  

の栽培面積はその2倍はある。こうしてケシ栽培地は晦  

畝2元から5元の税を支払う。1931年の省政府の予算規  

模は約6千万元で…ただし省政府の紙幣価格でその価  

値は7．5分のト…であるが，その歳入の内訳は紙幣発行  

240万元・塩税420万元・田賦550万元に加えて，地畝税  

と追徴金2．030方禿である。第2のアへン税はアへン販  

売税である。これはアへンの省外輸出を少数の商人に独  

占させている見返りとしての税で，アヘン督両につき15  

元一省政府の紙幣で100充血を支払う。さらにこれの付  

加税として税関登録蘭5元と公路建設費25元が加わる。  

こうしてこの方面からの税収も乙000万元を下らない。  
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MilPl．′rhePortionofChinastudied  
〔本l稟】ほ『LandU鵡zationinChinaAtlas』ひ．L．Buck，theCommercialPressL’rD，Shanghai，China，1937）によ  

る。〕  

＝   



Map2．LocalitieshwhichFarmSurveyStudiesweremadebyJ．L．BuckandOthers  
〔本圃は『LandUtihzationinChinaAtlas』J．L．Buck，theCommercialPressLTD，Shanghai，China，19：う7）によ  

る。〕  
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Map3．A函cultura】AreasorChin乱  

〔刺釧よ『LandUtiuzationinChinaAtlas』U．L．軌ICk，theCo王nmerCialPressLrrD，Sllangllai，Chin8，1937）によ  

る。〕  
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